

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




　ブレイズマンが死んだ。というニュースは、瞬く間に人々に知れ渡った。

　彼はこの日本という国において、誰もが憧れるヒーローだった。

　真っ赤なタイツと金糸のマント、太陽飾りの付いたマスクといったお決まりの衣装で空を駆け、人類を脅かす《フォールド》という怪物を超人的な力で討ち滅ぼしていった。

　十四年だ。彼はその間ずっと戦い続けた。際限なく湧いて出る敵を前に、ただの一度の敗北もなかった。逃げるなんて以もつての外ほか。彼は人類のために、怪物を殺し続けた。

　完全無欠のヒーロー、と誰かが言った。誰もがそう信じて疑わなかった。

『かまいたち』が竜巻を率いて市街地を暴れ回った時も、『カツアゲ仮面』を始めとする《フォールド》が徒党を組んで球場や銀行を襲った時も、彼は負けなかった。

　二週間ほど前、街一つ呑のみ込こむほどに肥大化した『日傘の魔女』を前に、人々は皆一様に圧倒された。これはもはや人類の手には負えない災厄だ、と死の予感に恐怖した。

　しかしそんな絶望と対たい峙じしてなお、彼は一切怯ひるむことなく勝利を収めた。

　神の鉄てつ槌ついをも思わせる凄すさまじい戦いぶりに、人々は熱狂した。人じん智ちを超えた勇姿を称たたえ、彼を「神」と称する者まで現れたほどだ。神話にすらなり得たであろう激闘を何な故ぜ直に観みることが出来なかったのか、と私は悔やんだ。テレビ中継は大いに盛り上がったそうだ。

　その時の私はと言えば、市内の総合体育館で剣道の試合に臨んでいた。

　結果は優勝。あの日のトロフィーと表彰状は、通っていた道場に置いていった。優勝の記念に両親と撮った写真は、リビングの一番目立つ場所に飾っている。

　ブレイズマンが死んだあの日、私の父、天てん道どうオムもまたこの世を去った。

　父の名前が刻まれた墓石は、霊園に敷き詰められた墓石の列に混じって立っていた。

　花屋で包んでもらったスターチスを片手に抱え、傘を差して歩く。父が死んでからというもの、しとしとと雨が降り続いていた。梅雨の季節は好きじゃない。

　父がブレイズマンだと私が知ったのは、父が死ぬ直前のことだった。

　──実は、私がブレイズマンなんだ。

　父はいつもと変わらぬ温かな笑みを浮かべ、愛いとおしそうに私の頭を撫なでると、少しだけ寂しそうな顔をしてから、サラサラとした灰になって消えてしまった。

　それが父の最期だった。父は普通の人間ではなかったのだと、その時知った。

　──いい、陽ひ菜な。あの人の遺のこした灯は、私達二人の手で守るのよ。

　母の叶かな芽めは私の肩を抱き、全てを悟ったかのような声音でそう言った。母の瞳は殉教者のように一いち途ずな使命感に燃えていて、殉死者のように昏くらく絶望に澄んでいた。

　父の死後、多くの人が私の元に寄って来た。母が記者会見を開き、ブレイズマンの正体を公に語ったからだ。

　物見高い連中やマスコミがこぞって家まで押しかけ、「父親がブレイズマンだと知っていたのか」だとか、「ブレイズマンと最期になにを話したのか」だとか、そういうことを沢山聞いてきた。その光景が死肉に集うカラスのように見えて吐き気がしたが、きっと当事者でなければ自分もその野や次じ馬うまの一員になっていたかもしれないと思い、唇を噛かんだ。

　そもそも他ひ人とに語ってやれるほど、私自身、まだ父のことを呑のみ込こめてはいないのだ。

　……むしろあんた達が私に教えてよ。パパは何者で、どうして死んでしまったのか……。

　ほんの数日前までは霊園の入り口付近にもマスコミが張っていたが、大した収穫は見込めないと判断したのか、今日はただの一人も見当たらなかった。きっと今頃はご近所さんやクラスメイトにでも話を聞きに行っていることだろう。

　私は学校にも行かずに、毎日父の墓参りに訪れていた。クラスメイトにまで質問攻めにされるのは嫌だったし、下手に同情されるのも嫌だった。それにもうじき夏休みだ。他人よりも休日が増えただけ。心配ない。頭に浮かんだ父の困り顔に、そう言い訳する。

　すっかり慣れた足取りで霊園を歩いて行く。すると父の墓の前にお坊さんが一人立っているのに気付いた。私は立ち止まって、声を掛ける。

「お祈りなら、とっくに神父様がやってくれましたよ」

「ああ、これは失敬。この格好では些いささか配慮に欠けておりましたかな」

　振り返ったその男は小こ綺ぎ麗れいな法ほう衣えを羽織り、竹で編まれた円えん錐すい形けいの笠かさを被かぶっていた。

「ここの管理人さん？」

「いいえ。ただ私用で参っただけの個人ですよ。しかしこうして逢あったのもなにかのご縁。不良坊主の念仏に如い何かほどの価値があるか分かりませぬが、どうです？」

「不良なら、遠慮しとく。なんだかバチが当たりそう」

「はは、結構結構」

　五十は過ぎているだろうか。柔和な笑みを湛たたえたその男は、長年大地に根差した大樹を思わせる鷹おう揚ようとした雰囲気があった。見るからにお坊さんの風体ではあるものの、雨の中傘も差さずに墓前に立った彼の姿は、何ど処こかこの世界から浮いて見えた。

「私は彼とは古い仲でしてね。もう少し早くに訪れようと思っていたのですが、ここ最近はこの辺りも騒々しかったものですから。彼は随分と人望があったようだ」

「あの人達は別にパパの墓参りがしたいわけじゃない。墓を掘り起こしたいだけ」

　私が墓前に立つと、男は場所を空けてくれた。

　墓の周りはお供えだけで花畑が出来るほどだった。父が本当に神様にでもなったかのようだ。昨日供えた花を探してみたが、埋もれてしまって判別が出来ない。仕方なく、今日の分を花畑に置いていく。このゴミ山もいずれは片付けなくてはならないだろう。

「でも、どれだけ掘ったってなにも出てこないけどね。このお墓の中には、骨すら遺のこっていないんだもの。パパの灰は、風に持っていかれちゃったから」

「そうでしょうな」と男は頷うなずいた。

「彼は命を燃やし尽くし、また命へと還かえったのです。それが運命に殉じた者の宿命だ」

　意外な反応に私は驚いた。まさかこんな話を信じるだなんて。

「あなたは、パパの友達なのよね？　どういう知り合いなの？」

「友人という言葉が私に務まるかどうか。同業者、と言った方が相応ふさわしいでしょう」

　仕事仲間ということだろうか。含みのある言い回しに不信感が募る。

「同業者……ってことは、芸能事務所の人？　それかブレイズマンのスポンサー？」

「いいえ」と男は笑う。

「じゃあ、なにをしてる人なの？」

「仏僧の格な好りをしてはおりますが、これでも一応、死神をしております」

「……は？」

　死神？　今、死神って言った？　呆あつ気けに取られる私に構わず、男は言葉を続けた。

「そういえば、まだ名を名乗っておりませんでしたな」

　男はそう言うと、頭に被かぶせた網あ代じろ笠がさを取り去った。褐色肌の禿とく頭とうと、真紅の瞳が露あらわになる。何な故ぜか一瞬、その眼まな差ざしに父の面影が重なった。

「申し遅れましたが私、名をオムと申します。以後お見知りおきを、天てん道どう陽ひ菜なさん」

　その時の私はきっと口をぽかんと開け、間抜けな顔をしていたはずだ。




　自らを死神と名乗ったその男は、父と同じ名前をしていた。





一章　燦さん々さんと夏、散々なひと夏




「小こ夏なつちゃん、お会計お願い」

　店主の鈴すず原はら実みの里りに言われ、笛吹うすい小夏は慌ててレジに立った。

　手書きの注文書に記された代金を読み上げ、慣れない手つきでレジスターを叩たたいて会計を終えると、その頃には、鈴原の方でも花束のラッピングを終えている。

「……あ、ありがとうございました……」

　ぺこりとお辞儀をすると、相手の女性は「ありがとう」と言って店を出る。花束を抱えた客の後ろ姿を店の前まで見送ってから、小夏はほっと人心地ついた。

「もう随分と慣れてきたね、小夏ちゃん。さっきのはいい感じだったよ」

「……そんな、っ……私なんて、まだ、全然……」

「まだ一週間でこれなら将来有望だ」

　ブンブンと首を振って謙遜する小夏に対して、鈴原は優しく微笑ほほえんだ。

「アルバイトは夏休みが終わるまでって話だったけど、小夏ちゃんさえよければその後もいてくれていいんだよ？　というか、いて欲しいくらい」

「……でも、私……まだなにも……失敗も、あるし……お花のことだって、全然……」

「そんなのは少しずつ覚えていったらいいんだよ。学校と違ってテストがあるわけでもないし、失敗したってヘコむことないよ。自分のペースで、ね」

　小夏は一週間ほど前から、鈴原の元でアルバイトを始めていた。

『ＯＮＥ　ＤＡＹ』という名の個人経営の花屋だ。

　自宅から歩いても十分程度の近場にあり、その存在は以前から知ってはいた。が、ここで働くことになったのは偶たま々たまというか、その場の勢いのようなものだった。

　花の知識などは皆無で、仕事を覚えるにも一苦労。なにより接客業というのが、小夏にとっては高いハードルだった。人見知りする性格だというのもあったし、それ以上に声の小ささがネックになっていた。小夏の声が聞き取れずに客に怪け訝げんな顔をされることも何度かあった。それでも辞めずにいられるのは、鈴原の人柄あってのことだろう。

「それじゃあ今日は、ラッピングの練習もちょこっとしてみようか」

　鈴原は明るい女性だった。ボブカットを鮮やかに染め上げた栗くり色いろは陽ひだまりのようで、少女めいた笑みにも嫌いや味みがなく安心感を覚える。それになにより、優しい人だ。

　……もう少し、頑張ってみよう……。

　店内には色とりどりの、まだ名前も碌ろくに知らない花々が陳列されている。それらをぐるりと見渡し、小夏は一人やる気に満ちた表情で頷うなずいた。

　店内の時計が午後の三時を指したところだった。




『昨夜、旭あさ日ひ市内のライブハウスで起きた事件に関して、県警は正式に《フォールド》による犯行であるとの見解を示しました』




　平穏な日常に不意に飛び込んで来た不穏な単語に、小こ夏なつは顔ごと意識を向けた。店内のラジオから聞こえてきたそのニュースに、耳を傾ける。

　場所は繁華街の片隅に位置する小さなライブハウス。数組のバンドがタイムテーブルに則のつとってステージに立ち、百名ほどの観客が立ち見をしていた。そこでその事件は起きた。

　犠牲者は十二名。その誰もが溺死体で発見された、という不可解な事件だった。

　大勢が密集した閉鎖空間だったこともあり、その犯行を目撃した者は多かった。だが、それ故に謎を呼んだ。なにせその犠牲者は全員、衆人環視の前で溺れ死んだのだから。

　目撃者達は口を揃そろえてこう言ったという。




　──『シャボン玉』に殺された、と。




『県警は件くだんの《フォールド》を指名手配すると共に、市民への警戒を呼び掛けています。《フォールド》を目撃した場合は最寄りの交番か、特務課までお知らせください』

　そこでニュースは終わり、ラジオは音楽番組に切り替わった。

「怖いね、《フォールド》だって」

　鈴すず原はらはラッピングに使った台の上を片付けつつ、不安を漏らした。小夏は箒ほうきとちりとりを持ってくると、床に落ちた花びらやゴミを掃くのを手伝う。

「この頃また増えてるよね。『日傘の魔女』だっけ。あれからまだ一ヵ月ちょっとしか経たってないのに。ついこの間も刑務所が襲われたって、あれも《フォールド》の仕業だって話だったでしょ？　一体いつになったらこの街は平和になるんだろうねえ」

「…………」

　一体いつになったら。それはきっと誰もが思っていることだろう。

《フォールド》が初めてこの国で確認されてから十四年余り。その間ヒトに仇あだ為なす怪物が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしていたことを思えば、平和だった頃を思い出せる者の方が少ないはずだ。

　けれどほんの一ヵ月前までは、そんな不安を耳にすることは意外と少なかった。

　今は、この街の誰もが漠然とした不安を抱いている。その原因は一つだ。

「ブレイズマンが今も生きていてくれたら、みんなも安心出来るんだろうけどね」

　鈴原の何気ない一言に、胸の辺りがぎゅっと締め付けられた。

　ブレイズマンが生きていてくれたなら。それもきっと皆が一度は願ったに違いない。

　でも、彼は死んだ。人類を守るヒーローはもうこの世にはいないのだ。……いや、違う。

「……私が、奪ったんだ……みんなの太陽を……」

　小夏は顔を伏せ、ゴミ箱の底にじっと視線を落とす。そうして中を覗のぞき込こんでいると、頭の天てつ辺ぺんから穴の底へと落ちていくような錯覚に蝕むしばまれる。昏くらい感情に沈んでいく。

「──あら、あの子。また来てる」

　その時、鈴原が訝いぶかしむように呟つぶやいた。小夏もつられて顔を上げた。

「……あの、子……？」

「昨日も来てたんだよね、彼。チラチラと店の中を覗のぞいてるみたいだったから声を掛けようとしたんだけど、その前にそそくさ帰っちゃったのよ。危ない人じゃないといいけど」

　鈴すず原はらは身を寄せると共に耳打ちしてくる。……どんな人だろう？　小こ夏なつが鈴原の陰から店の外を見やると、そこには確かに、不審な人影があった。

　髪は金色に染めていて、眉根の寄った不機嫌顔には大きな火傷やけど痕がある。彼は通り掛かりに花を見ていただけ、といった風を装いながらも店内を気にしている。

　その少年と目が合うのと同時、小夏は「あっ」と声を漏らした。

「小夏ちゃん、もしかして知り合い？」

　鈴原の問いに、小夏はこくりと頷うなずいた。

「……ハル……。ハルが、来た……」

「春？」鈴原は額ひたいに浮いた汗を拭うと、不思議そうな顔をして言った。

「それはまた、随分とお寝坊さんな春だこと」




　鳥と羽ば春はる樹きは店内のガーデンテーブルに着くと、物珍しそうに、また居心地悪そうに周囲の花を眺めていた。小夏もその隣に突っ立ったまま、そわそわとしている。

「小夏お前、本当にバイト始めたんだな」

　春樹は、小夏のエプロン姿を見て苦笑する。そんなに似合っていないのだろうか。

「……どう、して……？」

「アキが言ってたんだよ。どうやら小夏が花屋でバイト始めたらしいぞ、ってな」

　なるほど、アキちゃんが。そういえば彼女にだけは教えていたのだった。

「……でも、どうして……」

「別に、偶たま々たま通り掛かっただけだ。そんで店を覗いてみたら本当にいるじゃねえか。まさかお前みたいなのを雇ってくれるとこがあったとはな。そのピンク頭で面接したのか？」

　散々な言われようだが、小夏は内心嬉うれしく思っていた。

　春樹は偶々通り掛かったと言うが、彼の自宅からは歩いて三、四十分以上は掛かるはずだ。第一、鈴原によれば彼は昨日も来たらしい。それを偶然と納得出来るほど、小夏も鈍くはなかった。彼は、小夏が上う手まくやっているかと心配していたのだ。

「まさか小夏ちゃんの友達だったなんてね。怖い人が来たのかと思って警戒しちゃった」

「ビビられんのは慣れっこだ。気にしてねえ、っすよ」

　鈴原はグラスを二つ持ってくると、春樹と小夏の前に置いた。カラン、とグラスの中で氷が揺れる。春樹は「どうも」と言って早速口を付けた。

「うち特製のカモミールティー。リラックス効果があるから、眉間の皺しわにもよく効くはず」

「ストレスでこうなってるわけじゃねえんだがな。生まれつきこんな顔、なんっすよ」

　小夏は春樹の口調に僅かながら違和感を覚えた。友人のバイト先だから遠慮しているのか、少しぎこちなかった。普段見ることの出来ない彼の姿に、自然と頬ほおが緩む。

　小こ夏なつもようやく椅子に座り、グラスを傾けた。水面に浮かんだカモミールが唇に触れる。

「小夏ちゃんはね、私のピンチを助けてくれたのよ」

　鈴すず原はらは思い出話でも聞かせるようにして、春はる樹きの疑問に答えていた。




　その日は雨が降っていた。土砂降りという程ではなかったが、外を出歩くのに傘くらいは必要だった。突然の風が吹いたのと、鈴原の悲鳴が聞こえたのは同時だった。

　小夏が振り向くと、歩道に倒れた女性の姿に気付き、風に引ひっ手た繰くられた傘が遠くへと飛んで行くのが見えた。すぐに小夏は鈴原の元へと駆け寄った。

「……大丈夫っ、ですか……？」

「うん、私は大丈夫。ちょっと濡ぬれちゃっただけだから」

「……でも、傘……」

「あー、なにもあんなに急いで逃げなくていいのにね」

　そう言って笑った彼女の表情が、どこか悲しそうで。

　小夏は自分が持っていた傘を鈴原に手渡すと、飛んで行った傘を急いで追い掛けた。

　その後、すっかり濡れねずみになって帰ってきた小夏を、鈴原は傘のお礼にと家に招待すると、バスタオル一枚と、ハーブティーをご馳ち走そうしてくれた。その時もこのテーブルに着いていて、雨宿りついでに少し話をした。そして、そろそろお暇いとましようと席を立ったその時、小夏は店先に貼られた「アルバイト募集中」というチラシを見つけたのだ。

「もしかして興味ある？」

　そう鈴原に聞かれ、小夏は少し悩んだ後、頷うなずいた。




「とまあ、そういうことがあってね。私は小夏ちゃんに一ひと目め惚ぼれしちゃったのでした」

　めでたしめでたし。鈴原は話を締しめ括くくると共に、小夏に視線を寄よ越こした。

「こいつらしい」と春樹も小夏を見る。注目を浴びる中、小夏は頬ほおを染めるばかりだ。

「あの日小夏ちゃんが私の代わりに走ってくれて、嬉うれしかったんだよね。世の中捨てたもんじゃないな、って。私あまり足がよくないから……、尚なお更さらそう思ったんだよ」

　鈴原はカウンターに腰を浅く預けた格好で、片足をぴんと伸のばしてみせた。

「足が悪いのか。そうは見えなかった」

「リハビリのおかげかな。これでも昔は、杖つえなしでは歩けなかったんだよ」

　なるほど、と合点がいった様子で、春樹は再び店内を見渡した。

　店内を彩る花々は、腰よりも少し高い位置に陳列されている。それが彼女のハンディに合わせたものだと彼も気付いたのだ。アルバイト初日に、小夏はそう聞かされていた。

「怪け我がの後遺症、ってやつか」

「ずっと前に事故に遭っちゃってね。結構長い付き合いだよ」

「それは、なんというか……大変だな。まあ、生きてるとツイてないこともある」

「達観したこと言うね、ハル君は」

　鈴すず原はらは彼の名前を「春」と勘違いしているのだろう。不意に愛称で呼ばれ、春はる樹きは少々面食らった顔をしていた。それから春樹は自分の顔を指して、何な故ぜか得意げに言った。

「生あい憎にくとツキとは縁がないんだ。この火傷やけどなんかはまさに、その生き証人だよ」

「随分と酷ひどい火傷だね。ハル君もなにかの事故で？」

「顔面に薬品ぶっかけられるとは思ってなかったからな。そういう意味では、事故だな」

「それは、酷い」

　小こ夏なつは春樹の横顔を覗のぞき見みた。薬品、と彼が言った凶器は、本来は小夏に向けられたはずの物だった。それを庇かばったがために、彼は一生残る傷痕を顔に負ってしまったのだ。

　……私のために負った傷。私のせいで負った、消えない傷……。

　小夏が顔を伏せるのに気付いてか、春樹はバツが悪そうにグラスを呷あおった。

「まあ、もう済んだことだし、今更どうこうっていうのもないけどな。ただ理不尽な目にばっか遭ってると、どうしても考え方が後ろ向きになる。そうだろ？」

　そこまで言って、春樹は「そうっすよね」と言い直した。

　流石さすがに鈴原もその違和感に気付いたようで、「普通にしていいよ」と笑った。

「事故に遭ったのは確かに運がなかったけど、それも悪いことばかりじゃないよ」

「……そう、なんですか……？」

「そうだよ」と鈴原は小夏に微笑ほほえんだ。

「だってあの時転んでなかったら、もしも自分の力で走れていたら、きっと小夏ちゃんともこうしてお話出来てなかっただろうしね。結果的に、それでよかったんだよ」

「前向きなんだな」

「何事も前向きに、だよ。心の持ちようで世界は変わる。私はそう信じてるんだ」

　晴れやかな表情でそう言い切った彼女の姿は、見み惚ほれるほどに鮮やかだった。

　隣で春樹が「そうかもな」と呟つぶやくのが聞こえた。その声色は彼らしからぬ穏やかなものに思えた。その視線は小夏を見ていたが、それがどうしてかは分からなかった。

　やがて店先に客の姿が見えると、春樹はグラスを置いて席を立った。

「また遊びに来てね、ハル君。その方が小夏ちゃんもやる気出ると思うから」

「喉が渇いて仕方なくなったら、考えてみるよ」

　春樹は曖昧な返事だけを寄よ越こすと、去り際に思い出した素振りで小夏に言った。

「そういやお前、明日のこと忘れてねえだろうな？」

　忘れるわけがない。小夏はこくこくと頷うなずいた。

「ならいい」それだけ言うと、春樹はひらひらと手を振って店を出た。

　春樹と入れ替わりで客が店内にやって来る。ハーブティーが効いたのか、お喋しやべりの時間を挟んだおかげか、随分とリラックスして接客に臨むことが出来た。

「小夏ちゃん、さっきは二人でなに話してたの？」

　客をまた一人見送ったところで、鈴原が脇腹を突つつくような調子で尋ねてきた。

「……明日は、一緒に出掛けようって。二人で……」

「それってつまり、デートだ」

　鈴すず原はらは悪戯いたずらっぽく笑う。小こ夏なつは頬ほおが朱あかくなるのを感じながらも、頷うなずいた。

　そう、明日はデートなのだ。





＊　＊　＊






「早く着き過ぎたか」と春はる樹きは溜ため息いきを吐ついた。

　スマホで時間を確認すると、予定よりも十五分早かった。待ち合わせ場所は駅前の広場ということになっていて、辺りを見れば他にも待ちぼうけを食った人間がうじゃうじゃといる。炎天下に集った人影を眺め、夏休みだなあ、とまた息を吐く。

　今日の予定は、一応はデートということになる。計画を立てたのは夏休みに入る前のことだったが、運悪くテスト期間が後に控えており、小夏の許しが出なかったのだ。

　見て呉くれこそ派手な彼女だが、その中身は真逆と言っていいほどに真面目だ。

　春樹は駅の入り口付近に立ち、十五分後、時間通りに現れるであろう小夏を待つ。

　五分が経過し、十分経たった。駅の出入り口を行き交う人々を横目に、春樹は時計を見ることなく過ぎた時間を瞼まぶたの裏で数える。十秒、二十秒、三十秒……。

　……俺の命は、あと……。

　それは無意識のことだった。もはや癖と言っていい。なにもしないでいると過ぎて逝く時間ばかりが気に掛かる。春樹は努めて、遠くの空へと意識を向けた。

　ビルの屋上で、なにやら作業をしている風景が目に留とまった。どうも屋上に設置された広告看板を撤去している最中らしい。看板には、ブレイズマンがでかでかと映っていた。

　飲料水の広告らしく、青空をバックにペットボトルを呷あおるマスクマン、といった構図になっている。夏を感じさせる爽やかさと、炎天下を思い出させる暑苦しい広告だ。

　しかしその看板は夏の真まっ只ただ中なかにして、早くも屋上から下ろされていた。人々の頭上に掲げておくにはなんらかの不都合があったのだろう。どこか哀愁を感じさせる光景だ。

「薄情なものですよね」

　その声は、春樹のすぐ隣から聞こえたものだった。

「散々ヒーローだなんだと祀まつり上げておいて、都合が悪くなったらポイ、だなんて」

　見ればそこには、日傘を差した少女が立っていた。少女はビルの屋上に顔を向けていて、初めは独り言かとも思ったが、ふとこちらに顔を向けて言った。

「あなたもそう思いませんか？」

　中学生くらいだろうか。自分よりも一回りは幼く見える顔立ちで、黒色のセーラー服を身に着けていた。校章に見覚えがない。この辺りの生徒ではなさそうだ。

「仕方ねえだろ。死んだ奴やつの顔をいつまでも掲げとくわけにもいかない」

「それでもあれじゃあ、自分達の手で舞台から降ろしているみたいじゃないですか。命を懸けてまで戦ってくれたヒーローに、申し訳ないとか思ったりしないんですかね？」

　日傘の陰から見上げた少女の瞳は、黒目が大きく、まるで心の内まで見透かされているような怖おじ気けを感じた。どことなく〝奴やつ〟に似ている気がして、自然と眉根が寄る。

「用件があるならさっさと言ってくれ。俺は今連れを待ってるんだ」

「もしかしてデートですか」

「ああ、そんなもんだ。だから俺のことは諦めて、他の暇そうな連中に声をかけてくれ」

「あはっ、そう警戒しないでください。心配しなくても怪しい勧誘とかではないですよぅ」

　少女はコロコロとした声で笑い、頭の上で日傘をくるくると廻まわした。

「いいですねー、デート。青春って感じがして、羨ましいです」

「お前も好きにしたらいい。見た感じ中学生だろ。青春真っ盛りじゃねえか」

「そう見えます？」

　春はる樹きは彼女のセーラー服に目を向ける。中学生じゃないならなんなんだ、と反射的に尋ねそうになるが、これ以上関わるのは面倒だと思い疑問を呑のみ込こんだ。

　そうは思っても、彼女の日傘からは目が離せなかった。どうしてこうも気になるのか。

「そんなに〝これ〟が気になりますか？」

　これ、と少女は日傘の裏を見上げて言った。目め聡ざとい奴だ。

「大したことじゃねえよ」

「その割には目が怖いですよ？」

　そう言う少女の目は嗤わらっている。この女はなにかを知ってるのか？
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「お前の持ってる日傘が、俺の知ってる奴やつが持ってる物に似てたんだよ。だから驚いた。つっても、日傘なんてどれも似たようなもんだからな。ただの気のせいだろうよ」

「なるほど。どうりでさっき私を見た時、あんな顔をしていたわけですね」

　少女は貼り付いたような笑みを顔に浮かべたまま、わざとらしく手を打った。

「どんな顔だよ」

「そうですね、例えば。殺したはずの相手が化けて出てきた、みたいな顔ですかね」

　冷たい汗が頬ほおを伝った。関わらないつもりでいたが、心の内で目の前の少女が存在感を増していくのが春はる樹きにも自覚出来た。足元の影が徐々に広がっていくような感覚だ。

「……やけに具体的だな。なんで殺したって思う」

「この日傘はね、拾ったんですよ」

「……は？」なんの話だ？

「煤すすと埃ほこりにまみれちゃってましたけど、まだ十分に使えそうだったので。拾ったんです」

　少女はまるで見当違いの答えを返してくる。真面目に答えろ、と詰め寄ることも出来たが、まんまと彼女のペースに乗せられていることに気付き、少女から目を逸そらした。

「そうかよ。拾ったもんは交番に届けるもんだ」

「見かけに寄らず真面目なんですね」

　余計なお世話だ。春樹は答えなかったが、隣でクスクスと少女は笑っていた。

「安心してください。死人はそう簡単に生き返ったりはしませんよ。死んだらそれまで、です」

　そう言うと、少女は再びビルの屋上へと顔を向けた。

「ああはなりたくないですね、お互い」

　その時、春樹のスマホに着信があった。なにを慌てる必要があったのか、春樹は画面に表示された着信相手の名前を見るや否や急いで電話に出た。

「小こ夏なつか。なにやってんだよ、お前、今何ど処こだ？」

　少しの間があった後、「……ここ……」と小夏の声が返ってきた。

「ここじゃ分からねえだろ。馬鹿かお前は」

　そこまで言って、春樹は視界の端にその姿を見つけた。広場には人が多かったが、彼女のピンク頭はその人混みにあってよく目立つ。小夏はスマホを耳に当てた格好で、少し離れた場所に立っていた。春樹と目が合うと小夏は、ほっとしたような顔になった。

「どうやら、お連れの方が見えたみたいですね」

「……そうみたいだな」

　恐らく小夏は、春樹が見ず知らずの他人と話しているのを見て、割って入ることも出来ずにいたのだろう。だからわざわざ電話してきたのだ。

　いらぬ心配をかける奴だ、と春樹は嘆息する。

「デート、楽しんできてくださいね」

　少女は春樹と小夏とを交互に見ると、目を細めてそう言った。

　春はる樹きは少女と別れて、小こ夏なつの元へと向かう。その去り際、

「──よい休日を、鳥と羽ば春樹さん」

　背後からそんな声が聞こえたが、振り向いた時には少女の姿は消えていた。影になって消えた訳ではあるまいな、と目で探すと、人混みの中に日傘の頭が見つかった。

「……ハル、知り合い……？」

「いや……、面倒なアンケートに引っ掛かってただけだ」

　きっと後ろ向きな感傷に浸っていたばかりに、猜さい疑ぎ心しんに苛さいなまれたに違いない。何事も前向きに、という言葉を思い出す。気を張っていてはせっかくのデートが台無しだ。

「それもこれもお前が遅いからだぞ、小夏。なにしてたんだよ」

「……お弁当、作ってて……気付いたら、ギリギリだった……」

　そう言って小夏は、バスケットの入った大きな手提げ鞄かばんを胸元に掲げた。その表情には申し訳なさなど微み塵じんもなく、むしろ誇らしげですらあった。

「弁当って、お前。ピクニックに行くんじゃねえんだぞ？」

　小夏はきょとんと首を傾かしげ、知ってる、と頷うなずいた。

　小夏の姿を見ていると、間違っているのは自分の方なのではないか、と思えてくるから不思議なものだ。しかし彼女が抜けているのは今に始まったことじゃない。そんなことを今更気にしても仕方ないかと諦め、春樹は小夏を連れて駅の改札を潜った。

　……そういやあいつ、なんで俺の名前知ってたんだ？

　そんな疑問がふと頭を過よぎったが、大した問題じゃない、と頭の片隅に追いやった。
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　旭あさ日ひマリンパーク。その名の通り旭日市を代表するレジャーランドの一つで、マリンの冠に相応ふさわしく園内から海を見通すことも出来る。

　よく水族館と誤解されるが、その実態はれっきとした遊園地だ。ジェットコースターがあり、観覧車があり、お化け屋敷があり、メリーゴーラウンドがある。他にはなにがあっただろうかと辺りを見渡せば、ゲームセンターを見つけた。流石さすがにここまで来てゲームはないだろうとも思ったが、それが候補に挙がってしまうほどには没個性な遊園地だった。

　とはいえ、マスコットキャラクターくらいはいる。マリン坊とマリンダちゃんだ。

『ほらほらお兄さんも笑ってー、はいチーズ』

　二体のキグルミに左右を挟まれる形で、春樹は小夏と並んで写真に収まった。アシスタントのスタッフからスマホを受け取った小夏は、満足げにその写真を眺めている。

『今日は時間を忘れて目一杯楽しんでいってね。ヨーソロー！』

　ボイスチェンジャーでも使っているのか、溌はつ剌らつとした声はマリン坊の口から聞こえ、それに倣ってマリンダも『ヨーソロー！』と続けた。それがお決まりの掛け声らしい。

　隣では小夏も「ヨーソロー」と小声で返し、彼らの後ろ姿を見送っていた。

　マリンキャップにセーラー服。船乗りから着想を得たのだろうキグルミに身を包んだ彼らは、通り掛かった客一人一人に声を掛けながらも園内を歩いて行った。ご当地キャラくらいの知名度しか持ち合わせていない彼らだが、燦さん々さんと輝く太陽の下ファンサービスに一切手を抜かないその姿勢には頭が下がる。帽子くらいは被かぶってくるべきだったか。

　春はる樹きは日陰にあるベンチに腰掛け、小こ夏なつが用意した昼食に手を付けた。

「さて、この後はどうすっかなあ」

「……ハルは、行きたいとこある……？」

「ゲーセン」と春樹が言うと、小夏は露骨に不服そうな顔をしてみせた。

「仕方ねえだろ、思ったよりやることねえんだから。やっぱもう一個の方にしときゃよかったんだよ。前にお前も行きたいって言ってたろ」

　旭あさ日ひ市民が休日の候補に思い浮かべる遊園地は、二つある。

　一つはここ。もう一つは県外にある有名テーマパークだ。運賃やら入場料を考えるとそれなりの出費ではあるが、やはりそれなりにアトラクションや施設が豊富ではあり、やることがなくなった、などと嘆く心配もない。マスコットキャラクターの顔ぶれもメジャー級だ。小夏が以前観みたいと言っていたパレードだってある。

　旭日マリンパークは地元民の認知度は高いが、訪れる客層は子供連れの家族が割合多く、金髪頭とピンク頭の不良がデートをするには多少浮いてる感も否めない。一つ利点があるとすれば、ベンチの上で弁当を広げても違和感がないということくらいだろうか。

「……あっちは、みんなで行きたい……」

「先に俺達だけで行っちまえばいいじゃねえか。下見みたいなもんだ」

「……みんなで行くって、約束したから……だから初めては、みんなとがいい……」

「律儀だねえ」と春樹はカツサンドを口に運ぶ。パンもレタスも間に挟まれたトンカツも、定規で測ったように直方体の型に収まっている。やや小ぶりではあったが、その分ソースが染みていて食が進む。気付けば次のタマゴサンドに手を出していた。

「……それに……今日はデート、だから……」

　春樹が顔を向けると、小夏は照れ照れとした仕草で顔を伏せる。彼女は春樹が食うのを見ているばかりで、自分はまだ一つも手を付けていなかった。

「お前もさっさと食っちまえよ。なかなか美う味まいぞ」

　そう言うと小夏は顔をぱっと綻ばせ、こくりと頷うなずいた。

「まあ、こうやってダラダラと過ごすのも俺らっぽい、か」

　ふと校舎の屋上を思い出した。昼食時にはいつも屋上に出て、予鈴が鳴るまでの時間を二人で過ごす。それが三人のこともあれば、四人になることもある。なんにせよ、気の置けない友人と共に過ごす時間は、春樹にとっての青春そのものだ。

　それはいつまで続くのだろうか。そうしてまた、自分に残された《命の時間クレジツト》を数える。

　──俺に残された命はあと、五十年と七十三日。

　十分過ぎる時間だ、と春樹は思う。

　春はる樹きはほんの一ヵ月ほど前まで、百だの千だのといった額の〝命〟を追い求めていた。

　アポトーシスという最低最悪の魔女に脅され、自分が死なないため、小こ夏なつを死なせないために魔女が求める命を稼ぐ仕事に就いていた。春樹は『カツアゲ仮面』として、人々から多くの命を巻き上げた。当時の価値観で言えば、五十年など一文半銭いちもんきなかだ。

　転機が訪れたのはまさに一ヵ月前の出来事だ。諸悪の根源たるアポトーシスに反旗を翻したことで、春樹を含めた《フォールド》は皆、命の徴収から解放されることとなった。

　あの日、春樹は死ぬはずだった。死ぬつもりだったし、それでもいいと思っていた。

　それだけの覚悟を持って、春樹はアポトーシスとの心中に臨んだのだ。

　しかし現に今、生きている。九死に一生を得る体験というのは、春樹の死生観を根本から揺るがすのに十分過ぎる出来事だった。俺は生きているという実感が、自分の中で日に日に強くなっていくのを春樹は自覚していた。もっと生きてみたい、と。

　小夏とデートをしよう。そう考えたのも、生の実感が欲しかったからに他ならない。

　命は無限なんかじゃない。そんな当たり前のことを、春樹はあの日学んだのだ。

　ブレイズマンという、一人の英雄の死と引き換えにして。

「──ブレイズ、パンチ！」

　不意に聞こえた声に、春樹はギョッとした。

　見れば子供二人が駆け回っていた。空気で膨らんだ玩具おもちやの剣を持って、互いに斬りつけあっている。剣と拳の区別も付かない子供達の、単なるごっこ遊びだ。

「小夏、あいつらに教えてやれ。ブレイズマンは拳で敵の心臓をぶち抜くんだぞ、って」

「……それは、ちょっと……」

　小夏は生粋のブレイズマンファンだが、彼の必殺技が物騒だ、と感じる部分は多少なりともあるらしい。小夏は心配そうな顔をして、子供達を眺めていた。

「こら、暴れないの。早く行かないとヒーローショー始まっちゃうよ」

　ごっこ遊びに興じていた子供達の元に、母親がやって来ていた。子供達は母親に置いて行かれぬようにと、その後ろを小走りについて行く。「ブレイズビーム！」と子供の一人が剣先で小突くのが見え、春樹は思わず吹き出してしまった。

「……ハル、優しい顔してる……」

「そういう時だってある。おかしいか」

　ううん、と小夏は首を横に振った。

「……ハルは昔から、優しい……」

「そんな見当違いのことを言う奴やつは多分、この世界でもお前くらいのもんだぞ」

「……じゃあ……みんなの分も、言う……」

　小夏は伏し目がちな瞳で春樹を見上げ、そう言った。昔は根暗な奴だと思っていたが、最近の彼女の言葉はやけに積極的だ。春樹は紅潮するのを感じて、顔を逸そらした。

「で、この後はどうすんだよ。行く当てがないならゲーセンにすんぞ」

「……行きたいとこは、ある……」

「あるんなら先に言えよ。何ど処こだよ」

　小こ夏なつは顔を横に向けると共に、その方を指差した。それは先程の親子が歩いて行った方角ではないかと気付き、嫌な予感がした。舵かじ取とりはすでに任せてしまった後なのだ、今更言葉を取り消すには遅すぎる。小夏ははっきりとした声で、進路を告げた。





＊　＊　＊






　会場には思いの外観客が集まっていた。屋外ステージにはホタテ貝のような形をした屋根が架かっていて、外よりも幾分か過ごしやすい。涼むのに丁度よかったのだろう。

　ステージ上には司会役の女性が立っていた。

　司会役が客席に向かって「こんにちわー」と呼び掛けると、客席からも「こんにちわー」と元気な声が上がった。当然ながら応じるのは年端もいかない子供ばかりだ。

　小夏も挨拶を返してはいたが、彼女の声の小ささではステージまでは届くまい。

　階段のように連なった観客席は扇状に広がっていて、春はる樹きと小夏は一番後ろの席に着いていた。父と子、母と子、父母に兄弟。見渡す限りの子供連れ集団の中に腰を下ろす勇気は、流石さすがになかった。一組くらいはカップルがいてもいいだろうと見渡したが、それらしき客は見当たらない。春樹の頭には、場違い、という言葉が真っ先に浮かんだ。

「なあ、トイレ行ってきてもいいか？　ショーが終わる頃には帰ってくるからよ」

　春樹が席を立とうとすると、小夏は眉尻を下げて俯うつむいた。そうするのが一番効果的だと知っているのか、それとも本当に悲しんでいるのか。なんにせよ、ズルい奴やつだ。

「分かったよ。観みればいいんだろ、観れば」

　春樹が溜ため息いき混じりに座り直すと、小夏は晴れた顔で頷うなずいた。

　そうこうしている間にショーは始まり、本日の主役達がステージに現れる。

　現れたヒーローは三人いて、それぞれ赤、青、黄と信号のように色分けされたスーツを身に纏まとっていた。小夏によれば、彼らは今放送されている特撮番組の主役らしい。テレビから飛び出してきた本物のヒーローを前にして、子供達からは歓声が上がっていた。

「しかしお前がまさか、ブレイズマン以外のタイツマンにも興味があるとはな」

「……ヒーローは好き……見てると、ほっとする……」

「なにがいいのか俺にはさっぱり分からねえな」

　小夏はふと考える顔つきになった。昔の記憶を辿たどっているようにも見える。

「……自分ではどうしようもないって時、助けてくれる……神様に見放されても、ヒーローなら手を伸のばしてくれる……そんな奇跡をいっぱい起こしてくれる、から……」

　まさかちゃんとした答えが返ってくるとは。小夏の一言一言はたどたどしいものではあったが、一種の信仰めいた力強さを感じた。

「そうは言っても、流石に怪物のことは助けちゃくれねえだろ」

「……そういうヒーローも、いる……ハルのことだって、助けてくれた……」

　それを言われてしまうと返す言葉がない。

　頭に浮かんだのはブレイズマンの姿だ。彼は以前命を救ってくれたことがある。その恩を忘れたフリが出来るほど、春はる樹きは器用ではなかった。そして素直でもない。

「それで自分が先に死んでちゃ世話ねえよ」

　序盤の寸劇を終え、ステージにはキグルミを着た怪人が登場していた。三対一。数に物を言わせて怪人をリンチするのかと思えば、どういう訳かヒーローの側が苦戦を強いられている。子供達からは「頑張れー」と声援が飛ぶが、それで脚本が変わることはない。

「……ブレイズマンは、もういないって……実みの里りさんも言ってた……」

　不意に、小こ夏なつがそんなことを言ってきた。実里というのは花屋の店主のことだろう。

「……でも……《フォールド》はまだ、生きてる……」

「その内いなくなるさ。そのために警察が今も必死こいて探し回ってるんだろ」

「……でも、みんな……不安がってる……ブレイズマンが、いないから……」

「頭ん中ループしてんのか？　なにが言いたいんだよ」

　小夏は頭を捻ひねって、うーんと唸うなっていた。彼女も自分がなにを言いたいのかよく分かっていないのだろう。春樹はショーを眺めつつ、小夏が答えを出すのを待った。

　ステージから降りた怪人が、観客席の間の通路を上って来る。どうやら人間を捕まえて怪人にしてやろうと目もく論ろんでいるらしい。『誰にしようかなあ』と品定めしながら会場を練り歩く怪人を前に、子供達はすっかり及び腰だ。

　多分、と小夏が呟つぶやくのが聞こえた。怪物の足音が近づいて来る。

「……多分……みんなにはまだ、太陽が必要なんだと思う……」

「そりゃ太陽は必要だろうよ。あとは水と、空気だ」

　そうじゃなくて、と小夏は首を横に振る。確かにヒトが生きるには食料くらいは必要だろう。そう冗談を挟もうと思ったが、小夏は真剣な眼まな差ざしでこう続けた。

「……私たちが、代わりになれないかな……？」

「なんの代わりにだよ。太陽のか？」

「ブレイズマン」

　小夏がその言葉を口にした瞬間、ふっと彼女に影が差した。小夏が振り返ると、そこにはキグルミの怪人が立っていた。そして小夏の腕を掴つかんでこう言うのだ。

『決めたぞ。このお嬢ちゃんが俺様たちの新しい仲間になるのだ！』

「……え、っ……？　……え……？」

　なにがなにやら、といった様子で小夏は目を丸くしていた。そして怪人に促されるままに席を立った小夏は、そのままステージへと連れて行かれてしまう。

「お呼びだぞ、ブレイズマン」

　春樹はそう言って小夏を送り出すと、事の成り行きを見守ることにした。

　ステージに立った小夏は見るからにオロオロとしていて、怪人に囚とらわれる姿が実に様になっていた。傍はたから見る分には、怪人の人選はこれ以上ないほどに完璧に思えた。

　その時、視界の端でパチンとなにかが弾はじける音がした。

「──やっと盛り上がってきたな。いいぞ、もっとやれっ！」

　ガムだった。風船のように膨らんだガムが割れた音だった。

　通路を挟んで反対側の席に、その女は座っていた。彩度の高い水色のメッシュが入った髪をしていて、ジャラジャラと装飾の付いたパンクファッションに身を包んでいる。

　女は唇に絡んだガムを口の中に押し戻すと、再びぷくぅと風船を膨らませた。

　他ひ人とのことを言えた義理ではないが、場違いな奴やつだ、とそう思った。

「おいあんた、敵役を応援してどうすんだよ。ほら、子供達が睨にらんでんぞ？」

「そういう奴が一人くらい居たっていいだろ？　アタシは怪人の方が好みなんだよ」

　女は再び、怪人に向けて声援とも野や次じとも取れる言葉を叫んだ。

　周囲からはなんだこの空気の読めない奴は、と冷ややかな視線が集まっている。恐らく彼らの目には、春はる樹きもそのお仲間のように映っているに違いない。風評被害だ。

「だから止やめろって、ショーが白けちまうだろ。それともそういうサクラなのか？」

「ただのファンだって。怪人のファン。あれっておたくの彼女？　あれもサクラ？」

　きっとこいつは話が通じないタイプの女だ、と春樹は直感した。またこういう手合いか、とげんなりする。対して女の方は興味を持った様子で、春樹に顔を向けてきた。

「おたくはさ、怪物になって全部ぶち壊してやりたい、って思ったことない？」

「ねえよ」

「アタシはある」

「だったら怪人役のオーディションでも受けたらいい。今ここでぶち壊す必要はねえだろ」

「見かけに寄らず真面目なんだな」

「またそれか。最近、自分でもそうじゃないかって思えてきたよ」

　女は席にふんぞり返った格好で、ガムをくちゃくちゃと食はんでいた。その姿に不快感を覚える程度には、自分も潔癖な方ではあるのだろう。

「でも、それもいいかもな。キグルミ姿でヒトを脅かすのも面白い。それでキグルミだと思って近付いて来たところを、バクッ、と殺やっちまうんだ。さっきまでは偽物だと思ってた奴がいきなり襲って来るんだ、絶対怖こええよ。アタシならビビッて漏らしちまうかも」

「……悪趣味な奴だな。そんなことしてなんになるんだよ」

「人間誰しも、まさか自分が死ぬだなんて思ってないもんなんだよ。あのブレイズマンですら死んじまったって言うのに、自分とは関係のないことだと思って高を括くくってるんだ」

「今日明日にでも死ぬかも、ってビクビクしながら生きるよりはマシだろ」

　それは心の底から出た言葉だったが、女は鼻で嗤わらった。

「どいつもこいつも生きてて当然、って顔して生きてる。その方がアタシには気味悪いよ」

　そう語った女の瞳に、昏くらい感情が灯ともったように見えた。

　その時、子供達の声援が一斉に沸いた。司会役の女性が煽あおるのに合わせて、ヒーローを奮い立たせる声援が観客席から上がっていた。小こ夏なつは怪人の手に囚とらわれたままだったが、それもすぐに助け出されることだろう。徐々にボルテージが高まっていき、ヒーロー達が起き上がる。ショーが一番盛り上がる瞬間であろうことは、春はる樹きにも分かった。

「観客の声援に応えたヒーロー達が、怪物倒して大逆転。皆そう信じてるんだろうなあ」

　女はおもむろに立ち上がると、ステージに下る通路を歩き始めた。

「おい、お前なにを！」

「目を覚まさせてやるんだ」

　なにをするつもりかは知らないが、碌ろくなことにはならないという予感があった。春樹は女の腕を掴つかもうと手を伸のばす。が、その手にある〝それ〟に気付き、動きを止めた。

　……なんで。なんでこいつが、それを……！

　女はガムの風船を口で膨らませながらも、意気揚々と観客席を降りて行く。そして片手に持った〝仮面〟を──、女は自身の顔へと被かぶせて言った。




『──間抜け面に浮かんだ鼻提ちよう灯ちんごと、パチンとね』




　直後、パチン！　と目の覚めるような音が会場に響き渡った。

　観客は皆一様に音がした方を振り返り、呆ほうけた顔でその姿を眺めていた。その眼まな差ざしは先程までパンク女に向けていたような嫌悪感とは違う、キグルミの怪人に向けられるのにも似た興味、関心が宿っていた。

　その怪物は、一見すると宇宙飛行士を彷ほう彿ふつとさせる姿形をしていた。金魚鉢をひっくり返したような半透明の球体を首に乗せ、首から下は間接部の分かり難にくいぶ厚い綿を着込んでいる。これもショーの一環なのだろうか、と皆が納得しかけるのも無理ない造形だ。

　しかし舞台に立つ役者にしても、突如現れた金魚鉢の女の存在には困惑しているようで、女がステージのすぐ前まで歩いて来ても茫ぼう然ぜんと立たち竦すくんでいた。だが、いつまでも呆けている訳にはいかないと使命感が働いたのか、赤色スーツの男が口を開いた。

『まだ仲間がいたのか。まさか、すでに新たな怪人を生み出していたとは！』

『俺様はなにも聞いていないぞ！　この場の作戦は俺様に任されたはずだ！』

　アクター同士で目配せし合った結果、どうやらこのままショーを続ける気のようだ。彼らの声はボイスチェンジャーで加工された声ではあったが、そこには本物の意地があった。

『貴様、何者だ！　そんな気合の入った格好をしていても、俺様の目は欺けないぞ。そうやって仲間のフリをして、このお嬢ちゃんを助けるつもりだろう。摘まみ出せぇ！』

　怪人の合図を受けて、ステージ脇でスタッフが動くのが見えた。

『そう邪険にしなくてもいいだろ。アタシは怪人の味方さ。それを証明してやるよ』

　おもむろに女は両手を掲げた。すると突然、ぷくぅ、とシャボン玉が宙に膨らんだ。

　大きなシャボン玉だった。人一人くらいは中に入れそうな大きさで、ふわふわと宙を漂いながらも赤スーツの男の元へと飛んで行く。そしてその表面に身体からだが触れた瞬間、赤スーツの男はシャボン玉の内に、ザブン、と取り込まれた。

　客席からは「おおっ」と感嘆の声が上がった。

　シャボン玉は男を腹の内に呑のみ込こんだまま、宙に浮いていた。重力を感じさせない動きで、男はシャボン玉の中を泳いでいる。まるで手品でも見せられているようだ。

　だが、これは手品ではない。

　誰もが現実感を喪失した顔で彼の行く末を見守る中、異変が起きた。

　男が苦しみ始めたのだ。シャボン玉の膜を内側から破ろうと、叩たたいたり引っ掻かいたりと暴れている。男が被かぶったマスクの内から、ゴボッと空気が漏れ出した。男は自分のマスクを脱ごうともがくが、慌てれば慌てるほどに酸素が泡となって弾はじけてしまう。

　間もなく、もしかして溺れているんじゃないのか、と客席がざわざわとし始めた。

　そして、もう一つの異変があった。──それは〝銀貨〟だ。

　男の囚とらわれたシャボン玉の中に、幾枚の銀貨が漂っていた。男が泡を吐き出すと、銀貨が一枚水の中に排出される。一枚、また一枚と。

　不可解なシャボン玉と、奇妙な銀貨。そして不気味な面相をした金魚鉢の女。

　パズルのピースが噛かみ合あったかのように、人々はようやく理解した。

　自分達が見せられているのはただのヒーローショーなどではなく、正真正銘本物の怪物、

　──《フォールド》による殺人劇なのだということを。

　男は一つ泡を吐き出した後、身動き一つしなくなった。くの字に身体からだを折った状態で、シャボン玉の中に浮かんでいる。彼は死んだ。それは誰の目にも明らかだった。

　やがてパチン、とシャボン玉が弾けると、男は大量の水と共にステージに落下した。

　ジャラジャラと銀貨の雨がステージに降り注ぐ間、誰一人として口を開かなかった。

　沈黙を破ったのは、怪物が放った一言。




『さて、問題です。次に死ぬのは誰でしょーか！』




　それは一瞬の出来事だった。会場に集った人々は皆、雪崩なだれの如ごとき勢いで駆け出した。

　大人も子供も入り乱れ、階段状になった観客席を駆け上がる。段差に躓つまずき、互いに押し合い、一刻も早くあの怪物から遠ざかるのだ、と誰もが必死だった。

　春はる樹きは、ステージに取り残された小こ夏なつを目で探した。しかしステージ上も混乱した状況に変わりなく、役者もスタッフも自分が逃げるので精一杯という様子だ。死体を舞台裏に運んでいるのは見えた。だが、小夏の姿はない。舞台裏に引っ込んだのだろうか。

　小夏を探しに行くべきか。それとも彼女の無事を信じて逃げるべきか。

　そうやって逡しゆん巡じゆんしている間に、金魚鉢の女は次の行動に出ていた。

『まだまだショーは終わってないぜ？　もっと楽しんでいけよ！』

　女が両手を振るうと、そこからまた新たなシャボン玉が宙に躍り出る。

　その数は一つではなく、沢山だ。ゴムボールのように会場を跳ね回ったシャボン玉は、逃げ惑う観客の背後から、頭上からと襲い掛かり、次々に水の牢ろう獄ごくに捕らえていった。

　その成果を見せつけるようにして、シャボン玉は屋根の高さでぷかぷかと漂う。

　怪物が次の犠牲者に選んだのは、子供達だった。

　頭上を見上げれば、シャボン玉に囚とらわれた子供の姿は合計七つ。

　自分の子供が囚われてしまった親連中は、なんてことだと頭を抱え、天井に向かって手を伸のばしていた。反対に難を逃れた者達は、我が子の手を引いてそそくさと会場をあとにする。必然的に、会場に残ったのは子供を人質に取られた親ということになる。

『誰が一番長く息を止めてられるかなあ。おたくらも黙って見てるのは暇だろうからさ、試しに賭けてみない？　一番賭け金が多かったガキが優勝、ってな感じでさあ』

　狂気の沙汰としか思えない女の提案に、「馬鹿にするな」だとか「うちの子を返せ」といった反感が飛び交う。だが、お金で解決出来るなら、と真剣に考え始める者もいた。

　折せつ角かくの休日が台無しだ。全くツイてない。彼ら親子も、俺も……。

　もしもあのシャボン玉を爆発させることが出来たなら、と春はる樹きは考える。

　信管であったり配線であったりと言った小難しい過程の一切を排除し、合図一つで起爆する即席の爆弾──《命の爆弾デイボム》。それは火薬となるチップ一枚あれば実現出来る。

　チップ。それはすなわち寿命と等価値の銀色硬貨だ。春樹の命は、火薬に換わる。

　しかし問題は、その爆弾を使ってどう助けるかだ。

　子供達を捕えているシャボン玉は弾性に富んだ膜に包まれているようだが、表面を焼けばきっと割れるはずだ。だが、割れた後はどうなる。地上へと真っ逆さまだ。シャボン玉までの高さは十メートルほどはあり、その高さから落ちたら無傷では済まないはずだ。

　一つずつ爆破し、一人ずつ受け止めるか。そこまで悠長にしていられるほど時間に余裕はない。こうしている今も子供達はシャボン玉の中で窒息寸前に追い込まれている。

　水球に浮かんだチップの数が、それを物語っている。

　考えている暇はない。やるしかない。そう思い、春樹は右手に仮面を取り出した。

　その時だった。

　宙に浮かんでいたシャボン玉が全て、パチン！　と弾はじけた。

『……は？』

　金魚鉢の女は、頭上を唖あ然ぜんと見上げた。自分の意思で割ったのではないらしい。

　そして春樹がやったのでもない。なにが起こった、と顔を上げ、春樹はハッとした。

　水の牢ろう獄ごくに囚われていた子供達は皆、落下することなく宙に浮いていた。地上には滝のように降り注いだ水と、泡あぶくが取り溢したチップの音だけが響いている。悲鳴はなかった。

　七人の子供達は全員、──〝黒い枝〟の先端に吊つるされていた。




『……上う手まく、できた……』




　春樹は金魚鉢の女の背後、ステージの上に立った人影に気付いた。

　黒一色のパーカーに、兎うさぎのような耳飾りが付いたフード。七つの赤い瞳とチャックの口が付いた異形の仮面。《フォールド》として舞台に現れた、小こ夏なつの姿に。

　小夏の背中からは、七本の黒い枝が伸のびていた。彼女はその枝でシャボン玉を刺し貫くと共に、子供達の襟首に枝の先端を引っ掛けたのだ。そして子供達をゆっくりと地上に下ろすと、役目を終えた黒い枝は背中に開いたチャックの内へと帰って行った。

　子供達は、自分がなにに救われたのかも分からぬままに目をぱちくりとさせていたが、慌てて駆け寄って来る親の腕に抱かれるや否や、わんわんと泣きだした。

　仮面の内に隠れた小夏の表情を窺うかがい知しることは出来ないが、きっとホッとした顔をしているに違いない。小夏は見事、子供達の命を救ってみせたのだ。

　……なんて奴やつだ。まさか本当にヒーローになっちまうとは……。

　ステージの中央に立った小夏の勇姿に、春はる樹きはしばし目を奪われた。だが、

『おいおい、折せつ角かくいいとこだったのに。なにしてくれちゃってんだよ……！』

　親子揃そろって会場から逃げ出した獲物を眺め、金魚鉢の女はあからさまに不機嫌になる。

『蜘く蛛もか兎うさぎか、よく分かんねえ見た目してんな。知らない顔だ。アタシと同じ新入生か？　それとも……ブレイズマンと戦ったっていう、噂うわさの四人目って奴？』

　女はステージに上がると、ズカズカと小夏に近付いて行く。女の首に載った金魚鉢には顔こそなかったが、睨にらみつけるような視線を向けられ、小夏は一歩後あと退ずさった。

『おたく、名前はあんの？　もちろん本名じゃなくて、都市伝説的なニックネームの方ね。ちなみにアタシは「シャボン玉」って呼ばれてる。まんま過ぎてウケるでしょ』

　シャボン玉。その名を聞いた瞬間、小夏に怯おびえが見えた。

『……名前は、まだない……』

『なんだよつまんねえな。なら、アタシが付けてやるよ。おたくは今日からお邪魔虫だ！』

　そう言って女は、唐突に小夏の腹を蹴り飛ばした。

『──ぇ、ぐッ……！』

　小夏は空気を吐き出したような声で呻うめくと、勢いよく後ろに転がった。ステージ上の壇に背中をぶつけ、また呻く。腹を抱いた格好で蹲うずくまる小夏を、金魚鉢の女はまた蹴った。

『分かるか？　お邪魔虫ってのは、誰も求めてねえってことだよ。アタシはおたくみたいな勘違い野郎が一番嫌いなんだ。分かったらチップだけ吐いて、死んじまえ！』

　小夏の危機を目の当たりにした瞬間、春樹の内で火花が散った。

　これまで状況を整理するのに働かせていた脳が一気に熱を帯びる。導火線に火が点ともる。

　春樹は仮面を被かぶり、客席を駆け下りた。助走は十分。長すぎたくらいだ。

　小夏をさらに踏みつけようと奴が足を振り上げた直後、春樹は地面を蹴って、跳んだ。




『お邪魔虫はてめえだ、クソ野郎ッ！』




　そして振り向いた金魚鉢の顔面を、勢いのままに蹴り抜いた。

『──ッ、が！』

　金魚鉢の女は弧を描いて吹っ飛び、ステージのパネルに頭から突っ込んだ。

　春はる樹きがステージに降り立つと、小こ夏なつは仰あお向むけの格好でそれを見上げていた。待っていてもなかなか起き上がらないものだから、春樹は彼女の手を取って引っ張り上げる。

『……あ、ありがと……』

『馬鹿が。ったく、お前はなんでいつも無む茶ちやばかりするんだよ』

『……つい……』

『ついも積もれば確信犯だ』

　小夏の場合は悪いとも思っていないから性た質ちが悪い。人のため、という大義名分に基づいた彼女の行動は時に他ひ人とにも伝染する。春樹も「つい」首を突っ込んでしまった。

　だが問題はここからだ。跳び蹴りを喰くらって奴やつが大人しくなるとは、到底思えない。

『痛い……ッてえなあ、また別の奴かよ。よくも蹴りやがったな！』

　癇かん癪しやくを起こしたように奴が叫ぶと共に、春樹の正面にシャボン玉が膨らんだ。二人くらいは呑のみ込こめるサイズだ。春樹は小夏を横に突き飛ばし、水球の表面に拳を叩たたきつける。

　だが、水みず飛沫しぶきが僅かに跳ねた程度で、春樹は突き出した拳ごとシャボン玉に囚とらわれた。

　ザブン、と。プールの中に飛び込んだかのように、全身が瞬く間に水圧に包まれる。

　そしてシャボン玉は春樹を腹に抱えたまま、宙に浮かび、ステージから観客席の方へとぷかぷか運び去った。外は何ど処こだ？　進路を変えようともがこうにも、まるで無重力化にあるかのように身体からだが不自由だ。それに思った以上に、息苦しい。

　このままでは宙で溺れ死ぬ。そう思った矢先──。

『……ハル……ッ！』

　春樹を水と膜とで包んだシャボン玉。それが難なくパチン、と割れた。

　水の牢ろう獄ごくから解放された春樹は、チップの浮かんだ水ごとステージの外に落ちた。視界が開け、新鮮な空気と再会する。見上げた先に、小夏の背から伸のびた黒い枝が一本見えた。

　小夏が救ってくれたのだ。しかしそのすぐ後ろには、金魚鉢の女が迫っていた。

『またッ、お邪魔虫がよ！』

　春樹に気を取られていた小夏の背を、奴は力一杯に蹴飛ばした。小夏の身体が宙に浮く。さらに奴は追い打ちを掛けるようにシャボン玉を撃ち出した。ステージ上から転げ落ちるはずだった小夏を掬すくい上あげたシャボン玉は、そのまま天井高く彼女を連れ去った。

『小夏ッ！』

『さてさて、外から割るのは簡単でも、中から出るのは結構難しいぞ？』

　春樹は小夏を見上げた。彼女には秘策がある。彼女が背中のチャックに仕し舞まった枝を以もつてすれば、脱出するのは容易に思えた。だが、小夏はパニックに陥っているのか、水みず牢ろうの中でジタバタともがくばかりで逃げ出そうとしない。いや、出来ないのか？

　仮面に引かれたチャックの口から、ゴボッ、と空気が漏れた。

『アタシは「シャボン玉」なんて呼ばれてるけど、別にスカスカの泡を飛ばしてるわけじゃない。ちゃんと水の塊を飛ばしてるんだ。金魚も深海魚も飼える特別製の水槽さ』

『わざわざ説明されるまでもねえよ。さっさとあいつを降ろしやがれ！』

『降ろしたいなら勝手にどうぞ。でもあんまし時間はないぜ？　今回の水槽は水圧を最高レベルに上げてるからな。深海レベルだ。まあ、深海がどれくらいのもんかは知らねえけど、普通の人間ならあっという間に死んじまうんじゃないかなあ』

『──っ、てめえ！』

　それを先に言え。春はる樹きは、小こ夏なつを呑のみ込こんだシャボン玉の方へと駆け出した。

　屋根の高さでぷかぷかと漂うシャボン玉、ヒトの命を喰くらう死の水槽。その中で、小夏は眠るように浮かんでいた。奴やつの言葉通りなら一刻を争う。

　春樹はチップを一枚取り出すと、宙に漂うシャボン玉目掛けて弾はじき出した。

　そしてそれは春樹が拳を握ると共に、ドカン！　と爆はぜた。

　シャボン玉は盛大に水みず飛沫しぶきを上げて、バシャァン、と弾けて割れた。

　黒煙の内から小夏が落ちてくるのが見え、春樹はその真下に身体からだを滑り込ませて彼女を受け止めた。頭上からは水とチップとが、雨のように降って来る。

『おい、大丈夫か小夏！　生きてるか！』

　小夏は咳せき込こむと共に水を吐き出した。人工呼吸の必要はなさそうだ。それでもまだ息苦しさが残っているのか、小夏は春樹の腕に抱かれたまま胸を上下させている。

　春樹は足元に散らばったチップをサッと拾い集め、小夏の胸元に零こぼしていった。するとチップはさもそれが自然のことであるように、小夏の肌へと溶け込んでいく。

《フォールド》にはどんな手当よりもチップが効く。四肢が爆ぜようが喉を詰まらせようが、寿命が尽きない限り死ぬことはないのだ。たとえ命を落としてしまったとしても、それがチップの形を取っている限りはまた拾い集めればいい。実に怪物らしい特権だ。

　そして春樹と小夏は共に、そういう怪物だった。

『チップの爆弾……へえ、おたくがそうか』

　金魚鉢の女は、ステージの上から眺めて言った。

『面白くなってきたじゃねえか、もっとその力見せてくれよっ！』

　さて、どうするか。子供達はすでに小夏が助けた。小夏の息もようやく整い始めてきたが、彼女を放って喧けん嘩かに臨むほど冷静さを失った訳じゃない。引くなら今だ。

　そう思い、春樹は小夏を抱えたまま観客席を駆け上がった。

『おいおい何ど処こ行くんだよ！　逃げんのかぁ！』

　肩口に後ろを振り向くと、ステージから奴が飛び降りるのが見えた。だがその足が地上に着くことはない。奴は宙に幾つもシャボン玉を漂わせていた。それはどうやら足場にもなるらしく、奴は宙に浮いたシャボン玉を足掛かりに追って来ていた。

　大道芸人みたいな奴だ。ポイン、ポインと跳ねた金魚鉢の女は春樹の背後につくと、そのまま頭上を跳び越え、とおせんぼうするようにして春樹の眼前に降り立った。

『戦わずに逃げるなんて、シケたことすんなよな！』

　そして間髪入れずに蹴りを入れてくる。春樹は小夏を庇かばい咄とつ嗟さに背を向けた。鈍い衝撃が背中を襲う。抱えていた小こ夏なつが腕から離れ、春はる樹きは階段を転げ落ちた。

　全身が痛む。頭も打った。が、それくらいじゃ死なない。まだ命は残っている。

　春樹は手を突いて、膝を突いて、ゆっくりと立ち上がった。

　……さて、どうするか。

『おたくあれだろ、「カツアゲ仮面」。ヒトを爆発させて命を奪うんだ』

『よく知ってるな。これでも目立たないようにしてたつもりなんだがな』

『指名手配犯がよく言うよ。この顔にピンと来たら、ってあちこちに書いてある』

　金魚鉢の女は春樹を追って、軽快な足取りで客席を降りて来る。

『それがなんで、アタシの邪魔すんだよ？　同じ怪物同士じゃねえかよ』

『てめえこそなんで人間襲ってんだよ。もう命を稼ぐ必要はねえはずだろうが』

『命を稼ぐ？　なるほど、おたくはそういうスタンスなわけだ。面白いことを言うなあ』

　なにが可お笑かしいのか、奴やつはケラケラと笑っている。

『このチップってのも面白いよな。こんな物がヒトの命と等価だなんて未いまだに信じられねえよ。それほど長生きしたいとも思わないけど、アタシら《フォールド》にとっては力を使うための賭け金になる。その方がアタシにとっては重要だ。要は遊ぶ金欲しさ、だな』

『怪物みたいに好き放題暴れたい、って話か』

『その通りだよ。そういえばさっきも誰かに似たこと言ったな、なんだっけ』

　奴は記憶を探るように頭上を仰いだ後、まあいいや、と春樹に向き直った。

『こうして会ったのもなにかの縁ってことで、ちょっと殺し合おうぜ』

　金魚鉢の頭に殺意が宿った。奴は両手を擦り合わせると、徐々にシャボン玉を膨らませ始めた。またずぶ濡ぬれになるのは御免だ、と春樹は瞬時に拳を握った。

　奴を退けるには爆弾がいる。何分、何秒、または数年。どれだけの火薬をチップに込めるべきか。春樹は瞼まぶたの裏で自らに残された《命の時間クレジツト》を数え、自らの命を加工する。

　──死んだらそれまで、です。

　不意に、そんな言葉が脳裏を過よぎった。

　今朝出会っただけの日傘の少女。どうして今、あの少女の顔を思い出したのか。

　気を取り直して再び寿命をカウントする。──四十八年。

　今朝数えた時よりも二年ちょっとが減っている。小夏を助ける際に遣った分と、シャボン玉に喰くわれた分と、蹴り飛ばされた時に零こぼれた分だ。なに、たった二年ぽっちだ。

　春樹は拳を強く握り、《命の爆弾デイボム》を創造する。チップに火薬を練り込むと共に、自分の内から寿命が失われて逝くのが分かる。一度火薬に換えた命は、二度と自分の命には還かえらない。鉛筆削りで芯を研ぐのと同様に、それはガリガリと削れ落ちて逝く。

　ガリガリ、ガリガリ。ただ時間だけが過ぎて逝く。

　おかしい。チップが出ない。爆弾が作れないという焦りからか、冷や汗が湧いてくる。

　集中しろ、と雑念を頭から振り払う。これまで何度もやってきたことじゃないか。今更なにを怖がっているんだ。命を賭けて、命を稼ぐ。これはその延長線のはずだ。

　だが、考えれば考えるほどに泥濘ぬかるみに嵌はまる。火を点ともしていたはずの導火線は水に浸つかってしまったかのようで、淡い光を灯ともした後、すっかり消えてしまった。

　春はる樹きが開いた手のひらには、──燃え滓しか載ってはいなかった。

　顔を上げると、すぐそこまでシャボン玉が迫っていた。逃げなくては、そう思った時にはザブンと水に囚とらわれている。出口を探すが、辺り一面濃紺の水に包まれていた。

　そしてそれは深海のように昏くらく、重く、全身に圧し掛かって来るのだ。

『────』

　外で奴やつがなにかを言っているが、耳鳴りがするばかりで音が届かない。

　徐々に頭が働かなくなり、指先が動かなくなり、視界が薄れていく。肺から吐き出された泡がクラゲのように水中に漂うのを見て、春樹は自分の死を悟った。
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　旭あさ日ひマリンパークの園内は、ちょっとしたお祭り騒ぎになっていた。

　入場客の避難を誘導する館内放送が繰り返し流れていて、何ど処こが安全で何処が危険かを皆に伝えている。危険地帯を避けて密集した人垣が、道を塞いでしまっていた。

「これ以上は進めそうにないわね」

「ここでいいよ。車で突っ込むわけにもいかないだろうし」

　赤髪の少女を乗せた車は、関係者用の通路を突っ切って園内に侵入していた。運転手が事前に話を通していたためにゲートを潜るのは簡単だったが、ここからは徒歩になる。

　少女は帽子の内に後ろ髪をまとめると、車のドアを開けて外に出た。

「陽ひ菜な、忘れ物よ」

「仕事道具なら持ったけど」

「サングラスを忘れてる。一応顔くらいは隠しとかないと」

　女は運転席から顔を覗のぞかせると、「陽菜」と呼んだ少女に眼鏡ケースを手渡した。

　ケースを開けると、中には赤いレンズのサングラスが入っていた。お洒落しやれで身に着ける物というよりは、競技用っぽいスマートな見た目をしている。

「サングラスってどうも苦手なのよね。帽子だけじゃ駄目？」

「駄目。パパも仕事に行く時は、ちゃんとマスクを着けてたでしょ？」

「パパの話を出すのは、ズルい」

　少女は渋々サングラスを掛ける。視界は鮮明で、太陽と目を合わせても光に眩くらむこともない。そしてポケットに入れた小さな凶器を確かめると、準備完了と頷うなずいた。

「じゃあ行ってくるわ、ママ」

「ええ、行ってらっしゃい。頑張って」

　少女は母親に見送られ、屋外ステージの方へと歩いて行った。
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　春はる樹きが目を開くと、地面に仰あお向むけに横たわっていた。気を失っていたのか？

　ズキズキと痛む頭を抱えながら身体からだを起こすと、ステージの前にはつま先が浸つかるほどの水みず溜たまりが出来ており、目の前には相変わらず『シャボン玉』の姿があった。

『折せつ角かく膨らましても一突きでパチン、だもんな。やっぱ先に殺すならあっちだな』

　奴やつの視線は小こ夏なつに向けられていた。小夏は膝立ちの姿勢で、客席から見下ろしていた。

　案の定、小夏の背には黒い枝が伸のびている。また彼女に助けられたのだと分かり、春樹は内心悪態を吐ついた。……一体、俺はなにをやってるんだ。

　これ以上、小夏の前で醜態を晒さらす訳にはいかない。さっさと立てこの間抜け。

　そうして自分を鼓舞して立ち上がろうとするものの、足元に散らばったチップがどうしても目に留とまる。気付けは春樹は、無意識の内にチップに手を伸ばしていた。

　まるで自分の身体が自分の物でなくなってしまったようだ。舵かじの取り方が分からない。

『そんなに自分の命が大事かよ？』

　金魚鉢の女は、そんな春樹の無様を見下ろして言った。

『なんかガッカリだよ。まさか噂うわさのカツアゲ仮面がこんなダサい奴だったなんてさ』

『それは悪かったな。だがな、俺はもう引退したんだ。カツアゲ仮面は廃業した』

『引退？　なんでだよ。邪魔者のブレイズマンが死んでこれからって時によ』

『アポトーシスが死んだからだよ。この世界にはもう、正義のヒーローも悪の親玉も存在しないんだ。だから俺らみたいな残党は必要ねえんだよ。分かるだろ？』

『はあ？　アポトーシスって、誰だよ』

『……なに？』

　先程からどうも話が噛かみ合あわない。アポトーシスを知らない？　そんなはずがない。

『お前、奴を知らないのか？　「日傘の魔女」だよ。俺達を怪物にした張本人だ』

『だからなんの話だよ。けど、その名前は知ってるよ。一ヵ月前に騒ぎになった奴だろ？　あれは衝撃的だった。一回くらいはアタシも会ってみたかったなあ』

　金魚鉢の女が嘘うそを吐いているようには見えなかった。第一、ここで嘘を吐く意味もない。もしも奴が本当にアポトーシスを知らないとすれば、それは……。

『……お前、じゃあ……どうやって《フォールド》になった？』

『そんなの決まってんだろ。樒しきみだよ、樒。あいつが《フォールド》にしてくれたんだ』

　金魚鉢の女は、あっけらかんと黒幕の名を口にした。

『樒……？　誰だよそいつ』

『なんだよ、さっきから全然噛み合わねえなあ』

『それは俺の台詞せりふだ。誰なんだよその樒って奴は。そいつが、《フォールド》にした？』

『だからそう言ってんだろ。ほら、あれだよ。いつもセーラー服着てる女だよ』

　セーラー服？　そんなの学校次第じゃ皆着てるじゃないか。そう吐き捨ててもよかったが、どういう訳か春はる樹きにはその心当たりがあった。……まさか、あいつなのか？

『……もしかしてそいつは、日傘を持ち歩いてたりするか？　黒い日傘だ』

『あー、確かに持ってたかもな。なんだよ知ってんじゃねえか』

　頭に浮かんだのは、ルーレットのようにクルクルと日傘を廻まわす少女の姿だった。

　残念、大当たりです。そんな幻聴が聞こえた気がして、軽く目眩めまいがした。

　……なにがどうなってんだ……。

『まあ、おたくがやらねえって言うならアタシがやるまでだ。ブレイズマンが死んだ今、この世はまさにワンダーランドだ。乗り切れねえ奴やつはそこで黙って見てたらいい』

　金魚鉢の女は、すっかり春樹から興味を失った様子で踵きびすを返した。

　未いまだ状況が呑のみ込こめずにいる春樹を置いて、『シャボン玉』は会場の外を目指して歩いて行く──。だが、そこで奴はふと歩みを止めた。

　奴が見上げた先、観客席の最上部、そこに一人の少女が立っていた。

『なんだ？　まだガキが残ってたのかよ。ショーはもう終わっちまったぞ？』

　少女はなにも答えず、服のポケットに手を突っ込んだ格好で客席を降りて来る。

　深く被かぶったキャスケット帽に、赤色のレンズが入ったサングラスを掛けている。夏らしい軽装に身を包んでいる癖に、何ど処こか暑苦しさを感じさせる出いで立たちだ。

　少女は客席の中ほどで立ち止まった。その足元には、ぽかんと少女を見上げる小こ夏なつの姿がある。すると少女は、ポケットの中からある物を取り出した。

　と、同時。少女は〝それ〟を横よこ薙なぎに振り払った。

　それは〝柄つか〟だった。十五センチ定規くらいの長さで、刀の柄のように見えたが、鍔つばの先に刃やいばは無い。少女は刃の付いていないただの柄を、やにわに振り払ったのだ。

　ビュン、と風を斬ったような音が、小夏の首元を通り過ぎて行った。

　それがあまりに唐突だったもので、小夏は唖あ然ぜんと座り込んでいた。なにが起こったのか、なにをされたのだろうか、と目を丸くしている。結論を言えば、なにも起こらなかった。

　少女は右手に握った柄を眺めると、「ああ、そっか」と呟つぶやいた。

「先にチップを集めないといけないんだった。私としたことが、気が逸はやったわ」

　そして思い直した素振りで、今度は小夏の顔面に向けて刃無しの柄を突き出した。

『──避よけろ！』

『──っ！』春樹の声にビクリと反応した小夏は、慌てて後ろに飛とび退のいた。

　柄の先端が小夏の仮面を掠かすめたが、直撃は避けられた。

　だが、階段状になった足場を考慮していなかったために、小夏は観客席にひっくり返った。ゴロゴロと段差を転がり落ちた小夏の元に、春樹は駆け寄った。

　小夏は随分と驚いたようだったが、怪け我がはしていない。春樹はホッと安あん堵どする。

『あいつは、何者だ……？』

　小夏は首を横に振る。いきなり襲い掛かって来たからにはなにか因縁があるはずだ。でなければただの通り魔だ。春樹と小夏は、揃そろって謎の少女を見定める。

　……なんだこの既視感は。このガキ、何ど処こかで見たことがあるような……。

『おいおい、なんのつもりだよ。もしかして怪物退治でもしようってのか？』

　少女は、ステージの前で煽あおる『シャボン玉』に目を向けた。

「そのまさかだけど、なにか文句ある？」

『その玩具おもちやで？　冗談だろ。大事な先っちょを忘れてるぜ？』

　正義感に突き動かされた少女の蛮勇とでも思ったのか、奴やつはケラケラと嗤わらった。

『ヒーローごっこがしたいなら、パパとママに遊んでもらえよな』

「……くっだらない」

　少女は吐き捨てると共に、客席を降りて奴の方へと近付いて行く。その姿は堂々としたもので、とてもごっこ遊びとは思えない気迫があった。そして、

「今すぐにその舌、喉元から斬り落としてやるわ！」

　次の瞬間、少女は駆け出していた。少女は身を低くして、柄つかを振り被かぶる。

　金魚鉢の女の行動も早かった。少女の視界いっぱいにシャボン玉が膨らんだ。

　このまま進めばシャボン玉に衝突する。だが、少女は速度を落とすことなく走り抜け、眼前のシャボン玉に柄の先端を叩たたきつけた。パンッ、と小気味いい音が鳴った。

　よく見ると柄の先端──鎺はばきには、銀色の鉤かぎが付いていた。それは刃物とも呼べない小さな刃だったが、肌を引っ掻かくには十分に思えた。シャボン玉を割ったのもその鉤だ。

　カッターナイフか？　春はる樹きは身近な凶器を思い浮かべたが、恐らくそうではない。

　少女は不可解な凶器を握り締めたまま、臆さず金魚鉢の女の懐に潜り込んだ。

　そして鎺の先端を、奴の首元にねじ込んだ。

『……ッ、げぇ！』

　えずくような声を上げ、金魚鉢の女は地面に転がった。

　柄は金魚鉢の根本に突き立っていた。吐血したのか、金魚鉢の内部に赤い染みが広がっていた。そして鉤に喉を裂かれたのだろう。その傷口からは、数枚のチップが零こぼれた。

「思ったより出ないのね。これ一枚でどれくらいになるんだろ」

　少女は、足元に転がってきたチップを指先で摘つまみ上あげ、そう呟つぶやいた。

　その口ぶりはまるで、チップが何たるかを知っているように聞こえた。だとすれば彼女もまた《フォールド》なのだろうか。それとも、別の……。

『……ッ、痛いてぇ、じゃねえかよ、てめえ……絶対に許さねえよ！』

　金魚鉢の女は、少女がチップに気を取られている内に起き上がると、懲りずにシャボン玉を撃ち出した。先程春樹を包み込んだのと同じ、深海を内包した巨大な水槽だ。

　少女は再びその表面を柄で斬りつけたが、パシャンと水が跳ねただけに終わった。今度のシャボン玉は丈夫に仕上げてきたらしい。その癖容易たやすく、少女を水槽の中に取り込むのだ。このシャボン玉とやらは、強度も密度も随分と勝手が利くようだ。

『ほらほらどうした。早く出ないと溺れちまうぞぉ！』

　奴は少女を手の内に捕らえたことで、調子を取り戻していた。僅かな空気も漏らさないようにと口を閉じ、苦しそうに悶もだえる少女の姿を眺めほくそ笑んでいる。

『よぉく覚えときな。ヒトはこんなにもあっさり死んじまうんだぜ？』

　水の中にはチップが漂っている。少女の内から外に零こぼれた命の欠片かけらだ。絶体絶命の窮地にあって、少女はどういう訳かチップに手を伸のばしていた。パニックに陥っているのか？

　いや、違う。そのチップさえ掴つかめば勝機はあると、彼女は確信しているのだ。

　少女の右手には変わらず、刃無しの柄つかが力強く握られている。

　彼女の頭から帽子が浮いた。帽子の内から、鮮やかな赤髪が水中に解き放たれる。

　その光景はまるで、シャボン玉の中に炎が灯ともったようだった。




　……ベット……！




　ゴボッ、と泡が浮き上がった。

　次の瞬間、──『シャボン玉』の頭部に銀色の刃が突き刺さった。

『……ッ、がぁあああああ！』

　奴やつは仰のけ反ぞって倒れ込むと、真っ赤に染まった顔を押さえてのたうち回った。

　金魚鉢の頭にはヒビが入っており、本来であれば鼻のある部分が砕け散っていた。その亀裂からはだくだくと血が零れている。当然、チップも大量に噴き出していた。

『痛いッてえ、痛ぇよ！　なんだよこれッ、畜生……クソッ、クソ……クソがァあ！』

[image: ]

「なんだ、全然あっさり死なないじゃない」

　少女を捕えていたシャボン玉は、崩壊し、ただの水みず溜たまりと化していた。少女は濡ぬれた赤髪を鬱陶しそうに掻かき上あげると、金魚鉢の女へと歩み寄って行く。その手には今も柄つかが握られている。だが、刃を持たないはずの柄の先には、銀の刀身が煌きらめいていた。

　六十センチはあるだろうか。その刃の先端からは、真っ赤な血が滴り落ちていた。彼女はその〝刀〟で、シャボン玉の内側から『シャボン玉』の頭部を貫いたのだ。

『……お、お前ッ、一体なんなんだよ……てめえも、お邪魔虫かよ……ッ！』

　奴やつは赤髪の少女を前にすっかり怯おびえていた。すぐ目の前に差し迫った死に恐怖を感じていたのだ。対して少女は、苦しみ悶もだえる怪物を見下ろして冷たく言い放った。

「私は、あんたの見る最期の光景よ」

　そういって少女は、右手に持った刀を振り払った。

　瞬間、二メートル超の大刀に伸長した銀色の刃が、金魚鉢の女の首を刎はねた。

　ゴトン、と無機物染みた音を立て、女の首から金魚鉢の頭が転がった。

　鮮血とチップとが首の断面から迸ほとばしり、それもやがて収まると、奴の肉体は灰となって、水溜まりの底に沈んで消えた。金魚鉢も消え、あとに遺のこされたのは仮面が一つだけ。

　それが『シャボン玉』の最期だった。

「──ＳＥＩＺＥサイズ　ＴＨＥザ　ＤＡＹデイ」

　そう呟つぶやくと、赤髪の少女は春はる樹き達の方に目を向けた。

「ヒトの未来を踏み躙にじる怪物には、勿もつ体たいない言葉よね」

　それは同意でも求めるかのような、罪を断じるかのような口調ではあったが、彼女の視線の先に二人の姿はない。少女は「チッ」と舌打ちをした。

　少女の刀が怪物の命を刈り取った直後にはもう、春樹は小こ夏なつを連れて逃げ出していた。
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「あれは一体、なんだよ……！」

　春樹は苛いら立だたしげに頭を掻いた。仮面を剥はいで人混みに紛まぎれた後、春樹は赤髪の少女が現れた時と同様の疑問を吐き出していた。あれは一体なんだ。何者なんだ？

　彼女の在り様を目の当たりにしたところで、その疑問は一層深まるばかりだった。

　一つ分かるのは、分からないことがあれこれと起こり過ぎている、ということだ。

　春樹の独り言に、分からない、と小夏も首を振った。

「……でも、どこかで……見たことある……どこかで……」

　小夏は記憶の引き出しを一つ一つ開けていき、その「どこか」を探していた。

　そうだ、何ど処こかで見たことがある。春樹にも少女の正体には心当たりがあった。

　ややあって、「あっ」と小夏が声を上げた。声を上げた時には春樹の背は少し遠くにあって、小夏はパタパタと駆けて来る。そして、

「……ブレイズ、マン……！」

　と言った。春はる樹きも丁度思い出していた。先月、ブレイズマンの訃報を告げた記者会見の直後、世間で最も注目を浴びた一家があった。姓は確か、天てん道どうといった。

「……あの子、多分……テレビに出てた……ブレイズマンの……！」

「ブレイズマンの……、天道オムの娘か」

　テレビに映ったその少女は大勢の記者に囲まれ、マイクとカメラを向けられていた。

　太陽を取り巻くコロナのように色鮮やかな赤髪が印象的で、よく覚えている。

「父親がブレイズマンだと知っていたのか」だとか、「ブレイズマンとは最期になにを話したのか」といった興味本位の質問を浴びせられる中、少女は泣き言も罵倒も口にせず、ただこちらを睨にらんでいた。少女の瞳は、ありとあらゆるモノを焼き尽くさんばかりの業火の如ごとき真紅の色を灯ともしていて、画面越しだというのに圧倒された。

　天道陽ひ菜な。それが謎の少女の正体だ。

「死人はそう簡単には生き返らない。そりゃそうだよな。だがこいつは、なんだよ……」

　春樹は『シャボン玉』の首を刎はねた少女の姿を思い出す。春樹の目にはそれが、大鎌を携えた死神かのように映っていた。命を狩る怪物の命を刈る、天敵の姿だ。

「──死神が帰って来やがった」

　足元に影が差し、空を見上げると、雲の陰に呑のまれていく太陽が見えた。





二章　陽ひと影




　もしもこの世界に死神がいるのだとすれば、それはきっと漆黒に染まったローブを身に纏まとい、血の通わない髑どく髏ろの面相をしていて、自分の身体からだよりもずっと大きな鎌を携え、そして無慈悲に命を刈り取る、所謂いわゆる悪魔のような存在だと思っていた。しかし目の前に現れたその男は、幼い頃から抱き続けていた死神像とは大きくかけ離れていた。

「どうぞ陽ひ菜なさん。まずは手始めに、私の首を落として御覧なさい」

　男はそう言った。

　紺色の法ほう衣えを羽織ったお坊さん風のその男は、板張りの床に膝を突いて座っている。柔和な笑みを浮かべどっしりと構えた姿は、死神というよりはお地蔵様のようだ。

　陽菜は困惑した表情で、自らの首を差し出した男を見下ろした。

「私は人殺しになるつもりはない。命の遣い方を教えてくれる、って話じゃなかったの？」

「同じことです。貴方あなたがこれから先することを思えば、同じこと。貴方はその〝鎌〟の使い方を知らねばなりませぬ。父君が遺のこしたその、死神の〝鎌〟のことを」

　陽菜は右手に握った刀に目をやった。先程までは刃の失われた柄つかに過ぎなかった物が、今では六十センチほどの銀の刃を生やした、立派なは小太刀に様変わりしている。

　手品でもなければ、幻でもない。繊細かつ重厚な刃の重みをこの手に感じる。

「だから試しにここで首を刎はねてみろって？」

「そうです。講釈を垂れるよりもまず、貴方自身の目で見て戴いただく方が手っ取り早い。命とはなにか。死神とはなにか。《フォールド》とはなにか。貴方の父君が関わってきた世界とはどんなものなのか。私の首には、貴方の求める答えの多くが詰まっております」

　そして、と男は続けた。

「貴方の覚悟のほども、これで知れるというもの」

　そう言って男は、自身の顔に能面を被かぶせた。男の表情と真紅の瞳がお面の内に隠れる。

　これは挑戦だと陽菜は受け取った。自分に課せられた試練なのだと。

　陽菜は座った男の正面に立ち、刀を両手で構えた。

　男は斬りやすいよう首を伸のばしていた。こちらを見上げる能面と目が合っている。陽菜はゴクリと唾を呑のんだ。彼は一言も発さずに、介かい錯しやくの時を待っていた。いや、こんな正面から向き合う介錯などあるものか。これは違う。試し斬りだ。そう、試し斬り。

　先に見据える本番は、──《フォールド》の首だ。男は陽菜の覚悟を試していた。

　見下ろした能面。その面に、色々な顔かお貌かたちを連想する。これから斃たおすべき怨敵の顔を。

　柄を握る手に力を込める。刃渡りを六十から百へ──、カチカチと引き伸ばしていく。

　ふっと息を吐き、次の瞬間、陽菜は男の首を刎ねた。

　それこそ死神の鎌で刈り取るようにして、男の首を刀で断ち斬った。

　疑った訳ではなかったが、刀の切れ味もまた本物だった。陽菜の振るった刀は男の猪い首くびを容易たやすく両断し、ゴロン、と男の生首が床に転がった。

　首の断面からは大量の銀貨が蟲むしのように湧いて出た。血は一滴も出なかった。その代わりに吐き出された銀貨がジャラジャラと床に散らばっていく様を、陽ひ菜なは眺めた。

　これが命です、と男は後に語った。これが死神です、とも語った。

「お見事です、天てん道どう陽菜さん。その鎌は貴方あなたにこそ相応ふさわしい」

　床に転がった男の生首が、そう言った。

　今から一ヵ月ほど前の出来事だ。
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　金魚鉢の《フォールド》──通称『シャボン玉』による一連の事件は、犯人死亡という形で決着した。旭あさ日ひマリンパークからの通報を受け、特務課が現場に到着した時にはすでに件くだんの怪物の姿はなく、その残骸とも言える灰と水みず溜たまりだけが遺のこされていた。

　この場所でなにが起こったのか。事の一部始終を知る手がかりはネット上に拡散された一本の動画にあった。観客の一人が撮ったと思おぼしき匿名の動画。それは客席から俯ふ瞰かんする視点で撮られており、そこには事件の全てが記録されていた。

　信じ難い怪物の凶行も、目を疑うような英雄の再誕も、全て。

　天道宅のリビングには、客人の姿が二つあった。どちらも警察官だ。

　母の叶かな芽めが茶を淹いれてやって来ると、一方の警官は促されるままにソファに腰掛けた後、「あ、どうも」と茶を啜すすった。若い男の警官で、二に階かいと名乗っていた。

　テーブルの上にはＰＣが一台置かれていて、ある動画が流れていた。事件当時の、つまりは陽菜が『シャボン玉』と戦った際の記録映像だ。ＰＣの画面は陽菜の方に向いていて、正面に座った女性警官は動画ではなく陽菜の反応を観察していた。

　鳥と羽ば美み春はる。特務課を指揮する警部だ。

　彼女の目つきは鋭く、まるで取調官に睨にらまれているような気分にさせられる。取り調べなど一度も受けたことはなかったから、あくまで想像だ。とかく観察されているというのはあまり良い気はしない。美春にしても、この動画にしても、だ。

「あーあ、なにも私が捕まってるとこまで撮らなくていいのに。悪趣味」

　この映像は大手動画サイトに投稿され、ほんの一日足らずで一千万回以上も再生されていた。ＳＮＳに拡散された分を含めればその数はもっと多いだろう。シャボン玉の中で溺れかけている自分の姿がそれだけの人間に観みられていると思うと、ぞっとしない。

　──だが、これは予期せぬＰＲにもなった。

　やがて金魚鉢の首が落ちたところで動画が終わると、陽菜はソファにもたれ掛かった。

「でも、デビュー戦としては悪くないわよね」

「ええ、上出来よ」と叶芽が隣で首肯する。「今や世間は《フォールド》を斬った謎の少女の噂うわさで持ち切りだもの。ブレイズマンの再来だ、ってね」

　母の言葉に陽菜は誇らしくなり、フフンと鼻を鳴らす。

　しかしその一方で美み春はるは、そんな母娘おやこのやり取りを前に眉をひそめ、嘆息した。

「陽ひ菜なちゃん。これはあなたがしたことだって、あくまでそう主張するのね？」

「主張もなにも、事実だしね」

　陽菜は前のめりに美春と向き合い、言った。

「私は死んだパパに代わって《フォールド》を殺す。さっきもそう言ったでしょ、美春」

　陽菜が『シャボン玉』を斬ってから一日が経たっていた。

　変装のせいでその手柄は『謎の少女』の物となってしまったが、世間は薄々その正体に勘付いているようだ。まあ、変装と言っても帽子とサングラスを身に着けただけだったし、なによりこれほど色鮮やかな父譲りの赤髪を、そこらの他人と見み紛まがうはずもない。

　陽菜としては「私がそうだ」とさっさと認めてしまいたいくらいだったが、警察がそれを許してはくれなかった。表彰状くらいはくれてもいいのに、と上目遣いに美春を睨にらむ。

「それで、こんな動画を見せてどうするつもりなの？　怪物退治の罪で逮捕でもする？」

「あなたに殺人の容疑はかかっていないわ。問題があるとすれば、あなたの行動ね」

「私はなにも悪いことしてない」

「銃刀法違反」

　そう言って美春が凄すごむと、陽菜は「うぐ」と首を縮こめた。

　ふと、『ブレイズマンの娘、逮捕』という一文が頭に浮かんだ。

　十三歳で前科一犯。そんなことで父の名を穢けがすだなんて冗談じゃない。陽菜は諸もろ手てを挙げる代わりに、お尻の後ろに両手を隠した。手錠さえ掛けられなければ罪じゃない、とでも言うかのように。そんなささやかな抵抗を前に、美春はやれやれと頭を掻かいた。

「とはいえ、これを刃物と呼んでいいのかは甚はなはだ疑問ね」

　これ、と美春はテーブルの上に置いてあった柄つかを指した。

　十五センチほどの銀の柄。鍔つばから先に刀身はなく、刃を仕し舞まったカッターナイフのような状態だ。僅かに鉤かぎが突き出してはいるものの、取り締まりの対象にはならないはず。

　訝いぶかし気げにそれを眺める美春を余よ所そに、二に階かいは好奇心からその柄を手に取った。

「本当にこれが刀になるんすかね。映像じゃあ、二メートル近く伸のびたりしてましたけど」

「試しに見せてあげてもいいわよ。どっちかがチップを弾んでくれるなら、だけど」

「チップ、ね……」美春は再び陽菜に目を向けた。

「陽菜ちゃん。あなたはそれが一体なんなのか、本当に理解してるの？」

「勿もち論ろん知ってるわよ。──ヒトの命、そうでしょ？」

　陽菜は得意げに答えると、二階の方を見て言った。

「だからあんまりベタベタと触らない方がいいわよ。そんな見た目でも、ヒトの命を斬り分けるくらいは出来るんだから。なんてったってそれは、死神の鎌、なんだから」

　丁度二階が、鎺はばきの先端に触れようとしたところだった。陽菜の言葉にギクリとした彼は、慌てた素振りで柄から手を放した。……大人の癖に意気地なし。

　そこで美春はまた溜ため息いきを吐ついた。

「死神の鎌ときたか……天てん道どうさんもベルトからビーム出すような人だったから、今更そう驚きはしないけど。まさか他にもあったりはしないわよね？」

　美み春はるの口調には、あるなら今の内に出せ、というような圧があった。

　しかし陽ひ菜なが父の形見を引っ張り出してきた訳じゃない。陽菜は隣に座る叶かな芽めを見た。

「心配しなくてもそれだけです。その柄つかはあの人がブレイズマンになるより前に使ってた仕事道具ですもの。他にはないわ。ベルトも壊れてしまったしね」

「そうらしいわよ、美春」

「らしい、って。陽菜ちゃんは知らなかったの？」

「知るわけないでしょ。パパがブレイズマンだと知ったのだって、つい最近のことなのに」

　そうよね、と美春は湯ゆ呑のみに口を付けながらも、叶芽を流し目に見ていた。

「それを叶芽さんは、陽菜ちゃんに渡した。そういうことね」

「ええ、あの人の形見ですから」

「子供に持たせるには、ちっとばかし危険過ぎるんじゃないかしら？」

「子供じゃない」陽菜はむっとして口を挟んだ。

「昨日だって私は《フォールド》を一体斃たおした。もう一人前のヒーローよ」

　力強く言い放つ陽菜の言葉を聞いても、美春は困ったような顔をするだけだった。

「それが危険だと言ってるのよ。そんな調子じゃ、あなたを守ってあげられなくなる」

「……守るって、なにから？」

「色々よ。世間の目とか、大人の事情とか、責任とか、そういった色々なことから」

　美春は指を組んで、子供に言い聞かせるような口調で続けた。

「この際、凶器のカラクリはどうだっていい。あなたが《フォールド》を斬ったのは紛まぎれもない事実。でも、それはまだ公にはなっていないわ。謎の少女と天道陽菜との関連性は目下捜査中、というのが現時点での公式。そして、謎の少女には謎のままフェードアウトしてもらいたい、と私達警察は考えているわ」

「……それってつまり、私には戦うなってこと？」

「そうよ。陽菜ちゃんには普通の人間として生きてもらいたいの。あの動画だけであれば、まだ真偽不明で通すことが出来る。けれどもしあれを事実と認めてしまったら、あなたはもう二度と普通の生活には戻れない。全ての人間の期待を一身に背負うことになるのよ」

「それでいい。私は自分の意志でパパの跡を継ぐことを選んだの。それでも後悔しない」

「本当に？」

　美春は正面から、陽菜の瞳の奥を覗のぞき込こむようにして尋ねた。

　なにを今更。

　父が死んでしまったあの日から、普通なんてモノは父の遺灰と共にこの世の何ど処こかに消きえ失うせた。遺のこっているのは残された者の感情と、父がこの世に遺していった形見だけだ。

「知ってる、美春？　パパは、私の目の前で灰になって死んだのよ」

「……そう聞いてるわ」

「私はこの目で見たわ。あんなわけの分からない光景を見せられて、あんな最期で、私は納得しなくちゃいけなかった。パパはもうこの世の何ど処こにもいないんだって。それだっていうのにパパの命を奪った《フォールド》はまだ、この街の何処かで生きてる。そんなの間違ってる。許せるわけないじゃない、そんなの」

「《フォールド》は特務課が対処するわ。私達に任せて頂戴」

「昨日は私の方が早かった」

　陽ひ菜なは柄つかを手に取って、言葉を続けた。

「パパが遺のこしてくれた仕事道具。これがあれば私は戦える。自分の手で間違いを正すことが出来る。美み春はるなんかに守ってもらう必要はないわ」

　美春は一瞬、寂しそうな顔で目を伏せた。

「陽菜ちゃんに危険な目に遭って欲しくないのよ。天てん道どうさんもきっと、そう言うはずよ」

「……パパはもう死んだ。何度も言わせないでよ……」

　陽菜も美春から顔を逸そらした。パパなら……、こんな時なんて言うんだろう。

「美春さん、それは警察としての意見？」

　これまで口を挟まなかった叶かな芽めが、不意にそう尋ねた。

「ええ、勿もち論ろん。特務課を預かる一課長としての意見よ」

「そう、ならよかった」

　隣に座る二に階かいの表情を見れば、それが組織意思を欠いた個人の感情であることはすぐに分かったが、叶芽は気にすることなく陽菜の背中を撫なでて言った。

「私達は、なにも美春さん達の負担を増やそうとは思ってないの。だから警察が公表する気になるその時まで、私達も口裏を合わせる努力はしてみます」

「ちょっとママ！」

「でも」と叶芽は語気を強めた。「きっとその時はそう遠くない内に来るんじゃないかしら。美春さんがイエスと言ってくれる日が」

　含みのある言い方に美春は怪け訝げんに眉をひそめる。が、一旦はそれで納得したようだった。

　形ばかりの事情聴取が終わると、美春は二階を連れて席を立った。

「陽菜ちゃん、どうか答えを急がないでね。あなたにはまだ時間が沢山あるんだから」

「その時間を《フォールド》が待ってくれるとは思えないけど」

「……そうね。《フォールド》だけなら、いいんだけど」

　美春は苦笑混じりに肩を竦すくめ、玄関へと歩いて行った。

　ガチャン、と玄関の戸が閉まる音が聞こえ、カーテンの隙間から外を窺うかがうと、家のすぐ前で待ち構えていた取材陣が美春らを取り囲んでいた。
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　旭あさ日ひ市の僻へき地ちにひっそりと佇たたずむ廃はい寺じ。

　住職はおらず、ここに居るのは喧けん騒そうを離れ伸のび伸びと暮らす野良猫の家族と、ミンミンと夏の暑さに増長する蝉せみと、坊主の格好をした死神だけだ。

「浮かない顔ですな、陽ひ菜なさん。その様子では警察にたっぷり油を絞られましたかな？」

　その男は薄暗い本堂の中央に座っていた。陽菜は土足で堂内に上がると、身に着けていたキャスケット帽と伊達眼鏡を取った。

「別に、大したことじゃないわよ。ただちょっと、いつまでこの無意味な変装続けてればいいのかなって、ブルーになってただけだから」

　それはそれは、と男は湯気の立った湯ゆ呑のみを一つ差し出してくる。

　彼は板張りの床に胡坐あぐらを掻かき、自分の湯呑みにも茶を注いでいた。電気もガスも水道も止まっているはずなのに、一体何ど処こで淹いれてくるのだろうか。

「安あ住ずみさん、私冷たいのが飲みたいんだけど」

「でしたら冷めるを待つしかありませぬな」

　陽菜は正面の男をじとっと睨にらむ。お地蔵様というよりは、狸たぬきの置物のような男だ。

　安住、というのは男が使っている偽名らしい。彼は初め自らを「オム」と名乗っていたが、父と同じ名前だと紛まぎらわしいと陽菜が言うと、「では、安住で」と答えた。

「死神は戸籍を持ちませんから、姓もなければ家もない。『オム』というのは我々死神に与えられた、まあ、記号のようなものです」

　安住は以前、そんなことを語った。

　それから、「叶かな芽めさんにも以前同じことを言われましたよ」と肩を揺らして笑った。

　それが一ヵ月ほど前のことだ。それ以来、陽菜は度々安住の元を訪れている。

　彼は、陽菜の知らないことを沢山知っていた。

　父のこと、《フォールド》のこと、チップのこと。自宅の納戸に眠っていた柄つかの使い方を教えてくれたのも彼だった。安住は、陽菜の知りたい答えを常に持っていた。

　死神を自称するだけあって胡う散さん臭くさい男ではあったが、話を聞くだけなら害はない。

「それで、どうでしたかな？　初陣の感想は」

「楽勝よ」

　陽菜は手提げ鞄かばんに入れてきた〝仮面〟を取り出すと、湯呑みの隣にぽいっと置いた。

　それは市販のお面などではなく、『シャボン玉』が所持していた仮面だ。

《フォールド》が死んだあとには骨すら遺のこらないが、灰と仮面は遺されていた。戦いの後、陽菜は灰に埋もれた仮面を見つけると、首級しるし代わりにこっそりと持ち帰っていた。

　それこそが自分の力を示すなによりの証拠となると思ったからだ。

「心残りなのは他の二体を逃したことね。『カツアゲ仮面』、本当ならあいつの仮面もここに並べたかったんだけど、逃げ足が速いのは本当みたい。ゴキブリみたいな奴やつ」

「いずれまみえる機会もありましょう。彼らは命の囚とらわれ。日陰に潜みながらも、陽ひの当たるところに出ねば生きられぬ生き物ですから」

「次会ったら二度と太陽が拝めないようにしてやるわ。あいつは、パパの仇なんだから」

　そのためにはもっと力がいる。陽ひ菜なはポケットから柄つかを取り出し、安あ住ずみに言った。

「ねえ、安住さん。この刀の使い方は大体分かったわ。《フォールド》に通用することも分かった。でも、毎回チップを集めてから、っていうのはやっぱり不便よ」

「そうでしょうな。本来それは、自身の命を遣って扱うものですから」

「でも、それは駄目なんでしょ？」

「安易に自身の寿命を縮めるのは得策ではない、という話です。貴方あなたは我々死神と違って、有限の時を生きるヒトに過ぎませんからね。命は大切にしなくては」

　まるで自分は寿命に限りがない、とでも言いたげだ。

　流石さすが、首を刎はねられても平然と生きてる死神は言うことが違う。しかし、その瞬間を目の当たりにした身としては、納得せざるを得ない。少なくとも安住は死なないのだ。

「じゃあ、連中から巻き上げたチップを貯金しとくとかは？」

「それはなりません。命を不当に所有するのでは、《フォールド》と変わりない」

「もう死んだ奴やつの命ならいいんじゃないの？」

「命とは本来、個人の裁量でどうこうしていいモノではありません。器から零こぼれ落おちたのであれば、命も同様に死に逝くべきだ。それが命というモノです」

　命は有限、というのが安住の言い分だった。

　この星には命を貯蔵する湖のようなモノがあって、一いつ切さい衆しゆ生じようはそのリソースを分け合って生まれてくる。それは空気や水のように自然の中で循環する、有限の財産なのだと。

　そしてその貴重な命を管理するのが、死神の役割なのだ、と安住は語った。

「貴方の父君も、他人の命に手を出すことはしなかった。それが死神のルールであり、決して乱してはならない自然の理ことわりなのです。お分かりいただけましたかな？」

「……パパの話をするのは、ズルい」

　陽菜にとって父の背中は超えるべきものではなく、辿たどるべき進路だ。父という羅針盤コンパスが指し示した方角こそが正義であり、その正義に背くことは父への冒ぼう涜とくだ。

　犯すことの出来ない規則ルールが死神にあるというのなら、陽菜にも犯せない約束ルールがあった。

　──いい、陽菜。あの人の遺のこした灯は、私達二人の手で守るのよ。

　父が死んだあの日、陽菜は叶かな芽めに誓ったのだ。私が父の代わりになるのだ、と。

　陽菜は母との約束を思い出し、はぁ、と肩を落とした。

「分かったわよ、私は今まで通りにやる。ちまちま《フォールド》からチップを稼いで、その場で全部叩たたきつける。それでいいんでしょ？」

　むくれた顔で言うと、安住は「結構結構」と肩を揺らして笑った。

　大人というのはどうしてこうも融通が利かないのだろう。ふと美み春はるの顔が脳裏を過よぎり、そういえば戦うことすら禁じられていたことを思い出し、陽菜はさらに憂鬱になった。
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「なんか機嫌悪そうっすね、室長」

　旭あさ日ひ警察署の別棟。特務課のオフィスに戻るなり、二に階かいがそう声を掛けてきた。

「そう見える？」

「室長は機嫌悪いとすぐここに皺しわが寄るんで、分かりやすいっすよ」

　ここ、と二階は自分の眉間を指す。だから最近やたらと目が疲れるのだろうか。美み春はるは眉間の皺を手で擦さすりながら、二階の淹いれてくれたコーヒーに口を付ける。……熱っ。

　舌を出して眉間を寄せる美春を見て、「ほらまた」と二階が笑った。

「それにしても今度はブレイズマンの娘とはねえ。蛙かえるの子は蛙って奴やつかな」

　何ど処こからの声だと部屋を見渡すと、オフィスのソファに佐さ倉くら星ほしの姿があった。そこは仮眠用に設けられた休憩スペースだが、今や彼のサボり用ベッドと化していた。

　少し目を離した隙に、と美春は睥へい睨げいする。

「父親の代わりに自分が戦おうなんて、健けな気げっすよね」

「そうかな。俺は、進んで親と同じ道を目指そうだなんて奴の気が知れないけどね」

　星は警察一家で育ったと聞く。父親は特務課の設立に関わった人物で、現在は警察庁に勤める警視監だ。兄や従兄いとこまでもが警察官らしく、星も当然のように同じ進路を辿たどった。

　父親と同じ道を歩もうとする陽ひ菜なに対しては、彼なりに一家言あるのかもしれない。

「まあ、本人がやりたいってんなら好きにさせたらいいんじゃない？　《フォールド》をぶち殺すって息巻いてるんでしょ？　頼もしいじゃん」

「いいわけないでしょ……、あの子はまだ中学生よ。論外だわ」

　美春はふぅふうと息を吹きかけながら、湯気の立ったコーヒーをちびちび飲んでいく。

　美春にも陽菜と同じ年の娘がいる。もしも春はる奈なが《フォールド》の事件に巻き込まれるようなことがあったなら。そう思うだけでも胸が締め付けられる。

　もう一人の馬鹿息子の方であれば、ある程度放任していても大丈夫なのだろうが……。

「しかし、そうも言ってられんでしょう。上は今回の件で、例の制度を持ち出す気でいるんでしょう？　彼女達にその話が伝わるのも時間の問題かと」

　そう言って話に加わったのは、田た島じま警部補だ。

　田島は特務課では部隊長を務めており、美春との付き合いも長い。堅気な男で、若い衆が大半を占める中、地に足の付いた彼の存在には安心感を覚える。

「決断が早いのは結構だけど、昨日の今日でそんな話が挙がること自体がおかしいのよ」

「上も焦っているんでしょう。ブレイズマンが死に、《フォールド》に対して後手後手に回っている今、我々警察は常に非難の的ですから」

「ついこの間連中が刑務所襲ったって時にも、散々叩たたかれたばかりだしね」

　まるで他ひ人と事ごとのように星は笑う。すると二階が、腑ふに落ちない顔で尋ねた。

「例の制度って、なんの話ですか？」

「《フォールド》対策特別措置法に基づく、第三者への協力要請。所謂いわゆる、フレンドシップ制度のことだ。天てん道どうと俺達特務課を繋つないできた、契約だな」

　田た島じまの説明を聞いた二に階かいは、「ああ」と間延びした相あい槌づちを打って頷うなずいた。

「そういえば思い出しました。僕あれ観みに行きましたよ、調印式。中学生くらいの時かな。僕なんかは本物のヒーロー見たさで行っただけでしたけど、今思えばあの時ブレイズマンはブレイズマンになったんですよね。懐かしいなあ」

「ブレイズマンが警察の犬になった、歴史的瞬間だ」

「フレンドっすよフレンド。ホッシーは穿うがち過ぎなんすよ」

　犬にしろ友にしろ、彼ならばきっと好意的に受け止めるのだろうな、と美み春はるは苦笑する。

　ブレイズマンこと天てん道どうオムは、警察組織には属していない。彼の行動は全て善意によるものだが、如い何かに《フォールド》に対抗するためだからと言って、部外者を現場で好き放題させてしまっては警察の面目が立たないし、対外的にも示しがつかない。

　そこで考えられたのが、この制度だ。

　指定協力者は、警察からの応援要請があった場合のみ、警察の監督の下現場への介入を許される。というのが、フレンドシップ制度のおおまかな概要だ。

　二階の言った調印式で、天道オムは大勢の人が見守る中、この指定協力者となるサインをした。私は皆が望んだ時に現れるヒーローである、という宣誓と共に。

　それはまさしく、ブレイズマンがブレイズマンになった瞬間と言えるだろう。

　彼は正規の手順を踏むことで、誰からも認められる正義のヒーローになったのだ。

「それで、その制度がなんなんですか？　あれって実質ブレイズマン専用プランじゃないっすか。あれ以来、その後に続いた協力者も出なかったはずですし」

「その専用プランを、ぜひ天道の娘に。そう上が検討しているという話だ」

「二代目ブレイズマンの誕生、ってことっすか」

「ガキに好き放題される前に首輪付けときたいんだよ、おじさん連中は。ずっとブレイズマンにおんぶに抱っこで過ごしてきたから、なにかに縋すがる癖が抜けてないんだ」

「なんか嫌っすね、それ」

　星ほしの言い方には多少語弊があるが、大体はそんな思惑なのだろう。ブレイズマンの娘を新たなヒーローに担ぎ上げての信用回復。陽ひ菜なはそのための広告塔という訳だ。

　その時はそう遠くない内に来る。

　叶かな芽めは、警察の内情を察した上でああ言ったのだ。

「それも全部私達が不ふ甲が斐いないせいね。私達は彼に、ブレイズマンという人じん智ちを超えた力に頼り過ぎていた。彼の死は、私達の責任でもあるわ」

　その責任を、十三歳の少女に背負わそうとしている。それはあまりに無責任な話だ。

「だからこそ、これ以上の喪失は私達の手で食い止めなければならない。《フォールド》の殲せん滅めつ。それは私達特務課が果たすべき、責務よ」

　美春はコーヒーを一息に呷あおり、紙のコップを握り潰した。

　美春の一言に隊員達が顔を引き締める中、星はソファに寝そべったままで呟つぶやいた。

「まあ、俺は連中にリベンジ出来ればなんでもいいけどね」

　その時、部屋の警報がブザーを鳴らした。通報が入ったのだ。

「今度の通報は本物っすかね」

　二に階かいがそう耳打ちしてくる。本物だといいな、と思う程度には誤通報や悪戯いたずらも混じっているのが現状だが、それでも一つ一つが貴重な情報源には違いない。

　美み春はるは通報の内容を確認するために、電話番オペレーターの元に寄った。

「──は？　それはどういう意味ですか！」

　すると不意に、通報を受けていた電話番オペレーターが声を荒らげた。後ろからＰＣの画面を覗のぞき込こむと、旭あさ日ひ市内の地図が開かれている。そうしている間に通話終了、というよりは向こうから一方的に電話を切られたらしく、電話番オペレーターは受話器を片手に頭を捻ひねっていた。

「どうしたの、なにか問題？」

「それが要領を得なくて。なんでも《フォールド》の工場を見つけたとか、なんとか」

「工場？」と美春も首を傾かしげた。次から次へとプレス機に掛けられ、型を抜かれ、ベルトコンベアを流れていく大量の《フォールド》の姿を連想し、ぞっとする。

「そんなものがこの住所にあるって言うの？　他にはなにか言ってなかった？」

「他には……『悪ガキが近付かないよう、俺の代わりに埋め立てておいてくれ』と」

　確かに要領を得ない。だが美春の脳内では、その台詞せりふが何ど処こかで聞いた誰かの声で再生されていた。美春は、もう一度地図に記された住所を拡大して確かめた。

　旭日市四し利と根ね区凪なぎ原はら町一丁目、二十四の八。

　そこには、廃はい墟きよとなった教会があるだけだ。しかしこの地域には覚えがある。

　かつて『日傘の魔女』によって多くの命が失われた団地跡。そしてブレイズマンが最期に死闘を演じた廃墟群。特務課にとっても因縁浅からぬ場所だ。

「一体何者なのよ、そいつ」

　いや、こんなふざけた招待状を寄よ越こす人物など限られている。それは──。

「──『カツアゲ仮面』、だろ？」

　振り向くと、星ほしが勢いよく起き上がったところだった。

　彼は一度伸のびをした後、いつものつば付き帽子を頭に被かぶせた。彼の表情は先程までとは打って代わり、狩人かりゆうどのような鋭い野性を漂わせていた。

　それから上機嫌に手を叩たたいて、星は言った。

「ほら室長。おんぶに抱っこ隊、出動だ」





＊　＊　＊






　特務課に通報が入るより、およそ一時間ほど前。春はる樹きはとある団地跡にいた。

　人の声も車の音も届かない無人の団地跡。青葉闇に包まれた水路沿いのガードレールに腰掛け、桜の木を見上げる。薄紅色の花びらは咲いていないが、ピンク色に色づいていた頃を思い出すことは出来る。あれからもう四ヵ月近くが経たったのか。

　しばらく待っていると、やがて門かど真ま冬とう也やはやって来た。

「おう、ハル！　随分と早いじゃねえかよ！」

　彼は春はる樹きの姿を見つけるや否や、いつもの大声量で、まだ少し遠い距離から声を掛けてくる。春樹は小さく手を挙げて、彼が歩いてやって来るのを待った。

「悪いな、冬也。親父おやじさんになんか言われなかったか？」

「いいや。むしろ、店にいられても邪魔だからとっとと行ってこい、て怒鳴られたよ」

「お前んとこは相変わらずみたいだな」

「まあな。だが、最近は父ちゃんも機嫌いいんだよ。今日もなんか嬉うれしそうにしてたな」

「そいつはよかった」

　冬也は夏休みの間も父親の店を手伝っているとのことだったが、今日は彼の力を借りたいことがあり、昨日の内に約束を取り付けていた。

　昔から彼を呼びつける時は決まって、荒事が想定される時だ。

　二人で地元の悪ガキ集団と喧けん嘩かしたこともあれば、商店街を荒らす半グレ連中の溜たまり場に乗り込んだこともあった。ヒーローを罠わなに掛けたのだって、その内の一つだ。

　これから訪れる場所を思えば一人よりも二人の方がいいだろう、と春樹は考えていた。

「それじゃあ、早速行くか」

　そう言って春樹が立ち上がると、冬也は辺りを見渡して言った。

「ちょっと待てよ。小こ夏なつの奴やつがまだ来てねえぞ」

「あ？　なんで小夏なんだよ。あいつは今日呼んでねえぞ？」

「そうなんか？　昨日俺が誘った時には、絶対行くって張り切ってたんだがなあ」

　誘った？　なにを言ってるんだ。小夏をこんな場所に誘うはずがないだろう。

　意味が分からず春樹が困惑していると、ややあって冬也が声を上げた。

「お、来た！」

　冬也が大きく手を挙げた先、見慣れたピンク頭が歩いて来るのが見えた。小夏だ。

　小夏は冬也の呼びかけに応じて、パタパタと小走りに駆けて来た。

「……ごめんなさい……待っ、た……？」

「いいや待ってねえよ。俺らもさっき来たばっかだ」

　なんでお前らがデートの待ち合わせみたいな会話をしてんだ、と春樹は顔をしかめる。

　小夏の口ぶりでは、どうやら偶然ここに現れた訳ではないらしい。

「小夏お前、なんでいんだよ？　バイトはどうした」

「……今日は、お休み……だから皆で遊ぼうって……違う、の……？」

「なんのことだよ。俺らはこれから教会にだな──」

「……教会……？」と小夏は首を傾かしげる。

　余計なことを言ったかもしれない。春樹は顔を逸そらし、代わりに冬也に尋ねた。

「なんでこいつがここにいるんだ。まさか、お前が呼んだのか？」

「おう、肝試しに行くんなら、人数は多い方がいいだろ？」

「肝試し？　なんのことだよ。お前今日なにしに行くか分かってんのか？」

「だからよ、肝試しだろ？　おめえが昨日そう言ったんじゃねえかよ」

　冬とう也やには今日の用事をチャットで伝えてあった。俺はなんとメッセージを送っただろうか、と春はる樹きはスマホを取り出して昨晩のやり取りを見返した。




　明日空いてるか？

　昼ならあいてんぞ。なんかあったか？

　廃教会覚えてるか？　あそこに行く。

　なにしに行くんだよ。

　それは行く時に話す。まあ、肝試しみたいなもんだ。

　肝試しか。夏らしくていいじゃねえか。面白そうだ。

　そうだろ。じゃあ、決まりだ。




「な、言ってたろ？」

「これは……、違うだろ。これは比喩ってか、喩たとえみたいなもんだろ」

「なんだよ違ちげえのか？　おめえが肝試しっつーから、こっちはそのつもりだぞ」

　なあ、と冬也は小こ夏なつを見る。小夏はコクコクと頷うなずいて同意していた。

　見れば二人とも懐中電灯を持っていた。準備は万端、という訳だ。

　これは俺の落ち度だ。冬也に回りくどい言葉が通じるはずがなかった。長い付き合いでそれは分かっていたはずなのに。春樹は肩を落として、溜ため息いきを吐ついた。

「……もしかして……本当は、危ないこと……？」

　歓迎されていない空気を悟ったのか、小夏がそう尋ねてきた。……難しい問いだ。

　危ないと言えば小夏は心配してついて来るだろうし、危なくないと言えば気兼ねなくついて来る。突き放してもいいが、それでもやはり陰からコソコソとついて来るのだろう。

　一人にしておくよりは、一緒にいた方がまだ安心か。

「ったく、仕方ねえからお前もついて来い。……後で嫌だって言っても遅いからな」




　旭あさ日ひ市四し利と根ね区凪なぎ原はら町一丁目、二十四の八。そこに目的の廃教会はある。

　無機質なブロック塀に囲まれ、庭は草木が伸のび放題になっていて、建物は苔こけと蔦つたに覆われている。屋根には傾いた十字架が載っている。観音開きの木製の扉は、以前春樹が蹴破った時のまま砕け散っていた。堂内は薄暗く、早速懐中電灯の出番がやってくる。

　肝試し、というのもあながち間違いではない雰囲気だ。

「そういや、アキの奴やつも呼んだのか？」

「勿もち論ろん呼んださ。だが、アキは来ねえってよ。『夏だからってすぐ肝試しをしたがるのは、エイプリルフールだからって嘘うそを吐くことに拘こだわる人間くらい寒いことだ』って」

「ビビってるだけだろ、それ」

　しかし、彼女が来たがらないのも無理はない。なにせこの廃はい墟きよはいわくつきだ。

　かつては命の取引場所として、ある時は愚かな少年少女を罠わなに掛ける舞台として、またある時は人知れず怪物を生み出す工場として利用された廃教会。

　俺達の青春を奪った、魔女の胃袋。それがここだ。俺だって極力近寄りたくはない。

　それでも春はる樹きは、この場所でどうしても確かめたいことがあった。

　祭壇の裏手に回ると、地下へと続く階段がある。十数年捨て置かれたままの教会に電気は来ておらず、スマホのライトで正面を照らしながら、ゆっくりと下りて行った。

　ギシ、と足音が鳴る。冬とう也やは大きな懐中電灯で廊下を照らした。光のビームが闇を貫き、地下のフロアを暴き出す。ブレイズビーム、と囁ささやく声がすぐ後ろで聞こえた。

「小こ夏なつ、ちゃんとついて来てるか？」

「…………う、うん……」

　いつも以上に消え入りそうな声が返ってきた。

　小夏は春樹のシャツを掴つかみ、ピッタリと春樹の背中に張り付いていた。一歩進むごとに彼女の足と触れ合い、もつれそうになる。二人三脚でもしているような気分だ。

　彼女の体温と一緒に、震えまでもが伝わってくる。不思議と悪い気はしなかった。

「なんだおめえら、その様子じゃ昨日のデートは大成功だったみてえだな」

　振り向くと、しんがりを務める冬也がにやけ面でこちらを見ていた。

　隣では小夏がピクリと跳ね、ほんの少しだけ春樹から離れた。それでもシャツから手を放さないものだから、リードで後ろに引っ張られるような形になる。

「それは嫌いや味みか？　昨日なにがあったかお前も知ってんだろ」

「でもデートはしたんだろ？　で、どうだったんだよ」

「どうもこうも無む茶ちや苦く茶ちやだ。ネジの外れたパンク女がショーをぶち壊すわ、泡ん中で溺れ死にそうになるわ、ブレイズマンの娘が参戦するわで、散々な一日だったよ」

「その後はよ？」

「それで終わりだ。それで後は、解散」

　なあ、と小夏に振ると、小夏はコクコクコクと三度頷うなずいた。

　普通なら邪推して然しかるべきだが、あんな事件に巻き込まれた後でそれらしいムードなど期待出来るはずもなく、二人の間には本当になにもなかった。

　おまけに事件を引ひき摺ずってこんな場所にまで足を運んでしまうのだから、迷惑な話だ。

「おめえら本当、よく厄介事に巻き込まれんなあ。一度お祓はらいにでも行った方がいいんじゃねえか？　悪いもんでも憑ついてんのかもしれねえぞ」

　笑えない、と春樹は苦笑いを浮かべる。

「もしも悪いもんが憑いてるとすれば、今日ここでさっぱり祓えるといいんだがな」

　春樹は慎重に歩みを進めつつも、何者かの気配がないか、と暗がりを目で探った。

　牧師室、集会室、告解室、休憩室、物置、トイレ。地下フロアの部屋も手付かずのままになっていて、部屋の一つ一つに恐ろしい怪談話があってもおかしくない有様だ。

　だが、この教会にはさらに下がある。

　春はる樹きは記憶を頼りに廊下を進み、扉の前で立ち止まった。ドアノブを捻ひねって扉を開ける。急勾配の階段が足元に現れ、冷えた空気が廊下に吐き出された。

　教会の床は板張りだったが、その下に広がる地下空間は石造りになっていて、地上よりもずっと気温が低かった。階段を下りきった頃には汗腺も縮こまり、汗も止まった。

　春樹はコンビニで買ったライターに火を点つけた。電気は通っていないが、蝋ろう燭そくを立てる燭しよく台だいが壁に掛かっている。魔女が生きていた頃の名残だ。壁伝いに進むと共に、その一つ一つに火を灯ともしていく。ひとしきり点け終えると、地下聖堂クリプトが朱あかく浮かび上がった。

「俺はてっきり、《フォールド》って奴やつは全てアポトーシスが作ったもんだと思ってた」

「違ちげえのか？」と冬とう也やは尋ねる。

「少なくとも、俺と小こ夏なつが遊園地で会った《フォールド》──『シャボン玉』は違うらしい。奴はアポトーシスのことを知らなかった」

「じゃあ、そいつはどうやって《フォールド》になったんだ？」

「樒しきみだ。樒って奴に、《フォールド》にしてもらったんだと」

　自分の声が地下の空洞に広がって聞こえる。蝋燭の灯と影が揺れた。

「知らねえ奴だ」

「お前が知ってたら驚くとこだったよ」

　シキミ。その名前に心当たりはないか、と冬也が記憶を探っているのを尻目に、春樹は地下聖堂クリプトの中央へと歩いて行く。置いて行かれないようにと小夏もついて来る。

「覚えてるか、小夏？　昨日のデートの……遊園地に行く前に、俺が駅で話してた中学生くらいの女だ。ほら、セーラー服で、日傘を差してた奴だ」

「……アンケートの……？」

「そうだ。あいつが樒だ。多分な」

「……樒……お花の、名前……」

「そうなのか？　だったら奴は、お花の怪物なのかもな」

　そんな都市伝説はまだ聞いたことがなかったが、目立ちたがり屋ほど早死にする業界だ、人知れずひっそりと咲く怪物がいてもなんらおかしくはない。

「ともかく、だ。アポトーシスの真ま似ね事ごとをしてる奴がいることが問題なんだ。魔女だけが使える魔法だと思ってたものが、本当は誰にでも真似出来る手品なんだとしたら、今後第二第三のアポトーシスが現れるかもしれない。その可能性は早い内に摘んどくに限る」

　春樹は地下聖堂クリプトの中央で立ち止まり、足元を見下ろした。

　目地のない石材の床。その中央にぽっかりと空いた直径三メートルほどの大穴。そこに並々と溜たまった赤黒い沼。春樹達を呑のみ込こんだ地獄の〝釜〟は、まるでそれが悪い夢であったかのように、この場所から消え去っていた。穴は綺き麗れいさっぱり消えていた。

「俺達はこの場所で魔女の言う釜ってのに放り込まれて、《フォールド》になった。他の《フォールド》もそうだと思ったんだが、肝心の釜は何ど処こに消えたんだ？」

　釜のあった場所には、代わりに、魔法陣のような物が描かれていた。

　連想したのは蜘く蛛もの巣だ。波紋のように描かれた円と円を、放射状に伸のびた線が縫い留とめている。しかし魔法陣を形成しているのは白い糸でもチョークでもなく、銀の溝だ。

　屈かがみ込こんでその線に触れてみると、微かすかに粘り気があった。

「……《フォールド》を作るには……三つ、いる……」

　小こ夏なつもまた隣に屈んでいた。肩の触れ合う距離で、春はる樹きは彼女が呟つぶやくのを耳にした。

「……一つは、釜……器をドロドロになるまで溶かして、掻かき混まぜるための釜……一つは、仮面……釜の中で溶け合った生命のタネを、型に加工するための仮面……そしてもう一つは、ヒトの命……この一枚のチップが、貴女あなたをくべる火になるの……」

　小夏は魔法陣を眺めたまま、うわごとのように喋しやべっていた。一瞬、隣に座った少女を全くの別人に空目した。春樹は思わず「小夏？」と彼女の横顔に訊きいていた。

「……そう、言ってたの……あの人が……」

　ギュッと、小夏がシャツの裾を掴つかんできた。

　彼女が《フォールド》となった瞬間を、春樹は知らない。小夏は一人きりで魔女と出会った。その時どんなやり取りが行われたのか、彼女も語らなかった。だが、今小夏が口にした言葉はきっと、その瞬間彼女の記憶に焼き付いた、魔女の言葉だったのだろう。

　春樹はただ、そうか、と小夏の頭にポンと手を置いた。そうすると小夏は安あん堵どした表情で顔を伏せ、シャツの裾を握り締めていた拳をゆっくりと解いた。

　魔女の遺のこした影は、まだ俺達を放してはくれないようだ。




「まだもう少し調べるんだろ、ハル？　だったら俺はちっと小便に行ってくる」

　緊張感のない冬とう也やの言葉をきっかけに、春樹と小夏も上の階に戻ることにした。

　トイレに向かった冬也を待つ間、春樹は小夏を連れて牧師室へと足を踏み入れた。

　窓はない。机の上にオイルランプが置かれていたが、点つけ方かたが分からず断念した。地下から持ってきた燭しよく台だいの灯あかりをお供に加え、灯と影とがせめぎ合う部屋の中を散策する。

　埃ほこりっぽく、多少散らかってはいたが、元は執務室として使用されていたのだろう名残があった。事務用の机があり、応接用のソファがあり、最低限の調度品があり、壁紙の代わりに書棚が壁一面を埋め尽くしている。ほんの少し前まで誰かが使っていたような、人の気配を感じた。ソファに横たわり目を閉じる、喪服姿の魔女の姿が目に浮かんだ。

「他になにか奴やつから聞いてねえのか、小夏？」

「……なに、か……」

　小夏は、精一杯思い出そうと頭を捻ひねる。

「例えば他に隠れ家があるとか、へそくりの隠し場所とか、樒しきみって奴のこととか」

「……ううん。ない……」

　なら仕方ない。しょんぼりと肩を落とす小夏に燭台を託し、春樹は家探しを始めた。

「……なに、探してるの……？」

「証拠だ。どんな形でもいい、ここで《フォールド》が作られてるって証拠があれば、後は警察に丸投げ出来る。こんな場所はさっさと封鎖するべきだ。だがさっきの魔法陣だけじゃあただの落書きだと思われかねないしな。仮面でも見つかれば、最高なんだが」

　事務用の机の上には、彫刻刀やヘラ、ブラシといった工具が無造作に放置されていた。

　ここの牧師は工作をする趣味でもあったのだろうか。

　引き出しを開けると、そこにも多種多様な工作ツールが入っていた。粘土弄いじりがメインらしく、他の引き出しには未開封の粘土が積まれていた。型紙も幾つか見つけた。仮面の輪郭に切り抜かれた型紙だ。見覚えのある型を見つけ、春はる樹きは眉をひそめた。

「悪趣味な仮面だと思ってたが、これ、奴やつが自分の手で作ってたのか？」

　まさかな、と思い春樹は自分の仮面を手に取り出した。

《フォールド》を異形たらしめる仮面。それは身体からだの一部であるかのように、呼べば応える魔法の仮面だ。手にした時は普通の仮面の形を取っているが、顔に被かぶせるとあら不思議、仮面の内部から湧き出した影が本体を喰くらい尽くし、全くの別物へと作り変える。

　龍りゆう、虎、頭巾、蜘く蛛も、金魚鉢。その面相はそれこそ《フォールド》の数だけ存在する。

　春樹は片手に抱えたギザギザ歯の仮面を見下ろした。これを、奴が、この場所で。

「ブレイズマンを嬲なぶる兵隊を作るためだけに、一個一個作ってたわけか。涙ぐましいな」

　魔女の意外な一面を発見したところで、物証になり得る仮面がなければ意味がない。

　部屋の何ど処こかに隠してはいないか、と春樹は辺りを見渡した。

　その時、ふっと灯あかりが消えた。

　ジュッ、と火の点ついた蝋ろう燭そくの芯が潰れる音が聞こえた直後、小こ夏なつに預けていた燭しよく台だいの火が、唐突に掻かき消きえた。

「──ゃ、っ……！」

　真っ暗闇の中、小夏の悲鳴らしき声が聞こえたと思った矢先、今度はドタドタッと部屋の片隅でなにかが崩れた。「──小夏！」

　春樹はすかさずスマホのライトを点ける。小夏が先程まで立っていた辺りを照らすと、床に尻餅を突いた小夏が、涙目でこちらを見上げていた。

「なにやってんだ、お前は……」

「……蝋燭が、いきなり消えて……手、みたいなのが……ジュッ、って……」

　突然のことで混乱したのか、小夏にしては珍しく興奮した様子だった。

「あのな、俺達は肝試しに来たんじゃねえんだぞ？　一人で楽しんでんじゃねえよ」

「……でも、……本当に……」

「分かったから、それ貸せ。こうも暗くちゃなにも見えねえ」

　春樹は小夏から燭台を受け取ると、再びライターで火を灯ともして彼女の手に返した。

「つーかお前、持ってた懐中電灯どこやったんだよ」

「……え？　……さっきハルに、渡した……」

「なに言ってんだ、俺はもらってねえよ。大方転んだ時に失なくしたんだろ、……ったく」

　小こ夏なつの周りには本が散らばっていた。どうやら部屋が暗くなった際に書棚にぶつかったらしい。小夏は床に落ちた本を拾い上げ、懐中電灯を探しつつも棚に戻し始めた。

　仕方ない奴やつだ、と春はる樹きも後片付けを手伝う。そこで、一冊の本が目に留とまった。

　いや、本じゃない。手帳だ。牛革の表面は所々剥はげていて、綴とじた頁ページも端がパリパリに乾いている。茶色がかった頁を捲めくっていく。書かれている文字は英語で、それ以外の言語も混じっているように見えたが、書き殴られた文字は暗号にも等しく解読出来ない。

　しかし、これがなにを記した手帳なのかはすぐに理解出来た。

　開いた頁には、魔法陣が描かれていた。つい先程地下聖堂クリプトで見たのと同じ、蜘く蛛もの巣にも似た魔法陣だ。そしてさらに頁を捲ると、仮面の絵までもが記されていた。

　春樹は一心不乱に頁を捲った。文字が読めないのがもどかしい。

　予想が正しければこれは恐らく、《フォールド》のレシピだ。

「でかしたぞ小夏。お前はやっぱ奇妙なとこでツイてる。お前ならこれ、読めるか？」

　春樹は開いた頁をひっくり返して、小夏の前に手帳を差し出した。

「…………」

「まあ、この際読めなくてもいい。警察ならこの汚い文字でも解読出来るだろ。この手帳と地下の魔法陣の関係性が分かれば、これ以上《フォールド》が増える前に手を打てるかもしれない。なに書いてるのかは気になるが、こっから先は専門家プロにバトンタッチだ」

「…………」

　もう少し収穫が欲しいところではあったが、後は警察が調べるだろう。冬とう也やが戻り次第探偵ごっこは切り上げるとしよう。そう思い、春樹は手帳をポケットに仕し舞まった。

　その時になってようやく、ずっと小夏が黙っていることに気付いた。

　燭しよく台だいの灯が、正面に屈かがんだ小夏をオレンジ色に照らしている。書棚に伸のびた小夏の影が、ゆらゆらと揺れている。小夏の表情は朱あかく、それでいて青ざめていた。

「…………ハル……」

「なんだよ」

「……うし、ろ……」

　はあ、と春樹は溜ため息いきを吐ついた。小夏がまさかこんな古典的なジョークを言うとは。

「あのな、小夏。俺が求めてるのはそういうんじゃない。さっきから変だぞ、お前」

　小夏はなおも目を見開き、燭台を掲げた格好で震えている。その瞳は、春樹の頭上を見上げていた。迫真の演技だ。……いや、どうだろう。小夏がそんな下らない冗談を言うだろうか。他人を脅かして喜ぶなど、小夏の性格からは程遠い悪ふざけだ。

　だとすれば本当なのか。俺の後ろに？　いるとすればそれは、なんだ？

　恐る恐る春樹が後ろを振り返ろうとした、その時だった。




「──うおぉおおおッ！」




　壁が震えるほどの絶叫が、廊下の方から聞こえた。

「……ッ、なんだ！」

　春はる樹きは勢いよく振り返った。振り返ってすぐに、ピタリと固まった。

　手だ。明かりのその先に、春樹が見上げたすぐそこに、五指を広げた手が浮かんでいた。

　なんだこれは？　手だ。手がある。目の前に、青白い色をした手が。

　そこに立っているのは、誰だ？　誰の手だ？　しかし揺らめく灯の先には、五本指の影と自分の影が壁に映っているだけで、他人の影は何ど処こにもない。人の姿は何処にもない。

　春樹の眼前に浮かんでいたのは、──ヒトの〝手首〟だった。

「ぬぉわああッ！」

　手首の怪物が飛び掛かるのと同時、素っ頓狂な悲鳴が木霊を返した。
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　男子トイレの小便器で用を足した冬とう也やは、洗面台の前に立ち蛇口を捻ひねった。

　水が出ない。小便器の水も出なかったのだから当然だ。便器を汚していくことを何処にいるかも分からない家主に詫わびつつ、冬也は洗面台を離れた。

『兄ちゃん、肝が据わってんな』

　半開きのドアに手を掛けたところだった。その声は、冬也の背後から聞こえた。

『普通おっかなくて、こんな場所で小便しようとは思わねえだろ』

「……誰かいんのか？」

　トイレの中を見渡してみたが、人の気配は何処にもない。二つある個室を覗のぞき込こんでみるが、そこには誰もいない。掃除用具の入ったロッカーも開けるが、いない。

『ククッ、怖いもの知らずだな。俺ならまず開けない』

　誰もいないのに笑い声だけがする。獲物を前に舌なめずりする獣のような、低い声だ。

「怖いものならあんぞ。その内の一つはもう、死んじまったが」

　何処から声がするのか、ようやく分かった。──それは〝鏡〟だ。

　冬也は洗面台の前に立つと、ひび割れた鏡と向かいあった。そこに、奴やつは映っていた。

　革のジャケットにカーゴパンツ。夏らしからぬ厚着に身を包んだその男は、焦げ茶色の体毛に覆われていた。短くも濃い、キウイの皮を着込んだような体毛だ。

　キウイに似ているのは体毛だけじゃない。その頭もまた、キウイだった。

　果物のキウイフルーツのように丸みを帯びた頭部。鳥類のキーウィのように突き出した口先。どちらにせよ人間の面相とは程遠い、異形の仮面を、その男は被かぶっていた。

「おめえ、何なに者もんだ……！」

　鏡に冬也の姿は映っていなかった。その男は洗面台に両手を突いた格好で、冬也と同じ格好で、鏡の向こうからこちらを覗き込んでいた。男は名乗った。

『──「土竜もぐら」。まだインディーズの新参者だ。これからどうぞよろしく、砂の先輩』

　鏡がチカッと瞬いたその直後、鏡の内から土竜もぐらの腕が伸のびて来た。

「どうなってんだ、こいつは！　──うおぉおおおッ！」

　その剛腕は冬とう也やの胸倉を掴つかみ上あげ、そしてそのまま鏡の中へと引ひき摺ずり込こんだ。

　再び鏡が光を放った後、男子トイレは静寂に包まれた。冬也は消えた。
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　それは犬のように飛び掛かって来た。主人の帰りを待まち侘わびた飼い犬が、尻尾を振って飼い主の元に飛び込んで来る。押おし退のけようにもその勢いは主人を押し倒すほどに力強く、犬は舌と涎よだれを垂らして、覆おおい被かぶさった主人の顔にじゃれつく。人間は為なされるがままだ。

　それは犬のようではあったが、犬ではなかった。

　手首だ。五指を牙のように広げた手首が、春はる樹きの顔面目掛けて飛び掛かって来たのだ。

「……ハル、っ！」

「クソ、なんだってんだよ……ッ、こいつ！　放しやがれ、ッてめえ……！」

　手首が顔面に喰くらい付く、そのすんでのところで、春樹は手首を喰い止めた。

　手と手で押し合い、宙に浮いた怪物手首と相撲を取る。片手だけの手首に対して、春樹は両手でなんとか押おし留とどめていた。それほどに力が強く、獰どう猛もうだった。

　押し合いの末、腰が事務机の縁にぶつかった。縁の角を基点に腰ごとへし折られそうな勢いだ。春樹は手首と力比べを演じつつ、机の上を手で探った。

　指先が彫刻刀に触れた。その武器を手た繰ぐり寄せ、握り締める。

　ズブッ、と生々しい音を立て彫刻刀が手首に突き刺さり、春樹は刺し貫いた手首ごと机に叩たたきつけた。手首は指をバタバタと暴れさせ、鮮魚の如ごとく跳ね回る。逃がさぬよう春樹は力を込め続ける。やがて、手首は事切れたかのように動かなくなった。死んだのか？

　春樹の疑問に答えるように、手首はサラサラと灰になって崩れ落ちた。

　机の上には天板に突き刺さった彫刻刀と、降り積もった灰と、チップが一枚。

「こいつは……」

　不意に姿を見せたチップ。それはこの手首が幽霊や妖怪などではなく、《フォールド》に関わるなにかである、ということの証明だった。

「確か昔にこんな都市伝説があったな。人間を襲う手首の噂うわさ話ばなしだ。名前は確か──」

　ガサゴソと物音が聞こえた。それも一ヵ所からではなく、部屋のあちこちから。

　小こ夏なつは恐る恐るといった仕草で燭しよく台だいを掲げ、部屋をぐるりと照らした。

「──、ッ──！」

　手だ。手。無数の手。血の気のない手首の群衆が、影の中で蠢うごめいていた。

　怖おぞ気けが走った。幽霊や妖怪といったオカルト的恐怖というよりそれは、物陰から気持ちの悪い蟲むしがウジャウジャと湧いて出て来たのに遭遇した時のような、生理的悪寒。

「……逃げるぞ、小夏」

　そう呟つぶやくと共に、春はる樹きはすかさず小こ夏なつの手を取った。

「……えっ？」

「逃げんだよ！」

　春樹は小夏の手を掴つかんだまま、一目散に駆け出した。

　明かりが消えた。蝋ろう燭そくの灯が消えたのだ。またか、と悪態を吐つく。

　地上に上がる階段はそう遠くない。記憶を頼りに、時に壁に身体からだを擦り、春樹は暗闇の中廊下を駆けた。手首が追って来ているのかも分からない。だが小夏は黙ってついて来る。その存在だけを手のひらに確かめ、春樹は一度も振り返ることなく階段を駆け上がった。

　やがてぼんやりと光が見えてくる。それは夜明けよりも淡い光ではあったが、階段を上がりきった時、春樹は光に迎え入れられたような錯覚に包まれた。

「奴やつらは！　……ッ、どうなった！」

　息を切らしながらも、春樹はようやく後ろを振り返った。

　ホッと安あん堵どした矢先、見下ろした階段の底から手首がどっと溢あふれ出でる──。

　なんていうことはなかった。追っ手の姿もない。逃げ切った。逃げ切ったのだ。

　春樹は大きく息を吐いた。呼吸を整え、熱を帯びた脳と身体をクールダウンさせる。

「クソッ、冬とう也やの奴を置いてきちまったな。さっきの声は冬也のだ。デカい声だからな、聞き間違えるわけがねえ。まさかあいつもあの手首共に襲われたのか？」

　冬也ならば自分一人でもなんとかするとは思うが、あれっきり声が聞こえないのが心配だ。万が一彼の身になにかあったとすれば、助けにくらいは行ってやるべきだろう。

　そうでなくては友達甲が斐いがない。

「いいか、小夏。お前は先に外に出て待ってろ。この手帳もお前に預けとく。もしも俺になんかあったら、こいつをお袋に届けるんだ。いいな？」

　春樹は後ろポケットから手帳を抜き取ると、それを隣の小夏に手渡した。

　そこでおや、と春樹は顔をしかめた。

　顔を向けた先に、小夏の姿がなかったのだ。

　牧師室を出る際、確かに小夏の手を取ったはずだ。小夏の手を握り締めたまま廊下を駆け抜け、そして小夏とは今も手を繋つないでいる、はずだ。だが、隣にいるはずの小夏は何ど処こにもいない。じゃあ俺は一体、誰の手を握っているんだ？

　春樹は右手の先を見下ろした。その先に、ぶら下がっていた。

　誰の物とも知れない左手が、手首だけが、春樹の手のひらをしっかりと握り締めていた。

　……勘弁してくれ。
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　牧師室に小夏の姿はなかった。

　小夏だけじゃない。ウジャウジャと蠢うごめいていた手首の大群も姿を消していた。物陰にでも潜んでいるのではなかろうか、と書棚を蹴飛ばしてみたが、蟲むし一匹出てこなかった。

「クソ……ッ！　小こ夏なつ、何ど処こ行った！　返事しろ！　……ったく聞こえ難にくいんだよ、お前の声は。置いてくなって、ちゃんと言えよ……！」

　小夏からの返事はない。なら次だ、と春はる樹きは男子トイレへと向かった。

　小便に行く。そう言ったからには冬とう也やはここにいるに違いない。だが、なんとなく予想はしていたが、冬也の姿は男子トイレになかった。洗面台の真下に、懐中電灯が落ちていた。ビールジョッキにも似たデカい懐中電灯だ。冬也が持ってきた物に間違いない。

　二人は一体、何処に消えたんだ？

「お前ら隠れて脅かそうって言うんなら、早めにネタ晴らししろよ？　俺はそういうサプライズが嫌いなんだ。三秒数える間に出てこいよ、いいな？　三、二、一……」

　返事はない。そんなことは初めから分かっていた。なにやってんだ。

「……独り言ばっかだな、俺」

　春樹は懐中電灯を拾い上げ、迷子二人の捜索に戻った。

　足音が無音の廊下に響く。懐中電灯の光線を頼りに、昏くらい廊下を突き進む。

　道中には幾つか部屋があったが、春樹は真まっ直すぐ地下への階段を目指していた。二人はそこにいる気がした。確証と呼べるものは何一つない。言ってしまえばただの勘だ。

　春樹は階段を下りて行く。地下聖堂クリプトの燭しよく台だいの火は灯ともしたままにしてあった。地下聖堂クリプトは牧師室があったフロアよりも随分と明るかった。その深奥から聞こえてくる声も、何処か愉たのしげに聞こえた。馴な染じみのない声だが、聞き覚えのある声だった。誰かがいる。

　階段の途中で立ち止まる。春樹の目に飛び込んできたのは、二つの光景だった。

　一つは釜。つい先程まで魔法陣が描かれていた場所に、直径三メートルほどの赤黒い沼があった。以前春樹達を呑のみ込こみ《フォールド》に作り変えた、忌まわしき魔女の釜だ。

　そして二つ目。血溜だまりを彷ほう彿ふつとさせる禍まが々まがしい色をした釜を前に、三つの人影がこちらに背を向け立っていた。聞こえていたのは彼女達の声だった。

　その中に、見知ったピンク頭の後ろ姿があった。

「──小夏！」

　地下聖堂クリプトに響き渡った春樹の声に、小夏はパッと晴れた表情で振り向いた。その仕草に合わせて、ピンク色のおさげがポンと跳ねる。

「……ハル、っ……！」

　小夏は春樹の元に駆け寄った。だが、一歩足を踏み出したところで何者かに肩を掴つかまれ動きを止めた。細長い指が肩に食い込み、小夏は痛みに顔をしかめた。

　小夏の肩には手が載っていた。血の気のない筋張った手首が。

「駄目じゃないですか、いきなり動いたりしたら。痣あざになっちゃいますよ？」

　そう言って振り向いたのは、黒色のセーラー服を着た少女だった。聞き覚えのある声、そして見覚えのある風貌をした、日傘の少女だ。……間違いない、奴やつだ。

「お前か……。お前が樒しきみだな？」

「おや、どうして私の名前を？　もしかしてストーカーさんですか？」

「お前のお友達から聞いたんだよ。樒しきみって奴やつに『シャボン玉』にしてもらったってな」

「あー、来くる海みちゃんですね。どうでしたか、彼女。面白い子だったでしょう？」

「面白いもんか。あいつのせいで貴重な休日が台無しになった」

「口は悪いですが、根は良い子なんですよ」

「嘘うそ吐つけ。根っこから腐ってやがったぞ」

　春はる樹きは目の前の少女から目を離さぬよう、階段の残りを下りて行く。するとその足元に、手首が三体這はって来た。壁にも二体。頭上には四体、手首が浮かんでいた。

「こいつらはお前のペットか？　気味が悪いから退どけてくれ」

「可愛かわいいでしょう、私の相棒『ハントハンド』ちゃんです。芸だって色々出来るんですよ？　私の代わりにお買い物をしたり、洗濯物を干したり、動画を撮ったり」

「他人の顔に噛かみついたり」

「あなた達を驚かそうとしたんですよ。私がそうお願いしたんです。びっくりしました？」

「小こ夏なつを攫さらったこともか」

「ええ、私がお願いしました」

「冬とう也やは何ど処こにやった？」

「そっちは私の担当ではないので知りません。でも、私がお願いしました。念のために」

　樒はコロコロとした声で笑う。

　彼女が胸元で手を広げると、そこに手首がやって来てお手をした。忠実な相棒ペツトと言う訳か。まるで本当に生きているかのようだ。飼いたいとは微み塵じんも思わないが。

「なら、やったのはそっちの女か？」

　春樹は、樒の隣に立ったもう一人に視線を移した。そこにも女が一人立っていた。

「ああ、この方は銀ぎん花かさんです。街中でスカウトして来た素敵なお姉さんですよ」

「初めまして、戸と鞠まり銀花と申します」

　女は恐縮そうに会釈をしてから、丁寧な口調で名乗った。

「まだ分からないことばかりですが、どうぞよろしくお願いします」

　袖の長いブラウスにロングスカート。腰まで垂れたダークブラウンの艶髪。大学生くらいだろうか。派手さはないが、品のある美人だった。その表情は何処か物憂げで、良く言えば薄幸の佳人、悪く言えば幸が薄そうな女だ。

　銀花と名乗る女に対して、春樹は「場違いだ」という印象を抱いた。

「あんたずっと黙って聞いてたが、俺達の話の意味が分かった上で聞いてたのか？　それとも、ただ痛い奴やつらの会話だと思って聞き流してたのか？」

「ちゃんと理解出来たわけではありませんが、大体のことは樒ちゃんから聞いて分かっているつもりです。気にかけてくださって、ありがとうございます」

「本当に分かってんなら、気安く本名名乗ったりしねえんだよ……」

　そうなんですか？　銀花は困ったような表情で樒に尋ねていた。

　騙だまされそうな女だ。世間知らずとでも言えばいいのか、とかく彼女のような脇の甘い女がこんな場所に立っているのは、きっとなにかの間違いに違いない。

「いいかお姉さん、あんたの隣に立ってるガキは悪い奴やつだ。なんて言ってスカウトされたかは知らねえが、縁を切るなら早い方がいい。でないとそいつに、命取られちまうぞ」

「それは誤解です」

　銀ぎん花かは、はっきりとした口調で言った。

「私はここで生まれ変わるんです。樒しきみちゃんの手で、──《フォールド》に」

　やはりそうなのか、と春はる樹きは舌打ちする。

「やっぱり全然分かってねえよ。あんた、《フォールド》がなんなのか知ってんのか？」

「仮面を被かぶった異形の犯罪者、ですよね。知っています。あなたと同じです」

　銀花は軽蔑するでもなく、同情を寄せるでもなく、ただ心苦しそうに微笑ほほえんでいた。

　彼女は《フォールド》ではないが、進んで《フォールド》になろうとしている。

　来くる海みという女もそうだった。……こいつらは一体、なんなんだ。なにが目的で……。

「もういいですか？　こちらもそろそろ調理に取り掛かりたいので、お話はそれくらいで」

　二人のやり取りを眺めて樒は、焦じれた様子でパンパンと手を叩たたいた。

「待てよ、まだ話が終わってねえよ！」

「見学したいならお好きにどうぞ。でも、邪魔だけはしないでくださいね？」

　樒は春樹を無視して、釜と銀花に向き直って言った。

「それでは始めましょうか、銀花さん」

「分かりました。私はこの中に、入ればいいんですよね？」

「ええ、後は私に任せてください。最初は少しだけ苦しいと思いますが、すぐ慣れます」

「服は、どうしましょう。脱いだ方がいいでしょうか？」

「そうですねー。どうせ服も裸も関係なくなるので、お好きな方で。お任せします」

　樒と銀花は淡々と工程を話し合っている。異常な光景だ。

　そして小こ夏なつは、すぐ隣で交わされるやり取りを悲しそうな顔で見ていた。

「……そんなの、駄目……やめて、銀花さん……」

　小夏は手首に身動きを封じられながらも、懇願するように言った。

「どうしてですか？　あなたも《フォールド》なのでしょう？」

「……そう……だから、分かるの……そこに入ったら、もう、帰れなくなっちゃう……」

「心配してくださるんですね。でも、いいんです。これが私の望んだことですから」

「……どうして……？」

「私はほんの少し前まで、生きる意味を見失っていたんです。とても大切な人を失ってしまって。だから私も、死のうと思いました。でもそんな時に、樒ちゃんが声を掛けてくださったんです。樒ちゃんは私にとって、命の恩人なんです」

　そう言って銀花は、釜の前に歩み出た。

「……駄、目……！」

「これが私なりの、報い方なんです」

　大穴になみなみと広がる赤黒い沼。そこに、銀ぎん花かは足を踏み入れた。

　銀花はスカートの裾を引ひき摺ずって、ジャブジャブと音を立てながら、釜の中央まで歩いて行く。中央に行くにつれ底は深くなり、腰の辺りまで浸つかったところで立ち止まった。

　それを見届けた樒しきみは、指先にチップを一枚取り出した。

　それを釜に放り込んだが最後、釜の中は煮にえ滾たぎったマグマのように暴れ出し、ミキサーのように立ち昇った渦がヒトを貪り、原形を留とどめなくなるまで掻かき混まぜる。耳を覆いたくなるような悲鳴と、地下聖堂クリプトに響き渡る絶叫。地獄のような光景が、脳裏に蘇よみがえって来る。

　地獄はすぐそこだ。

「さあさご照覧あれ。運命の、まぜまぜターイム！」

　キンッ、とチップが宙に弾はじかれた。と同時、異形の影が蠢うごめいた。




『──駄目……ッ！』




　樒が声に振り向くと、小こ夏なつの姿が消えていた。

　仮面を被かぶった小夏は、沼に浸かった銀花に飛び掛かり、抱き着いた勢いのまま彼女を沼の外へと運び去った。背中のチャックから伸のびた枝は小夏の手足となって、沼の底に突き立ち、宿主の身体からだを宙に支えていた。まるで大蜘く蛛ものようなシルエットだ。

　小夏の肩や腕を押さえていたはずの手首は、全て枝に貫かれ、蟲むしのように死んでいた。

「……どうして？」

　銀花は、小夏の腕と枝とに抱きかかえられた格好でそう尋ねた。

『……もう誰も、苦しんで欲しくない、から……』

　遅れてポチャン、とチップが釜の中に沈んだ。

　赤黒い沼はグツグツと荒れ始めていたが、肝心の獲物を小夏が運び去ったものだから、グルグルと不機嫌な音を立てて空鍋を廻まわしている。魔女の儀式は失敗した。

「邪魔するなと言ったのに。その人は返してもらいますよ、小夏さん！」

　樒の言葉を合図に、周囲で待機していた手首の群れが、一挙に小夏へと襲い掛かった。

　小夏は振り向いた。その表情は仮面に隠れていて見えない。耳飾りの付いたフードの陰で、七つの瞳が妖しく光を放っている。その瞳に恐れはない。

　七つの瞳が見つめるその先で、反逆の牙を剥いた一体の怪物が動き出していた。動いた友達の姿を、小夏は見ていた。

　背後に迫った気配に気付き、樒はハッと後ろを振り返った。

『──そうはさせねえよ！』

　樒が春はる樹きを見上げたのと、春樹が自分の顔に仮面を被せたのはほぼ同時だった。

　仮面から噴き出した影があっという間に人形を呑のみ込こみ、塗り潰し、代わりに小豆色のコートとフードを人形に巻き付ける。ギザギザ歯の鉄仮面。──カツアゲ仮面。

　春はる樹きは地面を蹴り、樒しきみの頭上目掛けて跳び上がると共に変身を完了する。

　拳を握り締め、自分を見上げる樒の元へと落ちて行く。突然の奇襲に樒は身動きが取れなかった。彼女を守る手首の軍勢ハントハンドは主あるじの元を離れてしまったばかり。

　樒は黒目の大きい瞳を見開き、ぱちくりとさせ、それから口端を歪ゆがめた。

「──片かた路みちさん、出番です」

　眼下でチカッと光が瞬いた。なんの光だ、と春樹は仮面の内で目を細めた。

　それは鏡の反射だった。樒が腕に身に着けた腕時計には、文字盤を覆うカバーが付いていた。表面が鏡面になった銀縁のカバー、それを樒は春樹に向けたのだ。

　下らない小細工。単なる目め眩くらましだ。落下姿勢のまま、春樹は構わず拳を振り下ろした。

　だが、そこで春樹は見た。光以外のモノが眼前に立ち塞がる瞬間を。

　光を放った鏡面から現れ出いでる、──土竜もぐらの顔をした男の姿を。

『──なッ、に！』

　直後、春樹の鳩尾みぞおちに強い衝撃が突き抜けた。鏡の中から飛び出した男の拳が春樹の鳩尾をそのままに殴りつけ、宙にあった春樹の身体からだを殴り飛ばした。

『ッ、が……！』

　宙から叩たたき落おとされた春樹は、床に墜落し、地下聖堂クリプトの地面を転がった。

『おっとしまった、か弱い青少年を本気で殴っちまったよ。悪いな坊主』

　そう言いながら近づいて来た男は、腹を押さえて蹲うずくまる春樹の腕を取り、後ろ手に回し、瞬く間に組み伏せた。まずい、と春樹は男の下でもがくが、抵抗する間もなく関節を押さえられ、体重を掛けられ、金縛りにあったかのように身体が動かなくなった。

　まさか他に仲間がいたとは。それも、鏡の中に。とんだ隠し玉だ。

「お見事です片路さん。あなたをボディガードに選んで正解でした」

『そいつは光栄だ。で、この坊主はどうする？』

「そのままステイでお願いします。彼には出来るだけ、無力感を味わってもらいたいので」

　樒は床に這はいつくばった春樹の姿を一いち瞥べつした後、続けて小こ夏なつの方へと顔を向けた。

　小夏はまだ、戦っていた。

　銀ぎん花かが釜に喰くわれる前に彼女を救出してみせた小夏だったが、今度は幾数体の手首の群れに囲まれていた。一体一体を背中の枝で突き刺し、追い払い、しかし手首は際限なく湧いて来る。手首は小夏の抵抗を嘲あざ笑わらうかのように周囲を飛び回り、ねちっこく攻撃を加え、端へ端へと追い立てる。孤軍奮闘も虚むなしく、やがて小夏は壁際に追い込まれてしまった。

『小夏！』

『おっと活いきがいいな。だがあんまし暴れてくれるなよ。若者のパワーに付き合ってやれるほど体力ないんだわ、俺』

『ならさっさと退どけよ、おっさん。でないとすぐに後悔すんぞ』

　春樹は組み伏せられながらも、背後の男を睨にらみ上げた。

　もぐらが人間界でチンピラ始めました、といった風貌のこの男は、見間違いでなければ、五百円玉程度の大きさしかない鏡の向こうから現れた。ただの人間でないことは明白だ。

　だったら、と春はる樹きは後ろ手にチップを一枚握り込んだ。同業者なら手加減は無用だ。

　寿命という名の火薬を練り込んだチップを着火し、起爆する。突如舞い上がった爆炎が自分の上に跨またがった土竜もぐら男を吹き飛ばす。そのイメージのままに、春樹は念じた。が……。

　ポンッ、と音が鳴った。ポップコーンが弾はじけたような小さな破裂音だった。

　依然として春樹は組み伏せられたままで、上にはもぐら男が載っている。

　爆発は、起きなかった。

『なんだ今の音は？　屁へでもこいたか、坊主』

　また不発。屁でもこいた方がマシだったかもしれない。敵一人追い払えない爆弾に一体なんの意味がある。不ふ甲が斐いなさに歯は噛がみする春樹を見下ろし、樒しきみは嗤わらった。

「その人をあまり虐いじめないであげてください。彼は今どうやら不調らしいんですよ。そうですよね？　自慢の爆弾が、出せなくなってしまったんですよね？」

『……なんでてめえが、そんなこと知ってんだよ』

「見てたからですよ。あなたが来くる海みちゃんと戦ったあの日、私も観客席から見てたんです。思うように爆弾が出せずにあたふたしている、あなたの姿を」

　そう言って樒は、近くの手首を手招きして呼び寄せた。

「とは言っても、カメラ越しに、ですが」

　その手首はビデオカメラを持っていた。奇妙な取り合わせではあったものの、不思議と様になっている。なるほど、手首の形をしたドローンという訳だ。

　まさか覗のぞき見み趣味なところまで〝奴やつ〟に似ているとは。嫌いなタイプだ。

「さて」と樒はくるりと反転する。「これで邪魔者はいなくなりました。さあ銀ぎん花かさん、気を改めてレッツらダイブといきましょう」

『……駄目……銀花、さん……！』

　小こ夏なつは銀花の背に手を伸のばしたが、それもとうに届かない距離に彼女はいた。

　枝を伸ばそうにもその先には手首が立ち塞がり、視界と道とを塞ぐ。

　銀花は申し訳なさそうに目を伏せた後、やはり微笑ほほえんで、釜の元へと歩いて行った。

　釜の中は赤黒い沼が渦を作っており、その荒々しさは嵐の海上を彷ほう彿ふつとさせた。だとすれば嵐を前に立った銀花は、神の怒りを鎮めるための人ひと身み御ご供くうだろうか。

　銀花は嵐を受け入れるように両手を広げ、臆する様子もなく、釜の中へと身を投げた。

　直後、地下聖堂クリプトに叫び声が響き渡った。

　嵐はたちまち銀花を飲み干し、その肉体を掻かき毟むしった。

　落ち着きを払っていた銀花の佇たたずまいとは裏腹に、渦の中から聞こえてくるのは聞くに堪えない悲痛な悲鳴だった。喉の奥から自分自身をも引き裂いてしまい兼ねないほどの絶叫を吐き出し、その絶叫も吹雪の如ごとく吹き荒れる音の洪水に掻かき消けされてしまう。

　悪夢のリプレイを見せられているようだ、と春樹は思った。これはあの日の再演だ。

　友人の無残な姿を目にし、悲痛な叫び声を耳にし、そんな姿をただ眺めることしか出来なかった無力さに打ちひしがれ、自らもまた地獄に落とされる。

　俺達が《フォールド》となったあの日の光景が、フラッシュバックする。

　春はる樹きも、小こ夏なつも、同じ悪夢を見ていた。

　悲鳴がしなくなり、嵐も止やみ、やがて静寂が訪れる。

　絶望に暮れる二人の目の前で、──また新たな《フォールド》が誕生した。

　釜の中身が落ち着いたのを確認した樒は、おもむろに釜の中へと仮面を放り込んだ。

　沼の表面に仮面が沈み、すぐに見えなくなる。その直後、異変が起きた。

　春樹は身震いした。恐怖からきた震えではなく、寒さを感じたからだ。地下聖堂クリプトに明かりを灯ともしていた火が揺らめいた。その暖かい色味を見てもまだ、寒い。徐々に気温が下がっていくのが肌で分かった。視界が青白く染まっていく。春樹は白い息を吐いた。

　息も凍る霧雪の中、そいつは沼の水面上に立っていた。

　頭部はダイヤモンドにも似た仮面に覆われていて、後頭部には青色の髪が踵かかとの辺りまで伸のびている。不純物の一切を取り除いた氷の鎧よろいを全身に纏まとい、それでいてそのシルエットは槍やりのように研ぎ澄まされている。特に鋭利な印象を抱くのは、その脚だ。膝から下は氷柱つららのように尖とがっていて、足首と呼べる関節がない。

　氷を纏った白銀の案山子かかし──それは、凍り付いた沼の表面につま先立ちで佇たたずんでいた。

「あぁ、お母様。見ていてくれてますか？」

　樒しきみは恍こう惚こつとした表情で、誕生したばかりの《フォールド》を見つめ、言った。
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「樒しきみはちゃんと、お母様の教えを継いでいますよ」

　白銀の案山子かかし、氷の《フォールド》は氷上を歩き、ゆっくりと樒の元へと近付いて来る。

　カキン、カキンと足音が地下に反響する。

　しかし、釜の縁から外に出たところで突然、膝から崩れ落ちた。パリン、と薄氷を踏んだような音が鳴った後、案山子の鎧が剥はがれ落おちていき、地面に散らばった。

　あとに残されたのは、《フォールド》からヒトの姿へと戻った銀ぎん花かの姿だった。

　失敗した訳じゃない。定着したのだ。

「お疲れ様です、銀ぎん花かさん。今はゆっくりと休んでください。すぐに忙しくなりますから」

　樒は、地面にうつ伏せで倒れた銀花の傍そばに屈かがみ込こむと、彼女の頭を撫なでた。

　春はる樹きも未いまだうつ伏せの格好で、樒の後ろ姿を睨にらんでいた。

『お前、なにが目的なんだ……。もうアポトーシスは死んだんだぞ。チップを稼ぐ必要もない。だってのにこれ以上《フォールド》なんか増やして、どうするんだよ！』

「死んだ、だなんてよく言えますね。あなたが殺した癖に。私の大切なお母様だったのに」

　振り向いた樒の顔に笑みはなく、そこにはハッキリとした憎悪が宿っていた。

『……お母様？　あいつが、アポトーシスがお前の母親だってのか……？』

「ええ、そうです。とは言っても血の繋つながりはありません。私が勝手にお母様とお慕いしているだけです。それでも、それでも私にとっては、唯一無二のお母様だったんです」

　樒は日傘を両手で包み込み、花束でも愛めでるような眼まな差ざしでそれに頬ほおずりした。

　彼女は以前、その日傘を拾ったと言っていた。やはり同じ物だったのか。アポトーシスが使っていたそれと。アポトーシスが死んだあの廃ビルで拾ったのだ、彼女は。

『そんだけ慕ってるなら知ってるだろ。奴やつは、ブレイズマンを殺すために俺達を用意したんだ。自分の命を繋ぐチップを稼がせ、無理難題を吹っ掛けて憎にっくきヒーローに俺達をぶつける。《フォールド》ってのはそれだけの存在だ。そんで、肝心の二人はもうこの世にはいない。分かるか？　俺達の存在意義は、もう何ど処こにもないんだよ』

「だったらどうだって言うんですか」

　樒の表情には、再び笑みが貼り付いていた。

「これから生まれてくる《フォールド》のお母さんは、私です。その方針も存在意義も私が決める。そしてその方針というのは、自由、それだけです」

『勝手気ままに暴れたいってか？』

「それも否定はしません。でも、それこそがお母様の望みだったんです。お母様はただ自由な暮らしを手にしたかった。そのためにはブレイズマンが邪魔でした。そしてその悲願はようやく叶かなった。太陽は墜おちた。ですが、お母様も死んでしまった。いいえ、殺されてしまったんです。誰にか分かりますか？　それはあなたにですよ、春樹さん」

『……つまりは俺に復ふく讐しゆうがしたいのか、お前は』

「復讐も、したいんです。そしてお母様が叶えられなかった夢を、私が継ぐ。そして自由を求める人の望みも一緒に叶かなえる。それが私の存在意義です。分かりましたか？」

　分かるはずがない。分かりたくもない。この女は拗こじらせた思想を振りかざしているだけだ。なまじそれを叶えてしまえるだけの力があるせいで、増長しているのだ。

　そんなふざけた理屈でポンポン怪物を産み落とされては堪たまらない。

『そうか、分かったよ。てめえは殴っても問題ないクソ野郎ってことがな』

　その時だった。地下が大きく振動した。天井に地響きが走った。

「おや、地震ですか？」

　いや、違う。それは廊下を走っている足音だった。ドゴンッ、と扉をぶち破る音が聞こえた。その直後、地下聖堂クリプトに続く階段を大量の土砂が流れ落ちて来た。




『──大丈夫か！　ハル、小こ夏なつっ！』




　突如濁流の如ごとく雪な崩だれ込こんで来た〝砂〟の姿に、土竜もぐらは慌てて立ち上がった。

　その瞬間、春はる樹きを押さえ込んでいた拘束が解かれた。

『しま、っ──』

　うつ伏せの体勢から跳ね起きた春樹は、その勢いのまま蹴りを放った。土竜の鳩尾みぞおちを下から抉えぐり、蹴り飛ばす。土竜の身体からだがくの字に跳ね、大きくよろめいた。

　春樹は立ち上がると共に、間髪入れず土竜の横っ面を殴りつける。

　だが、二撃目は躱かわされた。瞬時に反応した土竜は拳の下を潜り、春樹の懐にすかさず潜り込む。ボクサーのような滑らかな動きに驚くが、春樹は潜り込んで来た土竜の顔面目掛けて、膝を蹴り上げた。土竜は手の腹で膝蹴りを受け止め、後退する。

『チッ、坊主。喧けん嘩か慣れしてんな。止やめだ止め！』

『タイムは、ねえ！』

　手を振って停戦の意思を見せる土竜に対し、春樹は問答無用で距離を詰め、跳び蹴りを放った。狙うのは顔面。チップが使えなくとも、ステゴロの喧嘩ならまだやれる。

　怪物をこの身一つで打ちのめすつもりで、被かぶり物もののような土竜の頭部を蹴り抜いた。

　だが、外れた。躱された？　違う、光の瞬きと共に土竜が消えたのだ。

　カラン、と足元になにかが落ちた。それは一本のナイフだった。

「片かた路みちさん、冬とう也やさんのことはちゃんと閉じ込めとくようお願いしましたよね？」

『悪い悪い。ちゃんとやったつもりだったんだが、思ったよりも保たなかったみたいだ』

　土竜の声は樒しきみのすぐ隣から聞こえた。いつの間に。一体どうやって。

　春樹が呆あつ気けに取られている隙に、土竜は気を失ったままの銀ぎん花かを抱きかかえた。するとジャケットから取り出したナイフをまた一本、無造作に地面に落とすのだ。

『二対三じゃあ分ぶが悪い。ここは撤退だ、樒ちゃん。ちゃんと掴つかまっときなよ』

「まあ、目的は達成しましたし。ここは先人に倣って引き際を弁わきまえるとしましょう」

　樒は土竜の背中に飛び乗ると、彼の首に腕を回しておぶさった。

「ああ、あとこの手帳は返してもらいますね。これはお母様の形見ですから」

　そう言って樒しきみは、宙に浮いた手首から〝それ〟を受け取った。

　どうにも見覚えのある手帳だった。後ろポケットに差していたはずだったが、いつの間にやらスリ盗とられていたらしい。手癖の悪い手首だ。

『逃がすと思ってんのか！　冬とう也や、その連中を外に出すなよ！』

『ああ？　よく分からねえが、任せとけ！　そっちの土竜もぐらには借りもあるしよお！』

　状況を呑のみ込こめていないながらも、冬也からは頼りがいのある言葉が返ってくる。

　春はる樹きは正面から近付いて行き、冬也は上に通じる階段の前でとおせんぼう。逃げる道は強行突破以外にはない。そうなればあとは、喧けん嘩かの始まりだ。

　だが、土竜は動かなかった。おんぶに抱っこを体現したかのような格好のまま、足元に転がったナイフの腹を踏みつけた。そして、チカッ、と銀のナイフが光を放った。

『…………はぁ？』

　目を疑った。次の瞬間には、土竜の姿が消えていた。

　土竜だけじゃない。彼におぶさった樒も、彼に抱きかかえられた銀ぎん花かも一緒に消えた。

　ふと、瞬間移動、という言葉が頭を過よぎった。そして同時に思い出したのは野球場での出来事だ。あの時の自分は、そのチート染みた移動手段に頼り逃げる側だった。その便利さは身を以もつて知っている。今はあの時とは違い、取り残される側になってしまったが。

　逃げられた。その事実だけが、目の前にあった。

『……ハル……』

　振り返ると、小こ夏なつが立っていた。

　小夏を取り巻いていた手首の軍勢ハントハンドはいずれも機能を停止していて、灰となって地面に降り積もっていた。主人に捨てられた消耗品の憐あわれな末路だ。

『……ごめんなさい……私、助けられなかった……』

『なんで謝んだよ。お前は出来ることをやった。あの女を止められなかったのは、お前のせいじゃない。そうだろ？』

　出来ることをやらなかったのは、俺なんだ。だからお前は悪くない。

　春樹は小夏の頭を撫なでてやる。それでも小夏の気は晴れなかった。

『…………』

　小夏は黙ったまま俯うつむき、ブレイズマンなら、とそう呟つぶやいた。

　敗戦ムード漂う中、冬也は静かになった地下聖堂クリプトを見渡して言った。

『なあ、ハル。一個聞いていいか？』

『なんだよ』

『今、なにが起こってんだ？』

『俺に聞くなよ。そんなのは俺が知りたい』

　むしろなにかが起こるのはこれからかもしれない。そう思い、春樹は憂鬱になった。

『一つ言えることは……、マジでお祓はらいに行った方がいいかもな』

　新たな火種を産み落とした魔女の釜は、再びただの魔法陣に戻っていた。





三章　アンブラ




　旭あさ日ひ市四し利と根ね区凪なぎ原はら町一丁目、二十四の八。

　廃教会の地下聖堂クリプトに下りた美み春はるは、足元に描かれた奇妙な紋様を見下ろして呟つぶやいた。

「これ……、もしかしなくても魔法陣よね」

「黒魔術でもしてたんすかね。《フォールド》は現世に召喚された悪魔だった、みたいな」

　そんな馬鹿な。二に階かいの推理を聞き流し、美春は辺りを見渡した。

　地下には捜査のための照明を設置しているが、特務課がこの場所に足を踏み入れた時にはすでに蝋ろう燭そくの灯あかりが点ついていた。つい先程までここに誰かがいたのは間違いない。

「室長」階段を下りて来た田た島じまが、美春を呼んで言った。「少し見てもらいたい物が」

　田島に連れられ向かったのは、地下一階にある牧師室だ。

「これです」と彼は事務机の上をペンライトで指した。彼の言う見てもらいたい物というのは、文字だった。机の表面に直接文字が刻み込まれていたのだ。

　シキミ。カタミチ。ギンカ。

「これはなに？　なにかの暗号？」

「それはまだ。ですが恐らく、『カツアゲ仮面』の書き置きではないかと」

　机の上にはこれ見よがしに彫刻刀が突き立てられていた。これで彫ったんだぞ、と。

　そして、そのすぐ傍そばには灰が積もっていた。特務課はその仕事柄、灰を目にする機会が多い。特務課にとって灰が示すものとは、《フォールド》が散り際に残す燃もえ滓かすだ。

　そしてその灰は地下聖堂クリプトにも残されていた。それも、ここにある分よりもずっと多く。

　これが彼からのメッセージなら、この暗号は奴やつらに繋つながる可能性が高い。……だが。

「これだけじゃあなにを伝えたいのかさっぱりね。……ったく、言いたいことがあるならこんな回りくどい方法取らずに直接言いなさいよ。せめて、紙に書くとか」

「紙だと、犯人に持って行かれるかもしれないから、とかじゃないっすか？」

「犯人って、なんの犯人よ？」

「さあ」と二階は肩を竦すくめた。無責任な、と美春は眉をひそめる。

　すると、田島がなにかを閃ひらめいた様子で口を開いた。

「室長。このカタミチというのはもしや、片かた路みち照てるのことでは？」

「片路、照……」その名前には、美春もすぐにピンときた。「例の脱獄犯ね」

　先日、とある《フォールド》が刑務所を襲撃した。そのニュースは警察の大失態という形で世間に知れ渡り、特務課も名めい誉よ挽ばん回かいを掲げて捜査に取り掛かっている最中だった。

　その時、その襲撃に乗じて脱獄した囚人というのが、片路照という男だった。

「じゃあここに書かれているのは、人の名前ってこと？」

「確証はありませんが、可能性は高いかと。他の名前をすぐに照合させましょう」

　田島は傍に控えていた部下に指示を出した。もしも犯罪歴のある人物であれば、警察のデータベースに残っているかもしれない。シキミ、ギンカ。幸いどちらも珍しい名だ。

「このどちらかが、片かた路みちの脱獄を手引きした《フォールド》なのかしら」

「手首だけで刑務所を制圧してみせた化け物。名は確か、ハンドハンドでしたか」

「違いますよ田た島じまさん。『ハントハンド』っす」

　なにが違うんだ、と田島は頭を捻ひねった。美み春はるもその誤差には気付けなかった。

　──ハントハンド。

　それは五年ほど前に噂うわさになった都市伝説で、その名が示す通り〝手首〟の怪物だ。

　部屋の中を手首が歩いていた。カラスの群れに混じって手首が飛び回っていた。手首のコンビがコンビニで雑誌やら日用品やらを万引きしていた。手首の群れが人間を宙に吊つり上あげていた。手首の集団が人間を嬲なぶって遊んでいた。手首がついに、ヒトを殺した。

　手首は自分達に実行可能な範囲で、ヒトに危害を及ぼして回った。

　だが、それはあくまで都市伝説の域を出なかった。だから特務課がその対応に出動することもなければ、ブレイズマンに討伐を要請したこともなかった。

　五年もの間ただの噂で在り続けた怪物。そんな怪物が何な故ぜ今になって表舞台に姿を現し、片路照てるという一人の人間を脱獄させたのかは謎のままだ。

　しかし美春の前に残された、カタミチ、という名前……。ただの偶然とは思えない。

「カツアゲ仮面はここを、《フォールド》の工場だと言ったそうよ」

「そうらしいっすね。思ってたのとは違いましたけど」

「そして、悪ガキが立ち入らないよう埋め立てといてくれ、って。それってつまり、これ以上《フォールド》が生まれないよう、私達に止めて欲しいってことじゃないかしら？」

「自分も《フォールド》なのに？」

「だからこそ、かもしれないわ。彼には多分、そういうところがある」

　カツアゲ仮面は以前、ブレイズマンを罠わなにかけた。しかしその一方で、特務課では太刀打ち出来なかった『日傘の魔女』に対して反抗している素振りもみせた。

　美春の窮地を救い、ブレイズマンを救うと言って、彼は魔女と対たい峙じした。

　彼はこの十四年余り終わりの見えなかった戦いに終止符を打つ、キーパーソンだ。

　美春は彼の存在をそう捉えていた。彼の行動の裏には必ず、なにかがある。

「しかし、何故今になって我々にそんなことを？」

「それは」と美春は考える。今になって彼が自分達を頼る理由。それは……。

「それこそ、新しい《フォールド》が誕生してしまったから、じゃないかしら？」

　田島も二に階かいもハッとした。美春自身も、自分で口にしてみてようやく腑ふに落ちた。

　目の前で事件が起きたから、警察に通報した。単純な答えだ。

　だとすれば一体、何体の《フォールド》がこの街に解き放たれてしまったのだろう……。

　美春は部屋をあとにし、二人を引き連れて地上へと向かった。

「そういえば、星ほしは何ど処こでなにやってるの？」

「ホッシーなら、《フォールド》がいないなら俺の出番はないって、不ふ貞て腐くされてましたよ」

「じゃあ悪いけど、星に伝えて。──これから嫌でも忙しくなる、って」





＊　＊　＊






　榊さかき原ばら樒しきみがアポトーシスと名乗る魔女に出で逢あったのは、今から五年前の六月六日、月曜日、午後九時十九分。空には星も月も浮かんではいない、雨の日の出来事だった。

「ところで、貴女あなたの父親はいつ頃戻るのかしら？」

　シーリングライトが照らす自宅のリビングで、彼女はソファに腰掛けていた。

「……父親は、いません。少し前に家を出て行ってしまいましたから。今は母と二人です」

「そう、それは良かった。これで気兼ねなく雨宿りが出来るわ」

　アポトーシスは、ほんの十数秒前に樒の母を殺したばかりだった。

　フローリングの床には〝影〟が広がっていた。影で出来た縄に足を括くくられ宙ちゆう吊づりにされた母は、頭の天てつ辺ぺんから影の底へと沈んで行った。そのまま母は帰らぬ人となった。

　最期までみっともなくもがき死んで逝った母の姿を、樒は黙って眺めていた。

「……私も、殺すんですか？　母と同じように」

「それは貴女次第ね」

　アポトーシスは膝の上で、閉じた日傘を撫なでて言った。

「私は丁度人手を探しているところだったの。もしも貴女が私の力となってくれるのなら、ここで貴女の命を取ることはしないと約束するわ。どうかしら？」

　アポトーシスの風貌は目を惹ひくものがあった。ゴシック風の喪服姿で、ベールの網目から覗のぞく深紅の瞳、艶つややかな黒髪、息を呑のむような妖しい気配が彼女にはあった。

　ヒトの身では決して抗あらがうことの出来ない、圧倒的なまでの死の色香。

　十三歳の少女の目には、それが酷ひどく魅力的に映った。樒はその香りに強く惹かれた。

「……いいですよ。私はなにをすればいいですか？」

　少女の応答に困惑した素振りを見せたのは、アポトーシスの方だった。

「あっさりと承諾するのね。私は貴女の母親の命を奪ったのよ？　憎いとは思わないの？」

「どうしてですか？　あの人はもう死んでしまいましたし、それが悲しいとも思いません。むしろあなたには感謝しているくらいです。これで私は、ただの樒になったんですから」

　アポトーシスは値踏みするような眼まな差ざしを樒に向けた後、目を細めてクスリと笑った。

「素敵ね、貴女。ほんの少しだけ、殺してしまうのが惜しいと思ってしまったわ」

「私も、もっと長生きしてみたくなりました」

　母の死を目の当たりにした直後だというのに、樒はこれまでに感じたことがないほどの充足感に満たされていた。きっとこれこそが自分の求めていたものなのだ。

「ああ、そうだ。今夜は家に泊まっていきませんか？　雨、止やみそうにありませんから」





＊　＊　＊






　樒しきみの祖父母は、閑静な高級住宅街にある古民家に暮らしていた。

　元々の樒の自宅は親族の手に渡り、売り家になっていた。樒は五年前から行方不明ということになっており、表向きは死亡扱いを受けている。居場所のなくなった樒はこの五年、各地を点々としながら雨風を凌しのぐ生活を送っていた。……アポトーシスと二人で。

　そして樒はアポトーシスの死後、古巣を捨て、新しい居場所を探した。

　そんな折、樒は祖父母が旭あさ日ひ市に住んでいることを思い出し、二人を訪ねた。

　不慮の事故で空き家となった古民家は隠れ家に丁度よく、樒はその日から祖父母の家に住み着いた。居間に転がった祖父母の死体は葬式には出さず、庭の隅に埋めた。

　庭の広さも、この家のセールスポイントだ。

　樒はすっかり住み慣れた家の居間で、廃教会から持ち帰った手帳に目を通していた。

　そして降参のポーズをとり、畳の上に身体からだを投げ出した。

「ぬあー、全然駄目です。全然読めません！」

　アポトーシスが遺のこした手帳は、《フォールド》の製法が記された研究ノートだった。

　文字は筆跡が荒くまともに読むことすら出来ず、仮面や魔法陣といったイラストが唯一解読可能な情報だった。とはいえ、魔法陣には絵柄の他に記すべき文言、つまりは呪文のようなものを書く必要があり、仮面にしても、制作過程で幾つかの工程が必要になるらしい。それが分からなくては、新しい生産工場を築くことは出来ない。

　手首ハントハンドにビデオカメラを持たせて偵察に行かせたところ、廃教会には警察の捜査が及んでいた。春はる樹きが呼んだに違いない。あそこの工房はもう使えないだろう。

　お手上げだ、と樒が呻うめいていると、居間でテレビを観みていた片かた路みちが振り返った。

「しっかりしてくれよ、樒ちゃん。今時の子供ってのは幼稚園児の頃から英語を叩たたき込こまれるんだろ？　中学生の本気をおじさんに見せてくれよ」

「最終学歴小卒の私になにを期待してるんですか。アイアムノット、スチューデント」

「樒ちゃん、本当はいくつだっけ？　十八？　十九？」

「ノーコメントです」

「それがセーラー服着て出歩いてるんだからなあ、犯罪だよ」

「リアル犯罪者がそれ言いますか」

《フォールド》歴五年。それが自分の年齢だ、と樒は考えていた。

　樒の着ているセーラー服は中学時代の物だ。その頃から体型に一切の変化がないものだから、着ている分にはなんら違和感がない。他人の目から見ても中学生そのもの。一ヵ所に定住することが少ない樒にとって、荷物になるような私服は一着あれば十分だった。

「お二人ともすみません。お風呂、先にいただきました」

　と、居間にやって来たのは銀ぎん花かだった。

　薄汚れてしまった服からは着替えており、ゆったりとした寝間着を着ている。氷の鎧よろいを纏まとう荘厳な姿を見た後では、風呂上りの格好をした彼女の方がよっぽど嘘うそに思えた。

　片路はテレビを観るのも忘れて、無防備な色気を漂わせる銀花を「ほう」と眺める。

「こんな美人さんと一つ屋根の下とは緊張しちゃうね。銀ぎん花かちゃん、いくつだっけ？」

「え、私ですか？　私は今年で二十四になります」

「お嬢に残された時間はあと五年か。まあ、小ぶりな果実にも違った味わいはあるわな」

「セクハラですよ？　イエローカード二枚で退場です」

「悪い悪い。じゃあ、俺もささっと風呂に入って来るとすっかなあ」

　片かた路みちはよっこらせと立ち上がると、銀花と入れ替わりで風呂場へと向かった。

「面白い方ですね、片路さん。もう少し怖い方かと思っていたので、安心しました」

「騙だまされちゃ駄目ですよ。あんなでも片路さんは立派な脱獄囚ですからね」

　そうなんですか、と銀花は実感ない面持ちで座布団に腰を下ろす。相変わらずふわふわとした人だ。樒しきみは銀花の傍そばに寄ると、ローテーブルの上に手帳を取り出した。

「そうだ、銀花さんならこれ読めますか？」

「これは？」

「レシピ帳みたいな物です。お母様の形見なんですよ」

　そう言うと銀花は同情を寄せるような顔になり、真剣な表情で手帳を捲めくっていった。

　少しの間奮闘していたが、やがて銀花は申し訳なさそうに肩を落とした。

「すみません。読める箇所は幾つかあるのですが、内容を読み解くとなると私には難しいようです。その、書かれている文字がなんといいますか、その」

「汚い」悪戯いたずらっぽく樒が言うと、銀花は「いえ、そんなことは」と手を振った。

[image: ]

「気を遣わなくていいですよ。だってこれ、お母様が書いた物じゃないですから」

「そうなんですか？」

「お母様は大おお雑ざつ把ぱなところもありましたが、文字や絵を書くのは得意でしたから。手先が器用だったんですよ。私達の仮面も手作りなんですよ、凄すごくないですか？」

　樒しきみが熱っぽく語るのを見て、銀ぎん花かは優しく微笑ほほえみを返す。

「だとしたらこの手帳は、誰かから譲り受けた物ということでしょうか？」

「借りた、とお母様は仰おつしやっていました。でも元の持ち主が死んでしまったので、そのまま借りたままになっていると。お母様はそういうとこがあるんですよねー」

「それは……」含みのある言い方に、銀花は微かすかに眉をひそめた。

「樒ちゃんのお母様は、『日傘の魔女』なんですよね？　樒ちゃんはそのお仕事を手伝っていたと聞きました。どういうことをされていたんですか？」

「そうですね。私が任された仕事は《フォールド》の監視と、新たな《フォールド》候補の身辺調査が主で、時間の空いた時にはお母様のお世話をしていました。お母様はあまり表立って外を出歩ける方ではありませんでしたからね。私が代わりに寝床を用意したり、お食事を用意したり。普段お母様は、家を空けていることの方が多かったですが」

「そう、ですか」

　銀花は家の中をぐるりと見渡した。隠れ家にしては広すぎる古民家だ。この住処すみかを樒がどうやって手に入れたのか、銀花は予あらかじめ聞かされていた。死んだ祖父母に借りた、と。

　要するに家主を殺して奪い盗とったのだ、この家を。

　きっとこの少女は、そんなことをこれまでにもしてきたのだろう。樒の過去に想おもいを馳はせた銀花の瞳に一瞬、冷たい色が宿った。犯罪行為に対する嫌悪感、そして憎悪。

　樒はそんな銀花の視線に気付きつつも、テレビの方に意識を向けた。

　そこには例の動画が流れていた。樒が手首ハントハンドに撮らせ、そして拡散した動画だ。

　本来は『シャボン玉』の殺さつ戮りくショーを撮って世間にばら撒まく予定だった。それが偶然にもヒーローの活躍を収めるＰＲとなってしまったのだから皮肉なものだ。

　だが、それでもよかった。むしろそれがいい。

「今こそ新世代のブレイズマンが必要、ですか。ばっちり期待されちゃってますねー」

「でも、彼女自身はまだ自分がやったと認めていないんですよね？」

「認めてくれないと困るんですけどね。皆が求めているのは天てん道どう陽ひ菜なという十三歳の女の子ではなく、あくまでブレイズマンを継ぐ二代目ヒーローなんですから」

　そうだ、彼女にはヒーローになってもらわなくてはならない。

　ブレイズマン。彼もまた憎むべきお母様の仇ではあったものの、憎悪の矛先を向けるべき男はすでに死んでしまった。しかしなんたる幸運か。やり場のない恩おん讐しゆうを抱えた樒の前に、仇の娘がのこのことやって来たのだ。この機会を逃す手はない。

　……私のお膳立てを無駄にしないでくださいね、天道陽菜さん。

　樒は雛ひな鳥どりを喰くらうために卵が孵かえるのを見守っているような、背徳的な興奮を感じていた。

「でも、私としては、彼女には普通の女の子のままでいて欲しいと思ってしまいます」

「どうしてですか？」

「だって、罪のない女の子を傷付けたくはありませんから」

　銀ぎん花かは眉尻を下げてそう言うと、憂い顔で左手の甲を撫なでた。

　その薬指には銀色に煌きらめくダイヤの指輪をはめていた。婚約者フイアンセの形見なのだと、彼女は言っていた。その指輪を見つめる彼女の瞳は愛いとおしむようであって、昏くらく、冷たい。

　優しい人だと思う一方で、頼りになる人だな、と樒しきみは思った。銀花の決意は固い。

「気楽にいきましょう、銀花さん。残念ながら今はこれ以上の増員は望めそうにありませんが、せっかく三人もいるんです。日陰者同士、支え合っていきましょう」

　樒は解読不能の手帳をパタンと閉じて、言った。

「そろそろ私達のお披ひ露ろ目めもしませんとね」





＊　＊　＊






　安あ住ずみは廃はい寺じの縁側に腰掛け、境内で陽ひ菜なが素振りするのを眺めていた。

「その昔、愚かにも死神になろうとした人間達がおりました」

　ブォン、ブォン、と竹刀を振り回す陽菜を見守りながらも、彼は死神云うん々ぬん、命が云々と語り始める。いつものことだ、と陽菜は坊主の話を耳に聞きつつ、竹刀を振り続ける。

「命には、人間が思っている以上の価値と力が宿っている。それは以前貴方あなたにもお教えしたと思いますが、その価値と力に気付いた者は他にもいたのです。形こそ違えど、死神と交流を持ったことで命の本質を学ぶという事例が、過去にも何度かありました」

「死神って案外、構いたがりなのね。安住さんだけかと思ってた」

「永い時を生きていると、偶たまの時に例外を求めてしまいたくなるものなんですよ」

「弟子を取ったのも、単に暇潰しの相手が欲しかったから、ってわけ？」

「手厳しいですな。しかし仕事以外のなにかをしてみたいと思ったことは、否定しません」

　陽菜は父の跡を継ぐに当たって、父の元同僚を自称する安住に師事していた。

　命の遣い方や刀の扱い方などを彼に教わり、《フォールド》と対たい峙じするための力と知識を身に着けていった。その成果は、『シャボン玉』の死という結果にも繋つながっている。

　とはいえ、陽菜の基礎を支えているのは剣道で培った心、技、体。

　道場は諸もろ々もろあって辞めてしまったが、鍛錬の日々は確実に今の糧となっていた。

　人の目の及ばない廃寺は無心で竹刀を振るのに丁度よく、陽菜はこの場所を知ってからというもの、ストレス解消も兼ねて度々ここで素振りをしていた。

　竹刀を振ると、汗の玉が弾はじける。踏み込みの度に鳴る土の音が心地よい。

「そして例外に魅せられるのもまた、人間の性さがというものなのでしょうな。死神という超常の存在を知り、命の価値を知った人間が考えることは、皆が同じでした」

「死神になろうとしたんだ」

「その通りです」

「でも、その人達は死神になって、なにがしたかったの？　そもそも死神って、なによ」

「そうですね。まず、死神を死神足らしめる物がなんなのか、お分かりになりますか？」

　陽ひ菜なは考えるフリをしながら竹刀を振り続け、一振りごとに答えて言った。

「大きな鎌。黒いフード。骸骨のお面。あとは、禿はげ頭」

「どれも不正解です」

　でしょうね、と陽菜は口を尖とがらせた。

「じゃあなんなの？」

「それは、死なないことです。この世で最も死からほど遠い生命体。それが、死神」

「…………」

　竹刀を振る手が止まった。彼の言葉には聞き逃せない嘘うそがあった。

「死神は、命の循環というシステムに組み込まれた歯車に過ぎません。ですが、もしもその歯車がなくなってしまったなら、この星の生命は全て死に絶えてしまう。だから我々には特権的に、この星に貯蔵されている命の全てが共有されているのです。一いち蓮れん托たく生しようとでも言いましょうか。我々が死ぬ時があるとすればそれは、この星が死を迎えた時でしょう」

「……でも、パパは死んだ」

　ブォンと宙を斬った竹刀の先端が、土の地面をバシンと叩たたいた。

「パパは死神だったんでしょ？　だったらどうして、パパは死んだの？」

「それは簡単なこと。それは彼が、死神であることを辞めたからです」

　それは初耳だった。そもそも父が死神であったことを示す証人は、母と安あ住ずみの二人だけなのだ。それでも今まで信じてきたのは、納得出来るだけの材料があったからだ。

　納得出来るかどうか、それが陽菜には重要だった。

「以前お話しした、死神のルールの話は覚えておりますかな？」

「不当に他人の命は所持しちゃいけない、って奴やつ？」

「そうです。しかしそれは正確ではありません。正しく言い換えるとすれば、ヒトの命に干渉してはならない、となります。命を奪うことも、命を与えることも同様に禁じられているのです。それは自然の理ことわりに反することだと。貴方あなたの父君はその禁を犯した。それ故に、死神の特権を剥奪されてしまったのです」

「禁って……、それってもしかして、《フォールド》を殺したことを言ってるの？」

「そうです。彼らも命を宿す一つの器には変わりありませんからね」

　陽菜の脳裏に、ジャラジャラとチップを零こぼして消え逝く怪物の姿と、怪物達が積み上げてきた灰の山の頂上に立つブレイズマンの背中が浮かんだ。

　命を脅かす敵を斃たおしたから罰せられた、ってこと？　……そんなのって、ない。

「……パパはそれを知った上で、戦ってたの？」

「ええ。彼は全てを承知の上で、文字通り命を賭して戦った。そして無限にも等しい命を捨てた死神は、天てん道どうオムという一人の人間になった。とまあ、そういうことです」

　彼曰いわく、父はブレイズマンとなるために〝無限の命〟を捨てた、ということだった。

　それはつまり、父はブレイズマンになったから死んだのだ。

　陽ひ菜なはしばらく言葉を失っていた。息をするのを忘れるほどに。

「安あ住ずみさんがどうして自分で《フォールド》と戦おうとしないのか、やっと分かったわ」

「自分の命を捨てるということは、生なま半なかな覚悟で出来ることではありません。私にはそれがなかった。それだけの話です」

　そう言って安住は、自虐的な笑みを浮かべた。

「しかし、命を捨てることの出来る男がいる一方で、死を恐れるあまり命に固執する者もいます。それが先程話した、死神になろうとした者達です」

「死神と同じように長生きしたかったのね」

「そうです。多くの人間達が死神の力に手を伸のばし、研究と実験を繰り返し、黒魔術に手を染めた。そしてようやく、その悲願に手の届いた人物がいました。先人達の遺のこした研究成果を掠かすめ取とり、その集大成として自らが禁忌の封を解き放った」

　永遠を求め、その願いに最も近付いた人物。それは──。

「……アポトーシス。パパが最期に命を懸けて戦った、敵ね」

　安住は頷うなずいた。

「今この街では不穏な動きがある。亡きアポトーシスの遺志を継ぎ、この街を再び絶望で覆い尽くさんと残党らが暗躍しています。それこそは魔女が現代に遺した負の遺産だ」

　それから安住は佇たたずまいを正して、こう続けた。

「過去から続く因縁を断ち切れるのは、貴方あなたしかおりませぬ。期待していますよ」

　他力本願なお地蔵様だ。だが、そんなことは言われるまでもないことだ。

　……私がやらなくちゃいけないんだ。ブレイズマンの血を継ぐ、私が……。

　安住の視線を背中に感じながらも、陽菜は再び素振りを始めた。

　空に振り上げた竹刀はどういう訳か、いつもよりも重たく感じた。
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　廃寺からの帰り道、陽菜は突然後ろから声を掛けられた。

　陽菜はキャスケット帽を被かぶり、伊達眼鏡をかけていた。変装のつもりだった。そうしていないと外を出歩くのに不便だったからだ。目立つ赤髪も帽子の内にまとめている。

　しかし声を掛けてきた女生徒は、「あ、陽菜じゃん」とあっさり変装を看破した。

　陽菜は少し警戒しながら振り返る。そして、ホッと脱力した。

「なんだ、ハルか……」

「なに？　もしかして、ファンに声掛けられたと思った？」

「もしそうなら、人違いですって言おうと思ってたとこ。よく私だって分かったわね」

「なんていうか、歩き方が陽菜っぽかった」

「歩き方って、なにそれ」

「なんか武士っぽいんだよ。服のポッケに手突っ込んで、堂々と道の真ん中歩いてる感じがね。腰に一、二本刀差しててもおかしくない感じが、凄すごい武士っぽい」

「なにそれ」と陽ひ菜なは笑う。「まあ、次から気を付けてみる」

　ハルとは同級生で、親友だ。さっぱりとした性格で、凛りんとした容貌と目つきの鋭さから冷たい印象を抱かれがちだが、そうした媚こびっ気けのないところを陽菜は気に入っていた。

　ハル、というのは彼女のあだ名だ。鳥と羽ば春はる奈な。だから、ハル。

　陽菜はそのまま春奈と帰路を共にする。春奈は夏休みだというのに制服姿で、スポーツバッグを肩にかけていた。運動してきたばかりのようで、黒髪が汗で湿っていた。

「ハルは部活の帰り？」

「そ。この時期に外を走り回んのって自殺行為だよね。太陽に殺される」

　春奈はパタパタとうちわで顔を扇あおいだ。道中でもらったうちわらしく、両面に広告がついていた。その隣で陽菜が汗を拭っていると、春奈はパタパタと風を送ってくれる。

「その荷物、陽菜も道場行ってたんでしょ？　お互い大変だね」

「……道場にはもう行ってない。剣道はもう辞めたの」

「えっ、なんで？　この前あんた優勝したばっかじゃん。もったいない」

「大した理由はないんだけどね。強いて言うなら、私がブレイズマンの娘になったから、かな。あれ以降、それどころじゃなくなっちゃったから」

　春奈は大会に応援に来てくれたこともあった。期待を裏切ってしまったかな、と陽菜は罪悪感を覚えたが、春奈は「そっか」と呟つぶやくと、それ以降剣道のことには触れなかった。

「そういえば、ハルのママに会ったわよ」

「ママに？　なんで？」

「私が『シャボン玉』を殺した謎の少女じゃないか、って。色々と聞かれたわ」

「そんなことしてんだ、ママ。……で、陽菜はなんて答えたの？」

「確かに彼女は私によく似ていますが、とても強くて、とても格好良くて、とても可愛かわいい子だとは思いますが、残念ながら人違いです。そう言ってやったわ」

「それは、また。自意識過剰で逮捕されなきゃいいけど」

　こんな風に友人との何気ない会話を楽しんだのは、いつ以来だろう。陽菜は春奈と並んで歩く道すがら、そんなことをふと考えた。まるで白昼夢の中にいるようだ。

「陽菜はさ、夏休み明けたら学校来んの？」

　歩道の赤信号に足を止めている間、春奈はそんなことを尋ねてきた。

　陽菜は夏休みの前から学校を休んでいた。その頃には陽菜がブレイズマンの娘であることは皆に知れ渡っており、学校では当然の如ごとく注目を浴びた。同級生はたちまち野や次じ馬うまに変わってしまい、教室は居心地の悪い場所になってしまった。

　だから陽菜は学校に行かなくなった。道場を辞めたのも同じ理由だった。

「どうかな……。ママは嫌なら無理に行かなくてもいいって言ってたのよね。学校以外でも勉強は出来るし、中学校に行かなくても卒業は出来るから。私が望むならそれでもいいって。なんならパパと同じように、うちでタレントをやってもいいってね」

「理解のあるお母さんじゃん。うちのママなら絶対キレられる」

　春はる奈なは母の美み春はるの顔を思い浮かべ、恐ろしやと身震いしていた。

　叶かな芽めは確かに理解のある母親だ。基本的には陽ひ菜なの想おもいに寄り添うよき賛同者であり、陽菜が思いもしなかった道を示してくれる助言者でもある。

　しかし時折、こういう時、父ならばなんと言ってくれるのだろう、と考えてしまう。

　父ならば、学校を辞めるか迷っている娘にどんな答えを返してくれるのだろう。

　父ならば、道場を辞めた娘になんて声を掛けるのだろう。

　父ならば、娘が自分の跡を継ごうとするのを見て、なにを思うのだろうか。

　無意識の内に父の幻影を探している自分に気付き、陽菜は呆あきれると共に頭を振った。

「まあ、私も陽菜がしたいようにすればいいと思うけどね」

「なんだ、引き留とめてはくれないのね」

「……止めていいなら、止めるけど」

　横断歩道の信号が青に変わり、二人はまた並んで歩き始めた。なんてことない顔で隣を歩く春奈だったが、その横顔を見てみると頬ほおがほんのりと赤かった。

「まあ、ほら。夏休みはまだあるんだし、そう急いで結論出さなくてもいいんじゃない？」

「……それもそうね。ゆっくり考えてみる。ありがと、ハル」

「お礼とか、違うから」

　半ば強引に話題を切った春奈は、火照った顔をパタパタとうちわで扇あおいでいた。

　そこでふと、うちわにプリントされた広告が目に入った。




　──夜空を彩る一万発の打ち上げ花火。




「花火……。そっか、もう夏祭りの時期なのね」

「夏祭り？　ああ、これ。そういえば去年も二人で行ったっけ……」

　春奈はその広告に今気付いたようで、うちわの表面に目を通し、それからくるりと返してまた眺めた。そうして彼女は、思いついた素振りで言った。

「折せつ角かくだし、行く？　陽菜の中学生最後の夏になるかもしれないし」

　春奈は舞台のチケットでも渡すようにして、うちわの持ち手を差し出してきた。

「そんな誘われ方したら、断れないじゃない」

　素直じゃない、と笑い、陽菜はうちわを受け取った。
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　新あら垣がき山やまの源流から旭あさ日ひ市の市街地を貫き、湾内まで流れる西にしノの大おお川かわ。

　その川沿いでは毎年八月の初旬に、一日限りの納涼祭が開催される。

　昼間から出店がズラッと立ち並び、人混みが解消されぬままに次から次へと客が押し掛け、最後には夜空に打ち上がる花火を皆で見上げる。夏の一大イベントだ。

　時刻は午後六時過ぎ。花火の打ち上げが始まる午後八時まではまだ時間があった。

「それでハル、こなっちゃんとのデートはどうなったんだい？」

　トウモロコシが焼き上がるのを春はる樹きが待っていると、秋あき穂ほがそんなことを尋ねてきた。

「お前らそればっかだな。いつの話してんだよ、そんなもん小こ夏なつに聞けばいいだろ」

「勿もち論ろん聞いたよ。そしたら彼女、『残念だった』って言ったんだよ。だからハルには弁明があるなら直接聞いておこうと思ってね」

　残念とはなんたる言い草だ。春樹はすぐ隣の屋台で買い物中の小夏を睥へい睨げいする。

「あいよお待たせ！　モロコシ一つ焼き上がったから持ってけ、小夏！」

　そしてその屋台に立っているのは、冬とう也やだった。

　祭りの屋台は商店街からの出店者も多く、『焼きトウモロコシ』の看板を掲げたこの屋台もその一つだった。だが当日になって肝心の店主がギックリ腰でダウンしてしまったらしく、商店街のよしみということで冬也が香具師やしを務めることになったそうだ。

　急のヘルプにも拘かかわらず、冬也は普通に店番をこなしていた。タレを塗ったトウモロコシを焼き目がつくまで網の上でコロコロと焼き、その合間に接客と勘定を済まして、減った分をまた焼くという動作を一人でこなしている。意外な才能だ、と秋穂も驚いていた。

　会計を済ませた小夏が、焼きトウモロコシ片手にとてとてやって来る。もう一方の手には、一緒に買ったきゅうりの浅漬けも一本握られていた。

「……はい、ハル……トウモロコシ……」

「おう、サンキュー。お前の持ってるそれはなんだ？」

「……キューカン、バー……」

「親父おやじギャグかよ」

　小夏は屋台のメニュー通りに読んだだけだったが、春樹に指摘されると、恥ずかしくなったのか耳を赤くして、誤ご魔ま化かすように串に刺さったきゅうりに齧かじりついた。小さな口でカリポリときゅうりの先っぽを食はむ姿は、まるで兎うさぎの食事風景でも眺めているようだ。

「……ハルも、食べる……？」

　春樹の視線をどう勘違いしたのか、小夏は齧りかけのきゅうりを差し出してきた。

　それも持ち手を渡すのではなく、きゅうりの先っぽをだ。このまま小夏の手から直接食べろと言うつもりなのだろうか。どうぞ、と何ど処こか期待するような眼まな差ざしを感じる。

　少し迷った末に春樹は、これに食らい付いたら負けだ、と思い直した。

「自分の分は自分で買うから、いらねえ」

　そう言って春樹は、小夏から受け取ったトウモロコシを齧る。すると小夏は何な故ぜか残念そうに肩を落として、キューカンバーの先をじっと見つめるのだ。

「──じゃあ、私がもらっちゃおうかな」

　するとその横から首を伸のばした秋あき穂ほが、カリッ、と小こ夏なつのきゅうりを齧かじり取っていった。

　シャクシャクと浅漬けの食感を楽しんだ秋穂は、春はる樹きを流し目で見て言った。

「そういうとこだよ、ハルの悪いところは。君にはサービス精神がない」

「きゅうり食わなかっただけで悪者かよ」

「そうじゃなくてさ。今日のこなっちゃんを見て、君はなにか一言でも言ったの？」

　なにか、とは。今日の小夏とやらに、春樹は視線を向ける。

　小夏は浴衣を着ていた。薄紅色の生地に、花柄の刺し繍しゆうがなされた華やかな浴衣だ。

　聞けば秋穂から借りた物らしく、着付けも秋穂にしてもらったとのことだ。ピンク髪のおさげも若干アレンジしているようで、いつもより飾り気がある。

　その過程を知っているということは、俺は一言くらいはなにかを言ったはずだ。春樹は記憶を辿たどってみたが、結局それがなんだったのかはどうやっても思い出せなかった。

　秋穂は呆あきれたとばかりに、そういうとこだ、と肩を竦すくめた。

「……アキちゃん、いいの……私、気にしてない……」

「でもこなっちゃん、ハルに褒めてもらうためにはりきって浴衣着てきたんじゃない」

「……っ、それ、は……言っちゃ駄目……！」

　小夏はわたわたと慌てた素振りで手を振り、秋穂に縋すがり付ついた。

「デートで出来なかったことをするんだって、私にそう言ったよね？」

「……それ、は……」

　秋穂の援護射撃は見事小夏の背中を撃ち抜いたようで、小夏は春樹の顔をチラリと覗のぞき見みると、すぐに顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。

　そういうのは俺が見てないとこでやってくれ、と春樹は熱くなった頬ほおを掻かく。

「そうだこなっちゃん。悪いんだけど、飲み物を買ってきてくれないかな？」

　なにを思ったか秋穂は、唐突に小夏にお札を握らせおつかいに出した。小夏は察するところがあったようで、コクコクと頷うなずき逃げるように人混みに消えて行った。

「飲み物くらい自分で買って来いよ」

「あれ以上はこなっちゃんにダメージがあるかなと思ってさ。私なりの気遣いだよ」

「お節介なだけだろ」

「君達がお互いに不器用過ぎるんだよ。告白だってまだしてないんでしょ、君」

「一回デートしただけだろ。俺達は別に、そういうんじゃない」

「こなっちゃんも似たようなこと言ってたよ。君とは違って、もう少しだけ自分の気持ちに素直だったけど」

　秋穂は小夏と仲がいい。少し前まではギクシャクとした様子だったが、雨降って地固まるということもあるようで、二人は以前よりも親密な関係を築いているようだった。

　小夏も厄介な奴やつを味方につけたものだ。

「俺にも色々とあるんだよ。前に進もうとしても、その色々なことが俺の足を引っ張りやがる。だからあいつのことを考えてやれる余裕はまだ、俺にはないんだ」

「本当にいい格好したがりだね、ハルは」

　秋あき穂ほは苦笑すると、パックの器に入ったたこ焼きを一つ二つと口に放り込んだ。

「そういえば君、スランプなんだって？　冬とう也やから聞いたよ。なんでもチップが出せなくなったとか」

「出せないわけじゃない。ただ、思うように爆弾を作れなくなっちまったんだ」

　そのことを冬也に相談すると、「おめえは色々と考えすぎなんだ」と言われた。

　元野球部員である冬也なら、スランプの乗り越え方も知っているのではないかと思ったが、生あい憎にくと彼はスランプになどなったことがないらしい。頼りがいのない奴やつだ。

「お前は、そういう経験あるか？」

「いいや、今のところはないね。そもそも最近は力を使う機会もないからね」

　それもそうか、と春はる樹きは納得する。普通はそんなことを悩む必要すらないのだ。

「でも、そうだね。一つ考えられるとすればそれは、君自身が爆弾を作ることを拒んでる、ってことじゃないかな。君は、自分の命が失われることが怖いんだ」

「これまでだって俺は、何年、何十年と爆弾に換えてきた。そんなの今更な話だろ」

「これまでとは事情も違う。だって少し前までだったら、遣った命はまた稼げばよかった。でも、君はもう『カツアゲ仮面』じゃない。だから遣った命は戻らないし、失われてしまった寿命はそのままだ。だから君は無意識の内に力をセーブしてしまっているんじゃないかな。貴重な《命の時間クレジツト》を、君は爆弾なんかにしたくないんだよ」

「……要するに俺は、ビビってるってことか」

「自分の命をこれまで以上に大切に思ってるってことだよ。いいことじゃないか」

　そう言い終えた頃には、秋穂はたこ焼きを平らげていた。彼女はゴミ箱にパックを捨てに行った足で、冬也からトウモロコシを買って来る。よく食べる王子様だ。

　そこでふと思い出した様子で、秋穂は辺りを見渡して言った。

「そういえばこなっちゃん、遅いね。何ど処こまでジュース買いに行ったんだろう？」

「何処もなにも、ジュースなんざ何処にでも売ってんだろ」

　春樹も顔を上げ、小こ夏なつの歩いて行った方角を見やった。

　人混みの向こうに飲み物を売ってそうな屋台が幾つかあったが、そのどれにも小夏の姿はない。ピンク頭にピンクの浴衣。ピンク頭にピンクの浴衣。春樹は人混みの中を目で掻かき分わけていったが、それらしきシルエットは何処にも見当たらない。

「……またこのパターンか。あいつはなんでいつも、こうなんだ」

「迷子かな？　それかもしかしたら、途中でナンパに遭っちゃったのかも」

「ナンパ？　あいつがか？」

「こなっちゃんは良くも悪くも目立つからね。声を掛けたくなるオーラは持ってるよ」

　春樹は怪け訝げんに眉をひそめた。その可能性を考えると不思議とむかっ腹が立った。

　……小夏にナンパ？　それはなんとも面白くない。

「行ってあげなよ、ハル。汚名返上のチャンスだよ」

「お前が勝手に着せた汚名だろ。それにそもそも、お前がパシらせたんだろうが……」

「お姫様を迎えに行くのは王子様の役目だ。私は今日は、オフだからね」

　秋あき穂ほに乗せられている気もするが、小こ夏なつの所在が気にならないと言えば嘘うそになる。

　春はる樹きはまだ実の付いたトウモロコシの芯をゴミ箱に投げ捨て、仕方ない、と人混みの中へと歩いて行った。
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　困ったことになった。迷子だ、と小夏はその場に立ち尽くしていた。

　無事におつかいを終え、四人分のジュースを抱えて皆の元に戻ろうとした矢先、小夏はわんわんと泣きじゃくる男の子を見つけた。迷子というのは、この男の子のことだ。

　大丈夫？　と聞くと、男の子はわんわんと泣く。

　お母さんは？　と聞くと、男の子は「お母さん」と泣く。

　お父さんは？　と聞くと、男の子は「お父さん」と泣く。

　はぐれちゃったの？　と聞くと、男の子はさらに泣き出してしまった。

　これは困った。小夏は男の子の前に屈かがみ込こんだまま、おろおろとするばかりだった。

　周りにも沢山の人が行き来しているが、彼らは迷子など一切気に留とめることなく祭りを楽しんでいる。彼らの楽しみに水を差してまで助けを求める勇気は、小夏にはなかった。

　なんの解決策も思い浮かばないまま、時間だけが過ぎていく。

　どうしようどうしよう、と内心パニックに陥ったその時、その少女は現れた。

「──なにを泣いているんだい、少年？」

　小夏は声に振り向いた。そして思いがけない助すけっ人との姿に、小夏は目を丸くした。

「……ブレイズ、マン……？」

　それはブレイズマンだった。ブレイズマンのお面を被かぶった少女が、そこに立っていた。

　お面の少女は男の子の前に屈むと、目線の高さを合わせて言った。

「おや、キミはもしかして誰かとはぐれてしまったのかな？」

「……うん」

「誰と一緒に来たのか、私に教えてくれるかな？」

「パパと、ママ」

「そうか。きっとパパとママは迷子になってしまったんだね。今頃は少年のことを探しているはずだよ。だから二人のためにも、キミがパパとママを探してあげないとね」

「……でも」

「大丈夫、私が一緒に探してあげよう。キミには私がついている」

　お面の少女がそう言うと、男の子はパッと表情を明るくして頷うなずいた。

　突如現れたブレイズマン風の少女を前に男の子は困惑していたものの、少女が差し出した手をしっかりと握り締めていた。そしていつの間にか泣なき止やんでもいた。

　お面の少女は小こ夏なつに目配せすると、男の子の手を引いて歩き出す。

　彼女はフロントポケットの付いたオーバーオールを着て、頭にはキャスケット帽を斜めに被かぶっていた。そして顔にはブレイズマンのお面。アンバランスだ、と小夏は思った。

　このまま彼女に男の子を託してしまってもいいのだろうか。もし、怪しい人だったら。

　少しの間考え込むと、小夏は慌てて二人のあとを追い掛けた。

　しかし、小夏の心配は杞き憂ゆうに終わった。

　祭り会場の案内所で待っていると、やがて男の子の両親がやって来た。

　両親は「何ど処こに行ってたんだ」「探したんだぞ！」「心配してたのよ！」「でも、無事でよかった」と心底ホッとした様子で、それに対して男の子の方はあたかも自分が見つけてあげたかのように誇らしげで、実際にそう言ってみせる余裕もあった。

「もう、ダメだよ。迷子になっちゃ」

　男の子の両親はお面の少女にお礼を言い、それから小夏にも頭を下げた。

　私はなにもしていない。全部彼女のおかげだ、と小夏は隣の少女をチラと窺うかがった。

　人前でお面のままはどうかと思ったのか、その別れ際、少女はブレイズマンのお面を取り去った。それから少女は、自分のお面を男の子に手渡して言った。

「パパとママをしっかり守ってあげるのよ、ブレイズマン」

　立ち去る親子三人を見送った後、小夏は少女に向き直ってペコリと頭を下げた。

「……えっと、その……助けてくれて、ありがとうございました……」

「なんであなたがお礼を言うの？　私はさっきの子を助けただけよ」

「……でも、私だけだったら、なにも出来なかったから……」

「それは確かに」と少女は笑った。「だってあなた、あの子と一緒になって泣き出しそうな顔してたんだもの。つい見兼ねて手を貸しちゃった」

　そう言って少女は胸元に引っ掛けていた伊達眼鏡を、少し煩わしそうに顔に掛け直した。

　その少女は小夏よりも三つほど年下のはずだが、口調や仕草には彼女の自信が強く表れていて、小夏の目にはそれがとても眩まぶしく映った。……この子が、あの。

「……あの、ブレイズマン……好きなの……？」

「え？」脈絡のない質問に戸惑いつつも、少女はすぐに思い当たった素振りで答えた。

「ああ、さっきのね。もちろん好きに決まってるじゃない。結構似てたでしょ？」

　小夏はコクリと頷うなずいた。少女の声音そのままではあったものの、言葉遣いや立ち振る舞いはまさにブレイズマンそのものだった。彼ならばきっとこう言ったに違いない、と。

「大体、パパが……ブレイズマンが嫌いな人なんてこの世にいるの？」

「……ううん。……私も、好き……」

「じゃあ私達は同志ね。あなた、名前は？」

　目の前の少女が気付くはずもなかったが、小夏が彼女に会うのは二度目だった。

　帽子の裾に覗のぞいた鮮やかな赤い髪。燃えるような真紅の瞳をした、勇敢な少女。

　……天てん道どう陽ひ菜な。間違いない、あの子だ……。

　小こ夏なつが自分の抱いた確信に衝撃を受けたその時、二つの声が二人の元に辿たどり着ついた。




「──やっと見つけた。こんなとこにいた、陽ひ菜な！」

「──やっと見つけた。こんなとこにいやがったか、小夏！」




　声がした方を陽菜が振り向くと、丁度一人の少女が駆けて来るところだった。

　声がした方を小夏が振り向くと、丁度金髪の少年が駆けて来るところだった。

　小夏と陽菜は、示し合わせたかのように同時に口を開いた。

「「あ、ハル！」」

　ハルと呼ばれた二人。不思議なことに、そのどちらも小夏のよく知る人物だった。

　一人は春はる樹き。そしてもう一人は、その妹の春はる奈なだった。

　偶然にも顔を突き合わせることとなった二人の兄妹きようだいは、互いに顔を見合わせていた。

「……あ？　春奈、お前がなんでここに？」

「はあ？　それはこっちの台詞せりふだし。なんで兄貴がいんのよ……」

　露骨に嫌そうな顔をしてみせる妹を横目に、春樹はもう一人の少女にも目を向ける。

「それにそっちの奴やつは、どっかで……」

「ああ、もしかしてあなたがハルのお兄さん？」

「ハル？」そいつは俺のことだろう、と春樹は頭を捻ひねった。

　三人が三人とも互いを知っているという奇妙な巡り合わせを前にして、所在ない様子で立っていた陽菜だったが、彼女自身もまたこの輪の中心には違いない。

「ハルのお兄さんってことなら、挨拶しないわけにはいかないわよね」

　陽菜は真まっ直すぐに春樹を見上げると、握手でも求めるかのように手を差し出して言った。

「私は天てん道どう陽菜。ハルとは同級生で、親友。言わずと知れた、ブレイズマンの娘よ」
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　ブレイズマンの娘。かつて遊園地で春樹が目撃した天道陽菜は、揺るぎない自信に満みち溢あふれ、《フォールド》の首を容赦なく斬り落とす冷酷無比な少女だった。

　その少女は今、わたあめがモクモクと出来上がる工程をじっと眺めている。

「ブレイズマンの娘ってのは、まさか綿菓子も見たことがねえのか？」

「お兄さん、私のこと宇宙人かなにかだと思ってるの？　このグルグルと形になっていく瞬間まで楽しむのが、わたあめの正しい食べ方ってもんでしょ」

　香具師やしはわたあめ機に割り箸を突っ込むと、グルグルと掻かき混まぜ、繊維状になったわた雲を割り箸に巻き付けていく。そうして出来上がったわたあめを受け取った陽菜は、まってましたとばかりに早速食らいついた。綿を口で千切ってむしゃり。千切ってむしゃり。わた雲は陽菜に啄ついばまれながらも、口の中で溶かされ消えていく。

「ハルは食べないの？　こんなにも甘くて美お味いしいのに」

「俺はいらない。これ以上余計な出費は増やしたくないからな」

　春はる樹きは香具師やしに代金を手渡す。わたあめ一つ、六百円。学生には辛つらいお祭り価格だ。

　陽ひ菜なには小こ夏なつが世話になったらしく、春樹はそのお礼ということでなにか一つ奢おごってやることにした。お礼の一つくらいはあるだろうと思っていたが、陽菜はこう言った。

「お兄さんには聞いてないわ。私はハルに聞いたの」

「……分かってる。春はる奈なに聞いたんだろ？　ただの条件反射だ、気にすんな」

　春奈は小夏と一緒に待っていた。親友が実の兄と並んでいる様を、先程から疎ましそうに眺めている。妹にはベビーカステラを買ってやったというのに、なにが不満なんだ。

「わたあめ？　私はいい。口の周りベタベタするし」

「細かいこと気にするわよね、ハルって。そんなの舐なめたらいいじゃない」

　口の端に付いた飴あめを陽菜がペロリと舐め取るのを見て、春奈はやれやれと微笑を浮かべていた。どうやら妹は本当にブレイズマンの娘と親しいようだ。

　春奈が陽菜と同級生であるということは、妹の口から聞いて知っていた。テレビに映る友人の顔を見て「マジか」と驚きよう愕がくする春奈の姿を、春樹も同じリビングで見ていたからだ。

　どうやら、この世界は自分が思っているよりも狭いらしい。

「それで、ブレイズマンの娘がこんなとこほっつき歩いてていいのかよ。お前、結構な有名人だろ？　誰かにバレでもしたらマズいんじゃねえのか？」

「そのための変装よ。お兄さん達が騒がなきゃバレやしないわ」

　陽菜はキャスケット帽で赤髪を隠し、赤眼の印象を緩和するための伊達眼鏡をかけている。最低限の変装ではあったが、祭りの客が気付く気配はない。他人の顔など案外誰も気にしていないものだ。普段敬遠されがちな春樹ですら、祭りの風景に溶け込んでいた。

「だから、私のことも普通に陽菜って呼んでよ。ブレイズマンの娘、なんて名前の子がいると思う？　そっちの方が不自然よ。こっちはお兄さんのこと春樹って呼ぶから」

「呼び捨てかよ……」

　とはいえ彼女の言うことにも一理ある。

「分かったよ。今度からはそう呼ぶようにする」

「今度、ね。流石さすがハルのお兄さん、素直じゃないとこがそっくり」

「一緒にすんな」間髪入れずに春奈から野や次じが飛ぶ。

　それから春奈は不機嫌顔のまま、ベビーカステラの袋を持って陽菜の傍そばに寄った。

「ほら、もう行こ陽菜。これ以上二人のデートを邪魔しちゃ悪いしさ」

「デート？　なにそれ。誰と誰がデートなの？」

「そんなの決まってんじゃん」

　そこの二人だよ、と春奈は顎で指す。すると陽菜は目をぱちくりとさせ、

「……えっ、嘘うそ！　春樹と小夏ってそういう関係だったの！」

　と声を上げた。いっそ喧けん伝でんして回るかのような陽菜の一声に、周囲の視線が集まった。

　誰と誰が彼氏で彼女、なんてことは他人が取り立てて騒ぐほどのものでもなく、実際には通りがかりに「浮かれちゃって、まあ」とチラと窺うかがう程度ではあったものの、当事者にとっては衆人環視の前で晒さらし上げられたようなものだった。

「馬鹿か、お前ら……！　俺とこいつは、そういうんじゃねえよ。なあ、小こ夏なつ」

　春はる樹きは小夏に助け舟を求めるが、小夏は完全にフリーズしてしまっていた。

「……ぁ、ぅ……」

　小夏は消え入りそうな声を漏らした後、顔を真っ赤にして固まった。それは誰が見ても分かるくらいの恥じらいっぷりで、夏の暑さに逆の上ぼせてしまったかのようだった。

「なるほどね、そういうことだったの。気が利かなくて悪かったわね、春樹」

「そういうことってなんだよ。勝手に納得すんなよ」

「照れることないじゃない。往生際が悪いのは格好悪いわよ？」

「兄貴はこう見えてチキンだから。私達がいると、恥ずかしくて手も繋つなげないんだよ」

「それはよくないわね。それじゃあ後は二人に任せて、私達は陰から見守るとするわ」

「いや、見守らんでいいから……。なにが悲しくて兄貴のデートなんか」

「冗談だって。私も馬に蹴られたくはないしね」

　二人は好き勝手なことを言って、じゃあね、と挨拶もそこそこに歩いて行った。

　やっと煩うるさいのがいなくなる。陽ひ菜なには聞きたいこともあったのだが、今は二人から解放された安あん堵ど感の方が大きかった。恋云うん々ぬんの話は肩に余計な力が入って仕方ない。

「ったく面倒な奴やつにナンパされやがって。いい加減帰ってこい、小夏」

　春樹が小夏の額ひたいを小突くと、ややあって、小夏は現実世界に帰ってきた。

「……あ、うん……もう大丈夫、だから……大丈夫……」

　小夏は息を整えるようにして、何度もコクコクと頷うなずく。全く大丈夫そうに見えないのは普段の小夏を知っているからなのか、誰の目から見ても大丈夫そうでないのか。

　ただ、これまでに見たことのない小夏の表情に、春樹は少し戸惑った。

「──あれ？　美み春はるだ」

　花火まではあと何分だ、と春樹がスマホを取り出したところだった。

　声の主は陽菜だった。二人はまだその辺りにいたらしく、その姿はすぐに見つかった。

　どうしてここで母の名前が出てくるんだ？　不思議に思った春樹は、小夏を連れて二人の元へと向かった。二人は屋台と屋台の間から、向こう側を覗のぞいていた。

　屋台の連なる祭り会場の裏手に、美春が立っているのが見える。

「お袋じゃねえか。こんなとこでなにしてんだ？」

　春はる奈なは春樹の存在に気付くと「げっ」と嫌そうな顔をしたが、陽菜の方はさして気にする素振りもなく、今は美春の方に興味を惹ひかれているようだった。

「なにかあったのかも」

　道路にはパトカーが停とまっていた。美春は制服を着た警官と、警備員と、その他関係者らしき人物と話していた。美春の表情は険しく見え、慌ただしい気配も感じた。

「美み春はる！」と駆け寄って来た陽ひ菜なの姿に、美春は驚いた顔をした。

「陽菜ちゃん？　それに、あんた達も」

　春はる樹きも陽菜の後ろからついて来ていた。小こ夏なつは春樹を追って、春はる奈なは陽菜を追って。

　そして四人全員、美春の顔見知りだった。だからこそ美春はその数だけ驚いていた。

「揃そろいも揃って。なんで皆こんなとこにいるのよ」

「こんなとこって、今日はお祭りよ？」

「それも、そうよね……」

　美春は納得したような、納得がいかないような顔で溜ため息いきを吐ついていた。

「お袋。その様子だと、なんかあったみたいだな」

「なにもないわよ。皆が安心して祭りを楽しめるように、パトロールしてたの」

「嘘うそね。だって、ただの祭りの警備に特務課が出てくることはないでしょ？」

「この前《フォールド》の事件があったばかりでしょう？　だから人の集まりが多いところは重点的に見回るようにしてるのよ。なにかあってからじゃ遅いから」

「それだけにしちゃ、随分な騒ぎじゃねえか？」

　美春と先程話していた警官はパトカーに戻るなり無線を飛ばしており、関係者らは血相を変えて互いに顔を突き合わせ、電話に議論にと大わらわ。ここから見える歩道の陰には、特務課の輸送車が停とまっている。付近の隊員達は防護スーツにヘルメット、自動小銃といった重装備に身を包んでおり、やはりこちらもただならぬ雰囲気を漂わせている。

　開襟シャツにスラックスといった軽装の美春ですら、その上に防護チョッキを着こんでいる始末。安全のためのパトロールにしては、随分と不安を煽あおる格好だ。

「もうすでに、なんかあったみたいだ」

　春樹の指摘に美春は微かすかに怯ひるんだ。それから、余計なことを、と睨にらんでくる。

「あんたが気にすることじゃないわ、大人が勝手に忙しくしてるだけだから。あんた達は気にせず祭りを楽しんでらっしゃい」

「こんなモヤモヤしたままで楽しめるわけないじゃない！」

　陽菜は美春に詰め寄ると、確信を持って言った。

「はっきり言ってよ。いるんでしょ？　ここに、──《フォールド》が」

　美春は答えを言いい淀よどんでいた。本当のことを言うべきか、どうか。

　しかしその沈黙を答えと受け取った陽菜は、やっぱり、と一人頷うなずいていた。

「ちょっと待って、なんの話してんの陽菜。《フォールド》って、どういうこと？」

　春奈が不安に思うのも当然だった。そしてその声が直接聞こえたはずもなかろうが、会場を包み込んでいたお祭りムードの中に、ざわざわとした異音が混じり始めた。

　人々は皆一様にスマホを取り出し、画面に視線を落としていた。それを見た他の連中が、人ひと伝づてに不穏な噂うわさ話ばなしを耳にした連中が、スマホを取り出し覗のぞき込こむ。

　その異様な光景は、瞬く間に祭り会場に伝でん播ぱしていった。……なにかが、起きている。

「なに？」美春も怪け訝げんに眉をひそめる。そこに、特務課の隊員が一人やって来て言った。

「室長、大変です。例の予告文がネット上で広がり始めました」

「そういうこと……。チッ、流石さすがに留とめきれないか」

　会話の中から漏れ聞こえた「予告文」という単語に、春はる樹き達は顔を見合わせた。

「美み春はる、予告文ってどういうこと！　なんの予告？」

「大したことじゃないわ。ただ、あんた達はすぐに帰りなさい。いいわね？」

「さっきと言ってることが違うじゃない！」

「天気予報が変わったの。これから強い雨が降る」

　陽ひ菜なは暮れ始めた空を見上げた。藍色の空に雲は出ていたが、雨が降るほどじゃない。

「……ハル、っ……これ……！」

　予感めいたものがあったのか、小こ夏なつは誰よりも先にスマホの画面を開いていた。

　予告文とやらは、ネットにある。いち早くその答えに辿たどり着ついた小夏は、今度はそれを春樹に見せた。小夏の手に握られた五・五インチの画面を、陽菜も春はる奈なも一緒になって覗のぞき込こんだ。会場に伝う不安の元凶を、春樹は目で追った。

　そして、目を疑った。




　今夜八時、夜空に打ち上がる花火と共に、皆様の命を頂戴いたします。

　祭りの最後を締しめ括くくる素敵なショーとなりますよう、奮ってご参加くださいませ。

　──『カツアゲ仮面』より。




　そこに書かれていたのは、自分からの犯行予告だった。

　煌こう々こうと屋台と遊歩道を照らす提ちよう灯ちんの明かりを受け、灯と夜のコントラストを水面みなもに映し出す西にしノの大おお川かわ。すっかり夜の帳とばりが下りた空を斜めに見上げ、春樹は呟つぶやいた。

「……んな、馬鹿な」
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　午後八時に打ち上げられるはずだった花火は、急きゆう遽きよ取とり止やめとなった。

『カツアゲ仮面』からの犯行声明。その真偽こそはまだ不明だが、万が一に備え、祭り客の避難が行われることとなった。当然不満の声や反発はあったものの、会場全体に店みせ仕じ舞まいの空気が漂い始めると、祭り客も渋々出口を目指し歩き始めた。

　ゆっくり焦らず、係員の誘導に従って移動してください。

　繰り返し繰り返し、同じ文句があちこちから聞こえてくる。川沿いに長々連なった避難の列は、昔テレビで観みたヌーの大移動を彷ほう彿ふつとさせる光景だった。

「こいつは一体どうなってんだ、ハル。折せつ角かくの祭りだってのに台無しじゃねえか」

「どうもこうも、さっぱりだ。文句があるならカツアゲ仮面とやらに言うんだな」

「そいつはおめえの──」

　カツアゲ仮面ってのはお前のことだろう。そう口にしようとしたすんでのところで、冬とう也やはその一言を呑のみ込こんだ。

　しかし春はる樹きは心の内で、その通りだ、と答えた。それが一番の問題なんだ。

　誰かが自分の名前を騙かたり犯行声明を出したのは間違いない。そして、なにかをしようと企たくらんでいる。ヒトの命を危険に晒さらすような、恐ろしいなにかを……。

「しっかしこうも人が大勢集まったんじゃあ、アキと合流すんのは難しそうだな」

「あいつなら今頃はファンと一緒に逃げてんだろ。ったく、小こ夏なつをパシらせといて自分は他の連中と遊びに行くとは、身勝手な王子様だよ」

　春樹が冬也のいる屋台に戻ると、そこで待っていたはずの秋あき穂ほが消えていた。

　どうやら待っている間に『アキ様』を慕うファン連中に捕まったらしく、冬也に伝言だけ残していなくなったとのことだった。

　四人が使っているグループチャットにも、秋穂からのメッセージが送られてきていた。

「……アキちゃん、今……前の方だって……心配しないで、って……」

「そうかよ。じゃあ、五秒で迎えに来い、って送っといてくれ」

「……チップ弾んでくれるなら、って……」

「ケチ臭い野郎だ」

　小夏の定位置は春樹の半歩後ろだが、今回ばかりははぐれないよう自分の前を歩かせていた。春樹は脇に小夏を抱き寄せる格好で、牛歩で進む人々の流れに身を任せた。

「どうして私も避難しなくちゃいけないのよ……」

　後ろで陽ひ菜なが愚痴るのが聞こえた。肩口に窺うかがうと、彼女はあからさまに不機嫌な顔をしている。美み春はるに追い払われたことが未いまだ納得いかないのだろう。

「私なら《フォールド》とだって戦えるのに」

「お前、『シャボン玉』と戦った謎の少女とは別人なんだろ？　そういう設定はちゃんと守っとけよ」

「そんなの誰も信じてないわよ。あれが私だってのはもう皆薄々気付いてる。気付いてないフリをしてくれているだけ。皆は、私が認めるのを待ってる」

「だったらそんなもんは認めない方がいい。一度認めたら最後、普通のガキにはもう二度と戻れなくなるぞ。都市伝説は都市伝説の内が華だ」

「……美春と同じこと言うのね。私は戦わない方がいいって、春樹もそう思うの？」

「そうだな。少なくとも、俺にはお前が戦わなくちゃならない理由が分からない。だから、今は黙ってついて来てくれると俺は助かる」

「……それじゃ駄目なのよ。私がやらないと」

　陽菜はそう呟つぶやいたっきり目を伏せ、ここに理解者はいない、と口を噤つぐんだ。

　春樹は、美春と別れ際に交わしたやり取りを思い返していた。




「春樹、陽菜ちゃんのこと頼んだわよ。くれぐれも目を離さないように」

「俺に子守りをしろってか？」

「あの子は今不安定な時期にあるの。世間的にも、内面的にもね。あの子、あんたに似て危なっかしいとこがあるから、誰かがちゃんと見ていてあげないと」

「危なっかしい奴やつを、危なっかしい奴に任せんのか？　頼む相手間違えてんだろ」

「あんたを信頼してのことよ。春はる樹きなら、あの子が多少無む茶ちやをしても止めてくれるだろうっていう、信頼をね。だから頼んだわよ」




　美み春はるにはそう言って託されたものの、やはり頼む相手を間違えているのではなかろうか、と春樹は内心気掛かりだった。果たして自分にその資格があるのかどうか。

　もしも陽ひ菜なが春樹の正体を知ったなら、裏切られたと激げき昂こうし、人殺しと罵るに違いない。

　なにせ陽菜の父親の死には、自分が大きく関わっているのだから。

　死人は蘇よみがえらない、といつか樒しきみが言っていた。それは当たり前のことではあるが、死んだ事実は拭い去られるものではないし、死によってもたらされた悲哀や怨念といった感情は人々の心に残り続ける。むしろ死によって生まれるモノもまた、少なからずあるのだ。

　ブレイズマンは死んだ後も、その幻影を春樹や陽菜の心に蘇らせていた。

　ただでさえスランプに悩んでいるというのに、この世界は俺になにを求めているんだ。

　言葉を交わすことなくしばらく歩いていると、不意に小こ夏なつが身震いした。

「……っ、くしゅん……！」

「なんだ小夏、寒いのか？」

「……うん、ちょっと……なんでだろ……」

　小夏は浴衣を着ている。春樹にしてみればむしろ暑そうにも見えたのだが、小夏は両手を擦り合わせ、なで肩をさらに丸くして縮こまっていた。……くしゅん。

　見れば他にも、小夏のように寒がっている人の姿はあった。忙せわしなく手先を擦り合わせてみたり、上着を羽織り直してみたり、半袖からはみ出してしまった二の腕を掻かき抱いだいてみたり。汗の玉が滲にじみ出でる熱帯夜にはまず見掛けない、不思議な光景だ。

　そこで不意に、冬とう也やが声を上げた。

「おい、なんだありゃあ……！」

　冬也は川のある方角を見ていた。それから「おめえらも見てみろよ」と顎をしゃくるが、視界は生あい憎にくと人の頭に埋もれて見通しが悪い。

　だが、その人垣にも同様のどよめきが広がるのが分かった。なんだありゃあ、と。

「おい、なんだよ冬也。なにが見えたんだ？」

「凍ってんだよ」と冬也は言った。「──川が、凍ってる！」

「……は？　そんな馬鹿な」

　会場に面した西にしノの大おお川かわは山から湾まで流れる主流で、川幅は百メートル以上ある。冬場でも氷が張ることのない川が、凍っている。そんな馬鹿なと言いたくもなる。

「いや本当に凍ってやがんだよ！　見てみるか？　担いでやっからよ」

「──待って、私が見る！」

　冬とう也やが屈かがんでみせると、そこには春はる樹きの代わりに陽ひ菜なが飛び乗った。

　百八十センチ超の背丈を誇る冬也に軽々と跨またがった陽菜は、彼に肩車される格好で人垣の頭上を越えて川を見やった。そして、ゴクリ、と息を呑のんだ。

「本当に凍ってる……」

　陽菜はそう呟つぶやくと、猫のような身軽さで冬也の肩からするりと飛び降り、やはり猫のような俊敏さで人混みの中をすり抜けて行った。

「ちょっと陽菜、何ど処こ行くのよ！　避難すんじゃないの！」

「チッ、追うぞ！　あいつにいなくなられたら、俺がお袋に拳げん骨こつ喰くらう羽目になる」

　河川敷の一段上。遊歩道の柵に陽菜は身を乗り出していた。彼女以外にも、大勢の人が押し寄せている。避難の列がそのまま柵沿いに雪な崩だれ込こんだような有様だ。

　誰もが柵から川を覗のぞき込こみ、その幻想風景に目と心を奪われていた。

　真夏の西にしノの大おお川かわは、そこだけ氷河期に突入したかのように凍り付いていた。

　そして、一面水晶のように輝く氷に覆われた川の対岸に、その女は悠然と立っていた。

　ダイヤの兜かぶとに、氷の甲かつ冑ちゆう。氷柱つららのように鋭く尖とがった二対の脚。白銀の案山子かかし。




　氷の《フォールド》──戸と鞠まり銀ぎん花かは、無名の怪物として人々の前に姿を現した。




「……そんな、銀花さん……！」

　銀花とはほんの少し会話をしたに過ぎなかったが、小こ夏なつは彼女が再び《フォールド》としての姿を晒さらした事実に驚きを隠せない様子だった。

「あの女、なんのつもりだ。なにしに出て来た……」

　銀花は《フォールド》でありながらも、その姿を目撃した人々から「綺き麗れい」や「素敵」といった感嘆を引き出していた。誰もがその荘厳な佇たたずまいに見み惚とれていたのだ。

　だが、それで終わるはずがない。

《フォールド》が人前に姿を現す時は決まって、ヒトの命を脅かす時なのだから。

　しかし、春樹の予想に反して、銀花にそれ以上の行動を起こす気配はなかった。

　熱い視線を浴びながらも、銀花は霧雪を散らしつつ観客達をただ見上げている。

　……なにかを探しているのか？　それとも、なにかを待っている？

「──お兄ちゃん！」

　そう、待っていたのだ。春樹は春はる奈なに腕を引っ張られ、ようやくそのことに気付いた。

「お兄ちゃん、ヤバい。……陽菜がいなくなった！」

「……は、いなくなった？　あいつさっきまで、そこに──」

　春奈に言われてようやく、春樹は陽菜がいなくなっていることに気付いた。

　何処もかしこも人、他ひ人と、ヒト。だが、陽菜の姿は何処にもない。つい先程まですぐ傍そばで同じ景色を見ていたはずなのに、陽菜はいつの間にかいなくなっていた。

　そして同時にあることにも気付く。……小こ夏なつだ。小夏の姿もまた、消えていた。

「おい、冬とう也や。小夏の奴やつは何ど処こ行った？」

「ああ？　さっきまでお前の隣に居ただろうが。なんだ、どっか消えたのか？」

　そうだ消えたのだ。銀ぎん花かに気を取られているほんの十数秒の間に、いなくなった。

　こうなるともはや魔法だ。もしくは狸たぬきに化かされているかだ。

　時計を見る。時刻は午後七時五十分。花火の打ち上げが予定されていた時刻まであと、十分。もうじき予告された時間になるというのに、陽ひ菜なはいない。小夏もいない。誰も俺の話を聞かない。どいつもこいつも、と春はる樹きは頭をガリガリと掻かき毟むしった。

「あの、馬鹿共が……！」
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　陽菜は人混みを離れ、河川敷へと下りる階段を目指した。

　視線の先には、『氷の女』を捉えていた。そして奴の方もこちらの動きを目で追っているようだった。自分の存在に気付いてはいるのだろうが、奴は逃げようとしなかった。

　今からそっちに行ってやるわ。そう意気込んで、陽菜は階段を駆け下りて行く。が、

「……待って、陽菜ちゃん……！」

　と、不意に背後から呼び止められた。

　陽菜が振り向くと、小夏が階段の上から覗のぞき込こんでいた。彼女は陽菜を追って来ていたようで、息を切らしている。折せつ角かくの浴衣も着崩れしてしまっていた。

「……行っちゃ駄目……皆、心配する……」

「それは小夏も同じじゃないの？　きっと今頃は春樹が心配してるわよ」

「……あ、っ……」

　小夏は今頃思い当たった素振りで、置いて来てしまった春樹のことを気にしていた。

　彼女も自分と同じで、考えるより先に身体からだが動くタイプなのだろうな、と陽菜は思った。

　しかし彼女と自分との違いは、行動の後に結果を導く力があるかどうか、だ。

「心配しなくても、あの《フォールド》をぶっ倒したらすぐ皆のとこ戻るから」

「……でも、あの人は……」

　小夏はなにか言おうとしていたが、俯うつむき加減に喋しやべるものだからよく聞こえない。

「まあ、見てなさい。私の手で全部終わらせてやるわ」

　陽菜は赤レンズのサングラスを取り出して身に着けると、キャスケット帽を深く被かぶり直して、小夏に背を向け駆け出した。小夏の呼び止める声も、もう届かない。

　川はすっかり凍り付いており、付近に停泊していた遊覧船が一隻座礁していた。だが、川の流れそのものが堰せき止とめられた訳ではなかった。凍っているのは水面だけだ。

　即席のスケートリンクに足を踏み入れる。スケートシューズでもあればいいのだろうが、そんな都合のいい物があるはずもなく、陽菜はスニーカーの裏で氷の床を踏みしめる。

　パキ、パキ、パキ。

　足を滑らせないよう一歩一歩慎重に、しかし確実に氷の女へと近付いて行く。

　肌に感じる空気は震えるほどに冷たいが、身体からだはすでに芯から温まっていた。陽ひ菜なは服のポケットから柄つかを抜き取り、右手に構える。そして踏み込むために、腰を落とす。




「──こんばんは、天てん道どう陽菜さん」




　一歩を踏み出そうとした丁度その時、少女の声が降ってきた。

　声に見上げると、その少女は対岸の堤防の縁に立ち、こちらを見下ろしていた。

　その輪郭が闇に溶けて見えたが、それは彼女が黒いセーラー服を着ているせいだ。奇妙だったのは、その少女は夜だというのに日傘を差しているということだった。

　少女はスカートが翻るのも構わずに、堤防の上から飛び降りた。

　その様はまさに、ひらりふわりと表現するのにふさわしく、夜風を掴つかんだ日傘は少女をぶら下げたまま、落下傘のようにひらりふわりと漂いながら氷上に降り立った。

　日傘。それは例の魔女を示す表徴だ。陽菜の脳裏にも真っ先にその連想が浮かんだ。

「あんたもしかして、……日傘の魔女？」

「残念、違います。そう思って頂けるのは嬉うれしいですけど、私はただの娘ですので」

「……娘？」

　日傘の魔女は父が殺した。だから、それは有り得ないということは分かっていた。

　しかし彼女が口にした答えは、陽菜の想像を超えたものだった。

「娘って……日傘の魔女に、娘がいたの？」

「驚きましたか？　でも、私だって驚いたんですよ。まさかブレイズマンの娘がその跡を継いで《フォールド》の前に立ち塞がろうだなんて。だから、おあいこですね」

　やはりこの変装に意味なんてないのではないか、と陽菜はサングラスの縁をなぞる。

「おあいこ、ね。だったら、あんたの素顔も見せたらどうなの？」

　陽菜はレンズ越しに、少女を睨にらんだ。

「いつまでパパのお面被かぶってんのよ、あんた。私のこと馬鹿にしてんの……！」

　少女は明らかに人間の姿形をしていたが、その表情は見えなかった。何な故ぜなら彼女は、お面をしていたからだ。屋台に売っているプラスチック製のお面を、奴やつは被っていた。

　それもよりにもよってブレイズマンのお面を、だ。

　瞬く間に頭に血が上り、全身を巡る血液が沸騰し、指の先まで熱を帯びた。

　陽菜は踏み込むと共に、右手に強く握り込んだ柄を振り抜いた。

　刀身はなくとも、爪のように鋭く尖とがった鉤かぎならある。頸けい動どう脈みやくを掻かっ切きるだけであれば、僅か数ミリの刃先で事足りる。足りない距離は、自身の腕と足で詰める。

　ビュォン、と刃の軌跡が空を斬った。

　刃先がお面の鼻先に掠かすり、奴の顔面からお面を撥はね飛とばした。日傘が夜空に舞い上がる。

　だが、その刃やいばが奴やつに届くことはなかった。躱かわされた……！

　少女はバク転の要領で後方に上体を逸そらして刃を躱すと、両手を地面に突き、片足を垂直に蹴り上げた。スカートの裾が捲めくれ上がり、白く細い少女の太ふと腿ももが露あらわになる。

　鋭く天を蹴飛ばしたつま先は陽ひ菜なの鼻先を掠かすめ、キャスケット帽のつばを引っ掛けた。

　それもすぐに反転し、暗幕を下ろすようにスカートが少女の足元を覆い隠した。

　それはまるでバレエでも見ているような優雅さで、一瞬たりとも目を離すことが出来なかった。そして瞬まばたき一つ許さない僅かな時間で、少女は少女ではなくなっていた。

『酷ひどいじゃないですかー。いきなりパパの顔を斬りつけるだなんて』

　お面を剥はがれた少女はまだ、仮面を被かぶっていた。

　奴は先程までのセーラー服姿ではなく、中華服にも似た衣装を身に纏まとっていた。頭には黒子のような被かぶり物ものをしており、顔を隠すようにして大きなお札が垂れ下がっている。

　キョンシーを彷ほう彿ふつとさせる出いで立たちだ。

「……ようやく正体を現したわね、この怪物が」

『おや、折せつ角かくヒトの姿から変身してみせたのに、リアクション薄いですね？』

「あんたらがヒトの皮を被った化け物だってことは、こっちも知ってるのよ」

『なんだつまらない』

　空からヒラヒラと日傘が落ちてくる。それを、宙に浮かんだ〝手首〟が掴つかみ取とった。

　なるほどこいつがハントハンドか。あまりにも名前の通りで、あまりにも気持ち悪い。

[image: ]

『じゃあ、私のことは樒しきみと呼んでください。同じ人間同士、可愛かわいい女の子同士、親の跡を継ごうとする者同士、仲良くしましょう』

「冗談」と陽ひ菜なは鼻で嗤わらい、サングラスを取った。樒に蹴り上げられた帽子が氷の張った川の上にポトンと落ち、解き放たれた赤髪が、夜風になびく。

「──《フォールド》の命は全部狩り殺す。そう、決めてるのよ」

『残念……。でも、そうこなくっちゃ』
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『カツアゲ仮面』の手口は広く知られている。それは爆弾だ。不可解な爆弾を使ってヒトを襲うのが彼の狩りのスタイルだということは、特務課も重々承知していた。

　田た島じま部隊長率いるチームが向かった先は、花火の打ち上げを行う発射場だ。

　その花火こそが今回使われる爆弾なのではないか、と美み春はるは睨にらんでいた。

　しかし同時に、彼がそんな大それた犯行を企てるだろうか、という疑問もあった。

　人々の不安を煽あおるような犯行声明にしても、花火を爆弾代わりに使った人類への無差別攻撃にしても、その大胆さは如何いかんせん、プロファイリングした彼の性質にそぐわない。

　彼は良く言えば青臭く、悪く言えば臆病者だ。少なくとも自分達がこれまで追って来た彼は、他人を恐怖に貶おとしめて悦に浸るような愉快犯ではなかったはずだ。

　もしも今回の犯行声明が彼によるものでないとしたら、一体誰がこんなことを。

　美春の抱いた疑念は、最悪の事態を以もつて証明されることとなる。

　陽菜が樒と交戦を始めるより、十分前。

　封鎖されつつある西にしノの大おお川かわの橋上にて指揮を執る美春の元に、田島からの無線が入った。

　──襲撃を受けている、と。

　報告を受け、美春は控えていた隊員を率い、すぐさま花火の発射場へと向かった。

　発射場は祭り会場の対岸にある森の中。毎年の打ち上げのために周囲の木々は軒並み伐採されており、見晴らしのいい開けたスペースになっている。本来はそこに大掛かりな発射装置を設置し、幾人の花火師が遠隔操作によって花火を次々打ち上げていくのだ。

　しかし美春がそこで目にしたものは、何者かの襲撃に倒れた部下達の姿だった。

「田島君！」美春はまず目に入った田島の元に駆け寄った。

　田島は銃で撃たれていた。防護スーツには幾つも弾痕が残っており、その弾の幾つかは貫通し、彼の肉体に届いていた。斑点のように血が滲にじみ出だしている。

「救護班急いで！　田島君、一体なにがあったの……！」

「……『ハントハンド』です。……奴やつら、あんな姿で銃も扱えるようだ。俺達から奪った自動小銃ライフルを、器用にも両手で仲良く撃ってきやがった……！」

「ハントハンド。奴がここに……？　奴は今、何ど処こ？」

「……取り逃しました。……奴は、花火の装置を幾つか持って行ったようです……」

「花火を？」

　発射場には、配線に繋つながれた発射管が置かれたままになっていた。太いパイプをビールケースに何本も詰めたような見た目の物が、幾つも並んでいる。

　そこに、一部歯抜けになった箇所があった。恐らくハントハンドは、そこから花火の発射装置を持ち去ったのだろう。恐ろしい企ての予感が、脳裏を過よぎる。

「気を付けてください、室長……《フォールド》は奴やつの他にもまだ、二体いる」

「なんですって！　その中にカツアゲ仮面は？」

「……いえ、一体は『土竜もぐら』と名乗っていました。そいつはすぐに何ど処こかに消えましたが、もう一体は、氷を纏まとった女です。二に階かい達も、そいつにやられました……」

　発射場には、もう一つ不可解な光景があった。──それは〝氷〟だ。

　負傷した隊員達には銃で撃たれた者の他に、氷漬けになった者達がいた。

　それは一目見ただけでは茫ぼう然ぜんと立たち竦すくんでいるようにしか見えなかったが、近寄ってみると、彼らの防護スーツには氷が張り付いていることに気付く。

　二階は、膝を突いた格好で凍り付いていた。彼の顔は青白く、産毛までもが凍ってしまっている。瞼まぶたも見開かれたままで、まるで時が止まってしまったかのようだった。

「……そんな、っ、二階君……！」

　変わり果てた部下の姿を前に、美み春はるは膝から崩れ落ちそうになる。しかし悲しんでいる暇はない。美春は二階を救護班に託し、無線を手に取った。

「警察各員に通達。現在、最低でも三体の《フォールド》が会場付近に潜伏している模様。呼称はそれぞれ──『氷の女』、『土竜』、『ハントハンド』──市民に被害が及ぶ前になんとしても連中を見つけ出すのよ！」

　美春は無線越しに指示を飛ばした直後、インカムの方にも声を飛ばした。

「星ほし、聞いてたわね？　いつでも撃てるよう準備しておいて。あなたの腕が頼りよ」

　ザザッ、と雑音が鳴った。それから少し間が開いて、

『星に願いを、ってかい？　近頃のお巡りさんはロマンチックだねえ』

　と、声が返ってきた。応答したのは星の声ではなく、聞き覚えのない男の声だった。

　バタバタ、という音に美春が空を見上げると、ヘリが一機上空に留とどまっていた。あれには星が乗っているはずだ。しかしその操縦席には今、見慣れない人影が座っていた。

『まあ、残念ながらその願いは届かないんだけどね。俺がやっつけちゃったから』

　土竜は無線機を片手に、操縦席の窓から美春を見下ろしていた。

「──あなた……ッ、私の部下になにしたの！」

『なあに、ちょっと〝鏡〟の世界に閉じ込めさせてもらっただけだ。星君とやらも、ヘリに同乗していた連中も皆一緒に、鏡の中だ。どうだい、メルヘンチックだろ？』

　……鏡？　それが奴の手口なのか。いや、今考えるべきことは他にある。

「あなた達の目的はなに！　これはカツアゲ仮面の指示なの？」

『カツアゲ先輩はただ名前を使わせてもらっただけだ。なにせ俺らはまだ無名なもんでね。他ひ人と様さまの気を引こうと思ったら、有名人の名を借りる方が手っ取り早い』

　やはりあの犯行声明は彼のものではなかったのか。だがそうなるとこれは、全くの未知の存在からの宣戦布告ということになる。

「じゃあ改めて聞くわ。あなた達の目的は、なんなの？」

『さあなあ、なんだろうな』

「……ふざけてるの？」

『ふざけちゃあいない。ぶっちゃけ俺の目的はこうしてここにいるってだけで、ほとんど叶かなっちまってるようなもんだからなあ。まあ、色々とだけ言っておくよ』

　頭上でホバリングを続けていたヘリが傾き、高度を上げた。

『まあ、折せつ角かくの夏祭りだ。せいぜい楽しむとしようや』

「待ちなさい！　……ッ、私の部下を返しなさい！」

　美み春はるは何度か呼び掛けたが、応答が返ってくることはなかった。

　飛び去ったヘリの背後から、もう一機別のヘリが追い掛けるのが見えた。だが、上空を飛び続けている間は、土竜もぐらの手から操そう縦じゆう桿かんを取り戻すことは不可能に近いだろう。

「クソッ！　なんで私は、また……」

　なんたる失態だ、と美春は歯は噛がみする。連中の目的も、その姿すらまだ直接拝んではいないというのに、部下の大多数がやられ、ヘリも一機奪われた。

　……こんな時、彼がいてくれたなら。もしも彼が生きていてくれたなら。

　そんな弱音を吐きそうになっている自分に気付き、美春は一人頭を抱えた。





＊　＊　＊






『──さあさおいでませ、ハントハンドちゃん達！』

　樒しきみがそう言うと、その背後から大量の手首が湧いて出た。

　その数は恐らく百を超えている。堤防の茂みの奥に潜んでいたらしく、イナゴの大群のように陰から飛び出した手首の軍勢ハントハンドは、夜空に横一列で広がって行った。

　しかし手首達の標的は、陽ひ菜なではなかった。彼らはいそいそと〝それ〟を運んでいる。

　彼らは十数体でチームを組み、なんと花火の発射装置を運んでいた。

「……っ、花火？　あんた一体、あれでなにするつもりよ！」

『ほらほら皆、準備を急いでくださいね。八時まであと五分しかありませんよー』

「なにするつもりかって聞いてるのよ！」

『そんなの決まってるじゃないですか、花火を打ち上げるんですよ』

　なにを言ってるの、こいつ。なんでそんなこと……。

『ほら、後ろを見てください陽菜さん。たくさんの人達が集まっていますよ？　あの人達もきっと花火が待ち遠しいんですねー』

　陽菜は、樒が指差す方を振り向いた。

　去年花火が打ち上げられた時のことを、陽ひ菜なは思い出した。対岸の発射場から打ち上がる花火を間近で観みようと、堤防に沿ってズラッと人垣を築き上げた祭り客の姿を。

　その時と同じ光景がそこにはあった。

　あの時と違うのは、観客達が待っているのは打ち上げ花火ではない、ということだ。

「花火は中止になったわ、あんた達のせいでね。あれはただ避難しているだけの──」

　そうだ、彼らは避難途中にあったはずだ。どうしてまだこんなところにいるの？

　こうしている今も、避難を呼びかける声が聞こえてくる。それでも彼らがこの場を離れようとしないのは、目を離せないなにかがそこにはあるからだ。

『カツアゲ仮面』からの犯行声明。突如凍り付いた西にしノの大おお川かわ。氷上に佇たたずむ白銀の案山子かかし。

　そして今、彼らの注目を一身に引き受けているのは紛まぎれもない、陽菜自身だった。

　氷上で《フォールド》と対たい峙じする赤髪の少女の姿に、人々は例の動画を思い出す。

　彼らが今期待しているのは、ブレイズマンの娘が演じる《フォールド》との死闘だ。

　……まさか、こいつらの狙いは……。

『あと、三分』

　樒しきみは時計も見ずに、そう呟つぶやいた。

　頭上では今、約五十本ほどの発射管が浮かんでいた。その一本一本に花火何発分の火薬が詰め込まれているのかは知る由もないが、今日打ち上げられるはずだった花火は約一万発にも及ぶ。その一部が今、自分の頭の上にある。身体からだの芯から震えが来た。

　奴やつの目的は語られずとも分かる。樒は、この爆弾の雨を観客にぶつけようというのだ。

「……っ、冗談じゃないわよ！　そんなこと見過ごせるはずがないでしょ！」

　陽菜は氷の地面を蹴り、樒に斬り掛かった。手首を操る本体が死ねば、手首も死ぬに違いない。いっそ振り払った右腕で首をへし折るつもりで、柄つかの刃先を樒に叩たたきつけた。

　しかし力任せに振った刃先は、陽菜の前に躍り出た氷の女に阻まれた。

「邪魔ッ！」

　吠ほえると共に陽菜は柄を握り締め、僅かな切っ先を氷の女の胸元に突き立てた。

　だが、カキン、と分かりやすく刃先が弾はじかれた。カッターナイフの先っぽ程度の刃しか持ち合わせない柄の鉤かぎでは、彼女の氷の甲かつ冑ちゆうに傷一つ付けることは出来なかった。

　それでも陽菜は懲りずに何度も斬りつけた。間接部は装甲も甘い。その弱点を見抜き、執しつ拗ように付け狙う。だが、弱点を知っているのは彼女にしても同じことだった。

　腋わきを狙うと腋を絞められ、肘の裏を狙うと腕を曲げられる。首元は常に警戒されており、膝関節はそもそも氷柱つららのようになっていて、弱点というよりはむしろ凶器だった。

　氷の女はつま先を軸に廻まわり、その勢いのまま陽菜の横っ腹を蹴り飛ばした。

「──ッ、ぐ！」

　陽菜は薄氷の上を転がり、滑った。氷柱の先端が横腹を掠かすめたようで、服の裾が少し破れていた。痛む横腹を押さえると、傷口から血が滲にじみ出だしていた。

　自分の身体からチップが零こぼれることを密ひそかに期待したが、そうはならなかった。

《フォールド》にも命を取り出すための手順やルールがあるのだと、安あ住ずみは言っていた。

　……だからストックした方がいいって言ったのに。あのケチん坊主！

　陽ひ菜なが恨み言を吐いていると、氷の女は案山子かかしのように突っ立ったままで言った。

『もう、諦めてください』

「……はあ？」

『あなたはヒトの命がなければ刀を作ることは出来ないと聞きました。その小さな凶器のままでは私に傷一つ付けることは出来ない。それが分かってしまった以上、あなたはもう引き下がるべきです』

　これまで口を閉ざしていたかと思えば、氷の女はそんな侮辱的な言葉を発した。

　むしろその侮辱が、陽菜の闘争心に火を点つけた。

「……そうね、確かにあんたの言う通りよ。このままじゃ駄目」

　しかし彼女の指摘は的確だった。陽菜が持つ死神の〝鎌〟は、ヒトの命を糧に銀の刃やいばを創造する。裏を返せば、材料となる命の供給がない限りはなまくら以下ということだ。

　だから陽菜は血を求めていた。《フォールド》が落とす命と等価のチップを。

　だが、それでは目の前の《フォールド》には届かないと痛感した。それでは駄目だ。

　陽菜は攻撃の手を止め、一度呼吸を整えた。

『分かってくださったんですね。よかった。もう、あなたは戦うべきじゃない』

「なに勝手に終わった気になってるのよ。私はまだ、諦めてない」

　陽菜は右手に柄つかを握り、血の付いた左手を見つめた。……きっと痛いんだろうな。

　まあ、マッチで火を起こすようなものだろう。自らの命で刃を研ぎ起こすのだ。

　陽菜は少しだけ逡しゆん巡じゆんするも、覚悟を決めた。

「──賭ける命なら、ここにある！」

　そう言って陽菜は、自身の左手を掻かき切った。

　熱を帯びた痛みが走った。一文字に裂かれた左手の傷口からは、だくだくと真っ赤な血が湧いてくる。手を切った際に飛び散った血が、ピシャッ、と足元に一本筋を作った。

　しかし、その痛みと引き換えに、陽菜は右手に確かな手ごたえを感じていた。

　ちっぽけなカッターナイフとは違う、研ぎ澄まされた銀の重み。刀の重みだ。

『そんな、まさか……自分の命を！』

「その価値はあったわ。だってこれで、あんた達を地獄に送ることが出来るんだから」

　刃渡り八十センチ。陽菜は右手に構え直した太刀を携え、氷の女へと突貫した。

　力強く右足を踏み込み、腰を捻ひねり、居合の要領で刀を一息に振り抜く。

　パキンッ、と結晶が弾はじけた。刃先が氷の鎧よろいを捉え、胸当てから装甲の一部を削り取った。

　氷の女はすんでのところで背後に退き、それが功を奏した。だが、氷の女は焦っていた。

　たとえ銀の鉤かぎが太刀になったとして、それが氷の鎧を傷付けるだけの硬度を誇っているとは思えない。鎧があれば、刃を防げる。氷の女はそう考えていた。

　その考えは甘かった。陽菜の手にした銀の太刀は、氷の鎧を容易たやすく断ち切ったのだ。

　陽ひ菜なは間髪入れずに斬撃を重ねる。氷の女は紙一重で負傷を避けるも、刃やいばが鎧よろいに触れるごとに氷の装甲はみるみる削れ落ちていく。鎧ごと両断されるのは時間の問題だった。

　距離をとらなくては、と氷の女は氷柱つららのつま先で氷上を滑り、後退する。

　そこに、陽菜は臆さず突っ込んだ。八十から百五十に。メジャーを引き伸のばすように刃を伸長させる。相手は未いまだ距離感を計りかねている。今なら、とれる。

　陽菜は右腕を引き絞り、左手を柄つかの頭に沿え、踏み込むと同時に刀を突き出した。

　正面からの突きに、氷の女は仰のけ反ぞった。それでも刀の切っ先はその鼻っ面を追い掛け、鏡のように磨き上げられた氷の面ごと頭部を貫き、砕き、脳幹まで突き抉えぐる。

　……はずだった。突き放った切っ先は、氷の女の鼻先でピタリと止まった。




『はい、おしまい。ここまでだお嬢ちゃん』




　光の瞬きと共に現れた『土竜もぐら』は、いつの間にか陽菜の背後に立っていた。

　土竜は、陽菜の後ろから抱き込むように右手を回し、その手で陽菜の右腕を掴つかみ取とっていた。背中に触れる異形の体温に、陽菜は寒気を感じた。こいつ、何ど処こから……！

「……三体目の、《フォールド》……！」

　陽菜はすぐさま振り返って斬り掛かろうとしたが、その前に右腕を土竜に捻ひねり上げられ、さらには左腕までも腋わきから抱え上げられ、あっという間に身動きを封じられてしまった。

「このッ、放しなさいよ……！」

『はは、無駄無駄。お嬢ちゃんの力じゃあ、おじさんには勝てない』

「……ッ、放せ！　この……、放しなさいよ、変態ッ！　死ね！」

　羽交い絞めの状態からなんとか抜け出そうと陽菜はもがくが、土竜の拘束は緩む気配がなく、むしろより強くなる。腕を掴む土竜の力が強くなり、陽菜は苦痛に呻うめいた。

　その直後、凄すさまじい爆発音が鳴り響いた。

　一体なにが。まさかもう？　陽菜は首だけを動かして、爆音が鳴った方を振り向いた。

　ビルが燃えていた。川沿いに建ったビルの側面にヘリが衝突していた。爆発音の正体はそれだ。ビルに突き刺さったヘリは激しく炎上していて、地上に火の粉を降らしていた。

『あれはなんですか、片かた路みちさん？』

『ああ、あれはお巡りさんのヘリだよ。さっきまでは俺が操縦してたんだが、銀ぎん花かちゃんのピンチが見えたからつい乗り捨てて来ちまった。仲間想おもいだろ？』

『片路さんの運転する車には乗りたくないですねー』

『ドライブはしてみたいねえ。でも、まあ。オープニングイベントとしては上々だろ？』

『ですね』と、樒しきみは仮面の内で笑う。

　手首による作業はすでに済んでいた。花火の発射管からはそれぞれ配線が伸のびており、それは一台のＰＣに繋つながっている。そのＰＣを操作しているのもまた手首。他の手首達は分担して持った発射管をミサイルランチャーのように構え、樒の合図を待っていた。

『さて、時間です。皆さんお待ちかねでしょうし、そろそろ始めましょうか』

　……最悪だ。《フォールド》が三体。最悪だと分かっていても、身動きすら出来ない。

　陽ひ菜なに残された手立ては、ただ叫ぶことだけだった。

「止やめて！　あんたそんなことしたら、どうなるか分かってんの！」

『花火は人に向けて打ってはいけませんと言いますが、それは何な故ぜなんでしょうね？』

「そんなの、危険だからに決まってんでしょ！」

『そうなんです、危険なんですよ。期待通りに期待に応えてくれる。それがいいんです』

　そう言って樒しきみは、宣誓でもするように右手を挙げた。そして──。




『──Feuerフオイヤー!』




　樒が右手を振り下ろしたと同時、無数の花火が一斉に解き放たれた。

　氷上で打ち上げられた花火は、夜空ではなく、地面とほぼ平行になるように飛んで行き、凍いてついた川を越え、対岸に集った数万人の観客の元へと、落ちた。

　一つ目はまず屋台に落ちた。プロパンガスを巻き込み、勢いよく爆はぜた。燃え上がった炎が他の屋台に燃え移るよりも先に、二発目の花火が『わたあめ』の屋台を吹き飛ばし、三発目は観客の頭上を越えて道路に落ちた。四発目と五発目はビルの一フロアを焼き焦がし、その次はまた屋台に当たり、その次は堤防に当たって観客の足場を大きく揺らした。

　ぴゅぅう、と耳に馴な染じみのある音を引き連れ、十、二十、三十、と次々降り注ぐ花火のミサイル。それはまさに爆撃だった。花火の爆撃は、夏祭りを瞬く間に地獄へと変えた。

「……っ、そん、な……」

　陽菜はその地獄のような光景を眺め、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　悲鳴が聞こえる。絶叫が聞こえる。子供の泣き声が聞こえる。それらを掻かき消けさんばかりの爆発があちこちで巻き起こっている。数万の人々は、もはや何ど処こに逃げたらいいのかも分からず、四方八方で炎を撒まき散ちらす花火に怯おびえ、震え、右往左往としていた。

『どうです、陽菜さん。祭りは楽しんでいただけてますか？』

　樒はそんな地獄絵図を前に、嬉き々きとして笑っていた。……イカれている。

　陽菜には悪態を吐つく気概も残ってはいなかった。悪魔を前にして、心が屈していた。

『さて、ハントハンドちゃん。そろそろ狙いを絞っていきましょうか』

　花火のミサイルを構えた手首の軍勢ハントハンドは、これまで破壊活動を第一に勤いそしんでいた銃口を、一点に集めた。逃げ場を失い、身動きが取れなくなってしまった人間達へと。

「……ま、待って！　駄目ッ！」

　陽菜の懇願も虚むなしく。発射コードを握る手首は、人差し指で遠隔装置のキーを押した。

　二射目を装そう填てんした発射管から、無情にも殺人花火が打ち上がった。

　ぴゅぅう、と十数の火薬が飛んで行き、人々が見上げる視線の先で、ドカンと爆ぜる。

『……おや？』と樒が声を漏らすのが聞こえた。陽菜もまた、「は？」と口を開いた。

　花火は爆発した。それは間違いない。だが降り注いだ爆撃は、誰にも当たらなかった。

　いや、「誰にも」というのは正確ではない。正確には、壁に阻まれたのだ。

　突如人々の眼前にそそり立った、──巨大な〝砂〟の壁に。




　そこには、『砂の巨人』が聳そびえ立たっていた。




『──ぬぅ、ぉおおおおお！』

　堤防の上にさらなる砂の防波堤を築き上げた『砂の巨人』は、迫り来る爆撃を砂と化した肉体で受け止め、ただのヒトであれば致命傷となるであろう爆風を堰せき止とめていた。

　色彩豊かな花火の明かりが、巨人の姿をチカチカと夜闇に暴き出す。

　虎の仮面を頭部に象かたどったそれに自身を支える足は存在せず、巨大な両腕を左右に大きく広げ、外に逸それた花火が背後の避難客に当たらぬようにと、一つ一つ叩たたき落おとす。

　その在り様はまるで、自陣のゴールネットを護まもるゴールキーパーのようだった。

　やがて花火の火薬が尽き、爆撃も止やんだ。そして砂の巨人は、吠ほえた。

『何ど処このどいつだッ、んなことする大馬鹿野郎はよおお！』

　砂の巨人にも流石さすがに疲労の色が窺うかがえる。だがそれ以上の激情が、彼をまだその場に立たせていた。彼は昏くらい眼光の内から視線だけを飛ばし、その不届き者を探していた。

　すると殺気立つ巨人の傍そばで、──ブオン、と何かが揺らめいた。

[image: ]

『まあまあ、ここは抑えて。君は十分仕事を果たしたよ。十分過ぎるくらいにね』

　その女はいつの間にか、砂の巨人の肩に乗っていた。

　白い頭巾に、白い拘束衣。てるてる坊主のような外見をした、『運び屋』だ。

『でもよお』

『今は引くべきだ。こんなにもたくさんの人がいる場所を、戦場には出来ないよ』

　運び屋が宥なだめるように虎の面を撫なでると、砂の巨人は渋々頷うなずいた。

　すると砂の巨人は、なら役目は終わったとばかりに崩れ落ちていった。

　巨人の輪郭は砂と共にサラサラと解けていき、人々を守り抜いた防波堤は波打ち際の砂の城と同様、綺き麗れいさっぱり消え去った。そこには運び屋の姿もない。二人一緒に消えた。

　人々はまるで夢でも見ていたかのような顔で、もしくは狐きつねにつままれたような面持ちで、ただただ言葉を失っていた。助かったという実感すら、まだ湧いてはこなかった。





＊　＊　＊






『……全く、黙って見ていればいいものを。厄介な後輩ちゃん達です』

　樒しきみはこうなることを予期していたのか、諦めたような口調で独り言を呟つぶやいた。

　対して陽ひ菜なは、目の前の光景を現実のものと受け入れるのでやっとだった。

　砂の巨人。そして運び屋。どうして奴やつらがここに？　理解出来ないことだらけだ。

『どうしましょう、樒ちゃん。まだ続けるんですか？』

『そうですねえ。なんか気に入らないので、もう一発くらいぶち込んどきますかねー』

　恐ろしいことを口にしながら、樒は頭上の手首の軍勢ハントハンドを見やった。その時だった。

　──空から、手首がボトボト落ちてきた。

　それは蚊取り線香の煙に当てられた蚊の死骸が、ポトポト落ちてくるのにも似ていた。

　おや、と樒が見上げた頭上には、無数に枝分かれした〝黒い枝〟が咲いていた。

　樒はやれやれと嘆息すると、背後に聳そびえる堤防を振り仰いだ。

『ホントお邪魔虫さんですねぇ、あなたは。来くる海みちゃんにも言われてませんでしたか？』

　呼び掛けに応え姿を現したのは、黒いパーカーを身に着けた《フォールド》だった。

　その女の背中からは黒い枝が伸のびていて、その先端には発射管と配線の繋つながった遠隔装置が突き刺さっていた。手首達が持っていた物だ。そしてその手首達もまた枝の切っ先に貫かれ、絶命していた。女が枝を引き抜くと、手首がボトリと地上に落ちて逝った。

　夜闇の中、堤防からこちらを見下ろす彼女の顔には、七つの瞳が妖しく輝いていた。

　以前遊園地で殺しそびれた《フォールド》だ、と陽菜はすぐに思い当たった。

　背中から手足のように伸ばした黒い枝といい、複数の眼を宿した仮面といい、蜘く蛛ものような《フォールド》だと陽菜は思った。……次から次へと、一体ここに何体いるのよ。

『……どうして、こんな……こんな酷ひどいこと、もうやめて……』

『止やめるもなにも、あなた達のせいで台無しです。不完全燃焼なこの気持ちはどうすればいいんですかね？　あなたが代わりに私を楽しませてくれるんですか？』

　樒しきみは声を低くして蜘く蛛も女を睨にらんだ。微かすかに感じ取れる程度ではあったが、樒は苛いら立だっていた。滲にじみ出でる敵意を向けられ、蜘蛛女の方が怯ひるんでいる。

　これは今、どういう状況だ？

　花火が発射され、しかし最悪は阻止された。目の前では何な故ぜか《フォールド》同士が言い争っている。樒はおろか、氷の女や土竜もぐらを含め皆がその蜘蛛女に気を取られている。

　その隙に気付いた時、陽ひ菜なの心に幾いく許ばくかの闘志が戻ってきた。これはチャンスだ。

　……やれる。今ならこいつら全員、この手で……！

　瞬時に陽菜は動いた。土竜の意識は完全に蜘蛛女に向いており、陽菜が腕を振り払うと容易たやすくその拘束は解けた。しまった、と土竜が舌打ちするのが聞こえた。

　だがもう遅い。陽菜は身を廻まわすと同時、右手に握り締めた刀を振り上げた。

『──ッ、痛！』

　鮮血が舞った。土竜の胸元から肩に掛けてを刀の切っ先がなぞり、血ち飛沫しぶきと共に数枚のチップを巻き上げた。意表を突いた反撃に土竜は怯み、陽菜はさらに追撃を仕掛ける。

　が、そこで手に伝わる刀の重量が不意に消失した。銀の刃が消えたのだ。

「時間切れ？　チッ、こんなときに……！」

　命を加工して作った刃やいばにはそれ自体にも寿命がある。蝋ろう燭そくと同じだ。そしてその解決法も蝋燭と同じ。蝋が溶けてしまったのなら、また新しい蝋を用意すればいい。

　そう思い、陽菜は氷上に散らばったチップに手を伸のばした。だが──。

『させません！』

　そう氷の女が言った。と同時、奴やつが身に纏まとう鎧よろいの隙間から冷気が噴き出してきた。

　ドライアイスが放つ白煙のように白く、雪女の怨念と同調するかのような冷たい吐息。それは氷上をぶわりと広がり、躱かわす暇もなく陽菜の足元を包み込んだ。

「──これ、は……ッ！」

　足首を白煙が撫なでると共に、尋常ならざる冷気を感じた。爪の先から凍り付いていくような感覚だ。これに触れては駄目だ、と陽菜は瞬時に飛とび退のこうとした。が、その時にはすでに足が動かなくなっている。靴の裏側が、川に張った氷とくっ付いていたのだ。

　そして陽菜の足もまた、凍っていた。氷の靴を履いているような気分だった。

「……っ、なによ、これ……動けな……！」

『無理に動かない方がいいです。もし足首が取れてしまっても、私にはくっつけてあげることが出来ませんから』

　氷の女は陽菜の無様を嗤わらうことなく、ただ申し訳なさそうにしていた。

『おやおや、突然やる気になったかと思えば、いきなりまたピンチですねぇ』

　うるさい！　今すぐにでも樒に斬り掛かりたかったが、足は完全に固まってしまい動けない。それに、このままでは刃を作るためのチップを取りに行くことも出来ない。

　それならそれで、やることは一つだけだ。何度だってやってやる。

「そこで見てなさい。今すぐ殺してやるわ！」

　陽ひ菜なは再び自身の左手を傷付けるべく、柄つかを握った。そして、振り下ろす。




「──なにしてんだ、馬鹿かてめえは！」




　その時、陽菜の横から腕が伸のびてきた。彼の腕は陽菜の右腕を掴つかみ、陽菜が自傷しようとするのをすんでのところで食い止めた。腕を掴んだのは、春はる樹きの手だった。

「……春樹？　なんで……」

「なんでじゃねえよ、勝手にいなくなりやがって！　大人しくしてろって言ったろうが」

「それは……でも待って、今はそれどころじゃないの。私がこいつらを殺さないと！」

　陽菜は春樹の手を振り払って、正面の敵に改めて向き直った。

　しかし、陽菜が柄を振り上げるのを見て、春樹はまたしてもその腕を取って邪魔をする。

「なにするのよ、邪魔しないで！」

「こいつらを殺すだと？　今のてめえが勝てるわけねえだろうが、馬鹿か！」

「馬鹿ってなによ！　私しか奴やつらと戦える人間はいないのよ！　素人は黙ってて！」

「なんの素人だよ……」

　春樹は隣で呆あきれていたが、陽菜には彼が邪魔をする理由が分からなかった。

　そしてそんな二人のやり取りを眺め、樒しきみはさも可お笑かしそうに笑った。

『おやおや、愉快なことになりましたね。飛んで火にいるなんとやら。私が世界で最も憎らしい男女一位と二位が同時に現れるだなんて。お買い得セットになって憎さ倍増です』

「……俺はてめえなんざ知らねえよ。だがな、手首の妖怪だかキョンシーだか知らねえが、ちっとばかし火遊びが過ぎるんじゃねえのか？」

『それじゃあ、どうしますか？』

「どうもしねえよ。てめえの玩具おもちやはそこの……、お邪魔虫さんがぶっ壊してくれたからな。分かったらさっさと後片付けだけして、とっととお家に帰るんだな」

『それは、どうですかね。──ハントハンドちゃん！』

　樒が呼び掛けると、物陰から手首が数体宙に浮かび上がった。

『今日は宣戦布告だけと思っていたのですが、気が変わりました』

　手首は複数体で花火の発射管を担ぎ、残りが傍そばで待機をしている。よく見るとその手には、ライターが握られていた。……まさか、と嫌な予感が走った。

『遠隔装置はもう使えませんが、手動で一発撃つくらいは出来ます。私は陽菜さんを狙って撃ちますが、動けない彼女をどうするかはお任せします。彼女を置いて逃げても構いません。でも、私はその反対をぜひおすすめします。二人一緒に死んでください』

　最悪だ、と陽菜は唇を噛かむ。

　自分だけならまだいい。今すぐにでも左手を掻かっ切きり、刀を創造し、樒を殺す。過程を無視した結果ありきの考えではあったが、その無謀に春樹を巻き込む必要はない。

「春はる樹きは逃げて。春樹さえ逃げてくれれば、私がなんとかする」

「自分の命を賭けて戦おうってか？　クソみてえな作戦だな」

「そうよ。私には命を懸けてでも、奴やつらを斃たおす義務があるの」

「義務、ね……」

　なにが癪しやくに障ったのか、春樹は眉根を寄せて不機嫌そうに舌打ちした。

『カウントダウン』と樒しきみが右手を挙げ、指を三本立てた。二人の決断を待ってやる気はない、という意思表示のつもりなのだろう。『──三』

　土竜もぐらと氷の女は、爆発に巻き込まれないよう距離を取っていた。この二体は傍観する気でいるようだ。しかしもう一体の蜘く蛛も女の方は、そうではなかった。

『……ハル……ッ！』

　蜘蛛女はそう声を上げたのだ。聞き間違いでなければ、ハル、と。その素顔こそ見えないが、蜘蛛女は心配そうな表情でこちらを見ていた。今にも飛び出しそうに。だが、

「てめえは黙って見てろ！」

　春樹は蜘蛛女の声に応えるかのように、そう叫んだ。

　しかしそれは陽ひ菜なに言ったのかもしれなかった。春樹は花火の銃口を向けられてなお、陽菜の腕を掴つかんで離さなかった。彼はどうしてここまで……。

『一』のカウントで手首はライターに火を灯ともし、発射管に垂れた導火線に火を点つけた。

「……ダチが命賭けてんだ。これ以上、ダセえとこ見せられるかよ」

　春樹がそう呟つぶやくのが聞こえた。その直後、花火が発射された。

『──零ぜろ！』

　陽菜は視界に弾丸のような火薬を捉えた。あの爆弾が花開いたその時、自分は死ぬのだとぼんやり考える。迫り来る死を前に、陽菜は身動きが取れなかった。

　文字通り足が凍り付いてしまったせいでもあるし、肝心なところで恐怖に足が竦すくんでしまったせいでもあるし、春樹の腕を振り払うことが出来なかったせいでもある。

　せめて逃げるものかと、陽菜は真まっ直すぐに花火の種子を見上げていた。

　……ああ、もしかしたらもうすぐパパに会えるのかもしれないな。だったら、いいか。

　陽菜の脳裏に父の顔が浮かんだ。想像の中の父は笑顔ではなく、困った顔をしていた。

　いいわけねえだろ、と声が聞こえた気がした。それはきっと幻聴だった。

　しかし、隣から聞こえたそれは、紛まぎれもない現実だった。




「──ボンッ！」




　春樹が呟くのと同時、足元でなにかが爆はぜた。なにかが氷の地面を砕いたのだ。

　だが、その正体を確かめるよりも早く、陽菜は真下に落ちた。ザブンッ、と飛沫しぶきの音が聞こえたかと思えば、視界一面には藍色の景色が広がっていた。川に落ちたのだと気付いた陽菜は、冷え切った水底に沈みながらも、水面みなもから差し込む光を見上げた。

　頭上を覆う氷の天蓋の一部に、亀裂と共に徐々に広がっていく大穴。陽ひ菜なにはその円から差し込む光がどういう訳か、太陽のように輝いて見えた。





四章　サマーオブラブ




　夏祭り会場を襲った悲劇から三日。美み春はるは一睡の暇もなく事件の対応に追われていた。

　約千二百発にも及ぶ打ち上げ花火の爆撃は、大勢の人々で賑にぎわっていた西にしノの大おお川かわ沿いの会場一帯を蹂じゆう躙りんし尽くし、火の海に変えた。屋台は消し飛び、遊歩道の床材は砕け、堤防の一部も削れ落ちた。爆撃に遭ったのは会場だけでなく周囲のビルや道路にも及び、決死の消火活動、救助活動は明け方まで続けられた。

　負傷者も多く、死者も出た。とはいえ、十万人ほどの来場者数に対してその被害は少ない方だった。もしも『砂の巨人』が身体からだを張って爆撃を堰せき止とめてくれなかったら、恐らく避難客は全滅していたことだろう。公に彼の功績が称たたえられることはなかったが……。

　そして、平穏な日常を地獄へと変えた三体の《フォールド》もまた、行方を晦くらました。

　今までであればどんな絶望的な局面に陥ろうとも、ブレイズマンというヒーローが悪を完かん膚ぷなきまでに討ち果たし、拍手喝采があちこちから湧いたものだ。

　だが、事件は解決することなく、悪は未いまだ生き永らえている。

　ブレイズマンは死んだ。誰もがその事実を、改めて受け入れざるを得なかった。

　負傷した部下達の見舞いに病院に赴いた帰り、美春は署長に呼び出された。

「──は？　署長、今なんと……」

「だから。天てん道どう陽ひ菜な君を正式に、ブレイズマンの二世として迎え入れることになった」

　署長の口から聞かされた言葉に、美春は驚きを隠せなかった。

「それは……、陽菜ちゃん本人にももう伝えたんですか？」

「勿もち論ろん。フレンドシップ制度は双方の合意の上で成り立つものだからね。彼女のお母様には、調印式の準備もお手伝いして頂くことになってる」

　なんてことだ、と美春は額ひたいを押さえる。

　警察官僚や制度に携わる議員らが初めから乗り気だったのは知っていたが、想像以上に展開が早すぎる。夏祭り会場での一件が後押しになってしまったのか。

「彼女はまだ十三歳です」

「制度の協力者に年齢の規定はないよ。当人に求められるのは力と、意志だけだ」

「それを言うなら彼女は先日《フォールド》に立ち向かい、負けました。力不足です」

「それはよき導き手がいなかったからだ。彼女には、彼女の力を正しく引き出してやれる大人の手が必要だ。あのブレイズマンにしても、我々のサポートがあったから自分の戦いに専念出来たんだ。それを間近で見ていた君なら、重々分かっていると思うけどね」

「私には、自分達が果たすべき責任を子供に押し付けているようにしか思えません」

「だったら君達がなんとかしたまえよ」

　ごもっともな意見だった。言い返す言葉もなく、美春は目を伏せる。

「記者の前で頭を下げなきゃならない私の身にもなってくれよ。君達がこれ以上失態続きだと、私が上層部から睨にらまれるんだよ。そしてこれは私よりも上の判断で、決定事項だ」

「時間をください。奴やつらは私達が必ず止めてみせます。奴らの正体にもすでに──」

「その時間を使って、ぜひともブレイズマン二世を育て上げてくれ。その方が建設的だ」

「しかし……」

「これは彼女のためでもあるんだよ。先日の一件以降、彼女に対する疑念の声も上がりつつある。彼女の未熟さを非難するような声まである。だがそれも、彼女が正規のヒーローとなれば別だ。そうすれば我々警察も、堂々と彼女を庇かばってやることが出来る」

　陽ひ菜なは我が強く、好戦的な少女だ。たとえ誰に頼まれずとも、むしろ止められようと《フォールド》に立ち向かってしまう。その危うさを今回の一件で思い知ったばかりだ。

　彼女が今後も第一線で戦うのであれば、監督役は必要だろう。署長の言には一理あった。

　だが、それでも。

　あの怪物達はこれまで相対してきたどの《フォールド》よりも残虐で、底が知れない。

　奴らは必ずまた現れる。その時果たして、陽菜を奴らの悪意の前に晒さらしていいものか。

「……調印式はいつですか？」

「彼女のお母様のご厚意で、ブレイズマンの追悼式と併せて行われる予定だよ」

「つまり、一週間後……」

　時間がない。美み春はるは得体の知れない不安を拭い去れないまま、署長室をあとにした。




　特務課のオフィスに戻ると、珍しく星ほしがデスクについていた。

　他にも数名の姿があったが、その数はいつもより少ない。先日の襲撃の影響で特務課は半壊同然となっていた。さして広くもないオフィスが今日はやけに広く見える。

「どうだった、室長？」

「とりあえず、今すぐに辞めさせられるってことはなさそうだわ」

「俺が聞いたのはうちの戦力の方だったんだけど……。病院、行ったんでしょ？」

　ああ、そっち。美春は、病院のベッドに横たわる部下達の顔を思い浮かべて言った。

「皆案外元気そうにしてたわ。すぐにでも現場に戻りたいってね。タフな連中よ。田た島じま君なんか自動小銃ライフルで撃たれたばっかだっていうのに、部下の顔を見に動き回ってたわ。彼があんなだから、他の連中も皆強がっちゃうのかしらね」

「あの人と同じ班じゃなくてよかったよ。……で、二に階かいは？」

「二階君は……、まだ眠ったままよ」

『氷の女』と接敵した二階は、奴の手によって氷漬けにされてしまっていた。だが、彼は所謂いわゆる仮死状態にあったらしく、救急隊員による蘇そ生せいを経て一命をとりとめた。

　それでもまだ意識は戻っておらず、彼は今も呼吸器を着けた状態で眠っている。

「でも、今は命があったってだけで救われるわ。部下が死ぬのはもう御免だもの……」

　美春は自分でコーヒーを淹いれながら、星へと目を向けた。

「あなたはどうなの？　『土竜もぐら』にやられた時に負ったっていう傷、大丈夫なの？」

「ああ、これは……問題ないよ。ちょっとナイフで刺されたってだけだから」

　その言葉とは裏腹に、星ほしは包帯を巻いた左肩を忌いま々いましそうに撫なでていた。

　夏祭りの日。ヘリで待機していた星の目の前に、唐突に土竜もぐらは現れたと言う。

　星は土竜と交戦し、ナイフを肩に刺され負傷した。そして土竜にジャックされたヘリは付近のビルに激突し、炎上した。しかし、星を含む乗員は皆無事に生還を果たしていた。

　彼の報告によれば、自分達は土竜に──〝鏡〟の中に連れ去られたとのことだった。

　星が目を開くとそこは燃え上がったヘリの中で、炎上したビルのオフィスにいた。

　星はそこで見た。他の隊員が光の瞬きと共に〝鏡〟の中から弾はじき出される光景を。

「どうにも奴やつは『運び屋』にも似た、厄介な能力を持っているようね」

「あいつはアレとは違う。多分あのもぐら頭は、鏡の内と外を自在に行き来出来るんだ。で、鏡の世界に獲物を連れ込んで閉じ込める。それが奴の手口だよ」

　鏡の中にはこことは違う反転した世界がある。奴は鏡の外からその世界に入国し、鏡の内から出国する。それが星の報告で分かった『土竜』の能力だった。

「奴は最は初なから俺達を殺すつもりはなかったんだよ。ただ、邪魔だから人払いをしたってだけ。だから時間が経たった後に俺達はその世界から出された。舐なめられたもんだよ」

　星にとっては土竜に敗れたこと以上に、その方が気に食わない様子だった。

　花火の発射場で行方知れずとなっていた関係者も全員、その鏡とやらに閉じ込められ、気付けば鏡の外に居たと証言していた。星の言うように人払いが目的だったのだろう。

　やはり連中はこれまでの《フォールド》とは違うようだ。

　奴らはチップ以外の目的を持って行動している。それは、なんだ？

「目的が分からない以上、奴らの出方を待ってから叩たたくのは得策じゃないわね」

「それじゃあどうするのさ？」

「奴らが出て来る前に、叩く。それしかないわ」

　美み春はるはスーツのポケットから写真を取り出すと、星の前のデスクに三枚並べた。

「シキミ、カタミチ、ギンカ。その正体と思おぼしき人物が分かったのよ」

　一枚目は、中学の集合写真の一部を拡大した写真で、セーラー服の少女が写っている。

　二枚目は、逮捕時に撮影する顔写真マグシヨツトで、人相の悪い中年男が写っている。

　三枚目は、仲睦むつまじく寄り添う男女のツーショット。儚はかなげな顔立ちに、幸せいっぱいの笑顔を湛たたえた女が写っている。その最後の一枚を指して、星は尋ねた。

「このカップル、どっちがそうなの？」

「女の方よ。その子の名前は戸と鞠まり銀ぎん花か。二週間ほど前から行方不明になっていて、捜索願が出されていたわ。彼女には結婚を間近に控えた婚約者フイアンセがいたんだけど、彼女が消息を絶つ少し前に婚約者が亡くなったそうよ。帰宅途中に強盗に遭って、殺されたらしいわ」

「それは気の毒に。……で？」

「だから警察は、未来の夫に先立たれたショックから自らも命を断ったんだろう、という線で捜査を進めていたらしいわ。でも、彼女の死体は出てきてない。それどころか、元気な姿で私達の前に姿を現した。氷の《フォールド》としてね。それがギンカの正体よ」

　それから美み春はるは、恐らくね、という言葉を付け足した。

　星ほしは「ふぅん」とだけ呟つぶやいて、手に取った写真を捲めくっていく。

「こっちの男は知ってる。片かた路みち照てるだ。じゃあもう一人のガキが、シキミ？」

「ええ。その子は、榊さかき原ばら樒しきみ。元市議会議員の榊原松まつ里りの娘さんでね、彼女の名前もまた行方不明者のリストにあったわ。母親の名前と一緒に」

「榊原、松里。あんまり評判のいいおばさんじゃなかったよね。こっちも自殺？」

「それは分かってないわ。ただ、母娘おやこ揃そろって消息を絶ったとしか。結局二人は見つからず、そのまま死亡扱いになっていたわ。彼女は当時十三歳。そしてその記録が五年前だから、彼女が今も生きているとすれば十八歳かしらね」

「五年前……。『ハントハンド』の噂うわさが流れ始めたのもその頃だっけ？」

「そうよ。そしてそれはきっと、偶然じゃない」

「……根拠は？　こいつらがあの時の《フォールド》だっていう、根拠。暗号と名前が同じっていうだけで決めつけるのは、外れた時のロスがデカすぎるよ」

「それについては実は、有力な証言があるのよ。二人分の目撃証言がね」

　目撃証言？　と星は首を傾かしげる。

「実際にそれを聞いた子達がいるのよ。『ハントハンド』が自らを樒と名乗るのを、片路や銀ぎん花かといった仲間の名前までしっかりと聞いた子達がね」

「それって……、本当に信用出来る情報？」

　星が訝いぶかしむのも無理はない。しかし、美春にとってそれはこの世で一番信頼出来る情報源だった。なにせその内の一人は自分の息子なのだから。美春は力強く頷うなずいて、言った。

「ええ。賭ける価値は十分あるわ」
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　西にしノの大おお川かわに突如出現した白銀の幻想風景。大勢の人々を魅了した川面かわもの結氷は、今頃夏の季節を思い出したかのように川の流れに解けて消えていた。

　西ノ大川に架かる鉄橋の柵に寄り掛かり、春はる樹きは真下に流れる川をぼんやり眺めていた。

　川を挟んで右側は堤防に沿って木々が生い茂っており、その死角となった広い空き地が花火の発射場になっている。その左側は夏祭りが開催されていた場所で、元は川沿いの遊歩道だ。今はその両方とも警察によって規制線が張られ、立ち入り禁止となっていた。

　花火の爆発事故と言ってしまえばそれまでだが、橋上から眺めた事件現場は爆撃にでも遭ったかのような有様だった。こうして眺めていると、その時の景色が蘇よみがえってくる。

　四方八方で巻き起こる爆撃、燃え上がる炎、ぴゅぅーと笛を吹くような音、迫り来る花火から逃げ惑う人々の悲鳴、絶叫、怒号、痛みに呻うめく煩はん悶もんの声、地面に転がった焼死体、飛び散った四肢、子供の泣き声、焦げた臭においと血の臭い……。

　事件当時の酸鼻を極める光景は、五感を通して春樹の心身に焼き付いていた。

「これならアポトーシスが生きてた頃の方が、まだマシだったかもな」

「──ホント、酷ひどいことするわよね」

　声のした方を向くと、こちらに歩いて来る陽ひ菜なの姿があった。

　カタカタと橋の足場が揺れた。橋を大型のトラックが通り過ぎただけだったが、それは陽菜が踏み鳴らす足音なのではないか、と彼女の表情を見て春はる樹きは思った。

　陽菜はズカズカと肩を怒らせ歩いて来ると、険しい顔つきのまま春樹を見上げた。

「あんたの邪魔がなければ、今頃はあいつらを殺せてたのに」

「まだそんなこと言ってんのかよ、お前……。またビンタは勘弁してくれよ？」

「二度もぶたないわ。でも、春樹のことを許したわけじゃないから」

　三日前の祭りの晩、春樹は西にしノの大おお川かわを泳ぐ羽目になった。

　凍り付いた川面かわもの下にザボンと落ちた春樹は、氷の下を潜り、足に氷の靴を履いた陽菜を抱えたまま対岸の河川敷まで泳いで行った。それは思っていた以上に重労働で、危うく二人揃そろって溺れかけた。またびしょ濡ぬれじゃないか、と自分の不運を呪った。

　陸に上がった陽菜はしばらく噎むせた後、ハッとした素振りで樒しきみ達がいた方を振り返る。

　だが、そこにはもう三体の《フォールド》の姿はなかった。堤防の上には隊員を引き連れやって来た美み春はるの姿があっただけで、どさくさに紛まぎれて小こ夏なつも一緒に消えていた。

　小夏は上う手まく逃げられたようだ、と春樹が安あん堵どする一方で、逃げられた、と陽菜は悔しそうに項垂うなだれ、感情のままに地面を拳で殴りつけていた。

　そうして陽菜はやり場のない怒りの矛先を、春樹に向けた。

　──「邪魔すんな！」

　そう言って陽菜は、春樹の頬ほおに平手打ちを食らわしたのだ。

　その様子は上空を飛び回る中継ヘリのカメラにばっちり撮られていた。もっと他に撮るものがあるだろうに、中学生の少女にビンタされた憐あわれな金髪頭の姿は、今やちょっとした話題トレンドにもなっている。世間の人々はよほど喜劇に飢えているらしい。

「なんで邪魔したのよ。春樹のせいで私は、《フォールド》から逃げた負け犬だって思われてる。期待外れだ、って」

「そこまでは誰も言ってねえだろ。やっぱ中坊には荷が重かったか、ってようやく現実を見始めただけだ。良かったじゃねえか。これで気兼ねなく義務って奴やつから降りられる」

「それじゃあ、駄目なのよ……私がやらなくちゃ……」

　陽菜は橋の欄干に手を突くと、春樹の隣で川の向こうを眺めた。

　彼女が見ている景色はきっと同じに違いない。思い出している光景も、また。

「知ってる？　私のパパは、自分の命を捨ててまで《フォールド》と戦う道を選んだの。だから私はパパの娘として、その覚悟を受け継がなくちゃいけないのよ」

「命を捨てるって、それは違うんじゃねえか？　あいつはそんな風には見えなかったが」

「春樹はパパのことを知らないからそう思うのよ。春樹だけじゃない。パパがどれだけの覚悟をして、犠牲を払って戦ってきたのか、誰も知らないのよ……」

　陽ひ菜なの口調には、それが罪だと言わんばかりの強い怒りがこもっていた。

「パパはね、本当は死神だったのよ」

「……それは、あれか？　《フォールド》を殺す処刑人的な意味で言ってんのか？」

「そういう職業があるんだって。パパは死神としてずっと、この星の命を守ってた」

　中学生特有の妄想かなにかだろうか。反応に困った春はる樹きは、とりあえず耳だけ傾ける。

「でもパパはその大事な仕事を辞めて、ブレイズマンになったそうなの」

「きっと待遇がよくなかったんだな」

「それはむしろよかったんじゃない？　死神だった頃のパパは、無限にも等しい寿命をもらってたそうだから。だから死神は死なない、らしいわ」

「無限の、命……」

　以前そんなモノのために命を懸けたことがあったな、と春樹はふと思い出した。あれは魔女の戯たわ言ごとに過ぎなかったが、この世の何ど処こかには実在していたのだろうか。

「そういう話は一体誰に聞くんだ？」

「それは勿もち論ろん、死神からよ。パパとママの知り合いにそういう人がいるの」

「胡う散さん臭くさいことこの上ないな」

「まあね。でも、パパのことを知るにはそれしかなかったの。パパは、死んじゃったから」

　陽菜の横顔をチラと窺うかがった。彼女は泣きそうな顔をしていて、それでも、泣いてたまるかと必死に涙を押おし留とどめているように思えた。

「お前は、自分の父親がブレイズマンだって知らなかったんだな」

「そうよ。だから知った時は、本当にびっくりした」

「だろうな。いつ知ったんだ？」

「パパが死んだ日に」

　陽菜は欄干に寄り掛かり、空を見上げながら語り始めた。

「その日は私の剣道大会があったの。本当はパパも来るはずだったんだけど、朝から仕事が入って来れなくなっちゃって。パパは私よりも仕事の方が大事なんだ、とか子供みたいなことでショック受けたりもしてたの、私。でも、その仕事ってブレイズマンのことだったのよね。私が試合頑張ってる間、パパはブレイズマンとして『カツアゲ仮面』と戦ってた。そのことは後からテレビで観みて知ったわ。パパはそこで『日傘の魔女』とも戦って、勝って、それから私のところにも来てくれた。パパが応援してくれたから、私は大会にも優勝出来たの。……でも、パパはその後、死んじゃった。その時初めてパパが普通のヒトじゃないって知ったの。パパは私の目の前で灰になって、消えたのよ」

　陽菜の話を聞いて、春樹はずっと疑問に思っていた一つの謎に答えを見つけた。

　ブレイズマンは何な故ぜ、魔女の残党たる春樹達をあの場で殺さなかったのか。ヒーローの義務に背いてまで、彼は何故さっさと帰ってしまったのか。それは、

　──一刻も早く娘の応援に駆け付けたかったからだ。

　春樹は、以前彼と交わした言葉を思い出していた。




　──こんなとこにまで顔を出すなんてよっぽど暇なんだな、あんた。

　──暇などではないさ。この後にはとても大切な用事が詰まっているんだ。だから……。




「……ああ、そういうことか。だからあんたは……」

　彼は自分に多くの寿命が残されていないことを悟っていた。だから、残りわずかの時間を娘との時間に充てようとした。最期の瞬間は家族といたかった。

　つまるところ、怪物なぞに遣ってやる時間は初めから彼にはなかったのだ。

　合点がいったのと同時、春はる樹きは思わず吹き出してしまった。

　まさかそんな理由で俺は生かされたのか、と。……とんだヒーローがいたものだ。

「なんで笑ってるの？　笑うとこなんて一つもないんだけど……」

「ああ、悪い。お前の話を笑ったわけじゃねえんだ。ただ、スゲえ奴やつだなと改めて思ったんだよ。お前の親父おやじさんはスゴい奴だ。俺や、お前が思ってるよりもずっとな」

「……まあ、それならいいけど。パパがスゴいのは事実だし」

　陽ひ菜なは訝いぶかしみつつも、満更でもない顔をしていた。こいつは本当にあいつのことが好きなんだな。その想おもいは、彼女の表情や姿勢から嫌という程伝わってくる。

　そんな陽菜を、春樹は真まっ直すぐに見ることが出来なかった。ブレイズマンを称たたえる目の前の少女を、父親を尊敬する娘が浮かべる微笑ほほえみを、直視出来なかった。

　……俺は、お前の父親が大切にしていたモノを奪った、酷ひどい怪物だ……。

　心のしこりが取れたと思った矢先、それ以上の昏くらい感情が湧いてくる。これまでに感じたことがないほどの後悔の念が、春樹の心を締め付けていた。

「そういえば、春樹はなんで私のこと助けようと思ったの？」

　陽菜は唐突に、そんな疑問を投げかけてきた。

「この前も言っただろ。お袋にお前のお守もりを頼まれてたからだ、って」

「嘘うそね。そんな理由だけで、あんな風に危険な真ま似ね出来ないもの」

　全くの嘘ではなかったのだが、陽菜が聞きたいのはそういうことではないのだろう。

　陽菜は小こ夏なつに似ている。彼女もまた、納得出来る答えを常に求めているのだ。

「お前を助けに行ったのは、そうだな……。裏切れなかったからだ」

「裏切るって、誰を？」

「それは色々だよ。お袋とか春はる奈なとか、冬とう也やや秋あき穂ほ、小夏。俺はお前みたいに見ず知らずの奴らの期待まで背負えるほど自信家じゃないからな。だからせめて、俺の背中を見てる奴らにはダサいとこを見せたくなかった。そんだけだ」

「……それだけ？」

「もしもお前をあそこに置いて行ったりしてみろ。春奈になんて言われるか分かったもんじゃねえだろ？　妹の親友くらいは助けてやれる兄貴でいたいからな」

　春樹は羞恥心で身を削る思いだったが、陽菜は「ふぅん」と薄い反応だった。

「お前、他ひ人とに聞いといてそれだけかよ」

「ああ、ちょっとね。春はる樹きが助けに来てくれた時のこと思い出してて……」

　陽ひ菜なは一度川の方を見た後、改めて春樹に向き直って言った。

「うん、そうね。ダサくはなかった」

　なんで上から目線なんだ。そうは思いつつも、春樹は照れ隠しに頭を掻かいた。

「あと一個だけ聞きたかったんだけど」

「なんだよ」まだあるのか。

「春樹はあの時、どうやって私のこと助けたの？」

「そんなこと気にしてどうすんだよ」

「だって気になるじゃない。あの時、足元の氷がいきなり割れたでしょ？　それで間一髪のところで川に落ちて、助かった。あれがなかったら今頃私達は花火に直撃して死んでるとこだったわ。あの氷、春樹がなんかやったんでしょ？」

「あー、あれはな。爆発させたんだよ」

「爆発？」

「屋台で売ってた花火の火薬を練り込んで、それを足元に落として火を点つけたんだ。靴の裏でジュッってな。それが大脱出のトリックだ。簡単だろ？」

　春樹が騙かたるのを、陽菜は拍子抜けしたような面持ちで聞いていた。

「なんだよ。期待通りの答えじゃなかったか？」

「そうじゃないんだけど。今度はやけに素直に教えてくれるなあって。だからなんか余計に、胡う散さん臭くさい」

「胡散臭くて悪かったな」

　もういっそなにもかも打ち明けてやろうか、と春樹は白旗を挙げそうになった。

　そこで着信に気付いた陽菜はスマホを取り出すと、「あ、ママだ」と呟つぶやき電話に出る。

　要件はすぐに済んだらしく、陽菜は一言二言言葉を交わしてすぐに通話を終えた。

「ママから呼び出しか？」

「そう。今度パパの追悼式があるんだけど、その打ち合わせに私も出ないといけないのよ」

「追悼式……。なんかスピーチでもすんのか？」

「まあ、そんなとこかな。実は追悼式と一緒に調印式もやっちゃうみたいなのよね。知ってる？　パパはその調印式で、皆に認められるヒーローになったのよ？」

「そういや小こ夏なつがなんか言ってたな。公衆の面前でサインするんだろ？　それがなんだ？」

「そこで私は正式に、ブレイズマンの跡を継ぐことに決まったの」

　カタカタとまた橋が揺れた。ふと足元が不安になる。

「そうだ、春樹のことも招待してあげるから観みに来てよ。春はる奈なや、小夏と一緒に」

「なんで俺が……」

「春樹には、新しいブレイズマンの誕生を見届けてもらいたいのよ。そしたら幾ら素直じゃない春樹でも、私のことを認めざるを得なくなるでしょ？」

「負けず嫌いな奴やつだな」

「そうよ。私はダサいまま終わりたくないの。私が正式にヒーローになったら、皆も私のことを認めてくれる。今度こそ皆の心から太陽を消したくないの。もう、二度と……」

　そう言って陽ひ菜なは誇らしげに笑ってみせる。だがその笑みは、無理に強がっているようにも見えた。三日前までの彼女にはなかった不安が、表面にも表れていた。

　陽菜はその漠然とした不安を払拭してくれるなにかを、春はる樹きに求めていた。

「……分かったよ。小こ夏なつや、他の連中も誘ってみる。それくらいの融通は利くんだろ？」

　春樹がそう言うと陽菜は嬉うれしそうに顔を綻ばせ、胸を張って頷うなずいた。

　それから式典の日程を春樹に伝えると、陽菜はそれで満足した様子で去って行った。

　結局、彼女はなにをしにこんな場所まで来たのだろう。俺と同じで、物思いにでも耽ふけりたい気分だったのだろうか。

　春樹はスマホのカレンダーを眺め、まあいいか、と自らも帰路に就いた。
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　夏祭りの会場を襲撃してから数日が経たった。

　日夜続く世間のお祭り騒ぎに反して、樒しきみの気分は萎えていた。花火で楽しく遊んでいたところに唐突に水をぶっかけられたような醒さめた感覚を、今日まで引ひき摺ずっていた。

　榊さかき原ばら邸の居間で樒が不ふ貞て腐くされていると、煙草たばこの煙が臭におってきた。

「片かた路みちさん、煙草吸うなら縁側行って吸ってくださいよ」

「えー、嫌だよ。おじさん今テレビ観みてんだもん」

「もん、て」

　片路がテレビの前から動こうとしないので、樒は仕方なく扇風機の位置を動かし風の向きを変える。縁側の風鈴がチリンチリンと鳴り、庭からは鈴虫の鳴き声が聞こえてきた。

「夏休みももう半分近くが過ぎちゃいましたねー」

「樒ちゃんは夏休みが終わったら、どうするんですか？」

「夏休みが終わったら、そうですね……。次は秋休みですかね」

「不登校児だからねえ、樒ちゃんは」

「いいんですよぅ、義務教育の期間はもうとっくに過ぎてますから」

　銀ぎん花かは曖昧に笑い、コーヒーカップに口を付ける。

「片路さんは、なにかお仕事をされていたんですか？　その……、逮捕される前は」

「なに、銀花ちゃん。俺のこと色々と気になっちゃう感じ？」

「えぇと、そうですね。気にはなります」

　脱獄犯と一つ屋根の下で生活しているのだから、その素性を気にするのは当然のことだろう。若い女性の社交辞令に浮かれるおじさんの姿を眺め、樒は片路を憐あわれに思った。

「空き巣ですよ、空き巣。片路さんは空き巣をして捕まったんです」

「おいおい、先に言っちゃ駄目だろうがよ。お嬢」

　片かた路みちは大おお袈げ裟さに仰のけ反ぞってみせ、それはそれで楽しそうにしている。

「空き巣ですか？」

「そうそう。これでも俺はその道じゃあ結構有名な大泥棒でね。盗みに入った家のあちこちに穴を空けて回るもんだから、『土竜もぐら』なんてあだ名で呼ばれたもんだよ」

「なるほど……。それで、仮面を被かぶった姿ももぐらみたいなんですね」

　銀ぎん花かは合点がいった様子で頷うなずいていたが、それは偶然の一致というものだ。

「きっと俺には土竜が天職なんだろうな。神様がお前はそのままでいろって言ってんのさ」

「そんな土竜さんでも、塀に穴を空けて脱獄とまではいかなかったみたいですけどねー」

「痛いとこ突くなあお嬢は。だが、身も心ももぐらになった今なら楽勝さ」

　そう言って片路は、懐から一本のナイフを取り出した。刃の腹が鏡のように磨き上げられた細身のナイフで、彼はそれと同じ物を数本所持していた。

　力こぶでも作ってみせるように、片路は指先でナイフを弄ぶ。それがよくなかった。

「……ぁ」

　と、その凶器を目にした瞬間、銀花の瞳にハッキリとした怯おびえの色が見えた。

「──ちょっと片路さん。そんな物騒な物、銀花さんの前では仕し舞まってください！」

「おっと、悪い。こいつも駄目とは知らなかった……。大丈夫か銀花ちゃん？」

「……ええ、大丈夫です。すみません……」

　銀花の婚約者は強盗に襲われ、殺された。死因は刺殺だった。その胸元にはナイフが突き刺さったままだったと聞く。その〝死〟を思い出してか、銀花の顔色は優れなかった。

「もぅ、刃物で遊ぶのは中学生までにしてくださいよ。子供じゃないんだから」

　銀花は青白い顔で口元を押さえていて、その背中を樒しきみは撫なでてやる。

「悪いって。今日はどうも昼間っから嫌な気配を感じてなあ、用心してたんだよ」

　するとそこで、ピンポーンと家のチャイムが鳴った。

「おや、また来客ですか」

　時刻は夜の八時。こんな時間に来客とは。樒と片路はお互いに顔を見合わせた。

　この家に住み始めてからというもの、祖父母と付き合いのある人間が訪ねて来ることが度々あった。家主は庭の下に埋まっているため、基本的には居留守でやり過ごすことが多いのだが、夜間で家の明かりが点ついている今、むしろ出て行かない方が不自然だ。

　ピンポーン。またチャイムが鳴る。

「仕方ないですね。また『夏休みのおじいちゃん家』作戦でもやりますか」

「いや、俺が出るよ。お嬢は銀花ちゃんと一緒に家にいてくれ」

　片路は煙草たばこの火を消して灰皿に捨てると、よっこらせと立ち上がった。

「そうだ樒ちゃん、あれ貸してくんない？　おじいちゃんの秘密道具」

「いいですよ」と樒は腕時計を外し、それをひょいと投げて渡す。片路は腕時計をズボンのポケットに突っ込むと、ナイフをシャツの内に忍ばせ、玄関へと歩いて行った。

　片かた路みちに渡した腕時計は、文字盤の蓋が鏡になっている。時間を確認するよりも自分の顔が気になって仕方のないナルシスト仕様だ。それ自体は祖父がコレクションしていた物で、この家には腕時計以外にも目を惹ひく細工品が幾つかあった。

　だが、それらを持ち出す時間は恐らくないのだろうな、と樒しきみは思った。

　……そろそろ次の住処すみかを探さないといけませんかね。

「すみません、樒ちゃん。私はもう大丈夫です」

　樒が外から聞こえてくる片路の話し声に耳を澄ませていると、その頃には銀ぎん花かの調子も大分マシになっていた。銀花は冷や汗を拭いつつ、申し訳なさそうに言う。

「折せつ角かく樒ちゃんに《フォールド》にしてもらったのに、こんな調子じゃ駄目ですよね」

「気にしないでください。誰にだって苦手な物くらいはあります。私だってゴキブリが苦手ですし、お母様はブレイズマンが苦手でした。でも、そんなお母様はよくこんなことを言っていました。『障害を克服することこそが、生きるということの本質』だ、と」

　樒は未いまだ震えている銀花の手を取って、言った。

「銀花さんが抱えている痛みは、きっと克服出来ます。そのために私達は《フォールド》になったんですから。一人で抱えず、一緒に頑張っていきましょう」

　樒が微笑ほほえみかけると、銀花もまた肩の荷が下りたような面持ちで微笑みを返した。

　──銃声が響いたのは、その直後のことだった。

　ダンッ！　と杭くいをハンマーで打ち付けたような重く鋭い発砲音が、家の外で鳴った。

「……っ、樒ちゃん、今のなんの音ですか！　銃声……？」

　銃声は一発。その後、家の外が急に騒がしくなった。樒にはそれがまるで、息を潜めていた狼おおかみの群れが陰から飛び出し、獲物を前に挙こぞって唸うなり声ごえを上げているように思えた。

　敷地一帯を取り囲む狼の気配の正体は、恐らく警察だ。だとすれば──。

「片路さん！」

　樒は跳ねるように立ち上がり、縁側まで走って行った。

　家の隅々に待機させていた手首の軍勢ハントハンドを、頭の中で叩たたき起おこしていく。

　縁側からは庭を囲む生垣と外門が見える。その景色の中に、片路の姿も見えた。

　片路は頭から大量の血と、チップを溢あふれさせ、砂利の地面に仰あお向むけに倒れていた。

　やられた……！　片路が、撃たれた。
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　高級住宅街の一角に居を構える榊さかき原ばら邸、そにに榊原樒の祖父母は住んでいた。

　だが、ここ一ヵ月ほど榊原夫妻の姿を見た者はなく、その親戚を名乗る者が住み着いているという情報を美み春はるは掴つかんだ。来客を装い榊原邸を訪ねた部下の報告から、それは現在捜索中の三人であるとの裏付けが取れた。

　榊原樒、片路照てる、戸と鞠まり銀花。──指名手配中の《フォールド》達だ。

　午後八時。美み春はるは武装した特務課を率い榊さかき原ばら邸を訪れていた。負傷した隊員達はまだ数人しか復帰出来ておらず、田た島じまもいない。だが、勝負を仕掛けるならここしかない。

　美春は上層部に掛け合い、ＳＡＴにも応援を要請した。

　正面を特務課が陣取り、敷地の周囲に待機したＳＡＴが突入準備をしている。

　来客を装った特務課の隊員が呼び鈴を鳴らすと、家から人が出てくるのが分かった。

　榊原邸は高い生垣に囲まれており、見通しが悪い。辺りには高いビルもない。星ほしが所属する狙撃班は家屋の屋根や、鉄塔の上から邸宅を見張っていた。

「片かた路みちだ」と狙撃班から無線が入った。

　片路は庭先の砂利を踏んで、外門まで歩いて来た。飄ひよう々ひようとした歩き姿ではあるが、警戒をしている。隊員は片路と言葉を交わしながら、内部の状況を確認すべく探りを入れる。

　美春は邸宅前の路地に潜み、無線片手に突入のタイミングを計っていた。

　銃声が鳴ったのはその直後だ。指示を待たず、星が狙撃したのだ。

　片路は避よける間もなく頭部を撃ち抜かれ、ズボンのポケットに手を突っ込んだまま仰あお向むけに倒れた。棒でスイカを叩たたき割わったようにグシャッ、と血と肉片が飛び散った。

　銃弾が貫いた傷痕からは、ガシャンッ、と大量のチップが弾はじけ飛とんだ。

　予告なく現場に転がった人間の死体を前に、現場に緊張が走る。

「星っ！　どうして撃ったの！　奴やつが《フォールド》であるかの確認がまだ──」

「確認ならほら、今出来たでしょ。頭からチップ吐き出す奴が人間なわけがない。それに、今あいつはポケットに手を入れてなにかをしようとしてた。これがベストだよ」

　星は『土竜もぐら』の手口を直接体験している。だからこそ気付ける〝なにか〟があったのだ。

　土竜は〝鏡〟の中を行き来することが出来る。つまり〝鏡〟とは、土竜にのみ自由な通行が許された専用通路、反転世界へと通じる抜け穴ゲートだ。

　片路がもし鏡に触れるような動作があれば、撃って構わないと指示を出していた。星の判断は結果を急ぎ過ぎな感も否めなかったが、結果だけ見ればそれがベストだった。

　片路は、血ち塗まみれのチップの山を枕にして地に伏したまま、ピクリとも動かない。

　手口の一端を晒さらす暇すら、星は奴に与えなかった。

「先日の借りは返させてもらったよ、もぐら頭」

　美春は隊員達を率い、外門から敷地内に足を踏み入れた。その時だった。

「──片路さん！」

　正面に、榊原邸の縁側から顔を覗のぞかせる二人を見つけた。顔は覚えている。樒しきみと銀ぎん花かだ。

「そんな、片路さん……！」

　銀花は縁側から飛び降りると、靴も履かずに砂利の道を駆けて来た。

「止まりなさい！　戸と鞠まり銀花、あなたには《フォールド》の容疑が掛かってるわ！」

　銀花は制止の声が聞こえていないのか、美春達が銃口を向けるのも構わずに片路の元に駆け寄り、地面に横たわる彼の傍かたわらに屈かがみ込こんでいた。

「ああ、そんな片路さん……っ、駄目です……死んじゃ嫌……ぁ……！」

　血ち塗まみれになった片かた路みちの亡なき骸がらに顔を埋うずめ、懇願するように泣き叫ぶ銀ぎん花かの姿は到底怪物のそれとは思えず、隊員達にも躊躇ためらう素振りが窺うかがえた。銃口に迷いが生じる。

「室長、『氷の女』だ。あれも撃つよ」

「待ちなさい、星ほし！」

「女が片路に接触しました。室長、指示を」

　星に続き、部隊長が指示を求めてくる。彼は入院中の田た島じまに代わって指揮を執ってくれている。それとは別に、ＳＡＴからも突入の指示を求める無線が飛んできた。

　そんな緊迫した状況下にも拘かかわらず、銀花の瞳はそこにある〝死〟だけを映していた。

「……死なないで……っ、私を、置いて行かないでください……雄ゆう一いちさん……！」

　雄一。それは銀花の婚約者だった男の名だ。片路がそうだったのか。いや、雄一という男はすでに死んでいる。彼女は目の前で横たわる片路に彼の姿を重ねてしまっただけだ。

　強盗犯に刺され絶命したという、婚約者の死に際の姿を。

『立ってください、銀花さん。今こそ克服する時です。──拭えない心の傷を、痛みを』

　声が聞こえた。仮面に閉ざされた、少女の声。樒しきみはすでに仮面を顔に被かぶせていた。

　美み春はるが正面を見上げると、邸宅から無数に湧いて出る手首の群れが、見えた。

「……なによ、これ」

　青白い手首だけの怪物達は、ぞろぞろと縁側を転げ落ち、カサカサと床下から這はい出だし、ウジャウジャと屋根裏から飛んで来る。その数は千を優に超え、瞬く間に邸宅の輪郭を塗り潰した。あまりにおぞましい異形を前に、隊員達からは引ひき攣つった悲鳴が上がった。

　美春はその恐怖を押し返すべく、叫んだ。

「各員、戦闘態勢！　これより榊さかき原ばら樒を『ハントハンド』と断定！　──突入ッ！」

『──嬲なぶってくれますよ』

　樒が腕を振るのを合図に、手首の軍勢ハントハンドが戦場に溢あふれ出だした。

　四方から銃声が鳴り、夜闇に響き渡る。銃弾が飛び交い、バタバタと手首が死んで逝く。

　それでも手首の攻勢が弱まることはなく、次々と湧き出し、空も地面もその歪いびつな身体からだで塗り潰しながら襲って来る。一ひと度たび手首に掴つかまれたら最後、怯ひるんだ獲物に向かって続々と手首が噛かみつき、爪で引っ掻かき、拳で殴りつけ、抵抗を止めるまで嬲り続ける。

　美春はそれらを拳銃で撃ち落としながらも指示と檄げきを飛ばし、いつ恐怖に駆られ消えてしまうかもしれない隊員達の戦意を踏ふみ止とどまらせていた。だが……。

「よくも、雄一さんを……彼を傷付ける者は全て、赦ゆるしません……！」

　片路の傍そばで泣き崩れていた銀花が、仮面を手にこちらを睨にらみ上げていた。

　その表情には写真に写っていた穏やかさや儚はかなさなどは一切なく、内に秘めた憎悪を深く昏くらく研磨したかのような、冷たい殺意を宿していた。復ふく讐しゆうを心に誓った者の眼だ。

「室長、奴やつを仕留めるなら今しかない！　俺なら一撃で殺やれる！」

　星の声が耳に届く。ここで『氷の女』まで敵に回ったならば、隊の全滅は必至だ。

　なによりも優先すべきは人類の命。ここで仕留めるしかない。

「クソッ……、頼むわ、星ほし！」

「了解」

　美み春はるの声は星に届いた。その願いはすぐにでも叶かなえられることだろう。

　星は鉄塔の足場で狙撃銃を構え、スコープを覗のぞき込こみ、銀ぎん花かの頭部に照準を合わせる。

　刺された左肩の状態は悪く、銃身を支える腕が微かすかに震える。それでも一度目は殺やったのだ。トリガーに指を引っ掛け、息を止める。痛みが消える。撃てば、当たる。

「いや、──ッ、星、待って！」

　美春の制止が聞こえたが、星はそのまま引き金を引いた。銃声は鳴った。

　星の放った銃弾は空を裂き、銀花の耳元を掠かすめた。きめ細やかなダークブラウンの髪が数本パッと散って、だが、銃弾は銀花の頭部に当たらなかった。……弾は外れた。

「どういうつもりだよ、室長！　なんで俺の邪魔を──」

「一般人よ」と、美春は舌打ち交じりに言った。

　星も遅れてその言葉の意味に気付いた。いや、撃つ直前には気付いていた。

　星がスコープで覗いた先に、片かた路みちの亡なき骸がらのすぐ傍そばに、その男は立っていたのだから。




「これはまた物騒ですな。どうにも、来るべき時を間違えてしまいましたかな」




　その男は紅あかい眼をしていて、禿とく頭とうに網あ代じろ笠がさを被かぶり、法ほう衣えを羽織っていた。坊主であろうことは美み春はるにも分かったが、何な故ぜ坊主がこんな場所に現れるのだ、と呆あつ気けに取られた。
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「あなたなにしてるの！　ここは危険よ、すぐに離れなさい！」

「これは失敬。実は私、ここの主人に頼まれ供養に参ったのですが、これは一体どういう状況ですかな？　……おや、この方は亡くなっておられるのですか？」

　坊主は笠かさを取っておもむろに片かた路みちの隣に跪ひざまずくと、手を合わせ数珠を擦り合わせる。

　先程まで殺意を宿していた銀ぎん花かも、無遠慮に隣に座った坊主には目を丸くしていた。

「お可哀かわい想そうに。しかしヒトの命は死してなお、命に還かえる。逆もまた然しかりですな。命はヒトの器に還る。今はゆっくりと傷付いた器を休められるとよいでしょう」

　それから坊主はなにやら銀花に語り掛けていた。銀花は目を瞬まばたかせ、小さく頷うなずく。

「あんたなに考えてるの、その女から離れなさい！」

　美春は坊主の腕を引っ張って立たせると、強引に銀花から引ひき剥はがした。

「誰か、この人を安全なとこに──」

　坊主を連れ隊員の姿を探そうとしたその時、美春の背後から手首が襲って来た。

　しまった、油断した……！　美春は咄とつ嗟さに坊主を突き飛ばし、拳銃を構えた。だがその隙を敵が見逃してくれるはずもなく、手首は美春の喉元に噛かみついた。

「──ぁ、ッぐ！」

　美春は手首を引き剥がそうとするが、その力は想像以上に強く、握力だけで美春の身体からだを持ち上げた。指先が喉元に食い込み、血が頭に回らなくなる。

　そこにさらなる手首がやって来るのが見えた。拳銃で撃ち落とそうとするが、腕が思うように上がらない。……やっべえ、死ぬ。

　意識が遠とお退のき始めたその時、銃声が鳴った。

　美春を宙に持ち上げていた手首を、星ほしが放った一発の銃弾が貫いた。手首は血ち飛沫しぶきと共に弾はじけ飛とび、拘束から逃れた美春は地面に落下した。

「……っ、助かったわ」

「貸し一ね」

　美春は咳せき込こみながらも小さく笑うと、迫り来る手首を撃ち落としていった。

　だが、真に狙うべきは〝それ〟ではなかった。美春も、星も、判断を誤った。

　不意に寒気を感じた。肌にジワリと焼き付くような冷たい冷気だ。

　まさかと思い銀花の方を見やると、そこには真っ白な霧がかかっていた。ドライアイスにも似た霧雪が視界を満たし、辺り一帯の景色を白く染め上げていた。

「──っ、星、彼女は何ど処こ！」

「こっちからはなにも見えない。銀花も、片路も。これは……やられたかな」

「各員、氷の女の姿が見当たらないわ。気を付けて！」

　しかし気を付けようにも、敵はおろか、味方を視認することすら困難な状況だ。

　一体、また一体と手首を撃ち落とし、さらなるもう一体が、霧雪の中へと消えた。

　銃声が止やんだ。同士討ちを避けるために美春が指示したからだ。隊員達は不可思議な霧に見舞われながらも、雪景色ホワイトアウトに潜む怪物の気配に耳を澄ました。

　その時、ＳＡＴから無線が入った。

「こちら突入班。鳥と羽ば室長、ハントハンドが行方を晦くらました。現在、邸宅の中を捜索中！」

「頼みます。絶対に逃がさないで」

　美み春はるは焦っていた。ここで奴やつらを逃がしてしまったなら、次にこちらから攻勢を仕掛ける手立てはない。そうなれば次に彼らが現れるのは、新たな被害者が出るその時だ。

　だが、このタイミングで樒しきみが消えたということは、この霧雪の中も恐らく……。

　やがて霧が晴れていく。そこにあるべきは、片かた路みちの亡なき骸がらと傍そばに寄り添う銀ぎん花かの姿。

　しかし、二人の姿は何ど処こにもなかった。

　大量の血で赤く染まった砂利の上には、何な故ぜか腕時計が一つ落ちているだけだった。

　美春はその腕時計を拾い上げ、鏡面の蓋に映った自分の顔を見つめ、歯は噛がみした。

　片路の能力が星ほしの想像した通りなら、彼らはこの抜け道ゲートを潜って逃亡したに違いない。

　──つまり片路はまだ、生きていたのだ……。

　そこに追い打ちを掛けるように、ＳＡＴから再び無線が入った。

「こちら突入班。鳥羽室長、目標をロストした」

「奴らは鏡を通って移動出来る。各員、付近の鏡がある場所を重点的に当たって！」

「鏡、ですか。しかしそれはあまりにも数が……」

「分かってる。でも今は、それしか手がかりがない」

　あれだけいた手首の軍勢ハントハンドも、いつの間にかただの灰となって雪に溶け込んでいた。

　もはやこれ以上警察の足止めをする必要もない、ということだろう。

「……そういえば誰か、あのお坊さんを見てない？」

　美春は何人かの隊員にそう聞いてみたが、誰一人彼の足取りを知る者はいなかった。

　戦場に突如ふらりと現れた赤眼の坊主。彼もまた、怪物達と共に忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「きっと俺達は、狸たぬきに化かされたんだよ」

　星が冗談めかして言うのを、美春は笑い飛ばすことが出来なかった。
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　樒は車の助手席に座っていた。

　窓から外を覗のぞくと、ここがガレージなのだと分かる。何処の家のガレージなのかは定かではないが、恐らく榊さかき原ばら邸からそう遠くはない場所にあるはずだ。

　警察の襲撃があってから三十分ほどが経たっていた。彼らの捜索はまだ続いているようだが、シャッターの閉じたガレージの中まで確認することはないだろう。

　バックミラーを見上げると、視界の隅で煙草たばこの火が点ともるのが見えた。助手席のドアを微かすかに開ける。すると早速、煙草の煙が運転席から漂ってきた。

「煙草吸うなら外で吸ってくださいよ、片路さん。ここ狭いんですから」

「……そう言うなよ樒しきみちゃん。こっちは顔面撃ち抜かれて、死に掛けたんだからさ」

　片かた路みちは運転席の背もたれを倒し、寝そべっていた。狙撃手に撃ち抜かれ吹き飛んだはずの頭部も今ではすっかり修復されており、煙草たばこを咥くわえ紫煙をくゆらせている。

「油断するからですよ。秘密道具まで渡しておいたのに、あの様ザマですからね」

「返す言葉もない。鏡さえ持ってりゃいつでも逃げられると思ってたんだが、この年にもなって自分の力を過信しちまってたなあ。反省反省」

「でも、本当によかったです。私てっきり、死んでしまったものと思っていましたから」

　後部座席に座った銀ぎん花かは、天井に向かって煙を吐き出す片路の枕元に寄り添い、彼の血を拭いてやっていた。片路は、美人に世話を焼いてもらいご満悦の様子だ。あの状況から生還するとは、《フォールド》の特性を抜きにしても強運としか言いようがない。

　そしてその奇妙な偶然は、ヒトの形をしていた。

「あの時銀花ちゃんがチップ恵んでくれたお陰だよ。でなきゃ身動き一つ取れなかったからなあ、俺。銀花ちゃんにも借りが出来ちまったなあ」

「そんな、借りだなんて。私はただ、お坊様に言われて気付いただけですから」

「お坊さん？」と片路が尋ねる。

「ああ、あの人ですか。野や次じ馬うまというか、変なお坊さんでしたねー。私達の前にいきなり現れて、片路さんに手を合わせて行ったんですよ。なんまいだー、って」

「縁起でもねぇなあ」

「片路さんはそのお坊さんに救われたんですからね？　彼も命の恩人です」

「貸しばっかだな、俺。お賽さい銭せんでも投げに行ってみるかね」

　何ど処この住職かも分からないというのに、適当なことを言う。

　そもそも彼は本当に僧なのだろうか。樒はあの坊主に対して妙な既視感を抱いていた。

　彼は一度樒の方に視線を寄よ越こした。仮面を被かぶった樒の顔を見て、彼は微かすかに笑みを浮かべた。闇夜に妖しく灯ともる真紅の瞳を前に、樒は何な故ぜかアポトーシスの面影を彼に見た。

　彼の瞳には、お母様にも似た昏くらい感情が宿っているように思えたのだ。

「それで銀花さんは、そのお坊さんになんて言われたんですか？」

「えぇと……、『彼はまだ生きている。貴方あなたが命を与えてやれば彼は助かる』と」

「命を……。そいつはつまり、チップのこと言ってんのかい？」

「チップのことを知っているとすればそれは警察の関係者か、もしくは私達の同業者か」

　もしくは、と樒は邸宅から持ち出した手帳を膝の上で開いた。

　アポトーシスは生前、《フォールド》のルーツを樒に語って聞かせたことがあった。




　──この世界に神様はいない。

　この手帳を遺のこした男が言っていた言葉よ。だから彼は死神になりたかったのだと。

　貴女あなたも気を付けなさい。死神に出で逢あった人間は、碌ろくな末路を辿たどらないわ。

　文字通り、死に憑つかれるの。あの男と同じようにね。




　死神。アポトーシスは度々その存在を口にしていた。そして樒しきみはお母様の語るその存在を疑うことなく信じていた。何な故ぜならお母様もまた、死に憑つかれていたからだ。

　しかしここで問題なのはあの坊主の正体ではなく、彼の立ち位置だ。敵か、味方か……。

「どうして私達を助けるような真ま似ねをしたんですかね、彼は」

「御み仏ほとけに仕える坊主として、憐あわれな俺達を見捨てて置けなかったとかかね？」

「それは私も気になって尋ねてみたんです。そうしたらあの人はこう言っていました。

　──『ただの気まぐれです』って」

　気まぐれ、とは。まるで人を見下したような傲慢な動機だ。

　呆あきれを通り越して、いっそ痛快ですらあった。ほんの少し前まで醒さめつつあった悪意が、身体からだの奥底から沸き上がって来るのを樒は感じていた。……私達はツイてる。

　樒は手帳に描かれた死神の人相書きイコンを見下ろし、口元を歪ゆがめた。

「面白いじゃないですか。どうやら神様は私達の我わが儘ままを止めるどころか、応援してくださるみたいですよ？　──死の神様が」

　手帳の頁ページには、法ほう衣えを羽織り、禿とく頭とうに網あ代じろ笠がさを被かぶった赤眼の坊主が描かれていた。
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　ブレイズマンこと天てん道どうオムの追悼式典には、約二万人の参列者が訪れた。

　一ヵ月ほど前から一般人を対象に参列者を募っており、百万人近い応募があった。とはいえ、会場は屋外の広場ということもあり、応募に漏れた人々も野や次じ馬うま的に会場近辺に集まっている。その数までを含めると、会場に集まった人の数はもっと多い。

　入場ゲートの前には参列者が長蛇の列を作っており、招待券チケツトの確認は勿もち論ろんのこと、氏名や顔までを一々確認されていた。付近には機動隊員も配備されていて、怪しい動きの一つでもあればすぐさま彼らがすっ飛んで来ることだろう。

　その列から少し離れたところに、春はる樹きは友人らの姿を見つけた。

「おう、ハル！　こっちだこっち！」

　冬とう也やの大声量が響き、大きく手を振る彼の元に注目が集まる。どうして彼はいつもこう声がデカいのか。目立って仕方ない。春樹が春はる奈なを連れ歩いて行くと、式典の招待客ゲストを狙って取材していた記者がたちまち寄って来て、道を塞いだ。

「鳥と羽ば春樹君ですよね、少しお時間頂戴してもよろしいですか？」「あなたも今日の式典に招待されたんですか？」「陽ひ菜なちゃんがブレイズマンの二代目を継ぐことをどう思われますか？」「どうしてビンタされたんですか？」「陽菜ちゃんとはどういう関係？」

　等々、各々が好き勝手な質問をぶつけてくる。

　一つ一つ聞き分けてやるのも面倒で、春樹は顔をしかめて睨にらんだ。すると彼らがそれ以上声を掛けてくることはなく、不愛想な不良少年の顔だけ撮って他の招待客ゲストに群がった。

「やっぱ来るんじゃなかったな」

「でもお兄ちゃんは絶対連れてこいって、陽ひ菜な言ってたよ。……なんかしたの？」

　隣で春はる奈なが訝いぶかしげに睨にらんでくるが、春はる樹きは「さあな」とだけ言って冬とう也や達と合流する。

　小こ夏なつ、秋あき穂ほ、冬也の三人はすでに集まっていた。

「ハルはすっかり人気者だねえ。友達が遠くに行っちゃったみたいで私は寂しいよ」

「悪いな、王子様より目立っちまってよ」

「……いいんだよ。顔は売っといたから」

　秋穂は口を尖とがらせ、そっぽを向いた。

　彼女は絶賛売り出し中の読者モデルではあるものの、ファン層は中高生が大半を占めており、世間一般の知名度はそこまで高くない。普段自分ばかりがちやほやされているせいか、素人が自分よりも騒がれているのは面白くないのかもしれない。

「……大丈夫……テレビ観みた人がきっと、アキちゃんのファンになってくれる、から……」

「こなっちゃん……、やっぱり持つべきものはこなっちゃんだよ！」

　秋穂は心底感激した素振りで、小夏に抱き着いた。強く抱きしめられた小夏は少し息苦しそうにしていたが、そんな窮屈さもいいもんだ、と小夏は頬ほおを緩ませている。

　そんな二人のやり取りを一歩引いて眺めていた春奈が、「えっ」と小さく声を漏らした。

「アキ、ってもしかして、あの『アキ様』……？　読者モデルの？」

「なんだ春奈、お前こいつのこと知ってんのか？」

「当たり前じゃん。うちの学校でも人気あるし、クール＆フレッシュなモテ王子って」

「クール＆フレッシュ……、これが？」

　秋穂はファンに見られているとも知らず、クールでもなければフレッシュでもない緩み切った顔で小夏に頬ずりしている。どっちつかずな二つ名はある意味的を射ているのかもしれないな、と春樹は何の気無しに思った。

　入場ゲートで招待状を見せ、春樹達は会場へと足を踏み入れた。

　空は快晴。広場は見晴らしがよく、大勢の人々がひしめき合っていてもさほど窮屈には感じない。元々ここは毎年大勢の観光客が訪れる観光スポットで、大型の商業施設が付近には幾つも建っている。先日訪れた旭あさ日ひマリンパークとも距離が近い。

　正面を見上げると、旭日市を代表するランドマークがすぐそこにある。

　旭日ポートタワー。

　西にしノの大おお川かわが流れ込む港湾をまるっと観光地に、という計画の下建造された展望用のタワーで、高さは約百五十メートル。一階に大きなエントランスがあり、売店やレストランなどは展望台が設けられた上層に集中している。建物自体は下から上までガラス張りになっているが、上層以外は塔を支える柱としての役割しかなく、網目状のパイプが柱全体を覆い補強している。パイプは全て赤色に塗装されており、公園の遊具染みた外見だ。

　エレベーターも一風変わっている。エントランスから展望台までを行き来するエレベーターシャフトもまたガラス張りになっていて、移動中も外の景色が楽しめるようになっていた。逆に言えば、人を乗せた箱が上下に動く様が外からも丸見えということだ。

　この旭あさ日ひポートタワーが完成したのは、十四年前のことだ。

　そして十四年前、ブレイズマンはここで調印式を行った。

　だからここはブレイズマンの聖地としても知られ、ご利益にあやかった旭日ポートタワーは晴れて観光名所となった。真紅に彩られた塔の最上部には、太陽が飾られている。

「おお、相変わらずでけえな。小学校ん時以来か」

「中学ん時も来ただろ。遠足の定番だ」

「じゃあこれで三回目だ。折せつ角かくだし皆で登ってみっか」

「生あい憎にくと今日は休館みたいだよ。まあ、式典のことを考えたら仕方ないけどね」

　それは残念、と冬とう也やは肩を落とす。

　すると半歩後ろを歩いていた小こ夏なつが、春はる樹きの腕をちょいちょいと引っ張った。

「……私も、一緒に行った……」

「なんの主張だよ」

　春樹は適当な相あい槌づちを返しつつ、ゲスト用の施設へと歩いて行った。

　今日の式典には議員や警察関係者も大勢訪れていた。彼らの目的は天てん道どうオムの追悼というよりは、その後に行われる調印式の方にこそあるのだろう。暑苦しいスーツを着た堅苦しい集団が、遠巻きに自分達を見ていることに気付く。……と、そこで、

「──ハル！」

　その集団の中から、陽ひ菜ながパタパタと駆けて来るのが見えた。春樹は反射的に手を挙げそうになるが、その前に後ろから春はる奈なが飛び出して行った。ハルは、妹の方だ。

「ハル達が来てくれてよかったわ。周りがおじさんばかりで息苦しかったから」

「なんか思ってたよりちゃんとやってんだね、陽菜」

「ほとんどママについて回ってるだけだけどね」

　陽菜が振り向いた先には、礼服に身を包んだ天道叶かな芽めの姿がある。彼女は政治の輪からぽんと抜け出してしまった娘の非礼を詫わびつつも、涼し気な微笑を湛たたえていた。

　……あれが、あいつの奥さんか。自信に満みち溢あふれた雰囲気が陽菜にも似ている。

「春樹も、約束守ってくれたんだ」

「まあな。……それよりお前、今日は変装してなくていいのか？」

「当たり前でしょ。謎の少女はもういないの。こんなところでも変装してたら馬鹿みたいじゃない。でも、これはこれで動きにくくって嫌なんだけどね」

　そう言って陽菜は、スカートの裾を引っ張ってみせる。

　陽菜も母親同様、追悼式のフォーマルに則のつとった礼服を着ていた。黒地のワンピースの上にジャケットを羽織り、ストッキングを穿はいている。靴はパンプス。

　オーバーオールにスニーカーといった、少年然とした出いで立たちで祭りに来ていたことを思えば、今の格好はさぞ窮屈だろう。それに今は、夏だ。暑くて仕方ない。

　春樹が額ひたいに浮いた汗を拭っていると、陽菜は春樹達の制服姿を眺めて言った。

「あれ？　春はる樹き達もちゃんとしてきたんだ」

「まあ、一応な。だが、どうせやるなら冷房の効いたとこでやって欲しいもんだ」

「だったらもっと涼しい格好してくればよかったのに。一般の参列者は私服ＯＫよ？」

「……マジか」

「そりゃそうよ。今、夏だし。お天道様の真下だし」

　春樹は連れを見渡した。皆揃そろいも揃って学校指定の制服を着ており、春樹も新調したばかりのブレザーを着用していた。冬とう也やに至ってはきちんとした喪服を着こんでいる。

　とはいえ他の参列者の涼しげな格好を見た時点で、なんとなく浮いている気はしていた。

「控え室があるから、そっちで服預かっとこうか？」

　陽ひ菜ながそう言うと、春樹達は挙こぞってブレザーのボタンを外した。




　旭あさ日ひポートタワーの足元に小さな展示館がある。そこには売店も入っており、イベント時に開放される会議室や控え室なども用意されていた。

　控え室は冷房が効いていて、春樹達は上着を脱いだ後もその場に留とどまっていた。

「えっ、秋あき穂ほさんってあの『アキ様』なの？」

　春樹達の中で陽菜と初対面なのは秋穂だけだった。秋穂が自己紹介をすると、陽菜は春はる奈なと同様の好反応を見せ、秋穂は予期せぬファンの出現にすっかり気を良くしていた。

「噂うわさのヒーローちゃんに知ってもらえているだなんて光栄だな。テレビなんかで見るよりもずっと綺き麗れいだ。特にその赤い瞳と、赤い髪。お父さん譲りなのかな？」

「流石さすがアキ様は見る目あるわね。これ、私の自慢なの。……えへへ」

　陽菜ははにかんだ表情で、自分の髪を撫なでている。照れ臭いというよりそれは、嬉うれしさがつい溢あふれ出だしたような純朴な笑みだった。

「良い子じゃないか、彼女。ハルが気になっちゃうのも仕方ないね」

　秋穂がススッと寄って来て耳打ちをしてくるが、春樹は無視して小こ夏なつを呼んだ。

「挨拶はもういいだろ。それより小夏、お前こいつに渡すもんがあるだろ？」

　春樹がそう言うと、小夏は〝それ〟を手に持って陽菜と向き合った。

「……これ、陽菜ちゃんに……私達から……」

　それは花束だった。招待のお礼にと春樹達四人で金を出し合い、小夏が真剣に選び、心を込めて包んだグロリオサの花束。燃え盛る炎を思わせる真紅と黄金の色を宿した、王冠のような花びらを咲かせた贈り物を差し出して、小夏は言った。

「……グロリオサの花言葉は……栄光、と勇敢……陽菜ちゃんにぴったり、かなって……」

「へえ……、さっきから小夏、なんの花持ってるんだろうって気になってたのよね」

「……あ、バレてた……よね……」

　小夏は会場に来た時からずっと大事そうにその花束を抱えていたから、一目見た瞬間にこれは自分への贈り物だな、と陽菜も気付いていたのだろう。

「でも、まさかこんな素敵なプレゼントを用意してくれるだなんて、思ってもみなかった。ありがとう、小こ夏なつ。それから皆も」

「まあ、これからお前も大変だろうからな。せめてものはなむけだ」

「春はる樹きは反対じゃなかったの？　私がパパの跡を継ぐの」

「今更俺が言ったところで引けねえだろ、こんな大掛かりな式典があったんじゃな」

「……そう、よね」

　陽ひ菜なは目を伏せると、腕に抱えた花束をギュッと胸に抱きしめていた。

　先程までとは打って変わって、彼女の表情には陰りが見えた。彼女の変化は春樹達の目にもすぐに分かるもので、彼女はどうしたのだ、と春樹達は顔を見合わせた。

「もしかしてお前、ビビッてんのか？」

「ビビる？　私が？　まさか……、そんなわけない。ちょっと緊張してるだけよ」

　口ではそう言うものの、陽菜の表情は固く、そう的外れでもないように思えた。

　そこで、控え室の扉が開いた。

「陽菜、お友達とのお話は終わった？　そろそろ準備をしておかないと」

　やって来たのは叶かな芽めだった。彼女は春樹達を一いち瞥べつすると、軽く会釈をした。

　追悼式が始まるまでには十分ほどあったが、陽菜は娘として登壇することになっていた。そしてスピーチをした後、調印式がその場で執り行われる。もうじき舞台の幕開けだ。

「……そっか。もう時間なのね」

「そうよ。皆があなたを待ってる」

　表情こそ穏やかなものだが、叶芽の言葉には力があった。

　温かくも厳しく。人の迷いを断ち切り、目的地へと扇動する力強い言葉だ。

　しかし陽菜は母の言葉を耳に入れつつも、迷いのある表情のまま立ち止まっていた。

「あなた達、陽菜のお友達よね。式が始まったら移動するのも大変になるから、今の内に会場に戻った方がいいわ。そこで娘の晴れ舞台を見守ってあげてくれるかしら？」

　そう言われてしまうと、これ以上部外者がここに居座る理由がなくなってしまう。

「それもそうだね……。ここにいても邪魔になるし、私達はもう行こうか」

　秋あき穂ほが先導するのに従って冬とう也や、小夏、春樹と控え室を出る。

　そこでまだ春はる奈なが部屋に残っていることに気付き、春樹は扉の前で振り返った。

「──陽菜」

　と、春奈が陽菜になにかを手渡すのが見えた。

「これなに、ハル？」

「一応、御お守まもり。兄貴達の花束の後じゃ見劣りすると思うけど」

「そんなことない。ありがと、ハル。……これってもしかして手作り？」

「そ。だからご利益とかはあまり期待しないで」

「ハルらしい。大事にするわ」

　陽菜に再び笑顔が戻ったのを見届けると、春奈はいそいそと部屋を出る。

「春奈、あいつになに渡したんだ？」

「覗のぞき見みとか最低。詮索しないでよ、キモいから」

　それだけ言うと、春はる奈なは小走りに秋あき穂ほ達の背を追い掛けて行った。




　展示館を出てすぐのところに美み春はるの姿を見つけた春はる樹きは、友人達を先に行かせて、母の元へと向かった。美春は防護スーツを着込んだ特務課の隊員らと話していたが、近づいて来る春樹に気付くとすぐに話を切り上げ、解散した。

「春樹。陽ひ菜なちゃんとはもう会ってきたの？」

「ついさっきな」

「どんな感じだった？」

「緊張してたな。なんか悩んでるみたいだったが、まあ大丈夫だろ。あいつにはいざって時についててやれるダチがいるみたいだ」

　美春は誰のことを言っているのかを察した様子で、それはよかったと微笑した。

　広場に設置された巨大ステージの前には、絨じゆう毯たんを敷いたように大勢の参列者が立っており、真夏の太陽が見下ろすステージ上の献花台を皆一様に見上げていた。

　まるでロックフェスが開催されるのを待つ観客のようだ。

　ざわざわと漏れ聞こえてくる観客の声には、期待と不安とが混在している。これからこの前に立つ陽菜の心情を考えると、多少気後れしてしまっても仕方がないと思える。

　美春は腕を組み、険しい表情で会場を見渡していた。

「結局、この日を止められなかった。陽菜ちゃんには、私達でも抱えきれない大きなモノを背負わせてしまうことになってしまった。情けないわ」

「奴やつらとまたやり合ったんだろ？　その後は、なんもなしか」

「……ええ。一応連中の素顔は分かってるから指名手配を掛けてはいるけど、今のところは手がかりなしよ。折せつ角かくあんたが手がかりを掴つかんでくれたってのにね」

　美春はここ一週間ほど一度も家に帰らなかった。碌ろくに休んでいないのだろう。目元には隈くまが出来ていて、いつもの覇気がない。

　ブレイズマンの死の弊害は、春樹の身近なところにもあった。

「それにしても、まさか《フォールド》が人間だったなんてな。お袋は知ってたのか？」

「ええ、一応ね。天てん道どうさんに聞いてたから覚悟はしていたけど。でもまさか本当に、っていうのが正直なところね。……分かってるとは思うけど、このことは他言無用よ？　指名手配にしても、その三人が《フォールド》であることは伏せてやってることなんだから」

「分かってる。そんなことが世間に知られた日には、ここ十四年築き上げてきた怪物像がまるっとひっくり返っちまうからな。最悪、正義のヒーロー像と一緒に」

　含みのある言い方に、美春は怪け訝げんな顔をして春樹の横顔を見た。

「そうだ、いっそ公表しちまったらどうだよ。ブレイズマンが殺し回ってた相手が人間だって世間が知ったら、ブレイズマンっていう幻想もあっさり消えるんじゃねえか？」

「……どういうこと？」

「ヒーロー自体の評判を落とすってことだよ。中坊に人殺しさせてまで戦わせようと思う奴やつはいない。そしたら、あいつも余計な期待を背負わずに済む。そうだろ？」

　悪魔のような提案に美み春はるは低く唸うなった。そういう方法も確かにあるのだろう、と。

　美春は腰に手を当て目を瞑つぶり、考え込み、ややあってから天を仰ぎ見て言った。

「駄目ね。それを言ったら、彼女……すでに一人殺してしまっているわ」

　そういえばそうだった、と春はる樹きは肩を落とした。

　陽ひ菜なは遊園地で『シャボン玉』の首を刎はね、殺している。殺してしまった事実は動画にも残っていて、消しようがない。彼女はもう後には引けないのだ。

　もしもあの時、俺が奴を殺やれてたら。また違った未来があったのだろうか。

「けど、安心したわ。あんたなりに陽菜ちゃんのこと色々と考えてくれてるのね」

「どっかの誰かに、ちゃんと見てろって言われたからな」

「任せて正解だった」

　美春は春樹の肩をポンと叩たたくと、目を細めて笑った。

「でも、もうあんな無む茶ちやはしないで。今度《フォールド》が現れたら春はる奈なを、友達を連れてすぐに逃げなさい。私にはあんた達が一番大切なんだから。いいわね？」

　その時の美春は、警官ではなく母親の顔をしていた。真摯な言葉を真正面から聞かされ、春樹は茶ちや化かすことも出来ずにただ頷うなずくしかなかった。

　開会十分前を告げるアナウンスが鳴り、春樹は母の元を離れた。
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　控え室にスタッフが呼びに来た。開会十分前とのことだ。

　胃の辺りがキュッと縮んだ。控え室のカウンターに備え付けられた鏡を覗のぞくと、強こわ張ばった自分の顔が映っていた。柄にもなく緊張してるな、と陽菜は頬ほおを撫なでほぐす。

　叶かな芽めが一言二言告げると、スタッフは慌ただしい様子で去って行った。控え室には陽菜と叶芽の二人きりだ。陽菜は母の淹いれてくれた茶を啜すすり、ほぅ、と一息ついた。

「安あ住ずみさんは来てないの？」

「来てないわ。神父様の隣で、彼にお経を読んでもらうわけにもいかないでしょ？」

「死神だしね」

　安住とは夏祭りの前の日に会ったきりで、それ以降は顔を合わせていない。元より神出鬼没な人物だ。霊園や廃寺にも行ったが彼は姿を見せなかった。

　期待外れだ、と不ふ甲が斐いない弟子に愛想を尽かせてしまったのかもしれない。

「ママは、パパとどうやって出で逢あったの？　その時からパパが死神だって知ってたの？」

「あら、言ってなかったかしら」

「言ってない。パパがブレイズマンだってことも、二人はずっと秘密にしてたし」

　口を尖とがらせて陽菜が言うと、叶芽は小さく肩を竦すくめた。

「私は死神に命を救われたの。十四年くらい前になるかしらね。丁度《フォールド》の噂うわさが騒がれ始めた頃で、私もその怪物に命を狙われた。オムと出で逢あったのはその時よ」

「パパに助けられたってこと？」

「ええ。なんてことないことだったけれど、それが私達の始まり」

　それから叶かな芽めは楽しげにその頃の思い出を語り、時に寂しそうな顔も見せた。

　父が死んで以来、父の思い出話を叶芽としたことは一度もなかった。父の遺志を後に遺のこそうとしながらも、母娘おやこ揃そろってその記憶に蓋をしてしまっていた。

　そんな二人を見たらきっと父は寂しがるのではないか、と陽ひ菜なはふと思った。

「ママは、パパが自分の寿命を削って戦ってるってこと知ってたのよね？　もう戦わないで、ってパパを止めたりしなかったの？」

「……しなかったわ。あの人は人一倍責任感が強かったから、私が余計なことを言って足を引っ張りたくなかったの」

「でも、心の何ど処こかではそう思ってた？」

「なぁに、陽菜？　もしかしてあなたは、戦わないでって言って欲しいの？」

「そんなこと、ないけど……」

　陽菜は消え入るように呟つぶやき、左の手のひらを見下ろした。先日の自傷で負った切り傷はまだ塞がっておらず、その手には包帯を巻いていた。凍り付いた足にも違和感が残る。

　だが、実際のところ戦うのが嫌になった訳ではなかった。そんなことはなかった。

　傷を負うことは怖くない。命を失うことも怖くない。斃たおすべき《フォールド》は自分と同じ人間だったが、今更悪人の首を刎はねることに躊躇ためらいもない。

　だとすれば私は一体、なにを怖がっているんだろう。

　陽菜はここ数日、自分の心の内に蔓延はびこるもやもやの正体に頭を悩ませていた。

　しかし、そういう時に必ず頭を過よぎる光景がある。

　それは、夏祭りの日に目の当たりにした地獄のような光景だ。

　地上を焼く花火と、逃げ惑う人々、ヒーロー亡き世界を蹂じゆう躙りんする怪物達の足音。

　先日事件現場を見に行ったのは、そんな悪夢を吹っ切るためだったが、悪夢はまだ続いている。むしろその傷痕を目にしたことで、より深く陽菜の心に焼き付いてしまった。

　……そうか。きっと私は、またあの光景を見るのが怖いんだ。

　自分の力不足が原因で、人々の心から太陽が削れ落ちていくのを見るのが、怖いのだ。

「……ねえ、ママ。私は本当に、パパみたいになれるのかな？　パパの代わりに……」

「どうしてそう思うの？」

「だって私は、失敗した。あの時私がちゃんと《フォールド》を殺せてたら、あんなことにはならなかった。きっとパパだったら、あんな奴やつらにも負けなかった」

　陽菜は俯うつむき、拳を強く握り締めた。自分の無力さが情けなく、悔しかった。

　すると叶芽はそんな陽菜の隣に屈かがみ込こむと、固く閉じた拳の上に手を重ねて言った。

「やっぱりあなたはオムに似ているわ」

「えっ……？」

「あの人も完璧主義で、負けず嫌いだった。ほんの小さな失敗にも悩んで、ほんの小さな犠牲も悔やんで。格好悪いところを誰にも見せたがらない人だった」

「パパも、悩んだりしてたの？」

「そうね。その度に私があの人を励ましてあげていたわ。私に出来るのは応援してあげることくらいだったから。だからあなたが悩んでも、迷っても、私が支えてあげる」

　叶かな芽めは力強い言葉と眼まな差ざしで、陽ひ菜なを激励した。

「あなたはなれるわ、パパと同じ太陽に。皆がその誕生を待ってる」

　母の言葉は心強かった。燻くすぶっていた陽菜の心に薪まきを投げ入れ、再び火を点つけた。

　陽菜は柄つかと御お守まもりを手に取り、勢いよく椅子から立ち上がる。

「そうよね。これは私にしか出来ないことよね。私がやらなくてどうするのよ」

　弱音を吐いている暇などない。ブレイズマンを待つ人々のためにも、自分が彼らの前に立ち、安心させなくてはいけない。それが太陽の役目なのだから。

　陽菜は柄と御守りをポケットに突っ込むと、控え室の扉を開けた。

　そして廊下に一歩足を踏み出そうとしたその時、背後でチカッと光が瞬いた。カメラのフラッシュにも似た光だった。陽菜は控え室を振り返った。「……ママ？」

　そして陽菜は見た。控え室の〝鏡〟から突如現れた怪物が、叶芽の腕を掴つかみ、

　──〝鏡〟の中へと引ひき摺ずり込こむ瞬間を。

「──っ、ママ！」

　陽菜は咄とつ嗟さに叶芽の腕を掴もうとした。が、彼女はすでに鏡の中。

　どういう訳か鏡に陽菜の姿は映っておらず、気を失った叶芽を抱え、悠々と控え室から出て行く『土竜もぐら』の姿だけが、そこには映っていた。

　最悪だ、と陽菜はカウンターを叩たたいた。──ママが『土竜』に誘拐された。
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　開会の挨拶があり、司会の進行により追悼式が進められた。献花台の前には天てん道どうオムの遺影が運び込まれ、青空の下厳かな空気が会場に広がっていく。式典の様子はテレビ中継もされていて、参列者に限らず、国民の大半が固唾を呑のんで見守っていた。

　やがて、天道オムの妻と娘がステージ上に招かれる。

　天道叶芽さん。天道陽菜さん。

　二人の名前を読み上げる声がスピーカーから流れ、それからもう一度名前が呼ばれた。

　しかし、二人はステージに現れなかった。静粛に、という言葉通りに大人しくしていた参列者の間に、ざわざわひそひそと動揺が広がり始める。

「どうしたんだろう、なにかトラブルかな？」

「時計見てねえんじゃねえか？　それか腹でも壊しちまったか」

「陽ひ菜な、なにやってんのよ……」

　春はる樹き達は一般席とは区切られたゲスト席にいた。周囲には他の招待客ゲストや議員や警察官僚、報道陣らの姿もあり、彼らは予期せぬトラブルを前に難しい顔をしていた。

　何事だ。何な故ぜ彼女達は出てこない。ブレイズマンの娘はどうした。

「……ハル……」

　くいくい、と小こ夏なつが春樹の腕を引く。彼女は隣で心配そうな顔をしている。もしかして陽菜になにかあったのでは。確かめに行こうぜ、と野や次じ馬うま根性を瞳の奥で燃やしていた。

「分かったよ。俺がお袋に聞いてくる」

「……っ、私も……」

「お前に動かれると後が面倒だ。だからお前はここで待ってろ、いいな？」

　小夏は納得していなさそうな顔だ。だが、また勝手にいなくなられても困る。春樹は席を立ちながら冬とう也やの傍そばに寄ると、他の奴やつには聞こえないよう耳打ちをした。

「冬也、こいつらのこと頼む」

「おう。そりゃいいが、おめえは何ど処こ行くんだ？」

「嫌な予感がする。だから確かめてくんだよ。また奴らの仕業かもしれねえからな」

「もしそうなら、ここが戦場になるってことか」

「まだ分かんねえよ。だが、お前はもう力を使うな。前に結構チップ遣っただろ」

「……またあん時みてえなことが起こるようなら、俺はやるぞ」

「親父おやじさん置いて死ぬつもりか？　死ねねえだろ。だからお前にこいつらを任せるんだ」

　そう言うと、冬也は渋々頷うなずいた。

　そんな二人のやり取りを見つめる小夏に気付いたが、春樹はそのまま席を離れた。

　慌ただしい様子の人混みを掻かき分わけ、先程美み春はると話した展示館を目指した。すると美春の代わりに、展示館から血相を変えて飛び出す陽菜の姿が視界に入った。

「──おい、陽菜！」

　春樹の声は彼女の耳に届かなかったらしく、陽菜は血走った眼で辺りを見渡しながらも、ステージの方へと駆けて行った。どうやら彼女は誰かを探しているようだ。

　とはいえ陽菜の身になにかあった訳ではないのだと分かり、春樹はひとまず安あん堵どする。

　だが、その後の陽菜の行動には度肝を抜かれた。

　陽菜はステージに駆け上がると、なにを思ったか司会の手からマイクを引ひっ手た繰くった。

「──このクソ野郎共、どっかで見てるんでしょ！　居るのは分かってんのよ……！」

　会場がどよめいた。なにを言い出すんだ、と。誰に言っているんだ彼女は。

　陽菜はステージの一番前まで歩いて行くと、会場全体を睨にらみつけてさらに続けた。

「コソコソしてないで出て来なさいよ！　──私のママを返せッ！」

　それは明らかに追悼のスピーチとは違っていた。言うなればそれはリング上で行われるマイクパフォーマンスのようだった。そしてその声に応える声が、会場に響いた。




『あー、あー、マイクテス、マイクテス。聞こえてますかー』




　その少女の声は、スピーカーから聞こえてきた。何ど処こからの声だ、と誰もがその声の主を目で探すが、少女は姿を見せることなく言葉を続ける。

『えー、どうも皆様初めまして。私、「ハントハンド」と申します。先日の夏祭りではお世話になりました。私達の打ち上げ花火、楽しんでいただけましたでしょうか』

　樒しきみだ。やはり奴やつが現れたか、と春はる樹きはスピーカーを睨にらんだ。

「ふざけないで。あんた、なんのつもりよ！」

『お祝いですよ。ブレイズマンの娘さんの晴れ舞台ということですからね、私にもなにか出来ないかと思いまして。そこで、簡単なレクリエーションをご用意致しました』

「……レクリエーション？」

『ええ。題しまして、ＵＦＯキャッチャーキャッチャー、ですっ！』

　その時、空に影が差した。

　旭あさ日ひポートタワーの頂上からぞろぞろと湧いて出た無数の影が、地上に向かって落ちて来る。一見するとそれはカラスの大群のようにも見えた。しかしそれはもっとおぞましい存在であることに気付く。青白い肌に、手足のように蠢うごめく五本の指。──手首の軍勢ハントハンド。

　その姿を認めたその時、迫り来る異形の怪物を前に悲鳴が沸いた。

「──撃ち落とせ！　奴らを誰にも近付けないで！」

　美み春はるの声が何処からか響いた。それを合図に、地上から上空に向かって一斉に銃弾が放たれた。銃弾が手首を貫き、地上にはその残骸とチップとがボトボト落ちてくる。

　突如空から降って来た手首の軍勢ハントハンドと、会場に響き渡る銃声とにパニックに陥った人々が雪崩なだれとなって、入場ゲートの方へと駆け出して行く。だが、一ヵ所に密集した群衆の中では思うように進めず、空を自在に飛び回る狩人かりゆうどから逃れることは出来なかった。

　手首の軍勢ハントハンドは参列者の中から十数人をランダムに選び出し、数体掛かりで襲い掛かり、上空へと連れ去った。それはまさにＵＦＯキャッチャーを彷ほう彿ふつとさせる光景だ。

　銃声が止やんだ。下手に撃てば、手首に連れ去られた人間にも当たり兼ねない。

　結果として、──総勢十三名の人質が上空に囚とらわれた。

「……な、なにを。あんた一体、今度はなにするつもりなのよ！」

『ゲームをしましょう。陽ひ菜なさんは今十三歳でしたよね。それにちなんで、十三人の景品をご用意致しました。これから十三分後に、一分おきに一人ずつ下に落とします。あなたはそれを地上で受け止めても構いませんし、この展望台まで直接取りに来ても構いません。もしも陽菜さんがここまで辿たどり着つくことが出来た暁には、その時は特別賞としてあなたのママをプレゼント致しましょう！　どうです？　わくわくするでしょう？』

　手首に掴つかまれ、宙ちゆう吊づりにされた人質は、高さ百五十メートルにも及ぶ旭あさ日ひポートタワーの展望台の側面に沿って円形に並べられた。落ちたら当然無事では済まない高さだ。

　無邪気なまでの悪意を前にして、陽菜は言葉を失っていた。母親を誘拐され、十三人の人質の生死を委ねられたのだ。十三歳の少女が背負うにはあまりに理不尽な責任だ。

　誰かが代わりにやらなくては。春はる樹きは美み春はるの元に駆け寄った。

「お袋、奴やつは展望台だ！　こんなこと早く止やめさせろッ！」

「分かってる！　各員に通達。『ハントハンド』は旭あさ日ひポートタワーにいるはずよ、私について来て！　最悪の事態も想定して地上にもネットを──」

　美春は無線を飛ばしながらも部下を引き連れ、旭日ポートタワーへと向かう。

『あー、一つ言い忘れていましたが。部外者のご参加はご遠慮くださいね。もしも邪魔が入った場合には時間制限を待たずに、手、放しちゃいますよ』

　美春達は足を止めた。それは効果的な脅しだった。樒しきみの放った一言で、全員の動きが封じられてしまう。春樹も、迂う闊かつに首を突っ込む訳にはいかなくなってしまった。

　そうなると頼れるのはただ一人。皆の視線が自然とステージ上の陽ひ菜なへと向いた。

「……そうよね。私しか、いないわよね……」
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『それでは早速始めましょう。今から十三分、カウントダウンスタートです！』

　バンッ、と銃声が鳴った。ゲーム開始の合図だ。

　陽菜はマイクを投げ捨てるとステージを飛び降り、タワーへと駆け出した。

　人混みを掻かき分わけ、走る。途中美春の声が聞こえたが、そのままその傍そばを通り抜けた。

　自動扉の前に立つ。だが、開かない。今日は式典のために休館しており、自動扉も閉まっていた。扉の付近には警備が立っていて、外から鍵を使って開けてくれる。

「──早く！」

　自動扉は二重にあった。警備もいて扉も閉まっているというのに、どうして怪物が中に居るんだ。陽菜は苛いら立だたしげに早く早くと急せかして待つ。

　二つ目の扉が開くとすぐに、エントランスに駆け込んだ。

　直後、エントランスが冷気に満たされた。足元には霜が降りていた。……氷だ。

　振り返ると、自動扉が凍り付いていた。扉だけでなく、ガラス張りになったエントランスの壁面に沿って氷が伝い、瞬く間に外と内とを氷の壁で閉ざしてしまった。

　エントランスの中央に、──『氷の女』が佇たたずんでいた。

「退どけ！　今あんたに構ってる時間はないの！」

『安心してください。私がお願いされているのは、あなた以外を止めることですから』

　どうぞ、と銀ぎん花かは道を開ける。

　正面にはエレベーターが二基あった。透明の昇降路シヤフトは展望台まで真まっ直すぐ続いている。

　陽菜が昇降のボタンを押すと、すぐに扉が開いた。これは動いているのか。

『どうか急いでください。私は、罪のない人が傷付くのは見たくありませんから』

　陽菜はエレベーターに乗り込むと、展望台のボタンを力一杯に殴り付けた。

「だったらあんたが、死ね！」

　傷付けたくないと口にする癖にこんな悪趣味なゲームには付き合うのだから、この女は樒しきみや片かた路みちよりも性た質ちが悪い。扉が閉まるまで、陽ひ菜なは銀ぎん花かを睨にらみ続けた。

　エレベーターが上昇を始める。百五十メートルの塔を昇り切るのにそう時間は掛からないはずだ。だが、それでも焦る気持ちはある。腕を組み、つま先で床を何度も叩たたく。

　すると突然、ガコンと揺れた。エレベーターが停とまったのだ。

『──まさか悠長にエレベーターに乗ってくるつもりだったんですか？　駄目ですよ。そんなんじゃあ誰も納得しません。ヒーローはマントをはためかせ、空をビューンと飛んでやって来るもんです。さあ、レッツらジャンプ！』

　樒の声は、天井のスピーカーから聞こえてきた。エレベーターを停めたのも奴やつの仕業に違いない。最初からそうするつもりだったのだ。クソッ、と陽菜は舌打ちする。

「パパみたいに飛べるなら、最初からそうしてるわよ……！」

　陽菜は上部のハッチを見上げた。映画であれば誰かに肩車をしてもらい、下から押し上げることで昇降路シヤフトに出たりするのだろうが、生あい憎にくと今は一人だ。手が届かない。

　一面ガラス張りのエレベーターからは、外の景色がよく見えた。

　地上との距離はまだ全然離れておらず、大勢の人達の頭が見える。エレベーターの中で立ち往生している陽菜の姿を見上げ、彼らは一体どんな心境でいるのだろう。

『──五分経過しました。空を飛べない雛ひな鳥どりさん、頑張ってください』

　一人目が落とされるまであと、八分。一人でも落ちたらアウトだ。

　昇降路シヤフトには二基分のスペースがある。陽菜はエレベーターのガラスを柄つかの尻で叩たたき割わると、そこから昇降路シヤフトの内部を覗のぞき込こんだ。壁伝いに梯子はしごが架かっている。

　次に頭上を見上げる。百五十メートルか、と頭でその距離を測り、すぐさま頭を振った。

　……やるしかない。陽菜はエレベーターの中から梯子まで、跳んだ。
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　陽菜が昇降路シヤフトの梯子を上って行く姿を、春はる樹きは地上から見上げていた。

　旭あさ日ひポートタワーの周囲には報道局のヘリが飛び回っていたが、警察からの警告が飛び、すぐに距離を取った。だがその警察にしても、地上で手をこまねいているのが現状だ。

　誰もが陽菜の挑戦を、固唾を呑のんで見守っていた。

　観客の中に冬とう也や達の姿を探したが、彼らは人混みに埋もれてしまっていた。

　春樹はスマホを取り出し、彼らへの連絡を試みる。だがそこで、スマホがないことに気付いた。スマホはブレザーのポケットに仕し舞まってあった。そのブレザーは今、控え室だ。

「チッ、なにしてんだ俺は……！」

　冬也であれば、砂の巨人となって落下時のクッションくらいにはなるだろう。

　秋あき穂ほであれば、運び屋として人質が落下する前に空中で救出出来るかもしれない。もしくは彼女の手を借り直接展望台に乗り込むか。……いや、と春はる樹きは頭を振る。

　部外者が今余計な手出しをすれば、人質となっている十三人の身になにがあるかも分からない。だからこその人質なのだ。彼らを呼んだところで、今はなにも出来ない。

　今は陽ひ菜なが時間内に頂上に辿たどり着つくことを信じて、見守るしかない。

「──がんばれ！」

　その時、地上から子供の声が上がった。

　小こ夏なつと観みに行ったヒーローショーを思い出す。ステージ上で怪人と戦うヒーローの窮地を前に、子供達からは沢山の声援が送られていた。頑張れ、頑張れ、と。

　最初は一人の子供が叫んだ願いだったが、それはすぐに周りの人間にも伝でん播ぱし、声援は次第に大きくなっていった。頑張れ、頑張れ、負けるな。

　陽菜の小さな背中には、大勢の期待が乗っていた。……無責任な期待の数々が。

　春樹には、会場に轟とどろく声援が恐ろしく思えて仕方なかった。

　彼らの寄せる期待は、十三人の命と等価だ。もしもその期待に陽菜が応えられなかったならば、その時彼女にはその責任が重く伸のし掛かる。そのことを彼らは理解していない。

　展望台までは約百五十メートル。陽菜は休むことなく、懸命に梯子はしごを上り進めていたが、それでもまだ塔の中腹にも辿り着いてはいなかった。

　制限時間はあと五分。彼女に猶予された時間は、あまりにも短い。
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　陽菜は泣きそうになりながら、梯子を上り続けていた。

　あと五分、という樒しきみのアナウンスがタワーに響いたばかりだった。

　後ろを振り返る。もう地上の人達が巨大な影のうねりのようにしか見えなかった。結構な高さまで上ってきたが、頭上を見上げるとまだ頂上は見えない。恐らくまだ半分かそこらだ。五分で頂上に到達することは不可能に思えた。無理だ、間に合わない。

　それでも立ち止まる訳にはいかない。自分の背中を見ている人達が大勢いるのだ。

　ブレイズマンの娘として、退くことは許されない。

　陽菜は涙を擦さすり、梯子の手すりを強く握り締め、一つ飛ばしで進んで行く。

　ズキン、と左手に痛みが走った。やばっ、と思った時には梯子から手が離れ、足を滑らせた。ふわりと身体からだが浮き、重力に掴つかまれ昇降路シヤフトを落ちて行く。

　地上から悲鳴が沸いた、ように聞こえた。きっと幻聴だ。

「──ぅ、ッ！」

　陽菜はすんでのところで指を手すりに引っ掛け、梯子にしがみついた。

　顎と脛をぶつけ、肘と膝を擦すり剥むいた。左手を見ると包帯に血が滲にじんでいる。

《フォールド》は自分の寿命を消費して傷を修復出来るそうだが、陽菜には出来なかった。

　父にはそれが出来たそうだ。一体どれだけの傷を父は負い、治してきたのだろうか。

　早く上がれ。時間がないぞ。人質を見殺しにするつもりか、と声が聞こえた。

　それが幻聴なのか、本当に聞こえる野や次じなのかは陽ひ菜なには分からなかった。

　ただ、必死に梯子はしごを上った。堪えていた涙が、痛みと共に溢あふれてくる。血の滲にじむ左手で手すりを握り締め、足を踏ん張って一歩一歩と梯子を上る。

「……クソッ、……クソ、クソッ……絶対に、殺してやる……ッ！」

　陽菜は涙を拭う暇も惜しみ、《フォールド》への憎悪だけを拠より所どころに頂上を目指した。

　しかし、その時は無情にも訪れる。

『あと三十秒です。でもおかしいですねー、陽菜さんはまだ到着していないようですよ？』

「……ッ、ふざけんじゃないわよ！　こんなの間に合うわけないじゃない……！」

『十秒前になったら、一人目のカウントダウンを始めちゃいましょうかねー』

　樒しきみのアナウンスは一方通行で、陽菜の抗議は届かない。

　それからすぐに、樒がカウントダウンを刻み始めるのが聞こえた。陽菜は間に合わないと分かりつつも、立ち止まることなく梯子を上る。……十、九、八、七、……。

　時間は数えない。無心で梯子を駆け上る。だが、一秒の狂いなく樒が口くち遊ずさむ死へのカウントダウンは、否いや応おうなしに陽菜の鼓膜にその現実を叩たたきつける。




『さん、にい、いち、──零ぜろ。……残念、時間切れです』




　陽菜は昇降路シヤフトのガラス越しに、頭上を振り返った。

　展望台の縁に沿って吊つるされた人影の一つが、ふっと落ちてきた。

　頭から真っ逆さまに落ちた人影が、陽菜の正面を通り過ぎて行く。途中、その人と目が合った。彼は絶望し、それでもまだ陽菜に救いを求めていた。

　陽菜は咄とつ嗟さに手を伸のばしたが、タワーの内と外とでは届くはずもない。

　彼が地上に落ちて行く姿を、陽菜は呆ぼう然ぜんと目で追った。──その時だった。

「……ぁ……、ぇ……？」

　地面に叩きつけられるはずだった男の姿を、一本の黒い影が貫いた。影は鋭い先端を男の襟元に引っ掛け、空中に繋つなぎ止とめている。男の身体からだは〝黒い枝〟に引っ掛かっていた。

　陽菜が足元を見ると、そこに──蜘く蛛も女の姿があった。

　蜘蛛女はタワーを補強する網目状のパイプに掴つかまり、背中に開いた大きなチャックの内から黒い枝を手足のように伸ばして、その内の一本で男の身体を支えていたのだ。

　蜘蛛女は枝先に引っ掛けた男を手た繰ぐり寄せると、パイプの上にそっと乗せた。男は目の前に立った蜘蛛女を見上げ、口をパクパクとさせていた。自分は命を救われたのだろうか。それとも、これからこの大蜘蛛の怪物に喰くわれるのだろうか、と。

　なんにせよ、樒にしてみれば蜘蛛女のしたことは明らかなルール違反だった。

『駄目じゃないですか、お邪魔虫さん。部外者は引っ込んでろと言ったはずですよ？』

　蜘蛛女は、展望台の方をじっと見上げていた。彼女の声こそ聞こえなかったが、お前の言うことは聞かない、と反抗しているように見えた。

『まあ、いいです。ルールはルールですから。残りの十二人、彼らにはまとめてダイブしていただくとしましょうか。──私を恨まないでくださいね？』

　樒しきみがそう言うと、空から十二人の人質が一度に降ってきた。

　タワーの外周をぐるりと囲んだ人質が、円形に列を組んだまま各々落ちて行く。

　それを見た蜘く蛛も女はチャックから八本の枝を伸のばし、その脚を器用に動かし、蜘蛛の巣のように張られたパイプを這はい上あがって行った。

　その動きは素早く、一生懸命で、人質が落下するよりも早く彼らの元に辿たどり着ついた。

　枝を伸ばし、人質の衣服を枝先に引っ掛けて受け止める。捕まえた一人をパイプの上に回収すると共に、次の人質に枝を刺す。タワーの外周を縦横無尽に這はい回まわり、一人、また一人と救っていく。しかしほぼ等速に落ちて行く人質が、あと六人。蜘蛛女は蜘蛛の巣の目を潜ってタワーの反対側に移りながらも、自らも人質を追って飛び降りた。

　欲が出たのか二本の枝を同時に突き放ち、二人同時に枝で繋つなぎ止とめる。六本の脚で自身を支え、人質を引き上げるとまた高度を落とし、更に二人を救った。

　一人を枝で掴つかまえ、あと一人、と蜘蛛女は最後の一本を人質の衣服に引っ掛けた。

　しかし速度があったせいか、枝を引っ掛けた衣服が裂けた。しまった、と蜘蛛女が焦るのが分かった。蜘蛛女は蹴伸びの要領でパイプを蹴飛ばし、勢いをつけて飛び降りる。

　間に合って、と声が聞こえた気がした。それは陽ひ菜な自身の声だったのかもしれない。

　蜘蛛女は落下姿勢のまま、背中の枝を四本人質に向け伸ばした。ＵＦＯキャッチャーの爪のように枝を展開し、今度は衣服に引っ掛けるのではなく、人質の身体からだごと掴つかみ取とる。

　だが、そのままでは彼女もろとも落ちてしまう。

　蜘蛛女は背後にも枝を伸ばしていた。バンジージャンプの命綱を飛び降りてから繋ぎ始めるように、枝でパイプを掴み、正面には人質も抱え、振り子のように大きく揺れた。

　蜘蛛女は人質を適当な足場に下ろすと、そこでようやく、ほっと息を吐ついた。

　その神業は、誰もが目撃することとなった。それから少しの間があり、地上から歓声が沸き上がった。それは陽菜の居るところにまで届くほどの音の洪水だった。

　十三人もの人質を、彼女はたった一人で救ってみせたのだ。

　陽菜もまた、その偉業が果たされる瞬間を夢中で追っていた。彼女が《フォールド》であることも忘れるほどに。その姿に、陽菜は本当のヒーローの姿を見た。

　陽菜は手すりを握る手に力を込めた。人質は救出された。残るは──。

「…………！」

　陽菜は再び梯子はしごを上り始めた。──今度こそ、奴やつを殺すのだ。





＊　＊　＊






　小こ夏なつは、大歓声に包まれる会場をタワーの外壁から見下ろしていた。

　それが自分を称賛するものであると気付くのに、少し時間が掛かった。

　そこで初めて、自分は良いことをしたのだと実感出来た。まるで自分がヒーローになったかのようだった。嬉うれしさが込み上げてきて、高揚感が全身を包み込んでいた。

　一人目の人質が落とされる直前に、小こ夏なつはすぐに飛び出していた。

　冬とう也やや秋あき穂ほ、春はる樹きが自分の命を遣うくらいであれば、自分の命を遣って助けたかった。

　言いつけを破ってしまったことを、春樹は怒っているだろうか。小夏は大観衆の中、彼の姿を探した。けれど、あまりに人が多すぎて何ど処こに居るのかも分からない。

　先程まで人々の不安を煽あおっていた樒しきみの声は、いつの間にか聞こえなくなっていた。

　小夏は頭上を見上げた。樒はまだ展望台にいるはずだ。彼女が逃げてしまう前になんとしても捕まえなくては。でないと、またこんな恐ろしいことが繰り返されてしまう。

　小夏は背中のチャックから伸のばした枝でパイプを掴つかみ、タワーの外壁を上って行く。

　百五十メートル。その高さも、小夏は難なく上り切った。

　小夏は展望台の窓枠に枝を引っ掛け、ガラス越しに中を覗のぞき込こんだ。そこに、……いた。

　樒は仮面を被かぶった姿で、日傘を差していた。その表情こそ窺うかがい知しることは出来ないが、クルクルと上機嫌に日傘を回している。彼女は、笑っていた。

　不意に、小夏の正面にあった展望ガラスがパリン、と砕けた。

『……え、っ……』

　ガラスに血ち飛沫しぶきが飛び、小夏の胸からはチップが弾はじけ飛とんだ。

　その後、仮面に引かれたチャックの口から、こぷっと血が漏れ出した。

　痛みと衝撃は、背中から胸にかけて突き抜けていった。一発の銃弾が、自分の胸から飛び出したように見えた。そういえば、後ろで銃声が聞こえたような気もする。

　……撃たれた……？　なにに？　なんで……？

　なにが起こったのかも理解出来ないまま、小夏はふらりと宙で倒れた。
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　小夏が撃たれた。

　ドゥン！　と銃声が鳴った直後、百五十メートルほどの高さにあった小夏の背中を銃弾が貫き、展望台のガラス窓が砕け散った。窓枠を掴み、小夏の身体からだを宙で支えていた八本の脚がふにゃりとしな垂れ、前のめりに崩れた小夏は展望台のフロアへと転げ落ちた。

　地上から小夏の姿が見えなくなって十数秒、春樹は空を見上げたまま動けなかった。

　先程まで喝采の嵐だった地上の人々も、なにが起こったのかと呆ぼう然ぜんとしていた。

「……星ほしッ、どうして撃ったの！　あれはまだ敵と決まったわけじゃ……！」

　美み春はるは声を荒らげ、インカム越しに誰かと会話していた。……星？　空から星が降って来でもしたのだろうか。それが運悪く小夏に命中した。そういうことなのか？

　いや、そんな訳がない。小夏を貫いた銃弾は会場近くのビル内から放たれた。狙撃手が撃ったのだ。春はる樹きは歯を剥むき出だしにして、銃弾が放たれた方角を睨にらんだ。

　……小こ夏なつが一体なにをした！

　今すぐにでもその方へと駆け出し、小夏を撃った狙撃手を殺してやろうとも思った。

　だが……、と春樹は思い直して、展望台を再び見上げる。

　小夏が転がり込んだ展望台にはまだ樒しきみがいるはずだ。そこには陽ひ菜なも向かっている。

　地上では人質という枷かせから解き放たれた特務課や機動隊が集結し、氷に閉ざされたエントランスへの突入計画を練っている。ヘリを要請する声があった。上空から直接乗り込む気なのかもしれない。彼らの作戦がどう転ぶにせよ、小夏が窮地にあるのは明白だ。

　今から小夏の元に駆け付けようとするならば、悠長に梯子はしごを上っている時間はない。

　囚とらわれのお姫様の元に最速で駆け付けるには、白馬がいる。優秀な運び屋が。

　春樹は瞼まぶたを閉じ、心を落ち着かせた。

　カチカチと時を刻む《命の時計クレジツト》が瞼の裏に浮かんでくる。俺の命はあと──。

　キンッ、とチップを一枚宙に弾はじいた。そしてそれは春樹の上空で爆発した。

　なんの前触れもなく巻き起こった爆発音に、全員の注目が一ヵ所に向いた。雷雲の如ごとく頭上に渦巻く黒煙。彼らの視線は、曇天の下に佇たたずむ仮面を被かぶった異形の姿形を捉えた。

「カツアゲ仮面」──と、誰かが口にした。

　突如出現した《フォールド》の姿に、人々の間に動揺が走る。異変に気付いた特務課や機動隊、警備らが挙こぞってやって来る。しかし、春樹はなにも彼らの目を惹ひくために仮面を被った訳じゃない。呼んだのはただ一人。

『来い、アキ』

　春樹が呟つぶやくのと同時、ブオン、と音を引き連れ彼女は現れた。頭巾頭に白い拘束衣を身に纏まとった『運び屋』──秋あき穂ほは春樹の背後に現れると共に、その肩に触れて言った。

『──跳ぶよ、ハル！』

　そして次の瞬間、二人は人々の前から忽こつ然ぜんと姿を消した。




　景色が変わった。騒々しいフェスの会場から、閑散とした展望台の最上階へ。

　正面の展望ガラスは砕けていた。高所を循環する風が吹き込んでいる。床にはガラス片が散らばっていて、引ひき摺ずったような血の跡がこびりついていた。

『これはこれは、春樹さん。思ったよりも早かったですね』

　樒は割れたガラス窓を背に、日傘を差して立っていた。真っ黒な仮面を被り、キョンシーのような格好をしている。額ひたいから垂れ下がったお札の裏側で、奴やつは嗤わらっている。

　そしてその足元に、血溜だまりの中に、小夏は仰あお向むけで倒れていた。

『──こなっちゃん！』

　秋穂は、小夏の姿を見つけるや否や飛び出して行った。

　それと同時に樒は、ナイフを一本宙に放り投げていた。鏡のように磨き上げられた銀のナイフだ。その軌道は緩やかで、秋穂に突き立てるために投げたものでもなかった。

　ナイフの鏡面が、チカッ、と光を放った。

『待てッ、アキ！　下がれ！』

　走り出してすぐに、秋あき穂ほもそれに気付いた。

　クルクルと回るナイフの鏡面から腕を伸のばし、頭を覗のぞかせた『土竜もぐら』の存在に。

　秋穂は咄とつ嗟さに身を引いたが、土竜の腕はすでに秋穂の手首を掴つかみ取とっていた。

　土竜は鏡を移動出来るらしいと知ったのは、冬とう也やの話を聞いてからだ。廃教会を訪れた際、奴やつはトイレの鏡から現れ、冬也を鏡の中へと引ひき摺ずり込こんだのだという。

　春はる樹きと交戦した際にも、奴は時計やナイフの鏡面を自在に出入りしているように見えた。

　鏡は土竜が移動するための抜け穴ゲートだ。奴は、秋穂を鏡の世界に連れ込もうとしていた。

『一名様ご案内ッ！　おじさんといいことしようや』

『絶対、イヤ！』

　抵抗虚むなしく、土竜に腕を引かれた秋穂は鏡の中へ。チカッと光が瞬いた。しかし秋穂もまた土竜の腕を掴んでいた。秋穂を引き摺り込んだナイフが、ブオンと消える。

　一瞬の攻防を経て、二人は同時に消えた。しんとした静寂がフロアに染み渡る。

　春樹は辺りを見渡したが、どちらも帰ってくる気配はない。樒しきみも同様に相棒の姿を探していた。本来であれば床に残るはずの鏡ナイフも一緒に消え、首を傾かしげていた。

『あの人……、また油断しましたね？』

　樒はやれやれと肩を竦すくめると、気を取り直して春樹に向き直った。

『まあ、いいです。私が用があるのは春樹さんだけですから』

『俺が来るのが分かってたみてえな言い方だな』

『来ると思ってましたよ。あなた達には前回も邪魔されましたからね。私、あの時のことまだ根に持っているんですよ？　それから勿もち論ろん、お母様を殺されたことも！』

　樒は頭上で日傘を回した。するとその内からは、雨の雫しずくを振るい落とすかのようにして、手首の軍勢ハントハンドが湧いて出た。……ここでその復ふく讐しゆうを果たそうという訳か。

　春樹は拳を握り、地面を蹴った。樒に向かって突貫する。

　突き放った拳が手首ハントハンドの掌てのひらに受け止められる。だが。受け止めた傍そばから、爆はぜた。

　間髪入れずに手首の軍勢ハントハンドが襲い来る。春樹はチップを弾はじき、まとめて爆破する。

　春樹は《命の爆弾デイボム》を躊躇ためらうことなく遣った。出費は最小限に、出力を最適に。視界の隅には《命の時計クレジツト》を常に意識し、思考と身体からだを直列回路で結び、点火する。

　続々と補充される手首の軍勢ハントハンドを次々撃ち落とし、春樹は樒の眼前で拳を振り被かぶった。

『────！』

　拳の甲が、樒の仮面を捉えた。力任せに顔面を殴りつけられた樒は、宙に浮き、受け身を取ることなく無様に床を転がった。ふわりと浮いた日傘が、地に落ちた。

『……ッ、痛いったい、じゃないですかぁああ……、女の子を殴るなんて最低、です……！』

『女子供関係なく爆殺しようとした、てめえが言うんじゃねえよ』

『それも、そうですねぇえ……くふふ』

　樒しきみはゆらりと起き上がると、不気味に笑った。手首ハントハンドを操り襲って来るかと思ったが、彼女は小刻みに身体からだを震わせて笑うばかりで、なにもしてこなかった。

　今のうちに、と春はる樹きは小こ夏なつの傍そばに屈かがみ込こんだ。

　小夏を撃った銃弾は背中から胸へと突き抜けており、傷口からは血液が溢あふれ出だしていた。だが、彼女はまだ生きている。小夏は胸を浅く上下させており、呼吸もしていた。

　春樹は小夏から零こぼれたはずのチップを探した。だが、それは何ど処こにも見当たらなかった。

『……ああ、もしかして小夏さんのチップをお探しですか？　それならほらぁ、今さっきあなたが爆発させたそのハントハンドちゃん達の中に……あー、でも……綺き麗れいさっぱり、灰になっちゃいましたねー、あはっ……！』

　相変わらず他人の神経を逆撫なでするのが上う手まい奴やつだ。

『関係ねえよ。チップがなくなろうが、こうすりゃな』

　春樹は自分の寿命を切り崩してチップに換えると、小夏の胸へと押し当てた。それらはすぐに小夏の肌に溶け、彼女の寿命と同化する。やがて傷口も自然と塞がっていく。

『……あなたは、死ぬのが怖かったんじゃあないんですか？』

『俺は別に死ぬつもりはねえよ。死んだらそれまで、だ。だからそんなもんにビビッてる時間があったら、前向いて生きる努力をした方がマシだって気付いたんだよ』

『……そうですか。あなたはもう克服しちゃったんですね……、残念です』

　樒は信じられないような眼まな差ざしで春樹を眺め、それからつまらなそうに舌打ちした。

『お前、なにがしてえんだよ。アポトーシスの復ふく讐しゆうってだけなら、俺だけを狙えばいい。前にお前は自由とか言ってたが、無差別にヒトを殺して回るのがお前の自由か？』

『……前にね、来くる海みちゃんがこんなことを言ってたんです。人は皆自分が生きてて当然みたいな顔をしてる。それが私には気持ち悪いんだ、って』

『なんの話してんだ。俺が聞いてんのは、お前の目的だ』

　気でも触れたか、と春樹は顔をしかめたが、樒はなおも戯たわ言ごと染みた言葉を続ける。

『来海ちゃんは、そんな馬鹿共の目を覚ましてやりたいって言ってました。私は、そんな彼女の考えに賛同したんです。なるほど、それは面白そうだなって』

『……だからお前は、奴を《フォールド》にしたのか』

『そうです。彼女の願いを叶かなえるには、分かりやすい力が必要でしたから』

　ふざけている。要は、人殺し願望がある奴に人殺しの力を与えたということだ。

　アポトーシスの娘を自称するだけあって、性根がとことんまで腐っている。

『片かた路みちさんは、外に出たいと言っていました。牢ろう屋やの中に閉じ籠こもったままじゃあこの世に生まれてきた甲か斐いがない、と。だから私は彼の脱獄を手伝ってあげました』

　樒は自身の功績を数えるように、一つ一つ指折り語る。

『銀ぎん花かさんは、婚約者の仇を討ちたいと言っていました。だから私は、彼女の復讐に協力することを約束しました。これが終わったら、犯人捜しを手伝う予定です』

『お前はどうなんだよ。他人の願いを叶えてやって、神様気分にでも浸ってんのか？』

『私にも目的は、あります。克服したいんですよ。我慢ならない色々なことを』

　そう言って樒しきみは、展望台の外に広がる旭あさ日ひ市の景色に目を向けた。

『私の母……お母様とは別の、私を生んだ女のことですが。その女はこの街の市議会議員でした。組織のトップでもなければ、下っ端でもない。その癖プライドばかりが高い中途半端な人。そんな母のことが、私は嫌いだったんです』

『……それが、どうしたってんだよ』

『それだけですよ。私は母のことが嫌いだった。だから母が勤めたこの街のことも大嫌いでした。だから、全部ぶち壊してやろうと思ったんです』

　春はる樹きは、言葉に詰まった。

　樒の口から語られた動機は、なに一つ理解出来なかった。たったそれだけの感情でここまで大それた犯罪を実行出来るということに、恐怖すら覚えた。

『ここで一つヒントです。私の母の名前は、榊さかき原ばら松まつ里りって言うんですよ。松里。その意味が春樹さんには分かりますか？　私のやりたかったことが』

　榊原松里。マツリ。まつり。その語感を頭の中で反はん芻すうし、春樹は一つの結論に至った。

　あまりにも馬鹿らしく、この上ないほどに理不尽極まりない樒の動機に。

『……嫌いな母親の名前がまつりだから、夏祭りも大嫌い、ってか？』

『大正解！』

　樒はパチパチと拍手をして、ケラケラと嗤わらった。

『そして見事正解した春樹さんには、素敵な景品をプレゼント致しましょう』

　そう言って樒は、春樹の背後を指差した。

　すると背後で、ギィイイ、と扉が開かれる音が聞こえた。春樹は振り返った。

　展望台の中央、そこには二基のエレベーターが通る昇降路シヤフトがある。その扉の一つが、力任せに内側から抉こじ開あけられた。扉の隙間に銀の刃やいばを突っ込み、広がった隙間に指を掛け、昇降路シヤフトから一人の少女──天てん道どう陽ひ菜なが這はい上あがって来た。




「やっと、見つけた……！」




　陽菜は百五十メートルの昇降路シヤフトを今まさに上り切ったばかりで、とっくに満まん身しん創そう痍いといった有様だった。しかし彼女の闘志は消えていない。右手には刀身の育った刀が握られている。血の滴る左手からは、血の滲にじんだ包帯がひらりと解けて落ちた。

　見開かれた真紅の眼まなこに真っ先に映ったのは、『カツアゲ仮面』の姿だった。

「──私のママを、返せッ！」

　陽菜は刀を構え、咆ほう哮こうと共に春樹に斬り掛かった。

　春樹は、横たわったままの小こ夏なつを庇かばうように前に踏み込むと、陽菜が刀を振り切る前にその腕を掴つかんで、止めた。二人は鍔つば迫ぜり合あいのような体勢のまま、その場で押し合う。

『馬鹿か、お前は……！　斬り掛かる相手を間違えてんじゃねえぞ！』

「あんたら《フォールド》はパパの命を奪った仇だ！　仇は全員、例外なく殺すッ！」

　陽ひ菜なは不意に軸を廻まわし、独こ楽まのように刀をぶん回した。刀の切っ先が喉を掠かすめる。あと数センチ奥に届いていたら喉を掻かっ切きられていた。こいつは完全に俺を殺す気だ。

　死の危機を感じ取り、春はる樹きも頭に血が上っていた。だからその存在が消えていることに気付くのが遅れた。視界の隅で、悠長にエレベーターに乗り込む樒しきみの姿が見えた。

『……ッ、てめえ、待ちやがれ！』

『あとはどうぞ心行くまで二人で殺し合ってください。今度はお母様が割って入ることもない。これにて私の復ふく讐しゆう劇は幕引きです。願わくば、二人揃そろってくたばりますように』

　樒は閉じた日傘を提げ、スカートの裾を摘まんで丁寧にお辞儀をした。

　そして最低最悪の悪魔を乗せたエレベーターは、ゆっくりとタワーを降りて行った。

　樒は決して逃してはならない。春樹は慌ててエレベーターに向かおうとしたが、その背を陽菜の振るった刀が容赦なく斬りつけた。血とチップの飛沫しぶきが宙に舞った。

「逃がさないって言ってんでしょ……！」

『……いい加減にしろよ、てめえ』

　春樹は、なおも場違いな復讐心を燃やす陽菜へと向き直った。

　陽菜が突っ込んで来る。春樹は導火線を結び付けたチップを数枚、床に落とした。

　……もう少しだけ待っててくれよ、小こ夏なつ。

　そしてそれは春樹の足元で、爆発した。





＊　＊　＊






　展望台の床が崩れ落ち、春樹と陽菜は揃って下のフロアへと落下する。

　フロア内に瓦が礫れきがパラパラと散らばり、白煙がぶわりと広がった。その白煙に揺らぎが走った。煙に乗じて接近して来る人影が見え、それはすぐそこまで迫っていた。

　上体を反らすと、真下からの斬り上げが春樹の顎の下を通り抜けて行った。

　こちらを睨にらみ上げる真紅の瞳が見え、続け様に振り下ろされた一振りも身を振って躱かわす。そして陽菜の姿が白煙の中に消えると、春樹もまた息を潜めて次の一手を待つ。

　陽菜の目は赤く腫れていた。つい先程まで泣いていたのだろう。

　大勢の期待を一身に背負い、偉大なヒーローの背中をひたむきに追いかけ、それでも父親と自分とは違うのだという現実を突き付けられ、重圧に耐え兼ね涙した。

　彼女を今この場に立たせているのは、ひとえに《フォールド》への復讐心だけだ。

　身を焦がすほどに熱く、本当の願いをも霞かすませてしまうほどに強く、黒い炎。

　彼女をここまで追い込んでしまった責任は自分にもある。彼女は今、自分一人では抱えきれないほどの激情の奔流に苦しんでいる。誰かがその受け皿となってやらなくては。

　それは、俺が果たすべき責任だ。

　やがて煙も晴れ、視界が良くなる。

　陽ひ菜なは両手で柄つかを握り込み、剣道さながらの立ち姿で正面に立っていた。

　それから陽菜は、力強く一歩を踏み込んだ。次の瞬間には、陽菜の顔がすぐ傍そばにあった。

『──ッ──！』

　春はる樹きは目を見開いた。動きが全く見えなかった。

　一歩後ろに引いた春樹を追って、陽菜は刀を頭上に高く掲げる。振り下ろされるのは鉄仮面を真上から叩たたき割わる、垂直の一撃だ。所謂いわゆる、──面。

　春樹は咄とつ嗟さに右腕を掲げた。頭上から振り下ろされる刃筋を、手の甲で弾はじいて逸そらす。

　そのつもりだった。だが、陽菜は瞬時に構えを下げた。頭上から、腰まで太刀を寝かして、踏み込むと同時にフルスイング──。

「──胴ォおおおおおッ！」

　横よこ薙なぎに引き抜かれた一振りは、春樹の胴を真っ二つに両断する勢いだった。身体からだが上下に別わかたれたとして、果たして《フォールド》の力でくっつくのだろうか。

　気にはなるが、試す勇気はない。

　春樹は頭上に掲げた右手の内から、チップを一枚取り落とした。

　胴と刀との間に割り込んだチップが、刀の刃先に触れ、春樹の合図と共に爆発する。

「──ッ、な……！」

　火の玉のように膨れ上がった爆炎が、春樹と陽菜の両方を撥はね飛とばした。

　爆発の衝撃が、フロア一帯に広がり、ビリビリとガラス窓を震わせた。

　爆風をもろに浴びて吹き飛んだ春樹は、床を跳ね、売店の柱にぶつかって止まった。

『……痛いッ、てえ……』

　身体の節々が痛む。春樹は頭を振って身体を起こした。胴体を撫なでると、上下がちゃんと繋つながっていた。間一髪、どうやら両断は避けられたようだ。

　視界の奥側で陽菜が起き上がるのが見えた。爆風に煽あおられ、お互いの距離は遠い。陽菜は展望ガラスの方に撥ね飛ばされていて、彼女の背後には青い空が覗のぞいている。

　陽菜は膝を突いた格好のままで、右手に握った柄を見ろしていた。

　陽菜の力そのもの。──要かなめの銀色の刃は、砕けていた。

『……ここまでみてえだな。武器がなければ、お前はそこまでだ。それがお前とあいつとの大きな違いだ。……だから、そんな武器はもう捨てちまえ。いい加減に皆も分かった頃だろ。お前はブレイズマンとは違う。ちっとばかし人より強くて、勇敢なだけの剣道少女だ、ってな。刀を置いて普通のガキに戻ったって、誰も文句言わねえよ』

　──みんなには太陽が必要だ。

　以前小こ夏なつはそんなことを言っていた。人々が無責任な期待を寄せても、嫌な顔一つせず応えてくれる超常の存在。人々にとってそれが、ブレイズマンというヒーローだった。

　小夏もそんな太陽を自ら目指した。その結果、心無い人間の銃弾に倒れた。

　だとしたら、そんな太陽などいらないのではないか。誰かの犠牲の上に成り立つ仮初めの太陽など、初めからない方がいい。春樹はそう思っていた。だが……。

「……降りられるわけないじゃない。私はパパの娘で、ママの娘。皆が私に期待してるのよ？　ブレイズマンが死んで、でも《フォールド》はまだ生きてて、誰かが代わりにやらなくちゃいけないの。誰かがブレイズマンにならなくちゃ。そしてそれが、私なの……」

　陽ひ菜なは刃やいばの消失した柄つかを、この期に及んでまだ握り締めていた。

「……武器がないって？　賭ける命ならまだ、ここにある……！」

『もうやめろ』

　春はる樹きが制止するのも構わずに、陽菜は鉤かぎの切っ先で手のひらを掻かき切った。

「──続行レイズよ！」

　左手の傷口から鮮血が舞い、柄の先に再び銀の刃が伸のびていく。

　その刃を創造するために、陽菜は一体どれだけの寿命を対価として支払っているのだろうか。恐らく彼女は《命の時計クレジツト》を持たない。その対価を知る術すべがないのだ。

　命を遣い戦う者が、その命の価値を知らないという矛盾。

　その歪いびつさが春樹には到底受け入れられなかった。だが、受け止めなくてはならない。

『……そうかよ、なら好きにしろ。その代わり絶対無駄にすんなよ、その一刀。今てめえの前に立ってるのは、てめえのパパの命を奪った怪物だ──』

　ギリッ、と陽菜が奥歯を噛かんだ。真紅の瞳に業火の如ごとき憎悪が灯ともる。

『心中する気で来い、陽菜』

「──地獄に叩たたき落おとしてやるわ、クソ野郎ッ！」

　陽菜は力強い一歩を踏み込み、そのまま居合の構えを取った。

　陽菜が低く構えた刀の刃渡りは一メートル。互いの距離は約十メートル。彼女が刀を振り抜いたとして、到底届く距離ではない。待ち構えているのか？　いや、あの刃は瞬時に伸長する吹き戻し。敵を両断するためであれば、その十倍に伸びることもあるだろう。

　春樹は陽菜に向かって駆け出した。それならいっそ、距離を詰める。

　陽菜は春樹の接近を待つことなく、刀を一息に引き抜いた。

　真横に振り抜いた居合の一撃。予想通り、銀の刃は遠心力に従って一気に伸びた。

　刃渡り十メートル。振り抜かれた大鎌が、春樹の胴体を真っ二つに両断せんと迫り来る。

　春樹は地面を蹴って、跳び上がった。宙に浮いた春樹の足元を大鎌が通り抜けた。そして大鎌はその勢いを殺すことなく、背後にあった昇降路シヤフトや売店の陳列棚を刈り取った。

　想像を絶する大鎌の切れ味に、春樹は肝を冷やした。

　そして春樹は見た。陽菜はすでに、二撃目を構えていた。春樹は未いまだ宙に在る。

　腰を低く構え、刀の切っ先を腰深くまで引き絞り、左手の先に照準を定める。

　十メートルあった刃は、刃渡り六十センチまで巻き取られていた。だがその構えは──。




「──ＳＥＩＺＥサイズ　ＴＨＥザ　ＤＡＹデイ！」




　陽菜は叫ぶと共に、引き絞った刀の切っ先を春樹目掛けて、突き放った。

　瞬間、銀の刃やいばは槍の穂先となって直進し、宙で無防備を晒さらした春はる樹きの肉体を貫いた。

　チップが宙に弾はじけ、血ち飛沫しぶきが宙に舞った。ブチブチと筋肉を引き裂きながら春樹を貫いた槍やりの穂先は、そのまま春樹を運び去り、展望台の裏側まで真まっ直すぐに突き抜けた。
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　陽ひ菜なが放った渾こん身しんの突きは、カツアゲ仮面の肉体を確かに貫いた。

　売店の内装を突き破り、反対側の展望ガラスまでぶち抜いた穂先をメジャーのように引き戻すと、銀の刃が再び刀の形に戻る。手元に戻った銀色の刃は血で染まっていた。それこそがカツアゲ仮面に致命傷を与えたことの証明だ。だが、まだその死体を見ていない。

　奴やつの姿が売店の中に落ちたのを、陽菜は見ていた。

　穂先に引っ掛かった奴の身体からだは売店の陳列棚にぶつかって、途中で落ちたのだ。ブチリと聞こえた音は、きっと奴の肉体がその時に千切れた音に違いない。

　陳列棚は奴が衝突した際に豪快にひっくり返っていて、商品が散乱している。

　陽菜は気を抜くことなく奴の死体を探した。すると、床に投げ出された奴の右腕が見えた。その先は死角になっていて、奴の胴体までは確認できない。

　しかし、大量の血が床に広がっていた。奴から零こぼれ落おちたチップも大量に。

　奴の命は確実に削っていた。奴は今や瀕ひん死しの状態だ。トドメを刺すなら、今しかない。

　そう思い、陽菜は刀を携え売店に足を踏み入れようとした。

　その時だった。チャリン──、とチップが一枚足元に転がって来た。それはコロコロと床を転がり、つま先にコツンと当たって、パタリと倒れた。……まさか、爆弾！

　陽菜は咄とつ嗟さに飛とび退のいた。そしてその隙を、奴は見逃さなかった。

　物陰から奴は飛び出して来た。右腕が転がっているのとは別の死角から姿を現した奴は、獣のような俊敏さで陽菜に飛び掛かると、陽菜を仰あお向むけに押し倒した。

「……あ、ッ！」

　そして見上げた先で、奴はギザギザ歯の口を大きく開いた。喰くわれる……！　陽菜は本能的にそう感じ取った。奴の牙が、陽菜の鼻先でガチンッ、と歯を打ち鳴らした。

　陽菜はぎゅっと閉じていた瞼まぶたを、ゆっくりと開いた。まだ生きてる。どうして？

　そうして瞼を開いた目と鼻の先に、奴の顔があった。膀ぼう胱こうがキュッと縮こまった。

　奴は陽菜に馬乗りになり、刀を持った右腕を押さえつけていた。手首が潰れそうなほどに強い力だった。すぐに腕が痺しびれ、右手から刀の柄つかを取り落としてしまう。

　そして奴はもう片方の腕で、陽菜の喉元を押さえていた。ぬめりとした血液が、陽菜の首元をべったりと濡ぬらしている。奴の右腕は、肘から先がなくなっていた。

『……さっきのは、マジにヤバかった……流石さすがに死ぬかと思ったよ……』

　殺すつもりだった。殺すつもりで、奴の心臓目掛けて突きを放ったのだ。

　陽菜が必殺の一撃を放つ直前、奴は宙に浮いていた。宙にあって回避は不可能。しかし奴やつは迫り来る槍やりの穂先を前に、右手を突き出していた。穂先は右の手のひらを貫き、手首を貫き、肘まで到達した。それと同時に奴は肘を折り、自身の軸を逸そらしていた。

　その結果、展望台の反対側まで突き抜けた槍の穂先も、奴の心臓からは逸れてしまった。

　その代償として奴は右腕を失ったが、それだけだ。奴は今も生きている。

『だが、俺の勝ちだ。お前は俺を殺し損なった』

　それは勝利宣言だった。お前の負けだ、と。私はこの怪物に負けたのだ。

　全身から力が抜けていく。百五十メートルを上り切った疲労感が、今になって襲い掛かってきた。身体からだのあちこちが痛む。どこもかしこも痛くて辛つらくて、堪たまらなかった。

　もはや陽ひ菜なに、目の前の怪物を相手に抵抗する力も気力も残されてはいなかった。

「…………殺しなさいよ……」

『……あ？』

「……殺せばいいでしょ。パパみたいに……ッ、パパの時みたいに、私を殺すんでしょ？　だったら早くしなさいよ……！　殺せよ、この化け物……ッ！」

　涙が溢あふれてきた。痛みと、悔しさと、恐怖心とがごちゃ混ぜになったような涙だ。

　陽菜は自分に馬乗りになった怪物を、泣きながら睨にらんだ。

　睨んで奴を殺せるなら幾らでも睨んだ。罵倒して奴を殺せるなら幾らでも罵倒した。それくらいしか今の自分に出来ることはない、と陽菜は自暴自棄になっていた。だが、

『いらねえよ、お前の命なんざ』

　その男は違った。その男は、陽菜の命を諦めてはいなかった。

『お前、ママを助けに来たんじゃなかったのかよ。パパの仇を討つんじゃなかったのかよ。ヒトの命を弄ぶクソ野郎をぶっ飛ばすために、こんなとこまで上がって来たんじゃねえのかよ。他ひ人とから貰もらった命を得意げにドブに捨ててよ、それでお前は満足なのかよ？』

「……なにを、言ってるのよ……なんなのよ、あんた……」

『お前の親父おやじの仇だよ。いいのかよ、そんな奴を野放しにしたまま死んじまってよ』

　カツアゲ仮面は陽菜の右腕から手を放すと、空いたその手にチップを取り出した。

　そして指先に摘まんだその爆弾を、陽菜の眼前に突き付けて言った。

『あいつは……お前の親父はな、途中で命を投げ出すようなことはしなかった。最期まで自分の命を賭けて戦った。お前はどうだ？　未来のために命を賭けられるかよ』

　陽菜は、その問いに答えることが出来なかった。

　自分は未来のために戦ったことなどない。戦うのはいつだって、過去を守るためだった。

　それは間違っていたのだろうか。そもそも私は、なんのために……。

　パパはなんのために戦っていたのだろう。……パパなら、どう答えるのだろう。

『一つだけ教えといてやる。お前の親父はな、──世界よりも娘との時間を取った男だ』

「……え、っ……？」

　ドクン、と心が跳ねた。

　生を諦めかけていた命が、死に逝くことを受け入れていた灯ともし火びが、血を巡らせることを放棄しようとしていた心臓が、今際いまわの際きわに生きることを思い出したかのように、待って、まだ待って、と往生際悪く死の淵ふちに指を掛けている。

　陽ひ菜なは、自分の死を初めて恐れた。自分の命が惜しいと初めて思えた。

「──ま、待って！」

　だが、彼は待ってはくれなかった。彼は、無情にも陽菜の眼前で指をパチンと鳴らした。

　目の前で花火が散った。そして、視界は真っ白になって──、真っ暗になった。

『だから俺は、お前の命なんかいらねえんだよ。もしもお前すらいらねえって言うんなら、そいつをくれたパパとママに直接突っ返して来るんだな』

　意識が遠とお退のく間際に陽菜の耳に届いたのは、怪物とは思えぬ優しい言葉だった。
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　──俺の命はあと二十一年と三日、八時間四十七秒……。

　春はる樹きは落としてしまった自分の命チツプを拾い集めてから、上のフロアへと向かった。

　随分と手痛い出費となってしまった。一体何年遣って、何年が還かえってきた。夏休みだからだろうか。財布の紐ひもが緩くなっていけない。治療費のことも考えると憂鬱にもなる。

　だが、そんな後ろ向きな考えも、彼女の姿を見つけると不思議と和らいだ。

『……ぁ……、ハル……？』

『ようやく目が覚めたかよ、小こ夏なつ』

　小夏は仰あお向むけに床に横たわっており、春樹の足音に気付いてか目を覚ました。とはいえ、彼女は未いまだ仮面を被かぶったままで、眠っていたのかどうかは定かではない。

　とかく小夏は無事に目を覚ました。今はそれで十分だ。

　彼女がゆっくりと身体からだを起こすのを、春樹は片腕で支えてやる。

　小夏が羽織ったパーカーは血で濡ぬれているが、その染みが新しく広がっていく様子はなかった。全快とはいかないまでも、動ける程度には回復しているようだ。

『小夏お前、撃たれたとこはもう平気なのか？』

『……うん……まだ痛い、けど……大丈夫……ハルが、助けてくれたから……』

　それはよかった。そうでなくては命を分けてやった甲か斐いがない。

　しかし、それはよかったといかない損失に、小夏は気付いてしまった。

『……ハル、っ……その手……！』

『あー、これはな。大丈夫だ。右腕を一本落っことして来ちまっただけだ。どうせすぐに生えてくるだろうから、気にすんな』

　肘の辺りから無残にも千切れてしまった春樹の右腕は、コートの袖ごとごっそりなくなっており、小夏が驚くのも無理はない痛ましい状態だ。すぐに生えてくるのかどうかは試したことがないから分からないが、春樹にしてみればもう済んだことだった。

　それでもそうはいかないのが、小夏という人間だ。

『……ごめんなさい……ハル、また……私のせいで……』

『だから勝手に行動するなって言ったろ。お前が勝手なことすると、こうなるんだ』

　春はる樹きがそう言うと、小こ夏なつは春樹の腕に抱かれた格好のまま俯うつむいてしまった。

　だが、春樹は小夏を責めるつもりはなかった。むしろ、そんな彼女だからこそ……。

『でもな……、それでいいんだよ。お前は』

『……え……？』

『いいか、小夏。お前はお前が思ってる以上に、スゴい奴やつだ。いつだってお前は俺には出来ないことを、俺の目の前でやってのける。お前が踏み出す一歩は俺よりも早くて、俺が踏み出す一歩よりも遥はるかに遠くだ。俺はお前のそんな背中を見てきたから、自分のやってきたことが正しいんだって誇れる。そんなお前が背中を見てるって思うから、俺は正しいことをしたいと思える。お前が歩く道はな、俺の行きたい道でもあるんだ』

　春樹の言葉を、小夏は腕の中で黙って聴いていた。春樹はそんな彼女の仮面を見つめながらも、心の底から思える言葉を仮面の口で紡いでいく。この時ばかりは仮面に感謝しなくては。顔が見えないからこそ口に出来る本音も、きっとある。

『俺は、お前と並んで歩くのが好きなんだ。だからその大切な時間を守るためなら、俺は喜んでこの命を賭ける。腕が失なくなろうと、心臓を抉えぐられようと、俺はお前と同じ時間を生きたいんだよ。だから、謝るくらいなら真まっ直すぐに生きてくれ』

　そうだ。それが俺の生きる動機だ。

　魔女に従って怪物に成り下がったあの日々も、無謀にもヒーローに立ち向かって行ったあの日々も、スランプと因縁とに悩まされたこの夏の日々も、全てはそのため。

　それこそが、春樹が命を賭けてでも掴つかみ取とりたかった、未来だ。

　バタバタと足音が聞こえてきた。上空を飛び回るヘリの音と、エレベーターから降りて展望台に到着した、特務課の隊員達が踏み鳴らす音だ。……タイミングの悪い。

『……ハル……！』

『ホント、ツイてねえな』

　春樹は片腕で小夏を支えながらも、すぐさま立ち上がった。隊員達は寄り添う二体の《フォールド》の姿を視界に捉えるや否や、構えた銃口を一斉に二人へと向けた。

『──動くな！』

「──動くな！」

　春樹と美み春はる。その言葉を口にしたのは、ほぼ同時だった。

「カツアゲ仮面、あなたは包囲されているわ。無駄な抵抗は止やめなさい！」

『そっちこそ妙な真ま似ねはすんなよ。でないとこのタワーごと、ドカン！　だ』

　ハッタリだった。タワーに爆弾を仕掛けて回る時間なんてある訳がない。

　それでも、美春やその周囲に控える隊員達は微かすかに躊ちゆう躇ちよした。美春は言った。

「他の《フォールド》はどうしたの？　陽ひ菜なちゃんもここに来たはずよ。彼女は何ど処こ？」

『ブレイズマンの娘なら、丁度この真下くらいで眠ってるよ。死んじゃあいないが、無事とは言えない。だが、ここで爆発が起これば間違いなく、あの世行きだな』

　そんなやり取りをしている間に、春はる樹きの背後には別の隊員が迫っていた。展望台は円形だ。彼らがぐるりと回って来たならば、右も左も退路を塞がれていることになる。

　春樹は小こ夏なつを抱いたまま、展望台の縁へと追い詰められていく。

　後ろにある展望ガラスは砕けていた。外から直接吹き付ける風が、春樹の背中を押した。

　割れ窓の外を覗のぞくと、ヘリが数機上空で待機していた。道理で風が強いはずだ。

　ここから飛び降りるか？　……まさか。そんなことをすれば、死ぬに決まってる。

　だが、そこにしか活路はない。春樹は小夏を抱き寄せ、その耳元で囁ささやいた。

『……小夏。お前、俺と心中する気はあるか？』

　僅かな沈黙の後、小夏は、

『……それは……、駄目……』

　と言った。小夏から返ってきた言葉はまさかの拒否だった。

『……私もまだ……ハルと一緒に、生きたい……』

　春樹はクツクツと笑う。それでこそ小夏というものだ。

　──だったら死ぬ気で、生きなくては。

「なにが可お笑かしいの？　そもそもあなたは……、あなたの目的は一体なんなの？」

『そんな大層なもんはねえよ。俺はただ普通に生きたいだけだ。明日も明後日あさつても、願わくばその一年先もずっと。……こいつらと』

　春樹は小夏に目を向ける。小夏も春樹の顔を見上げた。

　……いいか、小夏。作戦はこうだ……。

　二人は言葉を交わすことなく展望台の縁に立ち、そのまま背後へと、跳んだ。

「──ッ、な！　待ちなさい！」

　無謀にも展望台から空へ飛び降りた二人を追って、美み春はる達は慌てて駆け寄った。

　だが、その正面にはキンッと弾はじかれた一枚のチップ。直後、ドカンと音が鳴った。

　美春達は突如沸いた爆発音に思わず怯ひるみ、足を止めた。しかし爆発したのは、彼女達の前に放ったチップではなかった。爆はぜたのは、小夏が空に放ったもう一枚。

　小夏は腕を使えない春樹に代わって、春樹のチップを展望台の外へと放っていた。

　互いに身を寄せ合いながらも地上へと墜おちて行く、春樹と小夏。その姿を真っ黒な黒煙が包み込んだ。雷雲に飛び込んだ二人の姿は一瞬の内に見えなくなった。

　遅れて美春は、展望台の縁から地上を覗のぞき込こむ。二人の行方を目で探した。

　だが、二人の姿を見つけることは叶かなわなかった。

　雷雲を突き抜け一秒、二秒、三秒……。しかし、どれだけ待っても二人が出て来ることはなかった。そしてその雲はやがて、風に解けて消え去った。

　雲が晴れてなお、地上へと墜ちて行く二人の姿を見た者はいなかった。

　夏の終わりを嗅ぎつけた秋風がブオンと二人を攫さらって、そのまま何ど処こかへと連れ去ってしまったからだ。

[image: ]

　怪物達は泥臭くも鮮やかに、人々の前から姿を消した。





エピローグ




　父の夢を見た。それは私が十歳になる誕生日の記憶で、その日の私は泣いていた。

「なにを泣いているんだい、陽ひ菜な」と、父が言う。

　私は父に言った。クラスの男の子に酷ひどいことを言われたの。髪が赤いなんて不良みたいだって。目が赤いなんて吸血鬼みたいだって。そんなこと全然ないのに。

　父譲りの赤い髪と赤い瞳。私はよくそのことで他人にからかわれ、その度に泣かされていた。言い返そうとしても、相手にどんと突き飛ばされると敵かなわなくて、その度に痛さと悔しさと悲しさがどっと湧いてきて、泣いた。私は泣き虫で、弱虫だった。

　泣いて家に帰ると、その度に父が頭を撫なでてくれる。その日も同じだった。

　私は、父の胸に顔を埋うずめて言った。私、泣き虫じゃなくなりたい。弱虫じゃなくなりたい。ブレイズマンみたいに、強くて格かつ好こいい人になりたい。

　すると父は「そうか」と呟つぶやくと、母と顔を見合わせて頷うなずいた。

「陽菜は前に言ったね、剣道をやってみたいって。それは今でも変わらないかい？」

　学校の帰り道にある剣道場。その前を通るといつも竹刀の音が聞こえてきて、力強くも爽快なその音を聞く度に、私の心は何度も突き動かされた。

　面を被かぶって、あの竹刀を振ることが出来たなら、私でも強くなれるかもしれない。

　私は父の問いに、うん、と答えた。すると父は微笑ほほえんだ。

「だったら陽菜、今から観みに行ってみようか」

　父はそう言うなり陽菜を連れて、母の運転する車で道場へと向かった。

　特別に道場を見学させてもらい、その日の内に道場に通うことに決まり、家に帰る頃には道具一式が揃そろっていた。今日は誕生日だから、と母はハンドルを握りながら言った。

「陽菜の晴れ舞台を観るのが、今から楽しみだよ」

　帰りの車の中で、父はそう言って笑った。気が早すぎよ、と母も笑った。

　その笑顔がどうしてかとても懐かしくて。私は後部座席で一人、また泣いた。
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　力強いハグで目を覚ました。

　陽菜が目を開けるとそこは病院で、病室のベッドに寝かされていた。首を動かすと窓の外には夕焼け空が見え、反対の方を見ると叶かな芽めがそこにいた。

「ああ、陽菜！　よかった……」

　叶芽は陽菜に覆いかぶさるようにして抱きしめ、そこで陽菜の意識はぱっちり醒さめた。

「……ママこそ、どうして……《フォールド》に攫さらわれて……それで、私……」

　追悼式から丸一日が経たっていた。しばらくベッドの上で茫ぼう然ぜんとしていると、やがて美み春はるが病室にやって来て、空白の一日を陽菜に語って聞かせた。

　樒しきみ、片かた路みち、銀ぎん花かの三体の《フォールド》は行方を晦くらまし、現在も捜索中。展望台で追い詰めたはずの二体の《フォールド》もまた生死不明とのことで、現在も捜索中。

　そんな中、唯一見つかったのは叶かな芽めだけだった。

　母は、時間が経たつと共に控え室の鏡の中から無事解放されたのだと言う。

　──「約束は約束なので」という書き置きと共に。

　調印式は一旦保留になった。あれだけのことが起きたのだから、当然と言えば当然だ。

　未いまだ怪物達の潜むこの街は、ブレイズマン不在のまま夜明けを迎えた。

「陽ひ菜なちゃん。あなたはよく頑張ったわ。今はゆっくりと休みなさい」

　美み春はるが去ってからも、陽菜は母と二人きりの病室で沈黙を続けた。なにを言っていいか分からなかった。なにも出来る気がしなかった。これから私はどうするべきなのだろう。

「……ごめんなさい、陽菜」

　しばらく沈黙に付き合っていた叶芽だったが、やがて堪えかねた様子で口を開いた。

「あの人の跡を継ぐということがどれだけ危険かってことくらい、嫌というほど分かっていたはずなのに。それなのに私は、あの人の遺のこしてくれたブレイズマンという象徴を守ることばかりを考えていたわ。もう少しで私は、あなたを殺してしまうところだった……」

　叶芽は強く陽菜の手を握り、沈痛の面持ちで深く項垂うなだれている。

　母の懺ざん悔げを聞きながらも、陽菜は心の中で「違う」と首を振った。私はママのそんな悲しい顔が見たくて、パパの跡を継ごうと思ったんじゃない。それは──。

　……ああ、そうか。私はそのために……。

「ごめんなさい、陽菜。私の自分勝手な願いのためにあなたを巻き込んで」

「それは違うわ、ママ」

　陽菜は、叶芽の手を強く、強く握り返して言った。

「私がパパの跡を継ごうと思ったのは、ママを悲しませたくなかったから。パパがいなくなって一番悲しかったのは、ママ。パパはママにとっての太陽だったのよね。だから私はママに安心して欲しくて、パパみたいになりたいって思ったの。ママにまた、パパがいた頃と同じように笑って欲しかったから。ママが寂しそうにしてるとこなんて、見たくなかったから。それをようやく思い出した。それが私が戦う、本当の理由……」

　すると見つめていた叶芽の顔が不意にぼやけて、涙が頬ほおを伝い落ちていった。

「……でも、ごめんなさい、……っ、私、パパみたいにはなれなかった……私はやっぱり弱虫で、泣き虫で……あの頃からちっとも変わらない……こんなんじゃママに、安心してなんて言えない……もう悲しい顔しないでなんて、っ……言えないよ……」

　涙が止とめ処どなく湧いてくる。嗚咽おえつが漏れる。鼻水だって垂れてくる。悔しくて、悔しくて、そんな感情ばかりがどんどんと溢あふれてくる。抑え込んでいた素直な感情が、全て。

「……陽菜。そんな風に思っていてくれたのね。そんなことにも気付けなかっただなんて、私は本当に駄目ね。こんなんじゃあ、あの人になんて言われるか……」

　叶芽はベッドの縁に腰掛け、陽菜をそっと抱きしめた。

「いいのよ、陽ひ菜な。私はあなたが生きていてくれるだけで、あなたの温ぬくもりをこうして感じていられるだけで、ああ、生きてるなあ、って思えるんだから」

　母の腕。母の胸、母が零こぼした涙。そこには確かな温もりがあった。生きている証あかしが。

「あの人の遺のこした灯は、ここにあったのね」

　陽菜は母の温もりの中で、わんわんと泣いた。恥も体裁も捨てていっぱい泣いた。

　悔しくて、悲しくて、それでも今が嬉うれしくて。生きていてよかったと心の底から思った。

　その後、陽菜は面会時間が終わるまで、父との思い出を時間いっぱい叶かな芽めと語り合った。

　語り切れなかった分は、また明日だ。
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　九月一日。長くも短い夏休みが明け、学校が始まった。

　始業式も昼前には終わり、その帰り道に陽菜は父の墓参りへと向かった。

　制服姿のままで霊園行きのバスに乗り込む。スマホを取り出すとまず、最新のニュースに目を通していく。ニュースと言っても興味があるのは《フォールド》にまつわる情報ばかりで、そのどれもが大したものでないと分かると肩を落として、画面を閉じる。

　あの日以来、《フォールド》の動きは一切なかった。

　進展があったとすれば、蜘く蛛も女に『バニーハーベストマン』という名前がついたことくらいか。彼女もまた、『カツアゲ仮面』らと同様に指名手配される怪物だ。

　彼らは善か悪か。《フォールド》に関する議論はここにきて新たな様相を見せ始めていたが、当の怪物達は世間の関心とは裏腹に陰に潜んだままだった。《フォールド》なんて存在は悪い夢だったのではないかと思う程に、彼らはこの街の影と同化していた。

　だが、いずれはまた現れるに違いない。陽菜にはその予感があった。

　やがてバスが停とまり、目的地に辿たどり着つく。そこは『ＯＮＥ　ＤＡＹ』という花屋だった。

　墓参りにはまず花がいる。陽菜は墓に供える花を、いつもここで買うようにしていた。

　供花を包んでもらう間、陽菜はテーブルに着いてハーブティーに口を付ける。

「へえ、小こ夏なつも夏生まれなのね。私と一緒だ」

「……うん……じゃあ、陽菜ちゃんって今……」

「そ、十四歳。まさか、誕生日を病院のベッドで迎えることになるとは思わなかったわ」

　小夏は陽菜と世間話を交えつつ、真剣な表情でラッピングを進めていた。手際がいいとは言えなかったが、一つ一つが丁寧で心がこもっている。

「……うん、出来た……お待たせしました……」

「いえいえ、心待ちにしてました」

　小夏は心なしか誇らしげな表情だ。小夏の包んでくれた花を抱えて、陽菜は席を立つ。

　その去り際にふと思いつき、陽菜は小夏に振り返った。

「そういえば、あれから春はる樹きとはどうなの？」

「……えっ……どう、って……？」

「ほら、二人ってあんまし彼氏彼女って感じじゃないじゃない？　だから、あれってハルなりのジョークだったのかな、って。小こ夏なつ的にはどう思ってるの？　春はる樹きのこと」

　陽ひ菜ながにやにやとした顔で言うと、小夏の顔はたちまち赤くなった。

　面白くなって、陽菜は小夏に顔を寄せて言った。

「それじゃあ、私がもらっちゃおうかな。春樹のこと」

　すると小夏は勢いよく顔を上げ、

「それは、駄目！」

　と言った。想像以上の反応に、陽菜は目を丸くした。

「……ハルは、その……私と一緒……、だから……」

　思いの外大きな声が出てしまったことを恥じてか、小夏はしおしおと背中を丸める。

　そこまで強く言われてしまっては仕方ない。なんだ残念、と陽菜は肩を竦すくめた。

「病めるときも、健やかなるときも。……若いっていいわねぇ」

　楽しげに謳うたう店主の声に見送られ、陽菜は花屋をあとにした。

　停留所でバスを待っていると、美み春はるから連絡があった。陽菜は花束を抱えたままスマホを取り出し、電話に出る。

「──なに、美春。なにか事件でもあった？」

「研修生の手を借りるような事件は起こってないわ。陽菜ちゃん、今日からうちで講習の予定でしょ？　ちゃんと覚えてるかしら、と思って。その確認」

「忘れるわけないでしょ。パパに会ってきたら、すぐ行くわ」

「ええ、待ってるわ。天てん道どうさんによろしく」

　通話を終えたところで、丁度バスがやって来た。

　陽菜はこの夏、フレンドシップ制度の指定協力者となるサインをした。

　とはいえ正規のものとは少し異なり、特例で研修制度を設けることになった。陽菜の年齢や能力を考慮して、とのことだった。

　調印式は大々的には開催せず、自宅でやった。研修生にはそれくらいが丁度いい。

　今日はその講習の第一回が美春の監督の下行われる。陽菜は今日、ブレイズマンの二代目としてではなく、新しいヒーローとなるための一歩を踏み出すところだった。

　ブレイズマンは十四年もの間戦った。陽菜は先月十四歳になったばかりだ。

　焦る必要はない、と誰かが言った。思えばその温かい声はいつだって陽菜の傍そばにあった。

　そして今の陽菜には、その足踏みを受け入れられるだけの余裕があった。

　十四年。それは父と母がくれた大切な贈り物。その価値を陽菜はもう知っている。

　……私はもう命を投げ出したりなんかしない。だから安心して見守っててね、パパ……。

　今はまだ孵かえったばかりの雛ひなだけれども、その幼い瞳に映すのは、空を駆ける父の背中。

　青空に燦さん々さんと輝く太陽の下、陽菜は花束を抱えてバスのステップに足をかけた。





あとがき




　どうも、達たつ間ま涼りようです。本作をお手に取っていただき誠にありがとうございます。これからもどうぞ応援のほどよろしくお願い致します。以下謝辞……。くらいのペースでいかないと前回はページが圧倒的に足りなかったのですが、今回はもうちょっとだけ猶予があるようですので、謝辞の空きスペースを使ってあとがきます。

　さて一巻二巻と無事刊行された『ＰＡＹ　ＤＡＹ』ですが、一巻を読了された読者様からはこんな感想が多く寄せられました。「一巻で完結してえらい」と。

　一巻完結ってだけで褒めてもらえるとは思ってもみませんでした。しかも大抵の方がその部分に触れられていたので、もしや他に褒めどころなかったんじゃ……と若干不安にもなりました。まあ、一巻発売された頃にはすでに続刊を書き始めていた訳ですが。

　とはいえ私個人としても、あからさまに続きを匂わせたお話よりは一巻で完結するお話の方が好きです。だから一巻では春はる樹き達四人を取り巻く物語の一つを終わらせましたし、二巻では新しい陣営が出てきたり解決してない問題があったりもしますが、春樹達と陽ひ菜なの物語についてはこれで一区切りつけたつもりです。そう考えると、「完結してえらい」はある意味理想の褒め言葉だったのかもしれません。

　もしも彼らの物語に続きがあるとすれば、それはきっと春樹達の平穏を脅かすなにかが起きた時。その時を皆様が望むかどうかは分かりませんが、私としては春樹達にはもっと長生きして欲しいなあ、とか思ったり。（……本心はもっと春樹達を追い込んでみたい）

　ともあれ二巻は二巻で完結、ということで安心してお楽しみいただければと思います。

　あとは皆様のＳっ気次第。

　──以下、謝辞。

『ＰＡＹ　ＤＡＹ』の世界観を、大迫力のイラストで具現化してくださった小こ玉だま有ゆう起き先生。

「ヒーローとヴィラン。どちらか一方を単なる敵役にするのではなく、どちらも主役級に描いて欲しい（※意訳）」という我わが儘ままなリクエストに、ヒロイック＆ダークなデザインでお応えいただきありがとうございます。一巻の表紙イラストを頂戴した時の衝撃といったらもう……こんな贅沢なことはありません。額縁に入れて家宝として飾っておきたいくらいですが、それだけだと勿もつ体たいないので、名刺代わりにいつも持ち歩くようにします。

　選考時から拙作を目にかけてくださり、刊行まで導いてくださった担当編集者様。

　本作を完成まで書き切ることが出来たのも、こうして二巻まで出すことが出来たのも、そもそも私が執筆活動を続けていられるのも、全て担当編集者様のおかげです。いちいち確認したり色々注文つけたりと、ぶっちゃけこいつ面倒くせえな、って思われてるかもしれませんが、それも担当を信頼してのことと前向きに捉えていただけますと幸いです。

　そしてこの本の出版に携わってくださった方々、ならびに、一巻から応援してくださっている読者の皆様。皆様が私のために遣ってくださった一分一秒、それ以上の時間に感謝を込めて、心よりお礼申し上げます。





電子書籍特典　書き下ろし短編





　打ち上げ花火まであと二時間。その時刻が近付くのにつれて、夏祭り会場の賑わいっぷりと人口密度が増していく。川沿いに立ち並ぶ出店の熱気と人いきれに汗を滲ませつつ、ビニールプールの中を涼し気に泳ぎ回る金魚たちの姿をぼんやり眺める。

「──このっ、こいつ……待ちなさい！　よしっ、捕まえ……あっ！」

　そんな私の隣では、友人の陽菜が金魚相手に悪戦苦闘としていて、穴の開いたポイを握り締めわなわなと悶えていた。ポチャン、と水飛沫の跳ねる音が心地いい。

「あー、もう！　なんで一匹も取れないのよ！」

「もう諦めなって、陽菜。あんたのそういう『やってやるぞ』って感じが金魚にもバレてるんだって。そんなに金魚が欲しいなら私が獲ったのやるからさ、もういいでしょ」

「そんなの駄目よ。それじゃあ私がハルに負けたみたいじゃない」

「負けず嫌いめ」

　私の器には金魚が五匹。陽菜は零匹。勝ちか負けかで争うのなら私の圧勝だ。

　そんなことを言っている間に陽菜は「おじさんもう一回！」と新しいポイを受け取り、真剣な面持ちで金魚を睨んでいる。これでもう三回目の挑戦だ。

　勝負をするにしても挑戦回数くらいは決めておくべきだったか。

　……まあ、見てて面白いからいいけど。

「だからさ、そういうのが駄目なんだって」

　延々と金魚の尻を追い掛けている陽菜を横目に、私も一本ポイを買う。

「焦って追い掛けるから逃げられるんだよ。網を張るようにこうやって待ち構えておいて、相手の方から近寄ってきた時に──、こう」

　ポイを掬い上げると同時に、ポチャン、と器の中に金魚が飛び込んだ。これで六匹。

「ほら、また点差広がったけど。まだ続ける？」

「……ハルって結構、意地が悪いわよね」

　その後陽菜は五回目にしてようやくコツを掴んだようだったが、勝負は六対一で私の勝利に終わった。とはいえ陽菜は一匹捕まえたことで満足したのか、「金魚には勝った」という謎理論を持ち出し、勝ち誇った表情で獲った金魚をプールに返していた。

「あーあ、今回は勝てると思ったのに。ハルってああいうゲーム系得意よね」

「お兄ちゃんが得意なんだよ。ああいう、ちまちました奴」

「お兄ちゃん？　あー、そういえばハルってお兄さんがいるんだっけ」

「お兄さんっていうか、兄貴。お兄さんって感じじゃないよ。ただの不良だし」

　と、大事なことなので訂正しておく。

「ハルのお兄さんか、ちょっと会ってみたいわね。どれくらいハルと似てるのか興味ある」

「冗談……。あんなの会ったってなんも面白くないよ。全然似てないし。それに友達を兄貴に紹介するとか、絶対ない」

「えー、ケチ」

　陽菜は口を尖らせつつも、嫌がる私の様子を見て愉快そうに笑っている。

「いいじゃない、お兄ちゃん。私一人っ子だからそういうの憧れるのよね」

「なにがいいのか私にはさっぱりだけど」

「だってほら、頼りになりそうなイメージあるじゃない？　悩みを聞いてくれたり、剣道の練習相手に付き合ってくれたり、いざって時に助けてくれたり」

「どれも心当たりないわ」

「それは残念。ちょっと期待してたのに」

　確かに昔は兄貴に相談に乗ってもらったこともあったし、一緒にゲームをして遊ぶこともあったし、私が困っている時に助けてくれたこともあったが、それは全て私が中学に上がる前の話だ。金魚一匹獲れずにいじけていた私に金魚すくいのコツを伝授してくれたのも兄貴だったが、そんなことは今の今まで忘れていた。だから兄貴なんてそんなもんだ。

　それにしても陽菜がそういう存在を求めていたとは。

　……なんとなく理由は分かるけど。

　そんな話をしながらぶらぶら出店の通りを歩いていると、不意に陽菜が足を止めた。

「……あっ」

　陽菜が見ていたのはお面屋さんだった。店先では小さな子供がブレイズマンのお面を母親にねだっているところで、陽菜はその後ろ姿をじっと見つめていた。

「ああいうの見るとさ、ブレイズマンって実は漫画とかアニメの中から出てきたんじゃないかって思うんだよね。なんていうかこの世界の人じゃない、みたいな」

「……そうね、私も時々そう思う。現実味ないわよね」

　陽菜は苦笑混じりに言う。その横顔はどこか寂しげだ。

「でも、みんなはそんなヒーローの存在を頼りにしてた。それだけは確かよ」

「じゃあ、ブレイズマンは全世界のお兄ちゃん的存在ってわけだ」

「違うわ、もっと上」

　と、陽菜は暮れかけの夏空を指差した。

「私のパパは……ブレイズマンは、みんなの太陽なの。だから私は──」

　つられて見上げた空はまだ明るくて、けれどもうじきやって来る夜の気配がそこには漂っている。太陽はすでに西の彼方だ。

　陽菜はブレイズマンのお面を買ってくると、自分の顔に重ねて言った。

「どう、似合ってる？」

　暑苦しいヒーローのお面を被り、得意げにポーズを決める同級生の少女。そのアンバランスさが可笑しくて、私はただただ苦笑するしかなかった。

「なんか、安っぽい」
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